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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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魔弾の王と凍漣の雪姫ミーチェリア３
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プロローグ









　涼気を帯びた秋の風が、小高い丘を吹き抜けていく。

　ティグルとミラは丘の上に馬を立たせて、視界に広がる光景を声もなく見つめていた。

　水を溶かしたような蒼そう穹きゆうの下に、水でできた紺こん碧ぺきの世界がある。

――これが海……。

　つぶやきは声にならなかった。二人とも、海を見るのはこれがはじめてだ。

　ささやかな波が幾重にも連なって、海面にいびつな縞しま模も様ようを描いては消える。それが絶え間なく繰り返される様子に、不思議と目が離せない。

　頭上では、太陽がやわらかな陽ひ射ざしを投げかけている。昼までにはあと一刻ほどだろう。

　ここはミラの治めるオルミュッツ公国ではない。ジスタート王国の西部にあるレグニーツァ公国だ。ティグルたちはおよそ一ヵ月前にオルミュッツを発たち、王都シレジアを経由して、ここまで来たのである。二人の羽は織おっている厚手の外がい套とうは、長旅のために汚れていた。

「どう？　海を見た感想は」

　二人の後ろから、ひとりの女性が馬を寄せてきた。緑と白を組みあわせたドレスの上に外套を羽織り、黄金の錫しやく杖じようを抱えるように持っている。二人の友人であるソフィーだ。ティグルの隣に並んで、彼女もまた茫ぼう漠ばくたる海原に視線を向けた。

「空と海の境目が、白くかすんでいるでしょう。あのはるか向こうに、アスヴァール王国はあるの。風に恵まれれば、船で七、八日らしいわ」

「たったそれだけの日数で行けるのか」

　大陸を描いた地図を思いだしながら、ティグルは感嘆のため息をこぼした。それはつまり、八日でブリューヌ王国を横断できるということだ。驚くべき速さだった。

　八日後には、自分たちはアスヴァールにいる。そう思うと緊張と昂こう揚よう感かんが湧きあがって、ティグルは鞍に差していた家宝の黒弓を握りしめた。

　ティグルというのは愛称で、正式な名はティグルヴルムド＝ヴォルンという。年は十七。ブリューヌ王国のアルサスを治めるヴォルン伯爵家の嫡ちやく男なんである。とある事情から、彼はオルミュッツの客人となっていた。

　ティグルのそばに立っているミラの正式な名は、リュドミラ＝ルリエ。ジスタートに七人いる戦姫のひとりで、オルミュッツを治めている。ティグルと同じ十七歳で、『凍漣の雪姫ミーチエリア』あるいは『槍の舞姫』という異名で、彼女は呼ばれていた。

　戦姫は竜具ヴイラルトと呼ばれる武器を持っているのだが、ミラのそれはラヴィアスと呼ばれる槍だ。意思を持ち、冷気を操る不思議な力を備えている。

　ソフィーことソフィーヤ＝オベルタスも、ミラと同じく戦姫だ。年齢は、二人より四つ上の二十一。彼女はポリーシャ公国を治めており、『光華の耀姫ブレスヴエート』または『杖の舞姫』と呼ばれている。抱きかかえるように持っている黄金の錫杖が彼女の竜具で、ザートといった。

「それじゃ、そろそろ行きましょうか」

　淡い金色の髪を揺らして、ソフィーが丘のふもとへと目を向ける。街道から少し離れた草原で、武装した八百の兵士が休息をとっていた。

　彼らは、ミラとソフィーが己の公国から連れてきた選りすぐりの精鋭だ。数はそれぞれ四百ずつで、ジスタート王国を象徴する黒竜旗ジルニトラと、白地に蒼い槍を斜めに描いたオルミュッツ公国の軍旗、緑地に金色の錫杖を描いたポリーシャ公国の軍旗を掲げている。三つの旗が風にひるがえるさまは、壮観だった。

　兵士たちの他に、二頭立ての馬車が三台ある。それらはオルミュッツ兵の部隊と、ポリーシャ兵の部隊に前後を挟まれる形でたたずんでいた。

　馬車を見つめるティグルとミラの表情に、不満と嫌悪感が浮かぶ。馬車の中にいる人物に、二人はかけらほどの好意も抱くことができなかった。

「そんな顔しないの、二人とも。笑顔、笑顔」

　馬上で身体を傾けて、ソフィーがティグルの頰を軽くつついた。ミラが鼻を鳴らす。

「顔を合わせるときはそうするわ。それでいいでしょう。あの王子だって、こちらに嫌われていることはわかっているはずだし」

「だからこそ笑顔の方がいいのよ。こちらの考えを読ませないためにもね」

「そういうことを笑顔で言うから、あなたは怖いのよ……」

　嘆息するミラを横目に、あらためてティグルは馬車を見下ろす。努力して笑顔をつくってみたが、自分でもわかるほど引きつったものになった。

　馬車には、貴人が乗っている。アスヴァールの第二王子で、名をエリオット＝ブルーム＝ゴドウィン＝ナサニエル＝ガラハッド＝アスヴァールという。

　今年の春に国王ザカリアスが病に臥ふせてから、エリオットと第一王子のジャーメインは次代の王位を巡って対立を深め、アスヴァールは不穏な状勢にあった。

　そして約二ヵ月前、エリオットは四千の兵を率いてライトメリッツ公国を攻めた。己の発言力を高めるべく、戦場での勝利を求めたのである。それによって、ブリューヌ王国の大貴族ガヌロン公爵の支援を得るという狙いもあった。

　ところが、彼の目もく論ろ見みは外れた。『銀閃の風姫シルヴフラウ』エレオノーラ＝ヴィルターリアに、エリオットは敗れたのだ。彼は捕らえられ、王都シレジアに送られた。

　ライトメリッツの大地を荒らし、村や町を焼いたのだから、エリオットは首を刎はねられてもおかしくなかったが、そうはならなかった。ジスタートが彼を利用することにしたからだ。

「エリオットを支援して、アスヴァールの玉座につけよ」

　その役目を命じられたのがミラとソフィーだった。

　かくて二人の戦姫とティグルは、アスヴァールへ向かうことになったのである。

　ミラとソフィーが馬を進ませ、ゆっくりと斜面を下りていく。ティグルも馬首を巡らせながら、もうひと目だけというふうに海を振り返った。

――どんな国なんだろうな。

　アスヴァールについて、ティグルはほとんど何も知らない。

　オルミュッツで生活していたとき、旅をしているアスヴァール人に会ったことがあるので、エリオットとその配下の兵のような者ばかりでないということはわかっている。ミラとソフィーからも、おおまかなことは教わっていた。

　だが、それだけでは具体的に思い描くことができない。

　さまざまな想像を巡らせたあと、それらを消し去るようにティグルは首を横に振る。

　遊びに行くのではない。戦いに行くのだ。気を引き締めるべきだった。

　そのとき、ミラがティグルを呼んだ。

　明るい声で返事をすると、ティグルは手綱を握り直して彼女たちを追った。
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　ティグルとミラがはじめて海を見た日から、およそ十数日ほどさかのぼる。

　二人は、ジスタート王国の王都シレジアを訪れていた。二人だけでなく、それぞれの側近であるラフィナックとガルイーニンが従っている。

　風は涼しかったが、その風に乗って鳥の群れが南へ飛んでいく風景は、夏の終わりと秋の訪れを同時に感じさせた。ジスタートの秋が短いことを、鳥たちは知っているのだ。

　シレジアは、王国のほぼ中央にある。海に通ずるヴァルタ大河を北に臨のぞむこの都には百万を超える人々が暮らし、無数に延びた街道からはさまざまな国の人々が訪れる。

　東からはヤーファの竹細工や武具、騎馬の民の毛皮や織物、南からはムオジネルの香辛料や象牙、紅茶チヤイ、西からはブリューヌやザクスタンの小麦や葡萄酒ヴイノーがもたらされ、ヴァルタ大河をわたってくる船団は、遠くアスヴァールでとれた魚の塩漬けや珊さん瑚ご、真しん珠じゆを運んでくる。魚といっても大人の背丈よりはるかに大きいものばかりだ。

　王都を囲むいくつもの門は、訪れる者と去る者とで朝も夕も埋めつくされ、大通りには多数のひとが行き交い、多彩な言葉が飛び交う。近くの村の農夫、旅の神官、職人、娼婦、アスヴァール人らしい風貌の傭兵、浅黒い肌が特徴的なムオジネル商人に、彼が従える奴隷まで。日が出ている間はもちろん、日が沈んでからも活気が絶えることはない……。

　そのような話をミラから聞いて、ティグルは楽しみにしていたのだが、あいにくそうした光景を見ることはできなかった。一行が王都の城門をくぐったときは、日が暮れかけていたからだ。人通りはまばらで、わずかに残っていた露店もかたづけをはじめていた。

　残念だなと思ったのも束の間、露店が姿を消すのを待っていたかのように、通り沿いの酒場が次々と軒先に明かりを灯しはじめ、ティグルとラフィナックは驚いたものだった。暗くなるころには、酒と食事を求める者たちでこのあたりはごった返すのだろう。

　そんな酒場の群れを横目に、朱色に染まった大通りを、四人は急ぎ足で歩く。隣を歩くミラに、ティグルは不思議そうな口調で話しかけた。

「ミラをわざわざ王宮に呼ぶなんて、何があったんだろうな」

「考えたくもないわ。どうせ、ろくでもないことに決まっているもの」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでミラは答える。彼女は外がい套とうを羽は織おって、旅人を装っていた。ラヴィアスには布を何重にも巻きつけて目立たないようにしている。

　ミラが己の公国であるオルミュッツを離れて王都に来たのは、国王からそのように命じられたからだった。王宮からの使者は、ミラにこう告げた。

「我が国とアスヴァールとの間で、いくつか面倒なことが起きております。状況次第では、戦姫殿に彼の国へ行ってもらうことがあるやもしれませぬ」

　もしかしたら、王都へ行ったあと、オルミュッツに戻らずにアスヴァール王国へ行くことになるかもしれない。そう考えたミラはティグルに事情を話し、ともに王都へ、場合によってはアスヴァールまで行こうと誘った。若者は喜んで承諾した。

　ティグルには、ブリューヌ国王ファーロンから命じられた、内通者をさがす連絡役としての務めがある。それについては、ミラの代理として留守を預かるスヴェトラーナに頼んだ。ラーナという愛称で呼ばれるミラの母で、先代の『凍漣の雪姫ミーチエリア』だ。彼女は快こころよく引き受けたあと、からかうような笑みを浮かべてこう付け加えたものだった。

「うちの子が浮かれすぎないように、見守ってあげて。ああ、あなたと羽目を外すのなら別にかまわないわよ。孫を持つ気分というのも、そろそろ知ってみたいと思うの」

　ミラは顔を真っ赤にして黙りこみ、ティグルもとっさに言葉を返せなかった。

　大通りを抜けて、王宮にたどりつく。ミラが名のるまでもなく、門衛はすぐに取り次いでくれた。彼らは戦姫の顔を覚えている。

　ほどなく、ひとりの女性が四人の前に現れる。腰まで届く金色の髪と、深みのある緑柱石の瞳を持ち、優しげな微笑を浮かべた美女だった。

「待たせちゃったかしら。ひさしぶり、というほどでもないわね、ミラ。それにティグル」

「ソフィー……。もしかして、あなたも呼ばれたの？」

　おもわぬ友人の登場に、ミラは呆あつ気けにとられた顔になる。ティグルもだ。
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　再会を喜ぶように、ソフィーはミラとティグルを抱きしめる。次いで、二人の側近とそれぞれ握手をかわした。

「この前はおたがいに忙しくて、ゆっくり話す暇もなかったわね。せっかくだから、わたくしの屋敷に来てちょうだい。あなたの紅茶チヤイに合いそうなお菓子があるのよ」

　ミラの手をとってにこやかに言いながら、ソフィーは片目をつぶってみせる。

「そうね。あなたの屋敷の方が、王宮よりは肩が凝こらずにすみそうだわ」

　王宮では話したくないことがあるらしいと気づいて、微笑を返しながらミラはうなずいた。ソフィーに先導されて、ティグルたちは王宮をあとにする。名残惜しそうに王宮を振り返ったティグルの背中を、ミラが軽く叩いた。

「また来ればいいのよ。そのときは隅々まで案内してあげるわ」

「ありがとう、ミラ。でも、俺のことは気にしなくていいぞ」

　自分が王宮に呼ばれたわけではない。ミラについてきたというだけの立場だ。

「どうせなら、君と並んで王宮の廊下を歩いてみたいしな」

　それだけの立場を手に入れてみせるという意味だ。彼女が気を遣わずともすむように。

「がんばりすぎてつまずかないようにね」

　ミラは肩をすくめて軽く受け流したが、その足取りはさきほどよりも軽くなっていた。







　王都には諸侯の屋敷が集まっている一画があるのだが、ソフィーの屋敷もそこにあった。

　正確には、ポリーシャ公国の戦姫の屋敷というべきもので、彼女の信頼している五人の従者と侍女が管理している。

　ソフィーはティグルたちを応接室ではなく、広い居間に案内した。従者たちが武器や外套を預かり、侍女が焼き菓子を盆に載せて運んでくる。別の侍女が、ミラのために紅茶を淹れる道具を用意した。苺いちごと葡ぶ萄どうのジャムを盛った小皿を添える。

　一礼して彼らが退出したあと、五人は円形の大きなテーブルを囲んで椅子に座った。

「いまさらですが、私はここにいていいのでしょうか」

　緊張した顔で、ラフィナックがソフィーに聞いた。二十七歳の彼は、この中ではガルイーニンに次ぐ年長者だ。しかし、アルサスでのんびりと生きてきた彼にとって、戦姫が二人もいるような話しあいに加わるのは場違いとしか思えなかった。

「ラフィナック殿、我々は主の名誉を辱はずかしめぬよう堂々としていればよいのです」

　安心させるように言ったのはガルイーニンだ。灰色の髪を丁寧に撫でつけ、短い髭を整えた初老の騎士は、ここでも普段の落ち着いた態度を崩さない。

「ガルイーニン卿のおっしゃる通りです。わからないこともあると思いますが、ひとまず最後まで聞いていただけますか。あまり愉快な話でないのはたしかですが」

　ソフィーが申し訳なさそうに答える。人数分の紅茶チヤイを淹れながら、ミラが言葉を返した。

「王宮ではなく、ここで話そうと言ったときから、そういう話なのは予想がついていたわ。気にすることはないわよ」

「俺もミラと同じ意見だ。かまわず聞かせてくれ」

　ティグルも言い、ソフィーは感謝の意をこめて二人に微笑みかける。しかし、すぐに彼女は真面目な表情になり、前置きもなく本題へと入った。

　ジスタートは、エリオット王子を支援してアスヴァールの王位に就けるべく行動する。

　そのための遠征軍の指揮を、ミラとソフィーの二人に命じる。

　ソフィーが話し終えると、沈黙が居間に満ちた。驚愕が、四人から言葉を奪ったのだ。

　十を数えるほどの時間が過ぎて、ようやく気を取り直したティグルが難色を示した。

「俺はブリューヌの人間で、ジスタートの方針に異議を唱える立場にはない。それをわかった上で言わせてもらうが、エリオットはライトメリッツの村や町を襲った男じゃないか。ライトメリッツの人々に、そのことを忘れろというのか」

　このようなことをソフィーに言うのは筋違いだと、理屈ではわかっている。しかし、言わずにはおれなかった。ティグルたちは、襲われ、焼き払われた村や町をその目で見ているのだ。

「忘れろとまでは言わないけれど、ここは堪こらえてほしいというところかしら？」

　冷静に確認したのはミラだ。彼女も不満そうに眉をひそめている。ティグルが先に言うべきことを言ってくれたので、このていどの反応ですんだのだった。

「そういうこと」

　ミラの淹れた紅茶を口にしながら、ソフィーはうなずいた。

「わたくしだって、エレンのことを思えば賛成したくないわ。でも、エリオットの首を切り落としてこの王都にさらしても、得られるものは何もない」

　エリオットは、捕虜としての待遇で王宮の一室に監禁してあるという。ミラが訊いた。

「教えて、ソフィー。アスヴァールは、エリオットの処遇についてどんな反応をしたの？　あの国に派遣した使者は、もう帰ってきているんでしょう？」

「宮廷の返事は、『ザカリアス王が病床にあり、重臣たちが話しあっているのでしばらく待ってほしい』ということだけれど、これはあきらかな引き延ばしね。向こうに都合のいい状勢になるまで結論は出ないと思うわ」

「そういえば、ソフィーは何度かアスヴァールに行ったことがあるんだったな」

　以前、彼女から聞いた話を、ティグルは思いだした。戦姫であることに加えて、相手に警戒心を抱かせにくいおっとりとした物腰や話し方、幅広い知識などを買われてか、ソフィーはよく外交の使者としてブリューヌやアスヴァールに派遣されるのだという。

「数えるぐらいよ。さすがにアスヴァールはわたくしの公国から遠いもの」

　淡い金色の髪を揺らしてティグルに笑顔を返すと、ソフィーは話を戻した。

「次にジャーメイン王子だけれど、『あの男のことは血をわけた弟どころか、アスヴァール王家の者とすら思っていない。処刑するならするといい』ですって。現実的な話をするなら、どちらからも賠償金は期待できないということね」

「容赦ないわね。まあ、ジャーメインにしてみれば、王位を巡って争っている相手が自滅してくれたんだもの。そのまま我が国の手で始末してほしいと思うのが当然か」

　ミラが嘆息する。ティグルがソフィーに聞いた。

「ジャーメイン王子はどういう人間なのか、ソフィーは知っているか？」

「以前、お目にかかったことがあるわ。尊そん大だいで、疑い深く、自分にも他人にも厳しい方よ。こんな話があるの」

　あるとき、ひとりの領主貴族が不正を働いた。税を王家に納めず、不作だの飢き饉きんだのと噓を並べたてて、着服したのだ。当時、ザカリアス王の補佐を務めていたジャーメインは、その貴族の噓を暴き、厳しい処罰を父王に要求した。しかし、ザカリアスは納めるべき税を正しく納めよと叱しつ責せきすると、税の一割ていどの罰金を徴収するだけに留めた。

　もともとザカリアス王は、寛容な人柄で知られていた。重臣たちはその処置に安あん堵どし、王を讃えた。ジャーメインも、そのときは何も言わなかった。

　二年後、その貴族はまた不正を働いた。しかも、ジャーメインが調べたところ、あきらかに彼の真ま似ねをした貴族が数人見つかったのだ。

　ジャーメインは父王に何も相談せず、その貴族のところへ赴おもむいた。彼を拘束したあと、その家族をことごとく斬って捨て、屋敷を焼き払った。

　燃えあがる屋敷を背に、ジャーメインはその貴族に告げたという。

「新たな家族を迎えることを許そう。新たな屋敷を建てることも許そう。だが、今後貴様が小なりといえども悪事を働いたときは、今日のようにそれらをすべて失うと思え。たとえ銅貨一枚の着服であってもだ。よいな」

　王宮に帰還した息子に、父王は嘆き、怒った。

　ジャーメインは悪びれず、独断で動いたことを詫びたあとに、涼しげな顔で言った。

「しばらくの間、こうした悪事は減りましょう」

　はたしてジャーメインの言った通りになった。それからひと月と過ぎぬうちに、他の貴族たちが慌てて税を納め、釈明するために王宮を訪れたのである……。

「――どう思う、ティグル？」

　緑柱石の色をした瞳が、ティグルをまっすぐ見つめた。

　結果だけを見れば、ジャーメインのとった行動は正しかったように思える。しかし、本当にそうなのだろうか。ティグルは真剣な表情で首を横に振った。

「断固たる処置が必要だったのはわかる。だが、ジャーメイン王子はそれだけでなく、恐怖でひとを従えようとしている。そのやり方には賛成できない」

「わたくしも同じ考えよ。このことだけでも、ジャーメイン王子が敵をつくってしまうひとだとわかるでしょう。彼が王になれば、遠からずアスヴァールの政情は不安定なものとなる。それは、わたくしたちにとってありがたくないの」

　アスヴァールに栄えてほしいとまでは思わない。だが、アスヴァールの混迷が深まれば、賊が増え、北の海域での交易に支障が出る。ブリューヌやザクスタンといったアスヴァールの隣国が、混乱に乗じて勢力を伸ばすこともありえるだろう。

「そこでエリオットを利用することにしたというわけね……。勝算はあるの？」

　ミラの質問に、葡萄のジャムを紅茶チヤイに溶かしながらソフィーはうなずいた。

「いま言ったように、ジャーメイン王子のやり方に反感を抱いているひとは少なくないわ。エリオットが野心を表明することができたのも、そうしたひとたちを糾合できたから。それに、この二人の王子の戦いは『大陸の民ランデイア』と『島の民コンテオ』の戦いでもあるのね」

　アスヴァールは、大陸の北西に浮かぶアスヴァール島から興おこり、大陸にまで領土を広げたという歴史を持っている。島の民は自分たちこそが正しきアスヴァール人だと考え、大陸の民は自分たちこそがアスヴァールに繁栄をもたらしたと考えていた。

　そして、ジャーメインは大陸にいることを好み、島の民には冷淡だった。エリオットはその逆で、二人が対立する理由はこのあたりにもあったのだ。

「陛下は何を約束させたの？」

　続けてミラが訊いた。エリオットを支援するとして、もちろん無償ではないだろう。ジスタート王は協力の対価を求めているはずだった。

「こちらが負担する戦費と、金貨一万枚分の謝礼。それから、アスヴァールにあるいくつかの港町での、ジスタート商人の優遇措置。関税の引き下げ。あとは臨機応変に」

「臨機応変ね」

　ミラが苦笑をこぼした。現場の判断に任せるということだ。実際、戦場では何が起こるかわからないので、こちらの裁量に任せてくれるのは助かる。

「あと、領土だけは決して受けとってはならないとおっしゃっていたわね。ねえ、ティグル。あなたにはその理由がわかる？」

　にこりと笑って、ソフィーが問いかけてくる。なごやかな話ではないとわかっているが、ティグルは表情をゆるめた。

　三年前、ソフィーはこのように問答の形をとって、ティグルにさまざまなことを教えてくれた。ミラもそうだが、彼女たちはティグルに何かを教えるということが楽しいらしい。

「ジスタートは、アスヴァールと海を隔てているからだろう」

　ソフィーは白磁の杯をテーブルに置くと、嬉しそうに笑って手を軽く叩いた。

「正解。地続きの領土の端でさえ目が届きにくいのに、連絡をとりあうのに海を渡らなければならないとなるとね。アスヴァール島を丸ごと手に入れるというのならともかく、島の一部だけもらっても、妨害が入るのは目に見えているわ」

「しかし、ジスタート王の考えはわかったが……」

　腑ふに落ちないという顔で、ティグルはソフィーに尋ねる。

「エリオットに協力する理由としては、もの足りない気がするな。それに、どうしてミラとソフィーなんだ？　二人が同時にいなくなったら南のムオジネルに対する守りが薄くなるし、アスヴァールに向かうのならルヴーシュの戦姫の方が適任じゃないか」

　ジスタートの西部には、海に面している公国が二つある。レグニーツァとルヴーシュだ。どちらもアスヴァールやブリューヌと交易を行っており、ソフィーはともかく、ミラよりよほどアスヴァールの事情に詳しいだろう。レグニーツァの戦姫で、ミラやソフィー、エレンの友人であるサーシャ――アレクサンドラ＝アルシャーヴィンは病床にあるが、ルヴーシュの戦姫エリザヴェータ＝フォミナは健在のはずだった。

「そうね、順番にかたづけましょうか。我が国がエリオットに協力する理由は、他にどのようなことが考えられるかしら。どんな些細なことでもかまわないわよ」

　新たな問いかけに、ティグルは腕組みをして考える。だが、どうしても思い浮かばず、首を横に振って降参の意を示した。ソフィーはすぐに解答を出さず、手がかりを提示する。

「大陸の地図を思い浮かべてみて。ジスタートがムオジネルと戦うにあたって、警戒するとしたらどの国かしら」

「それはアスヴァールと……ブリューヌもだな」

　少しためらったあと、ティグルは自国を付け加えた。ブリューヌとジスタートの関係は良好といっていいが、それは相手を警戒しなくてもよいということではない。

「ええ。そして、アスヴァールとブリューヌでは決定的な違いがあるの」

「ムオジネルの被害を受けているかどうか？」

　疑問の形をとったティグルの答えに、ソフィーは嬉しそうにうなずいた。

　奴隷制度のあるムオジネル王国は、近隣諸国にたびたび攻めこんでは、ひとをさらう。奴隷にするためだ。今年の春、ブリューヌとジスタートが同盟を結んでムオジネルに攻めこんだのは、その報復でもあった。

「……そういうことか」

「わかった？」

　ようやく結論を導きだしてため息をつくティグルに、ソフィーが促す。ずうっと黙っていたミラも、期待と信頼に満ちた目で想い人を見た。

「エリオットには武勲がない。しかも、ジスタートに敗北して捕虜になった。その上、王位を手に入れるのにジスタートの協力を仰いだとなれば、あの男を認めない者が必ず出てくる」

　己の権力を確固たるものとするために、エリオットは力を尽くさなければならない。短く見積もっても二、三年は、他国の争いに介入する余裕などなくなるだろう。

「それにしても、どうしてジャーメイン王子はエリオットを引き取らなかったのかしら」

　ソフィーの杯に新たな紅茶チヤイを注ぎながら、ミラが顔をしかめる。むろん、ジスタートが善意でエリオットを引き渡すわけはないので、相応の代価を支払うことにはなっただろう。だが、それを惜しんだために、彼はジスタートとことをかまえる羽目になった。おかげでミラはアスヴァールへ向かうことになったわけで、いい迷惑である。

「推測だけど、暗殺するためでしょうね」

　つまらなそうな表情でソフィーが答えた。ティグルとミラはそろって首をかしげる。暗殺するのならば、それこそ引き取った方が確実ではないか。

「ザカリアス王には嫡ちやく出しゆつの子が七人いて、そのうちの四人――ジャーメイン王子やエリオットの弟や妹たちが、事故や病気で命を落としたことは知っている？」

「ええ。二人の王子は、おたがいに相手の仕業だと言っているのでしょう」

　ミラが答えると、ソフィーはうなずいて話を続けた。

「アスヴァールの貴族諸侯にも、そう考えているひとは多いと思うわ。そんな状況で、ジャーメイン王子がエリオットを自ら処断したら、想像に翼を与えてしまうでしょう。王子や王女たちを暗殺したのは、やはりジャーメイン王子だろうと。それなら、ジスタートにいる間に死んでほしいと思うのではないかしら」

「いやな話ね……」

　ミラはうんざりした顔になる。ソフィーの推測には説得力があった。つまり、ジャーメインが放ってくるだろう刺客にも、自分たちは対処しなければならないのだ。

　焼き菓子を一口かじると、ソフィーはあらためてティグルを見る。

「次の問題よ、ティグル。どうしてわたくしとミラがこの戦の指揮を命じられたのか」

「それについてはお手上げだ」

　ティグルはおおげさに肩をすくめた。ソフィーはミラにからかうような視線を向ける。

「採点をどうぞ」

「……及第点」

　紅茶を飲み干すと、ミラは気難しげな顔で答えた。

「エリオットに手を貸す理由について、充分ではないと気づいたこと。それに、あなたの助言があったとはいえ、ひとつめの問題には正解したでしょう」

「あらあら、ティグルには相変わらず甘いのね」

「甘くなんかしていないわ」

　唇をとがらせて言い返したあと、ミラはティグルに向き直った。

「ジスタート南部に隙をつくることで、陛下はムオジネルを誘いだすつもりなのよ。あと、バルシャイ伯爵に名誉回復の機会を与えたいのでしょうね。伯爵のことは覚えてる？」

「春のムオジネル攻めで、ジスタートの諸侯軍の指揮官だった方だな」

　記憶をさぐってティグルが答えると、ミラはうなずいた。

「私とソフィーがいなくなったことを知って、ムオジネル軍が攻めてきたら、南部の国境を警戒している伯爵の軍が迎え撃つというわけ。もしも伯爵の手に負えない事態が起きたら、エレオノーラが救援に向かう手はずになっているんじゃないかしら」

「なるほど……。でも、ムオジネル軍が攻めてこなかったら？」

「バルシャイ伯爵が国境を注視し、敵襲に備えていたからムオジネルは侵攻を諦めた、となるわね。私は攻めてこない可能性が大きいと思っているけれど。もう秋だもの」

　ティグルは唸うなった。季節のことを完全に失念していた。ジスタートにおいて秋は短く、冬の訪れはブリューヌやムオジネルよりも早い。そして、ムオジネル人は寒さを苦手とする。

「それに、わたくしたちがアスヴァールに行けば、ルヴーシュと、それからレグニーツァには第二陣として備えてもらうことができる。実際に動いてもらうかは別としてね」

　ソフィーが補足する。この二人を撃退してもすぐに新手がくると思えば、ジャーメインは慎重にならざるを得ないだろう。二人の説明にティグルはうなずくばかりだった。







　何人かへ新たに紅茶チヤイを淹れながら、ミラはソフィーに尋ねた。

「それで、どうやってアスヴァールへ行くの？」

「レグニーツァのリプナという港町から、船で向かう予定よ。軍船と船乗り、漕ぎ手については、サーシャに使者を送ってあるわ。彼女にあまり負担をかけたくはないのだけれど」

「サーシャの具合は？」

「相変わらずと聞いているわ」

　気遣わしげな表情で聞いたミラに、ソフィーは顔を曇らせて答えた。

　サーシャは「血の病」と呼ばれる奇病に冒されており、一日のほとんどをベッドで過ごしている。さまざまな薬を試しているが、いまのところ効き目らしい効き目があったものはない。

　以前、ティグルもミラから聞いたことがあったが、サーシャの母や祖母も同じ病で亡くなっており、彼女自身もほとんど諦めているという話だった。

「バルグレンにも困ったものね……」

　ミラは嘆息する。バルグレンはサーシャの竜具ヴイラルトで、炎を操る力を持つ双剣だ。サーシャが病を患ってからも、この竜具は彼女のそばにあった。

　戦姫は、竜具によって選ばれる。

　何らかの理由で戦姫が戦姫たりえなくなったと判断したとき、竜具は使い手のもとを去り、新たな戦姫を求める。戦姫たちは、そのようにして代替わりを果たしてきたのだ。

　およそ四年前にラヴィアスがラーナの手を離れ、それから一年足らずの時を経てミラの前に現れたのも、左腕の負傷によって戦士としての力が衰えたラーナでは、戦姫としての務めを果たせないと判断したからだろう。ミラとラーナはそう考えている。

　バルグレンがサーシャから離れれば、彼女は公宮にいる資格を失い、病の治療を続けることも難しくなるかもしれない。だが、戦姫としての務めから彼女は解放される。

　ミラとソフィー、エレンには、彼女のためにできるかぎりのことをする用意がある。とくにエレンはサーシャの親友であり、その気持ちはミラたちよりも強いだろう。

　レグニーツァの公宮に勤める者たちにも、サーシャを慕したう者は多い。戦姫でなくなった方が彼女のためにはよいと、ミラは思うのだ。

「バルグレンには、バルグレンの考えがあるのでしょう。わたくしのザートや、あなたのラヴィアスにもそれぞれ考えがあるようにね」

　諭すように、ソフィーは言う。半ばは自分に言い聞かせているようでもあった。

「話を戻しましょうか。ミラ、あなたにはオルミュッツから四百ほど兵を呼んでほしいの。わたくしのポリーシャからも同じ数の兵を出すわ」

「まさか、たったそれだけの数でアスヴァールに向かうつもり……？」

　ミラは目を瞠みはる。エリオットの支持者を戦力としてあてにするとしても、少なすぎる。

「船乗りと漕ぎ手も戦力に入れるわ。レグニーツァの軍船は一隻あたり兵士を八十人、船乗りと漕ぎ手を合計百二十人乗せることができると、サーシャから聞いたことがあるの」

　ジスタートでは、船乗りと漕ぎ手を戦力として考えるのはごく当たり前のことだ。彼らも、自分たちを統率するのがサーシャと親しい戦姫だと知れば、喜んで従うだろう。

「それでもたった二千じゃない。私とあなたが指揮するといっても……」

「でも、いまから多くの兵をそろえるのは無理でしょう？」

　ただ兵を集めればよいというわけではない。武器と食糧に加えて、彼らを乗せる船も用意しなければならない。手間取ったら、最悪の場合、冬が訪れて船を出せなくなってしまう。

「それに、数が多すぎるとエリオットと彼の支持者たちを警戒させてしまうわ。わたくしたちはあくまで協力者なのよ」

「……エリオットが支持者から見限られていないことに期待しましょうか。ジャーメインの為人ひととなりを考えれば、そう簡単に鞍替えはしないと思うけれど」

　そう言うことで、ミラは納得してみせた。

「ところで、ティグル」と、ソフィーがティグルに視線を向ける。

「あなたはいっしょに来る？　アスヴァールへ」

「もちろんだ」

　ティグルは迷わず即答した。想い人が戦場へ向かうのである。ティグルにとって、同行する理由はそれだけで充分だ。それから、若者は不思議そうに首をかしげた。

「てっきり、俺を連れていく前提で話をしてくれたのかと思ったんだが……」

　からかうような笑みを浮かべて、ソフィーは首を横に振る。

「あなたはオルミュッツのお客さまでしょう。わたくしが勝手に連れていくことはできないわよ。でも、ポリーシャのお客さまになってくれるなら――」

「ソフィー！」

　ミラが椅子から腰を浮かせて、友人を睨にらみつけた。ソフィーはわざとらしく肩をすくめる。

「ティグルに話した理由は二つあるわ。ひとつは、あなたなら他の誰にも話さないと思ったから。もうひとつは、ミラがあなたに詳しい話をしないでアスヴァールへ向かいそうな気がしたから。――どうかしら？」

　最後の台詞は、ミラへ投げかけたものだ。凍漣の雪姫ミーチエリアは言葉に詰まって唸った。

　自分とガルイーニンだけがこの話を聞かされたとしたら、ティグルを連れていかず、事情の説明も最低限に留めただろう。ジスタートの戦姫としてそう考えたはずだ。

　椅子に座り直すと、ミラはうつむき、横目でティグルを見た。

「……危険よ？」

　若者の答えは簡潔にして明快だった。

「アスヴァールに連れていってくれると言ったじゃないか」

　ミラは口ごもった。あのときは、戦をするためにアスヴァールへ向かうとは思っていなかった。何より、ティグルを他の公国へ行かせたくない一心での発言だったのだ。

　身体ごとミラに向き直り、ティグルは彼女をまっすぐ見つめる。一言も発さないが、両眼の輝きは何よりも雄弁に若者の想いを伝えた。

「――わかったわ」

　いくばくかの間を置いて、ミラはうなずいた。その頰はかすかに赤く染まっている。

「我が国との友情のため、そしてブリューヌ貴族としての勇敢さから、あなたは同行を申しでた。私はあなたを客将として迎えた。これでいくわよ」

「ありがとう」

　ティグルは笑顔で礼を述べた。ソフィーとガルイーニンがそれぞれ苦笑を浮かべたのは、戦姫としての立場にこだわるミラに微笑ましさを感じたからだろう。

「春にはムオジネル、夏にはジスタート、秋にはアスヴァール……」

　ラフィナックが前歯を見せて笑う。

「若につきあうと退屈だけはしませんな。冬にはいったいどこにいるやら」

「どこにいようと、せめて冬はゆっくり過ごしたいものだな」

「冬はあまり狩りに出られませんからね」

　ラフィナックの言葉に、ティグル以外の者たちが吹きだした。ティグルとしては腹を立てる気にもなれず、くすんだ赤い髪をかきまわしながら苦笑するしかない。

「でも、いいわね。赤々と燃える暖炉の前で葡萄酒ヴイノーや火酒ウオトカを手に、夜通し語りあうの」

　ソフィーはそう言って笑ったが、すぐに笑みを消し、真剣な表情で話題を変えた。

「ティグル。あなた、ガヌロン公爵のことは知っている？」

　マクシミリアン＝ベンヌッサ＝ガヌロンは、ブリューヌ北部に広大な領地を持つ大貴族だ。親族にも有力な諸侯を多く抱えており、その権勢はテナルディエ公爵と並ぶほどで、国王も彼を無視できないという。ティグルは首を横に振った。

「会ったことはないが……。いい噂を聞くひとではないな」

　とある大きな戦で、ガヌロンは領民から臨時の税を徴収した。税を払えない家に若い娘がいた場合は娘をさらって自分の館へ連れ去り、いない場合は家に火を放ったという。ガヌロンの残虐さを伝えるこのような話を、ティグルはいくつか聞いたことがあった。

「ガヌロン公がどうかしたのか？」

「エリオットによれば、ライトメリッツを攻めるよう彼をそそのかしたのは、ガヌロン公爵だというの。公爵の屋敷でエレンの偽者を見たとも」

　ティグルとミラはおもわず顔を見合わせる。エレンの偽者をつくりだしたのは、魔物レーシーだ。ガヌロンと魔物たちの間には、何らかの関係があるのかもしれない。

　緊張に満ちた表情で、ミラがソフィーに言った。

「ソフィー、聞いてほしいことがあるの」

　ムオジネルで戦ったルサルカのこと、ライトメリッツで戦ったレーシーのこと、それからティグルが遭遇したズメイのことを、ミラは打ち明けた。ティグルも横から補足し、家宝の黒弓の持つ不思議な力についても説明する。ラフィナックとガルイーニンは黙っていたが、途中で何度かうなずいた。

　魔物のことをミラが黙っていたのは、迷いがあったからだ。

　いずれ話さなければならないとは思っていたが、エレンや、『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』の異名を持つ戦姫ミリッツァとは違い、ソフィーは魔物を目にしていない。自分の話だけで信じてもらえるのか、いたずらに不安を煽るだけなのではないかという思いがあった。

　だが、ブリューヌにまで魔物が関わっているかもしれないとなれば、知っていることのすべてを話しておくべきだった。

　最初のうちこそソフィーは半信半疑という表情をしていたが、話を聞き終えたときには普段の悠然とした態度を取り戻していた。紅茶チヤイに口をつけ、時間をかけてゆっくりと飲む。いま聞いたことを、頭の中で整理するように。

「不思議に思ってはいたの」

　空になった白磁の杯をテーブルに置いて、ソフィーは言葉を続けた。

「わたくしでも見分けがつかないほどのエレンの偽者を、アスヴァールはどうやって用意したのか。エレンはどうして二十日も森の中にいて、誰とも連絡をとらなかったのか。アスヴァールがライトメリッツを攻めたことでうやむやになってしまっていたけれど、おかしな点は他にもあったわ。けれど……。それらが魔物の仕業なんて言われても、すぐには信じられなかったでしょうね。思いもしなかったもの」

　ティグルとミラは黙ってうなずいた。神や精霊といったものを信じないわけではない。だが、それらが身のまわりに忍びよってくるなど、ふつうは考えないものだ。

「エリオットがどこまで本当のことを言ったのかはわからないけれど……。ガヌロン公のことは警戒した方がよさそうね」と、ミラ。

「ジスタート王は、この件でガヌロン公を問いただしてはいないのか？」

　ティグルが尋ねると、ソフィーは首を横に振った。

「もちろん陛下は使者を出したわ。ガヌロン公は、エリオットの相談に乗ったことは認めているけれど、それだけ。ライトメリッツを攻めるようにとは言っていない、偽者のエレンについても知らない、エリオットがでたらめを並べているのだろう……。そう答えたそうよ」

「証拠は残していないでしょうから、それ以上の追及は無理ね」

　ミラが憮ぶ然ぜんとした顔になる。その隣で、ティグルは不安に臓ぞう腑ふをつかまれていた。

　魔物との関わりがある人間が、あるいは魔物かもしれない者が、母国にいる。しかも大貴族として。まさか、伝え聞いた数々の非道な振る舞いも、魔物ゆえの行動なのだろうか。

　アルサスにいる父、弟のディアン、父の側そば仕づかえのバートランや侍女のティッタ、親しい領民たちの顔が次々に浮かんだ。父の親友であるマスハス＝ローダントやユーグ＝オージェも。

　彼らは無事だろうか。ガヌロンが何らかの理由で、彼らに目を向けていないだろうか。

「――えい」

　かわいらしい声とともに鼻をつつかれて、ティグルは我に返った。ソフィーが身を乗りだして、ひとさし指で鼻をつついたのだ。目を丸くするティグルに、彼女はにこりと笑いかける。

「たったこれだけの話で考えすぎてはだめよ、ティグル。少ない手がかりで判断を迫られるときもあるけれど、これは違うはずだわ」

「ソフィーの言う通りよ。魔物のことについては、わかっていないことの方が多いんだから。下手に考えすぎると収拾がつかなくなるわ」

　ミラもティグルの腕に手を添えて、落ち着かせるように諭す。ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわした。愛しい想い人のてのひらの感触が、動揺を鎮めてくれる。

「そうだな。『影は馬にも鹿にもなる』と狩人の言葉にもあるしな」

　気を取り直して、ティグルは言った。影だけを見て獲物の正体を判断するのは危険であるという戒めだ。わずかな情報で結論を急ぐべきではなかった。

「当代の戦姫で魔物のことを知っているのは、私の他にミリッツァとエレオノーラね。ミリッツァの話だとヴァレンティナも知っているみたい」

　ミラの言葉に、ソフィーはほんのわずかではあったが眉をひそめる。ヴァレンティナは、ミリッツァの前に『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』としてオステローデを治めていた元戦姫だ。彼女とソフィーの仲が非常に悪いことをミラは知っているので、そこには触れずに話を続けた。

「他の戦姫――サーシャ、エリザヴェータ、オルガについてはわからないわ」

「行方知れずのオルガはともかく、他の二人には知らせておくべきでしょうね。サーシャにはあまり心労をかけたくないけれど……。余裕があるときにみんなで集まりたいわ」

　ソフィーは嘆息した。自分でも難しい話だとわかっているからだ。

　最後に、ティグルは『魔弾の王』という言葉について、何か知らないかソフィーに尋ねた。

「ごめんなさい。はじめて聞く言葉だわ」

　ソフィーは申し訳なさそうに首を横に振り、アスヴァール遠征が終わってポリーシャに戻ったら調べてみると、ティグルに約束した。

「あなたの家の家宝についてもね。それにしても、竜具ヴイラルトと響きあうものを持つあなたが、戦姫であるミラやわたくしたちと知りあうなんて不思議な巡りあわせね。運命的というのかしら」

「……私たちの出会いが、あらかじめ定められていたものだとでもいうの？」

　そう聞いたミラの声には、ごく小さな棘とげが含まれていたかもしれない。

　彼女とティグルは、一目会ったときから恋に落ちたというわけではない。ミラと打ち解けようとティグルが声をかけ続けてくれなければ、ミラが落ちこんだときに手を差しのべてくれなかったら、いまの関係はなかっただろう。ミラはそのことをわかっている。

「まさか」

　ミラの鋭気をやんわりと包みこむような笑みを、ソフィーは浮かべた。

「素敵だと思ったの。わたくしだって、誰かに導かれてあなたと出会ったわけじゃない。いま、ここにわたくしたちがこうしているのは、みんなの考えや行動の積み重ねの結果でしょう。それが劇的に見える瞬間というのは、たしかにあるのよ」

「それはそれで、少し気き恥はずかしいわね」

　居心地悪そうに、ミラが身じろぎをして椅子に座り直す。ティグルに視線を向けた。あなたはどう思うのと、無言で問いかける。

　ティグルの返答は率直だった。

「俺が君を好きなのは、まぎれもなく俺の意志だよ」

　ミラは言葉を返さず、背を丸めてうつむいた。その顔は耳まで赤くなっている。

「ごちそうさま」とソフィーが微笑み、ラフィナックがおおげさに肩をすくめ、ガルイーニンは「わかっていたでしょうに」と苦笑した。

　そのあと、五人は紅茶チヤイを飲み、焼き菓子をつまみながら談笑に移った。

「そういえば、ティグルはアスヴァール語を話せる？」

　ソフィーに聞かれて、ティグルはきょとんとした顔になる。

「おはようを何と言うかも知らないな」

「モルニンというのよ」

　ティグルは何度か瞬きをすると、しかつめらしい顔で「モルニン」とつぶやいた。

――ブリューヌ語やジスタート語とはまるで違うな……。

「船に乗ったら、簡単な言葉だけでも教えてあげましょうか。それとも、ミラから教わった方ががんばれるかしら。あなたも少しは話せるでしょう？」

　楽しそうな目を、ソフィーがミラに向ける。ミラは紅茶チヤイを飲む手を止めて、迷うようにソフィーとティグルの間で視線を往復させた。

「そ、そうね……。余裕があったら、うん、余裕があったらそうしようかしら」

　これが、人前では想い人への好意を見せたがらない彼女の、精一杯の返答だった。もちろんティグルはミラの心情がわかっているので、「頼むよ」と笑顔で言い、ガルイーニンは感謝の意をこめて若者に会え釈しやくしたものである。

　この日、ティグルたちはソフィーの屋敷に泊まった。







　翌日の早朝、エリオットを乗せた馬車を守りながら、ティグルたちは王都を発たった。道中のエリオットの相手はミラとソフィーが交代で務めたが、必ずガルイーニンが付き添った。エリオットに武器は持たせていないが、だからといって気を抜くべきではなかった。

　数日後、レグニーツァ領内に入ったティグルたちは、まっすぐリプナの港町を目指すのではなく、公宮に立ち寄った。サーシャに会うためだ。ミラとソフィーにしてみれば、公人としても友人としても当然のことだった。

　しかし、サーシャに会うことはできなかった。

　公宮で応対に出た老ろう僕ぼくは、うやうやしく頭を下げてこう言ったのだ。

「申し訳ございません。アレクサンドラ様は、お休みになっております。ここ数日は眠りにつかれるのが不定期でして……」

　ミラとソフィーは無言で視線をかわし、首を横に振った。病人である友人を起こすことなどできるはずがない。また、サーシャが目覚めたとき、自分たちと話せるほど体調がいいという保証もない。アスヴァールへ行かなければならない以上、待ち続けることもできなかった。

　老僕は、ミラにひとつの書簡を差しだした。

「戦姫さまたちがおいでになったときのために、アレクサンドラ様がしたためておかれたものです。どうぞ、お受け取りください」

　書簡を受けとったミラは、ソフィーとともにその場で目を通した。

「これを読んでいるということは、僕は君たちに会えなかったんだろう。すまないね」

　そのような出だしではじまった書簡には、軍船と船乗り、漕ぎ手についてはリプナに手配するよう命じたこと、それからミラたちの幸運を祈る旨が書かれていた。

「ティグルヴルムド卿のことは、エレンからもいろいろと聞いている。次の機会に会えるのを楽しみにしていると、そう伝えてほしい」

　書簡はそのように締めくくられており、ミラは微笑を浮かべて老僕に言った。

「サーシャに伝えてちょうだい。私たちの土産話を楽しみにしていなさいと」

　ティグルたちは公宮をあとにして、西へ進んだ。その途中で、オルミュッツ兵とポリーシャ兵と合流を果たした。王都を発つ際、ミラとソフィーはそれぞれの公国に使者を出して、必要なだけの兵をレグニーツァへ向かわせるよう指示していたのである。

　そして今朝、ティグルとミラは丘の上から海を望んだのだ。

　海に背を向けてみれば、空も大地も秋の匂いに埋めつくされていた。
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　リプナは、レグニーツァ公国にいくつかある港町のひとつだ。

　都市としては大きくも小さくもなく、まずまずといったところだが、戦姫のいる公宮から歩いて四日、馬ならば二日の距離にあること、軍用と商用の二つの港を持つことから、この町を訪れる交易船や隊商は多い。

　ティグルとミラがこの町に足を踏みいれたのは、昼になって間もないころだった。

「出航の準備はわたくしに任せて。せっかくだから二人で町を見てくるといいわ」

　ソフィーにそう勧められたからなのだが、彼女の言葉の意味を、ティグルはすぐに悟った。往来を行くひとの多彩さは、これまで目にしたことのないものだったのだ。

　自分たちと同じような旅装の者がいる。従者を連れた騎士らしき男や、三弦琴バラライカを大事そうに抱えた吟遊詩人ミネストレーリの女がいる。荷物を背に載せた駱らく駝だの手綱を引く中年の商人がいる。

　ジスタート人とブリューヌ人の商人が商品を片手に、それぞれの国の言葉で交渉している。ムオジネル人の道化師クローウンが、笛で蛇を操る芸を見せている。気難しそうな表情のザクスタン人が羊肉の串焼きを売り、その隣ではアスヴァール人が魚の串焼きを売っている。どちらもたっぷり塩をまぶして、香ばしい匂いを漂わせていた。

　筆談に頼る者たちも大勢いる。数字を書きつけた羊皮紙の切れ端を見せあい、木片を突きつけあい、表面に蠟ろうを塗った石板に、釘のようなもので言葉を彫りつける。

　飛び交う言葉の半分も理解できないのに、少し歩くたびに目移りしてしまって、二人はなかなか先に進めなかった。

「すごいな……」

「悔しいけれど、オルミュッツの城下よりもにぎやかだわ」

　ティグルは素直に感心し、ミラは顔をしかめながらもその事実を認めた。彼女はここでも旅人を装っている。布を巻きつけられたラヴィアスはおとなしく沈黙していた。

「あなた、この町ははじめて？」

　不意に、ティグルは横合いから声をかけられる。そちらを見ると、赤い髪を腰まで伸ばした娘が立っていた。上着の胸元は大きく開き、足下まで届く長いスカートには左右から切りこみが入って、肉づきのよい太腿が露あらわになっている。

「もの珍しげにあれこれ見ているから。よかったら案内してあげましょうか。安い宿と、料理のおいしいお店も教えてあげるわ」

　整った顔だちや扇情的な格好よりも、ザクスタン訛なまりの声に興味を惹かれて、ティグルは彼女を見つめた。知らない世界に来たのだという思いが高まり、うなずきそうになる。しかし、その前に、ミラが二人の間に割って入った。

「ごめんなさい。もう宿は決まっているの」

　そっけなく言い捨てると、ミラはティグルの手を引っ張って足早にその場から歩き去る。ひとごみを押しのけるように二十歩ばかり足を進めてから、ティグルを振り返った。

「だめじゃない。知らないひとについていっちゃ」

　子供に母親が言い聞かせるようなもの言いである。だが、もっともな話ではあった。ティグルが「すまない」と謝ると、ミラはまっすぐ手を差しだす。

「こんなところではぐれたら、困るでしょ」

　うつむきがちに言ったが、声がうわずっている。ティグルは笑顔でミラの手をとった。

　二人は手をつないで歩きだしたが、前後左右から押されて、自然と身を寄せあう。肩が触れあい、腕が密着した。

　いつもなら、外套越しに伝わってくる彼女の身体のやわらかさに緊張するところだが、いまはそれどころではない。立ち止まれば、後ろのひとにぶつかってしまう。諸国の言葉と楽器の響きが入り乱れているのも、雰囲気を阻そ害がいするのには充分だった。

　まわりの人々と歩調を合わせて、左右に視線を巡らせながら、二人は歩く。大人たちの間をすり抜けて駆ける子供や野良猫に、おもわず感心した。

　喧けん噪そうに慣れてきたころ、ティグルはあることに気づいた。

「絵の描かれている看板が多いな」

　通り沿いに立ち並ぶ露店はもちろん、酒場や宿屋なども、必ずといっていいほど看板に絵を描いている。酒場は大きな陶杯、宿屋はベッドという具合にだ。

「それだけ多くの国の人間がいるということね。オルミュッツの城下でも、いくつか見たことがあったでしょう？」

「言われてみると、そうだな」

　オルミュッツの城下の、とくにブリューヌ人やムオジネル人が集まるような一画には、そのような店が多かった。

「あとは、絵でお店を覚えてもらうことも、期待できるのかもしれないわね」

　中央にある広場に来たところで、ミラが額の汗を拭い、小さく息を吐いた。

　町に入るまでは涼しい風が心地よいぐらいだったのだが、大通りはひとの熱気に包まれている。しかし、ミラは素性を隠すために外套を脱ごうとしない。ラヴィアスの冷気に頼っていないのは、おそらく戦姫としての誇りが許さないのだろう。

――どうしたものかな。

　暑さに耐えているミラを見て、何かしてあげられないかとティグルは思った。

　ちちなみに、ティグルは着慣れた麻の服とズボンという格好だ。顔は隠しておらず、外套は肩に引っかけている。ミラと異なり、ティグルは無名だからだ。

　冷たい飲みものでも売っていないかと視線を巡らせたティグルは、あるものに目を留めた。

　仕立屋の軒先に、白い服が飾られている。袖はなく、膝のあたりまであるスカートと一体になっているつくりだ。胸元には小さなリボンをあしらい、スカートの裾には青い模様が縫いこまれていた。同じ色の帽子もいっしょに置かれていて、これでひと揃いになっているようだ。

「ミラ、あれを着てみないか」

　ティグルの言葉に、ミラは服を見る。一瞬、見み惚とれたものの、すぐに顔を曇らせた。

「私にああいうのは似合わないわよ」

「そんなことはないさ。俺は、あの服を着た君を見てみたい。いかにも涼しそうだし、戦姫だとわからないようにする意味でもいいと思う」

　ミラは言葉に詰まった。たしかに、戦姫がああいう服を着ているとは誰も思わないだろう。白という色も好みだし、帽子も軽そうだ。

　何より、ティグルが似合うと言ってくれている。

「……そうね。一着だけなら荷物にもならないでしょうし」

　ティグルの熱意に負ける形で、ミラは承諾した。二人は仕立屋に向かう。服を買い、店内の奥にある小さな更衣室で、ミラはすばやく着替えた。

　見た目から想像していたよりも布地はしっかりしているが、肩と胸元、背中がむき出しになっていて風通しがよいのが、あまり落ち着かない。スカートも軽すぎるように思える。帽子をかぶるために髪をまっすぐ下ろすと、それだけで少し不安になった。

　鏡を見る。おもわず身体を縮こまらせた。

　この姿でティグルの前に立つことを想像すると、気恥ずかしい。

――何をうろたえてるの。変装してオルミュッツの城下を歩きまわるときと同じじゃない。

　自分に言い聞かせたとき、ミラはあることに気づいた。

――これは、ひさしぶりにティグルに選んでもらった服なんだわ。

　三年前、ティグルに誘われて、お忍びで城下に出るようになったころは、彼が服を用意してくれた。いつからか、自分で用意するようになった。ティグルがアルサスに帰ってからも、そして再びオルミュッツに来てからも、自分で服装を考えていた。

　胸を弾ませながら、ミラは更衣室を出た。店の前で店主と談笑していたティグルが、彼女に気づいてこちらへ歩いてくる。ぱっと顔を輝かせた。

「思った通り、よく似合っているよ」

　それだけでミラの頰は緩ゆるみきった。照れくささをごまかすように、帽子を目深にかぶる。彼女の足の間を、心地よい風が吹き抜けていった。

　仕立屋をあとにすると、ティグルは一軒の酒場を指で示した。

「休憩がてら、あそこで食事にしないか？」

　両開きの扉の上に、魚が直立して酒瓶を傾けている絵を描いた看板がかかっている。看板に魚を描いた店はいくつか見たが、これはなかなか面白いと思えた。

「そうね。何かお腹に入れておいた方がよさそう。港で食事ができるとはかぎらないし」

　酒場に入ると、店内はにぎわっており、給仕の娘たちが客の間を忙しく動きまわっている。漂っている料理の匂いに空腹を刺激されながら、ティグルたちは隅にある小さなテーブルに座った。注文を取りにきた娘に、ティグルは五枚の銅貨を渡す。

「銅貨四枚で、果実水クヴアースと何か食べものを頼む」

「毎度」と、ブリューヌ語でそっけなく答えると、娘は一枚の銅貨をスカートのポケットにすばやく滑りこませた。早足で厨ちゆう房ぼうへ歩いていく。帽子をとりながら、ミラは苦笑した。

「ずるいことをするわね」

「ラーナ様も、異国人がいる店ではよくやっていたよ。ちょっとした用心だ」

　ミラの母であるラーナは、ティグルを連れてしょっちゅうオルミュッツの城下を歩きまわっていたが、ときどき給仕や店の主人に銅貨を弾んで、充分以上の仕事をさせていた。

「私はあの銅貨で、安心や速さを買ったの。覚えておくと便利だけれど、どんなときでも、誰にでも使えるものではないから気をつけなさい。この手が通じる相手を正確に見抜くように」と、彼女はティグルに言って聞かせたものである。

「安心や速さね。お母様らしいわ」

　肩をすくめると、ミラはもの珍しそうに店内を見回す。ティグルも彼女の視線を追った。

　壁には海豹チユレーニの毛皮や、大人の頭ほどもある貝殻、何かの獣の牙などが飾られている。他に、色褪せた大陸の地図が貼られて、墨のようなもので落書きされていた。

　天井から吊り下げられているランプは見たことのない意匠だ。ザクスタンかアスヴァールのものだろうか。帳場のそばには水を満たした大きなガラスの壺が置かれ、その中で色鮮やかな魚が何匹も泳いでいた。

――アルサスでも、オルミュッツでも、こんな雰囲気の店はなかったな。

　魚が泳いでいるのを見るだけで、楽しい気分になってくる。

　店内にあるさまざまなものについて、とりとめもなくミラと語りあっていると、料理が運ばれてきた。皿からはみ出るほど大きな魚の塩焼きと、野草らしきものを使った冷たいスープ、肉とジャガイモの炒めものがテーブルいっぱいに並べられる。果実水は柑橘類の実を搾って蜂蜜を溶かしたもののようだ。

「どれもおいしそうだけど……」

　ミラが視線を泳がせる。最初にどれを食べるか迷っているようだった。ティグルはフォークを手にとると、魚の塩焼きから口に運ぶ。皮は香ばしく焼きあがっており、塩は鋭い。白身はやわらかく、口の中でほろほろと崩れた。

「うまいな」

　それ以外の言葉が出てこない。とくに驚いたのは、塩だ。自分が知っているものとは違う。皮と白身を同時に口に運んでみると、塩と白身が絶妙な味わいをもたらした。

　次にスープをすする。野草だと思ったものをかじって、ティグルは目を丸くした。しっかりとした歯応えがありながら、表面は不思議なほどなめらかだ。はじめての食感だった。

「これは海キャベツマルスカプースタね」

　スープをすすりながら、ミラが言った。ティグルは感心した顔になる。

「そんなものがあるのか」

「私も詳しいことは知らないけれど、漁師たちが魚といっしょに採とってくるんですって」

　スープには貝の肉も入っており、こちらは嚙むほどに味が染みでてくる。果実水クヴアースは蜂蜜のおかげで、酸味と甘味がほどよく合わさっていた。

　満足しながら、二人は炒めものへと手を伸ばす。

「この肉、鳥だと思うけど、何の鳥だろう」

　肉を咀嚼しながら、ティグルは首をひねった。

「海の上を飛んでいた鳥がいたが、あいつの肉かな」

「海鳥の肉はおいしくないって、前にソフィーが言ってたわ。他の国から運ばれてきたものじゃないかしら。鳥じゃない可能性も……」

　ミラの視線が、水槽の中で泳ぐ魚や、海豹チユレーニの毛皮に向けられる。ありえない話ではない。

「この町のひとたちは、こういうのを当たり前のように食べているのか」

「だとすれば、猪いのししや山鳥の肉はかえって珍しがられるかもしれないわね」

　そうかもしれないと、ティグルは思った。リプナの近くに丘はあるが、山や森はない。遠くから運んでくるとしても、長く保存できるよう燻くん製せいか塩漬けにした肉だろう。

――その土地ごとのよさがあって、これが海のそばにある土地のよさということかな。

　肉を呑みこみ、ジャガイモをかじる。

「ジャガイモはなじみのある味だな」

「そうね。これは私たちのよく知っているジャガイモだわ」

　顔を見合わせ、何となくおかしくなって笑いあう。隣のテーブルにいる船乗りたちの会話が二人の耳に入ったのは、そのときだった。

「そういえば、聞いたか。ジスタートがアスヴァールとやりあうらしいってよ」

「へえ、そりゃなんでまた。小競り合いならしょっちゅうやってるだろ」

「それがな、何でもアスヴァールが南にあるライトメリッツを攻めたらしいんだ。王様は激怒して、アスヴァールを決して許すなってレグニーツァとルヴーシュに命じたらしい」

「ああ、どこかの軍隊がライトメリッツの町をいくつも襲ったって話は、俺も聞いたな。しかし、やっぱり春になるのを待ってから戦かね」

「そうじゃねえか。ムオジネルとやりあったのも春だったからな。王様も戦好きだよな」

　二人は再び顔を見合わせる。ティグルは声を潜めて聞いた。

「オルミュッツとポリーシャの兵がこの町に来ているのは、知られているはずだよな」

「他国を攻めるにしては数が少なすぎるから、近海の警備や海賊討伐ぐらいにしか思われていないんじゃないかしら。もしかしたら、ソフィーはそこまで考えていたのかも……」

　小声でそこまで言ったところで、ミラははっとしたように首を横に振る。笑顔をつくった。

「ティグル、せっかくの料理が冷めちゃうわよ。食べましょう」

　彼女の言わんとすることを察して、ティグルも笑ってうなずく。声をおさえても、他人に聞かれる可能性のある場所でしていい話ではなかった。







　食事を終えて店を出た二人は、手をつないで港に向かう。混雑具合はいくらか解消されたようで、並んで歩いても問題ないぐらいにはなっていた。
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　港に近づくにつれて、日に焼けた肌とたくましい身体を持つ船乗りの姿が目立ってくる。ティグルが何かを嗅ぎとったように、鼻をひくつかせた。

「変わった匂いがするな」

「海の匂い、かしら」

　海には独特の匂いがあると、二人ともソフィーから聞いている。

　通りを抜けた。風を浴びながら、ティグルとミラは目を丸くしてその場に立ちつくす。

　海鳥の舞う空の下に、何隻もの船が並んでいた。

　ティグルたちがいままでに見たことのある船は、せいぜい広い河や湖を行き来するためのものだ。そうした船は、大きなものでも全長が二十アルシン（約二十メートル）ほどだった。

　しかし、目の前に居並ぶ船は、船尾から船首まで四十アルシンはある。海を行くガレー船や帆船の存在はもちろん知っていたし、絵や模型でその形もわかってはいたのだが、実物を見るのはこれがはじめてで、ティグルは完全に圧倒されてしまった。

「こんな船なら、たしかに十日とかからずブリューヌを横断できるだろうな……」

　出港が迫っている船のそばでは、船乗りたちが荷物の積み上げや出発の準備に忙しく動きまわっている。熱気を帯びた怒声がこちらまで聞こえてきた。かと思えば、帰港して客も荷物もすべておろした船のそばでは、船乗りたちが酒を片手に談笑したり、石を積んでつくったかまどで貝や魚を焼いたりしている。娼婦に誘われている者も少なくない。

　視線を転じれば、商人たちが絨毯や厚地の布を広げて、さまざまなものを売っていた。

　たったいま到着したという絹や麻、銀細工や武具があれば、これから船に乗る者に向けた食糧や葡萄酒ヴイノーがある。どこを見ても活気にあふれており、ひとつひとつ見ていったら日が暮れてしまいそうだ。

　そうして露店を眺めていると、ミラに手を強く引っ張られて、ティグルは我に返った。

「行きましょう、ティグル。私たちが乗るのは交易船じゃなくて、軍船よ」

　そろそろ出航の準備も終わっているはずだ。ソフィーと合流するべきだろう。

　二人は歩きだす。だが、十歩と行かないうちにティグルは足を止めた。露店のひとつを指さしながら、申し訳なさそうな表情をつくってミラに笑いかける。

「すまない。ひとつだけ見ていっていいかな」

「何か気になるものでもあったの？」

　怪け訝げんそうな顔のミラにうなずきだけを返し、ティグルは彼女の手を引いて露店に向かう。

　そこは宝石細工を扱う店だった。使っている宝石は小さなものばかりだが、値段は控えめで、細工はなかなか凝っている。ティグルは、赤い宝石をあしらった銀の指輪を買った。

　露店から離れて人通りの少ないところに来ると、ティグルはミラに向き直る。照れたように頰を染め、ひとつ深呼吸をして間を置いてから、指輪を差しだした。

「――はめてくれないか」

　ミラは緊張にかすかな驚きを含んだ目で、ティグルの持つ指輪を見つめる。それから上目遣いで想い人を見上げて、おずおずと言った。

「あなたがはめてくれる？」

　予想しなかったお願いに、ティグルは顔を耳まで赤くしたが、もちろん力強くうなずいた。ミラが左手を持ちあげる。指輪をそっと差しこんだ。彼女は喜びに満ちた表情で、指輪が輝いている自分の手を見つめていたが、素朴な疑問をティグルにぶつけた。

「どうしてこの色にしたの？」

　戦姫という立場もあって、ミラはさまざまな贈りものを受けとる機会があるが、こうした装飾品の多くは青や白を基調としたものだ。赤を使ったものは珍しかった。

「そうだな……」

　ティグルの視線が、ミラの持っているラヴィアスに向けられる。『破は邪じやの穿せん角かく』の異名を持つ彼女の竜具ヴイラルトは布に包まれているが、ティグルはその装飾の細かいところまで即座に思い浮かべることができた。

「ラヴィアスの刃の中央に、紅玉が埋めこまれているだろう」

　ミラはうつむくと、左手をそっと右手で包みこむ。いまの自分は、間違いなくティグルに見せられない顔をしているという自覚があった。手を重ねたのは、彼の胸に飛びこもうとする自分をおさえるためだ。もつれそうになる舌を動かして、ミラは短く感謝の言葉を紡いだ。

「大切に、するわ」

　声が少し上ずった。態度はともかく、想いはしっかり伝わり、ティグルはミラの肩に手を置いてそっと抱き寄せると、すばやく頰に口づけをする。人通りが少ないとはいえ、人目がないわけではない。さすがにこれ以上の行動を起こすことはできなかった。







　潮しお騒さいを聞きながら港を歩いていくと、ほどなく整然と並ぶ軍船の群れが見えてきた。

　軍船の大きさは、さきほど見た交易船とそれほど変わらない。

　明確な違いは、帆柱を二本備えていることと、船腹にレグニーツァを象徴する意匠が描かれていることだろう。金色の刃と朱色の刃が斜めに交差したもので、この公国の戦姫の竜具が双剣であることを意味していた。

　いちばん手前の軍船の上に、黄金の錫しやく杖じようを持ったソフィーの姿を認めて、ティグルは大声で呼びかけた。潮風になびく金色の髪をおさえながら、彼女がこちらを見る。笑顔になって大きく手を振った。

　樽や木箱を運んでいる船乗りたちを避けながら、ティグルとミラは駆け足で軍船に向かう。彼女のいる船にたどりつくと、甲板上の船乗りたちが木製の階段を降ろしてくれた。彼らに礼を言って、二人は階段をのぼる。

　甲板に降りたつと、靴底からゆるやかな揺れが伝わってきた。瞳にかすかな驚きと興味をにじませて、ティグルは足下を見つめる。

――事前にソフィーから聞いていなかったら、もっと驚いていただろうな。

　そのソフィーが、初老の男をともなってこちらへ歩いてきた。

　男は黒い帽子をかぶり、赤を基調とした上着を着て、鉄製の杖をついている。小柄で、背はティグルの胸元までしかない。髪も、鼻の下を覆っている長い髭も、かなりの割合で黒に灰色が混じっている。しかし、落ち着いた態度には不思議な貫禄があった。

　ティグルもミラも自然と姿勢を正す。ソフィーが男を紹介した。

「この船団の総指揮官を務めるボンネル殿よ。船のことは、このひとに任せておけばだいじょうぶ。前に一度、お世話になったことがあったけれど、ボンネル殿のおかげで無事に務めを果たすことができたのよ」

「ソフィーヤ様にそこまで言われると恐縮ですな。ですが、海の上でのことはこの『竜炎号ドルプラム』と私にお任せください。アレクサンドラ様と、私自身の名誉にかけて」

　竜炎号というのが、この船の名前らしい。腰を曲げて一礼するボンネルに、ティグルたちもそれぞれ名のり、彼と握手をかわした。

「アスヴァールまでお願いね」

　ミラがそう言うと、ボンネルは髭を震わせながら闊達に応じる。

「いいえ、アスヴァールへ行き、ジスタートに帰ってくるまで、です」

　四人の間に笑いが起こった。「その通りね」と、ミラがうなずく。

　ソフィーはミラの姿をあらためて眺めると、楽しそうに笑った。

「似合っているじゃない、その服。わたくしもティグルに見立ててもらおうかしら」

「……どうしてティグルが選んだと思うの？」

「いつものあなたなら着ないでしょう。そういうところ、もったいないと思っていたのよ」

　反論できずにミラが黙りこむと、ソフィーはティグルに尋ねる。

「港町はどうだった？」

「すごいとしか言いようがないな」

　感に堪たえないという顔で、ティグルは熱を帯びた息を吐きだした。

「おおげさかもしれないが、ここには何でもあるんじゃないかって思わされたよ」

「何でもはないけれど、たいていのものはそろっているわよ。北の海域に面している四ヵ国だけでなく、ヤーファのようなはるか遠くの国のひとも、この町には来ているから」

「それじゃあ、船乗りや漕ぎ手たちもいろいろな国のひとなのかな」

「いいえ」

　首を横に振ってやんわりと否定したのは、船長のボンネルだった。

「どなたかの紹介など、為人と能力が信用できる者なら別ですが、基本的には船乗りも漕ぎ手もレグニーツァの者をそろえます。そうしなければ戦力として不安ですからな」

「肝心なところで裏切られるかもしれないということ？」

　ミラが尋ねる。ボンネルはしかつめらしい顔でうなずいた。

「その他に、母国が同じ者同士で固まってしまい、何かあったときに揉めごとが生じやすくなるということもあります。船を操るのは集団作業なので、一部の人間が反発するだけでも前に進まなくなってしまうのですよ。とはいえ――」

　にわかに厳しい表情をつくって、ボンネルは言葉を続けた。

「レグニーツァの者だからといって、あまり気を許されない方がよろしい。船乗りたちは私が選んだので信用できますが、漕ぎ手には喧嘩っ早い者やとにかくうるさい者、小こ狡ずるい者などがおります。そのあたりは地上を行く兵士たちと変わりません」

「ありがとうございます。気をつけます」

　ティグルは素直にうなずいた。こうして話している間も、離れたところから漕ぎ手らしき男たちの怒鳴りあう大声が聞こえる。気性の荒い者が多いのは間違いないだろう。

　ふと、自分を呼ぶ声がして、ティグルはそちらに視線を向けた。ラフィナックとガルイーニンが歩いてくる。二人はソフィーとともに、とうに船に乗りこんでいたのだ。

　今日までの旅で、ラフィナックの顔はすっかり日に焼けていた。一方、ガルイーニンはオルミュッツを発ったころと何も変わらず、穏やかな微笑を浮かべている。潮風を浴びても、丁寧に撫でつけられた灰色の髪にはいささかの乱れもない。

「若、無事にここまで来られたようで何よりです。道に迷うか、ひとの波に流されて町外れにでも行ってしまわないか、心配でしたよ」

　ラフィナックが笑ったが、ティグルにはあまり冗談に聞こえなかった。ひとりで町の中を歩いていたら、予定通りに港へたどりつけたとは思えない。

　ガルイーニンはミラに一礼したあと、主の格好を見て嬉しそうにうなずいた。

「よい贈りものをいただきましたな。ところで、そろそろラヴィアスを解放されては」

　ミラが自分でこのような服に着替えることはしないと、彼もわかっているのだ。ミラはもの言いたげな顔をしたが、ラヴィアスに巻きつけた布を取り払うことを優先する。

『破は邪じやの穿せん角かく』とも呼ばれる槍の竜具ヴイラルトは、穂先に埋めこまれた紅玉を輝かせて喜びを表現しながら、ミラに冷気を吹きつけた。

「さて、これからどうしましょうか。船の中を歩きまわってみる？　船室で一休みする？　それとも――わたくしと楽しいことでもする？」

　ソフィーがわずかに身を乗りだして、ティグルに顔を近づける。とっさに言葉を返せず、ティグルは顔を赤くしながら上体をそらすのが精一杯だった。その反応をおもしろがってソフィーは前に踏みだそうとしたが、何かに気づいたように横を向く。ティグルと、そして呆れつつ友人を止めようとしていたミラも、彼女の視線を追った。

　ひとりの男が、前後を船乗りたちに守られながら木製の階段をのぼってくる。

　男は素性を隠すように薄汚れた外套を羽織り、フードをかぶっていたが、甲板に立つとわずらわしげにフードを取り去った。年齢は二十代半ば。整った顔だちをしているが、その目には傲慢さがちらついている。外套の隙間から見えた絹服には金糸の装飾がほどこされていた。

　男は空を見上げると、両手を広げて満足そうな笑みを浮かべた。

「いい色だ。理想的な出港日和だな」

　男の名はエリオット。アスヴァール王国の第二王子である。ソフィーに顔を向けると、彼は馴れ馴れしく笑いかけた。

「いよいよ出発だな、ソフィーヤ殿」

「はい。それより殿下、お顔を隠していただけますか。何かあればおおごとですので」

　職務用の微笑を浮かべて、ソフィーは言葉を返す。エリオットは鼻を鳴らすと、仕方ないというふうにフードをかぶり直した。ミラに視線を移すと、品性に欠けた口笛を吹く。

「そちらの可憐な美女はリュドミラ殿だったか。見慣れた旅装ではなかったので、すぐには気づかなかった。白雪の妖精がいるとすれば、あなたのような姿をしておいでなのだろう」

「ありがとうございます、殿下」

　こちらも計算され尽くした笑顔をつくって、ミラは短く礼を述べる。エリオットは皮肉げな笑みを浮かべて二人の戦姫を見た。

「無理に笑っていても疲れるだろう。もっと素直になったらどうだ。俺は心の広い男だ。アスヴァール王になっても、あなたがたを邪険にするつもりはない」

「そのお心遣いだけ、ありがたくいただきます。わたくしたちにも立場があり、思いのままに振る舞うわけにはまいりませんので。もちろん殿下の御身は大切に思っていますわ」

　ソフィーはうやうやしく頭を下げる。エリオットは音高く舌打ちをしたが、すぐに気を取り直して大きくうなずいてみせた。

「立場とは、ときに面倒なものだな。なに、ジスタートの協力があれば、いまのアスヴァールを統一することなどたやすい。ジャーメインのやつ、このことを知れば震えあがって寝室に閉じこもるだろうよ。どうだ、二人とも。いまから前祝いを――」

「申し訳ありませんが、わたくしとリュドミラはこれから船長と打ちあわせがあります。殿下は部屋でお休みくださいませ。見張りの兵も立たせておきますので、ご安心を」

　にこやかに、ソフィーは誘いを拒絶する。エリオットは怒りで顔を紅潮させたが、食い下がりはしなかった。彼は何気なく視線を動かして、ティグルを睨みつける。

「貴様、名は何という？」

「ティグルヴルムドと申します。ブリューヌ王国に仕えるヴォルン伯爵家の息子です」

　なぜ自分に話しかけてきたのだろうか。訝いぶかしく思いつつ、ティグルはできるだけ礼儀正しく応じる。口もききたくない相手だが、ミラとソフィーの体面を潰すわけにはいかない。

「ブリューヌ人らしくない名前だな……。ヴォルン家とやらも聞いたことがない。ところで、貴様は長男か？」

　感想はともかく、エリオットの新たな質問はティグルの意表を突いた。おもわず「はい」と答えてしまう。すると、アスヴァールの第二王子は憎々しげに口元を歪めた。

「俺は長男という生きものが嫌いだ。やつらはたいした能もないくせに、親のものを自分が受け継ぐのは当然だと思っている。真っ先に生まれたというだけでな」

　そのもの言いにも内容にも反発を覚えて、ティグルはエリオットを睨み返した。

「私と親しい長男たちは皆、父や祖先の名を辱はずかしめぬよう己を鍛え、力を尽くしています」

「ふん。そんな長男しか知らないとは幸せなことだ。剣も下げていない身で何ができるのかは知らんが、せいぜい俺のために力を尽くすがいい」

　哀れみと蔑さげすみの入りまじった眼差しを、エリオットは投げかける。ボンネルが船乗りたちに視線で指示を出した。船乗りたちに守られながら、エリオットは傲ごう然ぜんと甲板を歩き去る。

「申し訳ない。すぐに船室へ連れていかせるべきでした」

　ボンネルが深々と頭を下げて陳ちん謝しやした。ソフィーが彼を慰める。

「いいえ、ボンネル殿。あのぐらいならかまいません。あれでも一国の王子ですもの」

「よほど兄弟が嫌いなんですな、あの王子様は」

　ラフィナックが毒づいた。ガルイーニンが首を横に振る。

「それだけではありません。あの王子は、ティグルヴルムド卿がリュドミラ様やソフィーヤ様と親しくしているところを見たのでしょう。そこで、お二人がどう反応するかを見るために、ティグルヴルムド卿を挑発したのだと思います」

「案外、抜け目のない王子ね。おとなしくしているつもりはなさそうだわ」

　ミラが不機嫌そうに口を引き結ぶ。もっとも、エリオットにしてみれば、いまのうちからミラやソフィーに対して優位に立っておかなければ安心できないのだろう。

「戦いは、もうはじまっているということよ。わたくしたちも気を引き締めないと」

　ことさらに生真面目な顔でソフィーが言った。しかし、彼女はすぐに表情をゆるめて「がんばりましょうね」と、続ける。ティグルとミラは笑ってうなずき返した。

　それからほどなくして、ボンネルは船乗りのひとりから出航の準備が終わったという報告を受けとる。オルミュッツとポリーシャの兵たちも、すべて乗船をすませたようだ。

　ボンネルは悠然とうなずくと、ティグルたちに告げた。

「我々はデュリスという港町を目指します。アスヴァール島の南東にあり、巨大な灯台が有名ですな。デュリスからは、ブリューヌへわずか一日で行けます。この町を訪れる交易船は多く、ジャーメイン王子との戦いにおいて重要な拠点となるでしょう」

　そうして、彼は船乗りたちに出港を命じた。

　左右に伸びている何十本もの櫂かいが波を起こし、大きく海面をうねらせる。船が動きだした。

　港を出ると、船乗りたちがたたんでいた帆を広げる。風をはらんだ帆には、船腹にあったものと同じく金色の刃と朱色の刃が交差した意匠が描かれていた。帆柱にも同様の意匠を描いたレグニーツァの軍旗がひるがえる。

　他の軍船も次々に動きだした。海面に白い波の軌跡を描いて、竜炎号ドルプラムに続く。

「我々は大陸沿いに進むのではなく、日の出ている間は西へ進み、日が沈んだら小さな島に停泊するというやり方をとります。ジスタートとアスヴァールの間には、十隻ていどの船団なら風や波をやり過ごせる島がいくらでもありますからな。それでは、私は船内を見回ってきますので、何かありましたら遠慮なくお呼びください」

　ボンネルは一礼して、船乗りたちとともに歩き去る。彼の後ろ姿を見送ると、ティグルは少し困ったような顔でミラに笑いかけた。

「俺はどうも足下が落ち着かないんだが、ミラはどうだ？」

　自分が立っている場所ごと沈み、浮きあがる感覚が絶え間なく繰り返される状態に、ティグルはいまだ戸と惑まどっている。これでは、弓をかまえても狙いを定めることができないのではないかという不安もあった。

「私も同感。でも、アスヴァール島に着くまでにはきっと慣れるわよ」

「ミリッツァがいてくれれば、アスヴァールまで一瞬なのにな」

　おもわず弱音がこぼれた。ミリッツァには、一瞬で遠くの場所へ移動できる竜技ヴエーダがある。ティグルもミラも、彼女のその力には何度も助けられたものだった。

　珍しく弱気なティグルを見たからだろうか、ミラはからかうような笑みを浮かべる。

「私がそばにいるのでは不満？」

　ティグルは慌てて首を横に振った。

「いや、そんなことはなくて、ほら、俺がいないときに、彼女がオルミュッツに来ていたことがあっただろう。あのときの礼もまだ言ってないし……」

　何があったのかは見当もつかないが、ミリッツァはティグルの故郷であるアルサスに行ったらしい。「侍女のティッタさんから預かりました。お守りだそうです」という言伝とともに、彼女は小さな熊の人形をティグルの部屋に置いていったのだ。てのひらにおさまるほどのその人形を、ティグルは大切に持ち歩いている。

「はいはい。そういうことにしておいてあげる」

　ミラはおおげさに肩をすくめる。それから、ソフィーたち三人が微笑ましそうに自分たちを見ていることに気づいて、赤面した。





　　　　　　　†






　ジスタート王国の王都シレジアに、諸侯の屋敷が集まっている一画がある。

　オステローデ公国を治める戦姫の屋敷は、その中にあった。

　屋敷の応接室では、二人の女性がガラス作りの小さなテーブルを挟んで向かいあっている。

　ひとりは小柄な身体に、ジスタートではあまり見ない作りの服をまとった黒髪の娘だ。袖とわかたれている上着、腹部を覆うような形状のベルト、腰に巻きつける形状のスカート、足に履いているのは爪先の露出したサンダルという具合である。

　娘が座っているソファの傍らには、彼女の背丈ほどもある長柄の大鎌が立てかけられていた。真紅と漆黒で形作られた刃は、神秘性と禍まが々まがしさを同時にまとっている。

　ほとんど無表情で、娘は自分の向かい側にいる女性を見つめていた。かすかに緊張しているのが、膝の上に置かれた手が握りしめられていることからわかる。

　彼女の名はミリッツァ＝グリンカ。『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』や『鎌の舞姫』といった二つ名を持つ戦姫で、オステローデ公国の主だ。

「オステローデの統治は問題ないようですね。喜ばしいことです」

　もうひとりの女性が、ミリッツァに向かって微笑みかけた。艶やかな黒髪を肩のあたりで切りそろえた、美しい女性だ。年齢は、十五歳のミリッツァより七つ上。胸に薔薇をあしらった紫色のドレスに、女性らしい曲線を描いた優美な肢体を包んでいる。テーブルに置かれていた銀杯を手にとって口に運ぶ仕草は、ミリッツァがそっとため息をつくほど優雅だった。

　ヴァレンティナというのが彼女の名だ。先代のオステローデの戦姫であり、ミリッツァにとっては師ともいえる人物である。いまはとある王族と結ばれ、王都で暮らしている。

　彼女は国内、国外を問わず諸侯や良家の婦人たちと交流があり、市井のささやかな噂話から宮廷の後ろ暗い醜しゆう聞ぶんまで何でも知っていると、もっぱらの噂だった。ヴァレンティナに秘密を握られ、泣いて許しを請うた貴族の数は、わかっているだけでも十をくだらないという。

　それが本当のことなのかは、ミリッツァにもわからない。以前、おそるおそる聞いてみたことがあったが、答えは次のようなものだった。

「そんなに秘密を抱えていたら、私はとうに亡き者にされていますよ、ミリッツァ」

　もっともである。しかし、彼女はそう言ったそばから、王都で起きた事件や、王宮での人間関係などをミリッツァに面白おかしく話してくれるのだった。

「ところで、私に相談したいこととは何ですか」

　ヴァレンティナに聞かれて、ミリッツァは率直に尋ねる。

「なぜ、リュドミラ姉様とソフィーヤ様を、アスヴァールへ向かわせたのですか？」

「それは説明したはずですよ。ムオジネルにあえて隙を見せて誘いこむと同時に、ルヴーシュとレグニーツァを第二陣に据えるためだと」

「はい、それはうかがいました。ですが、それだけではない気がして……」

　とくに根拠があるわけではないので遠慮がちにミリッツァが言うと、ヴァレンティナは紫色の瞳を輝かせて、口元に手を当てた。楽しげな笑みを隠すかのように。

「正解です、ミリッツァ。こちらが隙を見せた相手はムオジネルだけではありません」

　師の言葉の意味がわからず、ミリッツァは小首をかしげる。ヴァレンティナは焦らすような真似をせず、答えた。

「内通者」

　ミリッツァは目を瞠った。

　今年の春に行われたムオジネル遠征において、ブリューヌ軍とジスタート軍の行動が敵に漏れていたらしいことは、彼女も聞いていた。内通者がいたのだろうという話も。

「リュドミラとソフィーヤが、それぞれの公国から離れる。それも、すぐには帰ってこられない異国の地へ。ムオジネル軍を牽制する役目はエレオノーラやバルシャイ伯爵に任せるとしても、彼女たちも万能ではない。内通者にまでは手が回らないでしょう」

「つまり、内通者を動かすために……？」

「それもある、というだけです。アスヴァールの内乱を長引かせたくないというのも、海をわたっての遠征になるのだから万全を期したいというのも、重要なことですよ。さて、ここであなたの出番です」

　ヴァレンティナは笑みを消して、まっすぐミリッツァを見つめる。彼女が自分に何を求めているのか、ミリッツァは正確に理解した。

「わたしがオルミュッツとポリーシャに行き、内通者をさがすということですね」

　ミリッツァの竜具ヴイラルトエザンディスには、空間から空間へ一瞬で移動する力がある。その気になれば、この王都からオルミュッツへ、そしてポリーシャへ行くことも可能だ。もっとも、かなり体力を消耗するので、よほどの事態でないかぎり濫らん用ようは避けている。

　はたして、ヴァレンティナはうなずいた。

「ムオジネル人は寒さを嫌います。冬が終わるまでは行動を起こさないでしょう」

「つまり、内通者は秋から冬の間に必要な情報を集めて、ムオジネルに伝えると」

　相手が動きまわるほど、こちらは見つけやすくなるはずだ。

「わかりました、ティナ姉様。微力を尽くします」

　ミリッツァの言葉に、ヴァレンティナは渋じゆう面めんをつくった。

「この件について、もっとも重要なことが何か、わかりますか？」

　唐突な問いかけに、ミリッツァは数度の瞬きで応じる。わからなかった。

「自分を大事にすることです。あなたにこうせよと命じている私が言うのは欺ぎ瞞まんですが」

　ヴァレンティナの視線が、ミリッツァのそばに立てかけられている大鎌へと向けられる。

「無理は禁物です。竜具の力は逃げるために使いなさい」

　ミリッツァは真剣な表情で深くうなずいた。








２　　　光華の耀姫ブレスヴエート









　竜炎号ドルプラムを旗艦とする十隻のジスタート軍は、リプナの港を発たってから三日目の朝を迎えた。

　天候に大きな変化はなく、問題らしい問題も起こらず、航海は順調そのものだ。風にも恵まれ、漕ぎ手たちよりも、帆の種類や角度を調節する船乗りたちの方が忙しそうでさえあった。

　ティグルとミラ、ソフィーの三人は、船乗りたちの邪魔にならないよう甲板の隅に毛織物の絨毯を敷き、その上に座って朝食をとっている。並んでいるのは葡萄酒ヴイノーとパン、炒り豆、青銅製の大きなコップに入った熱いスープで、船乗りたちの食事と同じものだ。

　そばには、ミラのラヴィアスとソフィーのザートが立てかけられている。万が一、海に落ちるようなことがあっても、戦姫が呼びかければ手元に戻ってくるので問題はない。

　ラフィナックとガルイーニンはこの場にいない。ティグルは二人と同じ部屋で寝起きしているのだが、ミラたちに朝食を誘われたときは、二人ともまだ眠っていたのだ。

「船の上で二日過ごしてみて、感想はどう？」

　湯気を立ちのぼらせているスープを少しずつ飲みながら、ソフィーが尋ねる。

「海に吹く風って、想像以上にべたべたするのね」

　そう答えたのはミラだ。彼女がティグルから贈られた白い服を着ていたのは出港した日の夕方ごろまでで、それからはいつもの軍衣に身を包んでいる。兵や船乗りたちの手前もあるが、世辞とはいえ、エリオットに褒められたのがそうとう不愉快だったらしいと、ティグルはソフィーにこっそり教えてもらっていた。

「俺も驚いたな。おかげで、いつも以上に弓の手入れに気合いが入る」

　パンをかじりながら、ティグルは同意する。ティグルの黒弓は竜具ヴイラルトと共鳴する不思議な力を備えており、何でできているのかは不明で、手入れの必要などないように思える。だが、ヴォルン家の大切な家宝であり、何よりティグルの命を何度も救ってくれた相棒だった。

「ティグルは何か発見があった？」

「発見といえるかはわからないが、漕ぎ手たちの寝床を見せてもらったときは感心したな」

　ソフィーに訊かれて、その情景を思い浮かべながらティグルは答えた。

　漕ぎ手たちは船のいちばん下の層で休むのだが、そこはただ広いだけの空間で、何もなく、天井も低い。彼らは一方の壁から反対側の壁まで縄を張り、その縄に大きな布の両端を結びつけて、吊された布の中で横になる。ティグルも一度使わせてもらったが、船の揺れに合わせて布も揺れるので、寝心地はよかった。慣れればもっと快適だろう。

　ちなみにオルミュッツ兵とポリーシャ兵も、漕ぎ手たちとは違う層で、同じように大きな布を使って身体を休めている。固い床の上で寝るよりもずいぶん楽なのだった。

「私は、部屋の椅子やテーブル、ベッドが床に固定されていたことに感心したわね」

　ミラが言った。ちなみに、彼女はソフィーと二人でひとつの部屋を使っている。

「そうだ、ソフィーに聞こうと思っていたことがあるんだが」

　口の中に残っていたパンをスープで流しこんで、ティグルは尋ねた。

「この船の船首に、竜の飾りがあるだろう。あれにはどんな意味があるんだ？　他の船の舳へ先さきにもいろいろな飾りがあるが、統一されているわけじゃないようだし……」

　正確には、竜の頭部が飾られているというべきだろう。ソフィーはこともなげに答えた。

「あれは海竜バダヴア避けの飾りね」

「海竜？」

「ええ。その名の通り、海に棲むとされる竜よ。船の帆柱の何倍も大きく、鋭い牙と爪、固い鱗を持ち、海中から船を襲って、人間を喰らうのですって。――ほら」

　何気ない調子で、ソフィーが海に視線を向ける。反射的に、ティグルとミラは彼女の視線を追った。海面は風によって波立ってこそいたが、何ものかの気配はない。遠くから呑気そうな海鳥の鳴き声が聞こえた。

「ソフィー！」

　ミラが憮ぶ然ぜんとして友人を軽く睨にらむ。ソフィーはくすりと笑った。

「おどかしてごめんなさい。でも、海竜は本当にいるわよ。わたくしも見たことがあるもの。そのときは遠くを泳いでいて、こちらへは向かってこなかったけれど」

　軋む音をたてて、船が揺れる。海を眺めながら、ソフィーは話を続けた。

「ボンネル殿から聞いた話だけれど……。昔、この海で魚や珊さん瑚ごなどをとって生活していたひとたちの前に、突然海竜が現れたの。船は壊され、漁師たちは喰われ、挑んでも返り討ちにあって、どうしようもなく追い詰められてしまったのね。そこで、誰かが考えたの。雌の海竜を用意して海竜の注意を惹きつけ、その間に魚や珊瑚をとろうと」

「……あの飾りは、雌の海竜ということなの？」

　呆あつ気けにとられた顔で、ミラが聞いた。ティグルも驚いたというより、理解が追いつかないという表情になる。竜に雌雄の別があるなど、これまで考えたことがなかった。

「職人たちは、そのつもりでつくっているそうよ。他にも仕掛けがあるとは聞いているけれどね。他の船の船首の飾りは、言ってしまえば船長や船乗りたちの好みね。軍船だと、戦の神トリグラフの像を飾る船が多いけれど、交易船だと順風を願って、風と嵐の女神エリスの像を飾る船もあれば、商売が上手くいくようにと富の神ダージの像を飾る船もあるわ」

　ブリューヌとジスタートでは、同じ神々を信仰している。ティグルたちにも、神々の名と、そこにこめられた願いはよくわかった。

　そうして話が一段落したところで、思いだしたようにソフィーがティグルを見る。

「そういえば、あなたはアスヴァールについてどのていど知っているのかしら」

「いや……」と、ティグルは苦笑まじりに赤い髪をかきまわす。

「実は、ほとんど何も知らないんだ。アスヴァール語はミラに教えてもらっているんだが」

『霧と森の王国』と呼ばれている。長弓という強力な弓がある。これはミラから聞いたことだが、大灯台と呼ばれる巨大な灯台があるらしい。知っているのはそのぐらいだった。

　アスヴァール語については、簡単な挨拶といくつかの単語をどうにか覚えて、やっとパンと水を注文できるようになったというところだ。前途は多難である。

　ソフィーは呆れることもなく、優しい微笑を浮かべた。

「知らないと素直に認めるのは立派なことよ。わたくしが話してあげるわ」

　風に髪をなびかせながら、あたかも子供に語り聞かせるように、ソフィーは話した。

　およそ三百年前、大陸の北西に浮かぶアスヴァール島では、五つの部族が覇権をかけて争っていた。森で、川で、丘で、人々は血を流した。西の海から絶えず吹きつけてくる熱を帯びた風によって、島の中央から南部ではよく霧が発生していたが、霧の中でも彼らは剣を振るい、槍を振るった。

　戦いは、五つの部族の間だけで起きていたわけではない。大陸の諸国はこの島を手に入れようと、兵と船をそろえてたびたび攻めよせてきたし、海賊は沿岸を荒らしまわった。

　この状況を大きく変えたのが、アスヴァールの初代国王となるアルトリウスである。

　アルトリウスはごく平凡な戦士だったが、あるとき、自分が赤い竜に変わる夢を見た。

　赤い竜は、五つの部族の長を束ねる王の象徴だ。彼はこの夢を神託だと信じた。

「私が仰ぐ空に、赤い竜の翼がある」

　多くの者は彼を笑ったが、十二人の仲間は従った。

　その後、アルトリウスは数多の戦場を駆けて、勝利を重ねる。彼は常に仲間たちの先頭に立って、剣を振るったという。諸部族をことごとく従え、海賊を掃討し、侵略してきた諸国を撃退した。『その刃、稲妻を鍛えたるなり』と武勲詩ジエスタに謳うたわれる宝剣カリバーンを手に入れたのも、そのころとされる。彼に従う十二人は、のちに円卓の騎士と呼ばれた。

「……なんだか、ブリューヌやジスタートの神話に似ているな」

　ティグルはそんな感想を挟んだ。ブリューヌの建国神話において、初代国王シャルルは聖窟宮サングロエルなる場所で啓示を受けて戦いをはじめた。ジスタートの場合は、争っている諸部族の前に、黒竜の化身を称する男が現れ、従う者たちを率いて国を興おこすというものだった。

「そうね。ブリューヌもジスタートもアスヴァールと近いから、神話を語り継ぐ過程で影響を与えあった可能性は充分にあるわ」

　弟を見守る優しい姉のような表情で、ソフィーは言葉を返す。アルトリウスという男が戦いに勝ち続け、五つの部族を束ねて王となったのは間違いないだろう。だが、それ以外の点はどうか。物語や逸話がひとを介して遠くの地に伝わったとき、その土地柄に合う話へとつくりかえられるのは珍しいことではない。そのことをソフィーは知っていた。

「アスヴァールでは、アルトリウスと円卓の騎士たちが信仰の対象となっているの。アルトリウスの勝利は、すべて神の加護によるものであると考えられているのね。円卓の騎士たちには天使の加護があったとされているわ」

「天使？」と、聞き慣れない言葉にミラが首をかしげた。

「神々に従う精霊のようなものらしいわ」

　そう答えて、ソフィーは話を続ける。

　アルトリウスの死後、アスヴァール王国は彼の子孫が治めた。宝剣カリバーンは、アルトリウスの遺命によって、王都コルチェスターから遠く離れた山奥に埋められた。

　小競り合いはあっても深刻な戦などはなく、王国は平和を謳おう歌かしていたが、百五十年近くが過ぎたころ、安寧は突如として破られた。

　大陸にあるカディス王国が、大船団を擁して攻めこんできたのである。

　必死の抵抗もむなしくアスヴァールは敗北を重ね、島の半分を奪われた。国王は病に臥ふせ、国を捨てて逃げようとする者は後を絶たず、ついに王国の命運も尽きたかに見えた。

　だが、ここでひとりの英雄が登場する。

　のちに『覇王ブレトワルダ』の異名で呼ばれることになる、ゼフィーリア王女だ。

　彼女は類たぐい稀まれなる美貌の持ち主であり、同時に優れた戦士だった。絶望に包まれた王宮にあって毅き然ぜんとした態度を崩さず、無気力な重臣や将軍を叱しつ咤たした。そして、自ら剣をとって戦場へ飛びこみ、島を覆い尽くさんばかりだったカディス軍を次々に打ち破ったのだ。

「甲冑こそが我が夫、戦場こそが我が宮殿」

　それがゼフィーリアの口癖だったという。

　また、彼女は己の剣にカリバーンと名づけていた。彼女の死後、この剣は失われてしまったので、アルトリウスの遺志を受け継ぐという意思表示だったのか、山奥に埋められたはずの宝剣を手に入れていたのかは、いまだに謎とされている。

　有力な将軍を何人も討ちとられたカディス軍は、やむを得ずアスヴァール島から撤退した。アスヴァール王は喜んだが、病をはねのけることはできず、ほどなくして亡くなった。

　それから一年にわたる協議を経て、ゼフィーリアはアスヴァール王国初の女王となる。女王の登極を認めず、王女に王位継承権を与えない近隣諸国では、この出来事は大きな衝撃をもって迎えられた。

　だが、彼らがそれ以上に驚かされたのは、その後のゼフィーリアの行動だった。彼女は統治者としても非凡な能力を発揮して重臣たちをまとめ、海賊を討って国内を安定させると、カディス王国に攻めこんだのだ。

　一年前に敗れ、撤退を強しいられたとはいえ、カディス王国も無力ではなかったはずだが、最終的にこの王国は滅び、その領土の大半はアスヴァールのものとなる。

　大陸に領土を持つことは、初代国王アルトリウスが望みながら果たせなかった、いわばアスヴァールの悲願であり、それを成し遂げたゼフィーリアは『覇王』と呼ばれた。

「わたくしたちが知っているアスヴァールの形は、ほとんどゼフィーリアがつくったのね。彼女は生涯結婚をせず、父王に近い血筋の者を後継者に定めて亡くなったわ」

「でも、ゼフィーリアには恋人がいたんじゃなかったかしら」

　ミラが首をかしげる。ソフィーは肩をすくめた。

「そうね。恋人がいたという話はたくさんあるわ。彼女を支えた臣下、旅の吟遊詩人ミネストレーリ、流浪の騎士に側そば仕づかえの狩人……。どれも当時の噂話か、後世の創作よ。本当の話があるとしても、よほど詳しく調べなければわからないでしょうね」

　葡萄酒ヴイノーを飲んで喉を潤すと、ソフィーは小さく息を吐いて微笑を浮かべる。

「アスヴァールの歴史については、こんなところかしら。ゼフィーリアが亡くなってからは、とくに大きなこともなく現在に至る……という感じね」

「現在は国王が病に臥せていて、ジャーメイン王子がアスヴァールの大陸側を、エリオットが島側をそれぞれ支配下に置いている。それでいいのよね？」

　確認するようにミラが聞いた。ソフィーはわずかに首を傾ける。淡い金色の髪が揺れた。

「わたくしたちがアスヴァールに着くころには、勢力図が書き換わっているかもしれないわ。二人の王子の他に、ザカリアス王の嫡ちやく出しゆつの子がいるでしょう」

「ギネヴィア王女ね。争いを避けて静かに暮らしているという話だけれど」

「いま話した通り、アスヴァールは女王を認める国よ。誰かが担ぎあげてもおかしくない。王女の人柄についてエリオットに聞いてみたら、円卓の騎士のゆかりの地をまわることしか興味のない、つまらない女などと言っていたわ」

「仲はよくなさそうね」

　ミラは皮肉っぽい笑みを浮かべる。ティグルは不思議そうな顔で訊いた。

「円卓の騎士のゆかりの地というのは、多いのか？」

「ええ。円卓の騎士は十二人いるし、ひとりにつき一ヵ所というわけではないもの。それに、アスヴァールが大陸に版図を広げたあと、かなりの数が追加されたのよ。ここは円卓の騎士の誰それが訪れ、怪物から人々を守った場所だ、というふうにね」

　苦笑まじりにソフィーは答えた。アルトリウスと円卓の騎士を信仰しているアスヴァールにしてみれば、大陸にそうしたゆかりの地を設定するのは当然のことなのだろう。それに、円卓の騎士たちが外交など何らかの理由で大陸を訪れていたのは記録にも残っている。まったくのでたらめというわけでもない。

「なるほど」と、ティグルはうなずいたが、心のどこかに引っかかりを覚えていた。ソフィーの話が正しければ、ギネヴィアはアスヴァール中をまわっていることになる。彼女はエリオットやジャーメインよりも、現在の状勢を把握しているのではないか。

――考えすぎか。

　ティグルは首を振って、その想像を打ち消す。王女なのだから、アスヴァール中をまわるとしても馬車などを使ってのことだろう。自分の目でどこまで見ているかわからない。

「どうしたの？　急に黙りこんで」

　ミラが怪け訝げんそうにこちらを見る。ティグルは笑って「何でもないよ」と答える。

　引っかかっていることは、もうひとつあった。何年か前、ティグルは誰かからギネヴィアの名を聞いたことがある気がするのだ。だが、いつ、誰から聞いたのかまるで思いだせない。ミラやソフィーではないと思うが、だとすればオルミュッツで会ったことのあるアスヴァール人だろうか。一国の王女なのだから、ふとした拍子に話題になってもおかしくはない。

「ところで、二人の王子のどちらが優勢だとソフィーは見ているんだ？」

　ティグルが尋ねると、ソフィーは難しい顔をつくった。

「兵力と支持者の数でいえば、ジャーメイン王子が優勢だと思うわ。でも、エリオットは王都コルチェスターとザカリアス王の身をおさえている」

「ジャーメイン王子は、うかつにアスヴァール島に手を出せないというわけね」と、ミラ。

「そういうこと。無理攻めをして、もしも父王を死なせてしまうようなことがあれば、王子の評価は地に落ちるわ。父殺しと決めつけられるかもしれない。だからといって、手をこまねいてもいられないはず。わたくしたちを見ても、震えあがるとは思えないわね」

　台詞の最後は、船尾にある船せん楼ろうを見ながらのものだった。エリオットはその中の一室にいるのだ。ミラも不愉快そうな視線を船楼に向ける。

「エリオットの様子はどう？」

「騒々しいけれど、とくに問題は起こしていないわね。甲板に出ているときも、おかしな行動をとっている様子はないわ」

　体調を崩されても困るので、一日に一度、ソフィーはエリオットを船室から出している。もちろん自由に行動させることはなく、見張りをつけて、四半刻の間だけ甲板を歩かせているのだ。見張りには、エリオットが話しかけてきても無視するように命じてあった。

「とはいえ、まだ二日だもの。アスヴァール島に着くまでに、何か言ってくるとわたくしは思っているわ。――そろそろ行きましょうか」

　ソフィーは立ちあがって、軽く伸びをする。話している間に、朝食は残らず三人の胃袋におさまっていた。
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　朝食をすませたティグルたちは、船乗りらの仕事ぶりを見たり、船ふな縁べりに並んで海を眺めたりしていたが、にぎやかな声が聞こえてきたのでそちらへと向かった。まだ昼には遠いが、太陽はだいぶ高くなっている。

　船の中央よりやや先、甲板の広いところに出る。

　日当たりのよいそこでは、船乗りや漕ぎ手、兵たちが思い思いに過ごしていた。ある者は毛布を敷いて寝転がり、ある者は三弦琴バラライカを弾き、またある者は短剣で木の塊を削って何かをこしらえていた。談笑している者たちもいれば、賭けごとに興きようじる者たちもいる。

　あちらこちらで笑声があがり、甲板は客で埋まった酒場のようなにぎわいを見せていた。よく見ると、船乗りたちに混じってラフィナックとガルイーニンの姿もある。

　ティグルとミラが目を丸くしていると、ボンネルが杖をつきながら歩いてきた。隅の方でくつろぎながら、船乗りたちの様子を見ていたらしい。

「これはおそろいで。どうされましたか」

　ティグルは初老の船長に会え釈しやくすると、思ったことを素直に尋ねた。

「このひとたちは休憩中なんでしょうか。いえ、咎めだてしようというのではなく、昨日や一昨日は見なかったので……」

「そう慌てずともよろしいですよ。言いたいことはわかります」

　ボンネルは微笑を浮かべると空を見上げ、次いで風をはらんでいる帆へと視線を転じる。

「ご覧の通り、今日もよく晴れていますからな。こういう日は、なるべく自由に過ごさせるようにしているのです。漕ぎ手や兵も、日が出ているうちに交代で甲板に出てもらいます」

「たしかに、ずうっと同じところに押しこめられていたら息が詰まるものね」

　ミラが真面目な顔でうなずいた。とくに数の多い漕ぎ手や兵たちは、広いだけの下の層を寝床として割り当てられ、まとまって過ごしている。船の構造上、仕方のないことだが、だからこそこうした息抜きを欠かしてはならないのだろう。

「それだけではありません」

　ボンネルはやんわりと首を横に振る。茫ぼう漠ばくたる紺こん碧ぺきの海を眺めながら、言葉を続けた。

「リュドミラ様とティグルヴルムド卿は、海に出て二日目ですから、まだ多くのものが新鮮に見えると思います。海面に揺らぐ魚の影や、波のわずかな変化、空を舞う海鳥の姿に心をときめかせることもあるでしょう。ですが、船乗りや漕ぎ手たちにとっては見慣れた風景です」

　ボンネルは皺だらけの顔に微笑を浮かべて、船乗りたちへと視線を戻す。

「船乗りの最大の敵は退屈といいましてな。彼らの退屈が限界に達したとき、何がはじまるかわかりますか？」

　二人は首を横に振った。おおげさに思えるほどの真剣な表情で、ボンネルは答える。

「厨ちゆう房ぼうに行って盗み食いをするのはまだ可愛い方で、喧嘩、窃盗、それから暴動のくわだてです。血の気の多い連中ばかりなので、鬱うつ憤ぷんがたまりやすいのですな。ですから今日のような日は、彼らがよほど羽目を外さないかぎり放っておくのです」

　二人は慄然とした。だが、言われてみるとたしかに納得できる。

「軍と同じね。私も兵になるべく不満を持たせないように、いろいろと手を尽くしているわ」

　ミラは、行軍中の食事の内容をいくらか変えたり、問題にならない範囲で私語や談笑を許したりしている。それだけでも気分はいくらか軽くなるものだからだ。

　もっとも、それによって失敗したこともある。以前、ミラはエレンの指揮するライトメリッツ軍と合同で訓練を行ったことがあったが、おたがいの兵が相手の悪口を言い、衝突寸前となった。ミラも、エレンも、配下の兵をおさえるのに苦労したものである。

　船乗りたちと打ち解けているラフィナックとガルイーニンに、ティグルは少しだけうらやましそうな眼差しを向けた。自分もあの中に混ざりたいとは思うが、自重する。

　辺境の小貴族の息子なら問題ないだろうが、いまのティグルは戦姫の客将だ。船乗りたちも恐縮するか、遠慮するに違いない。自分が顔を出してもよい状況をラフィナックたちが用意してくれるまで、待つべきだった。

　ふと、ティグルはソフィーを見る。自分やミラと違い、彼女は何度も船に乗っている。

　退屈になったとき、彼女はどのように気をまぎらわせているのだろうか。それとも、幅広い知識を持つソフィーは、倦けん怠たいとは無縁なのか。

　ぼんやりと彼女の横顔を見つめていると、ソフィーがこちらを見た。

「どうしたの？」

「ああ、いや……」

　赤い髪をかきまわして、ティグルは思ったことを話す。聞き終えたソフィーは、楽しいいたずらを思いついたというふうに、ひとさし指を口元にあてた。

「ティグル、いまからわたくしたちの部屋に来ない？」

「えっ」と、慌てたような声をあげたのはミラだ。ソフィーはからかうように笑った。

「だいじょうぶよ。あなたも連れていくから。それではボンネル殿、またあとで」

　初老の船長に手を振ると、ソフィーはティグルの手をとって歩きだす。ティグルとしてはふりほどくわけにもいかず、ついていくしかない。歩きながら後ろを振り返り、ボンネルに軽く手を振るのが精一杯だった。ミラは頰をふくらませつつ、大股で歩きながら二人に続いた。
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　船首の船楼にあるミラとソフィーの部屋は、ティグルたちの部屋よりも少し狭かった。

　ベッドが並んで二台、それからテーブルと二脚の椅子がある。壁には鉄の輪をはめたランプが据えつけられ、部屋の隅にはひと抱えもある木製の箱が二つ置かれていた。その中に彼女たちの荷物が入っているようだ。

　ソフィーは機嫌よさそうに鼻歌を歌いながら、自分の荷物をあさっている。彼女の竜具ヴイラルトは壁に立てかけられていた。ティグルはぐるりと室内を見回すと、隣にいるミラに聞く。

「ミラが使っているベッドは手前にある方か？　それとも奥にある方？」

「手前のものだけど、それがどうかしたの？」

「とりあえずそこに座ろうかと……」

　椅子が二脚しかないのでそう言ったのだが、ミラは顔を真っ赤にしてティグルの前に立ちはだかった。その手にあるラヴィアスが、使い手の意思を読みとって冷気を放つ。

「絶対にだめ」

　そのとき、ソフィーが何やらいろいろなものを抱えてこちらへ歩いてきた。彼女はテーブルに四つの銀杯を並べ、それから四つの皮袋を用意する。銀杯に、それぞれ異なる皮袋から何かを注いだ。色からして葡萄酒ヴイノーのようだ。

「これはちょっとした遊びよ」

　椅子に座りながら、ソフィーは笑顔でティグルたちを見上げる。

「銀杯に入っている葡萄酒がそれぞれどの国のものか、当ててみて」

「ふうん、面白そうね」

　ミラが不敵な笑みを浮かべる。彼女の隣に立って、ティグルは四つの葡萄酒を見つめた。

　深紅という言葉が似合いそうな色鮮やかな葡萄酒もあれば、赤というより黒に近い色合いのものもある。杯の中がぼんやりと見えるぐらいに色の薄いものも。

――色が濃いのはブリューヌの葡萄酒だと思うが……。

　断定はできない。以前、父が言っていたからだ。ブリューヌの葡萄酒は、地方ごとに香りも味も違うと。ティグルが知っているのはごく一部だけだ。

「飲んでみてもいいのよね？」と、壁にラヴィアスを立てかけながら、ミラ。

「もちろんよ。でも、ティグルの分も残してあげてね」

「全部は飲まないわよ」

　ミラは銀杯をひとつ手にとって、顔に近づける。香りを嗅ぐと、確信を持って告げた。

「これはあなたの――ポリーシャの葡萄酒ね」

「まあ、ちょっと嗅いだだけでわかるなんてすごいじゃない」

「馴染みのある香りだもの。オルミュッツの葡萄酒より、少し香りが強いのよね」

　ミラの言葉に、ティグルはポリーシャの葡萄酒が入った銀杯を手にとった。香りだけではいまいちわからなかったので、一口飲んでみる。「ああ」と、納得した。ソフィーがオルミュッツに来るときに手土産として持ってきた葡萄酒が、たしかにこんな味だった。

　その間に、ミラは二つめの葡萄酒にとりかかっている。今回は香りだけではわからなかったようで、一口飲んだ。

「これはアスヴァールの葡萄酒ね。ジスタートのものより辛さが舌に残ったから覚えてるわ」

「あらあら、この分じゃ全問正解しちゃうかしら」

　ソフィーは手を叩いて友人を褒める。ミラはやや得意げな顔になって、三つめの銀杯を手にとった。ここにある中ではもっとも色が濃く、黒に近い葡萄酒だ。

　銀杯に顔を近づけて香りを嗅ぎ、ミラは眉をひそめた。葡萄酒の表面をじっと見つめる。もう一度、香りを嗅いだ。気難しげな顔になったあと、彼女は銀杯を傾ける。

　次の瞬間、ミラは葡萄酒ヴイノーを盛大に吹きだした。無数の飛沫がソフィーに降りかかる。ティグルは目を丸くしながらも、よろめいて激しく咳きこむミラを慌てて支えた。

「どうした、ミラ。だいじょうぶか？」

　ミラは答えず、驚きと戸と惑まどいを隠せない顔でソフィーを見つめている。

「これ、何が入ってるのよ。本当に葡萄酒なの？」

「間違いなく葡萄酒よ」

　顔や髪にかかった葡萄酒を厚手の布で拭き取り、ミラに水をさしだしながら、ソフィーはいたずらが成功した子供のような笑みを浮かべた。緑柱石の瞳をティグルへと向ける。

「正解を言ってもいいけれど……。その前に、ティグルも飲んでみる？」

「もちろんだ」

　想い人の弔とむらい合戦というよりも、どれほどひどい味なのかという興味から、ティグルはうなずいた。目の端に涙をにじませているミラから銀杯を受けとる。

　香りを嗅いでみたが、やはりそれだけではわからない。身構えつつ一口飲むと、刺すような辛さが舌から伝わってきて、身体中に熱が走った。軽く咽むせる。

「これ、胡こ椒しようと……あと生しよう姜がを入れたやつだな？　ブリューヌの中央のどこかの」

「驚いたわ。正解よ、ティグル」

　感心してソフィーは目を瞠みはった。ミラが啞あ然ぜんとした顔で二人を見る。

「もしかして、飲んだことがあるの？」

　ティグルはうなずいた。何年か前、父の親友のマスハスが、面白い葡萄酒が手に入ったと言って、持ってきたことがあったのだ。「うまい葡萄酒をつくれない土地のようでな。普通に飲むにはつらいから、胡椒などを入れたらしい」ということだった。

「そのお酒、船乗りたちには人気らしいわよ。火酒ウオトカよりも力が出るって」

「景気づけならいいかもしれないな……」

　力のない笑みをソフィーに返すと、ティグルは四つめの銀杯を見る。二人がかりとはいえ、三つまでは当てたのだ。ここで終わらせるのは少々もったいない。

　最後の銀杯をつかんで、呷あおる。口の中へ流れこんできた液体の味に、顔をしかめた。

「これは、葡萄酒と火酒を混ぜたものじゃないか？」

「ええ、その通りよ。どこの葡萄酒と火酒かわかる？」

　小首をかしげて楽しそうに聞いてきたソフィーに、ティグルは首を横に振る。

「アスヴァールの葡萄酒と、レグニーツァの火酒。この北の海域では手に入りやすいものというわけね。とくにこの二つは相性がいいみたいなの。慣れていないひとには辛いけれど」

「それにしても、よくこんな葡萄酒が手に入ったわね」

　水を少しずつ飲みながら、呆れ半分感心半分という顔でミラが言った。

「わたくしはポリーシャの葡萄酒ヴイノーしか持ってこなかったわ。ただし、樽で用意したの」

「それを、少しずつ船乗りたちと交換したわけか」

　ティグルは小さく唸うなった。ずいぶんと手慣れている。

「直接やりとりはしていないわ。ボンネル殿や親しい船乗りに仲介をお願いしたの。そうでなかったら、こんな面白い葡萄酒は手に入らないもの」

　たしかに、胡椒入りの葡萄酒を戦姫と交換するような、豪胆な船乗りはいないだろう。

「教えてくれればよかったのに。そうすれば私だって……」

　渋じゆう面めんをつくるミラに、ソフィーは真面目な顔で首を横に振る。

「はじめての航海ではやらない方がいいわ。仲介する船長や船乗りは、あなたの好みや許容範囲を知らないもの。びっくりするものをつかまされるかもしれないでしょう」

「じゃあ、ソフィーは何度目の航海から、こういうことをやるようになったんだ？」

　ティグルが尋ねると、アスヴァール産の葡萄酒を口につけながら、ソフィーは答えた。

「三度目よ。はじめて海に出たときは何もわからなくて、何もできなかったわ。二度目のときの船長がボンネル殿で、ひとつ協力してもらったの。わたくしは吟遊詩人ミネストレーリに変装して、船乗りや漕ぎ手たちの前で翼弦琴グスリを弾いたのよ。正直、上手とはいえなかったけれど」

　そのときのことを思いだしたのか、銀杯を両手で持ってソフィーはくすくす笑う。

「余裕のある交易船の中には、吟遊詩人や踊り子を雇って船乗りたちの退屈をまぎらわしている、っていう話を聞いて、真ま似ねしてみたの。おかげで彼らからいろいろな話を聞けたし、どんなものを船に持ちこんでいるのかもわかったわ」

「それで、その次から交換をはじめたのね。あなたの言う通り、ちょっと教えてもらってできることじゃなさそうだわ。ごめんなさい」

　納得して、ミラは頭を下げる。ソフィーは空になった銀杯を振りながら笑いかけた。

「ミラのそういうところ、大好きよ。それじゃ、お酒の中身を当てたティグルにご褒美をあげましょうか」

　他の三つの銀杯を瞬く間に空にすると、ソフィーは何でもないことのように立ちあがる。ティグルは驚嘆を禁じ得なかった。少量とはいえ、胡椒入りの葡萄酒も、火酒ウオトカを混ぜた葡萄酒も杯の中に残っていたのだ。彼女にとってはふつうの葡萄酒とさほど変わらないらしい。

　ソフィーは自分の荷物が入っている箱に再び歩いていき、今度は羊皮紙の束を抱えて戻ってきた。一枚の羊皮紙を抜きだして、「どうぞ」とティグルに差しだす。

　受けとった羊皮紙を、ティグルはしげしげと眺めた。

「これは何だ……？」

　荷袋に笛を何本か刺したようなものが、精せい緻ちな筆で描かれている。しかし、ティグルにはそれが何なのかわからなかった。ソフィーは微笑を浮かべる。

「アスヴァールの楽器よ。漕ぎ手のひとりが持っていたの」

「これが楽器……？」

　横から覗きこんだミラも、驚いていた。よく見ると、絵には簡単な説明も書かれている。袋に刺さっている笛の一本を吹くことで、他の笛から音が出る仕組みになっているらしい。

「言葉で説明するより、一枚の絵を見せた方がわかってもらえることはあるでしょう」

　ソフィーは羊皮紙の束から、別の一枚を抜きだしてティグルに渡した。杖をついた初老の男が描かれている。足下には縞しま模も様ようの猫がいた。

「これはボンネル殿か？」

「ええ。自分で言うのも何だけれど、よく描けているでしょう？　はじめて会ったとき、ボンネル殿は船に猫を飼っていたのよ。ネズミ対策に」

「相変わらず上手ね。ちょっと格好よく描きすぎているところはあるけど」

　ミラがからかうような視線を向けると、ソフィーは屈託のない笑みを返した。

「素敵な殿方は、きれいに描きたいでしょう。そうだわ、ねえ、ミラ、ティグル。せっかくの機会だから、あなたたちを描かせてもらえないかしら？　どちらかだけでもかまわないわ」

　緑柱石の瞳をきらきらと輝かせて、ソフィーは二人に頼みこむ。それぐらいならとティグルはうなずきかけたが、ミラに止められた。

「軽々しく引き受けてはだめよ、ティグル。ソフィーが描いている間は、ほんの少しでも動いちゃいけないの。想像以上に疲れさせられるんだから」

「そんなに厳しいのか」

　ティグルの顔に迷いが浮かぶ。狩りをするとき、木の陰や茂みに身を潜め、微動だにせず長い時間を過ごしたことが何度かあるが、かなり体力を消耗する。ソフィーは笑って言った。

「ミラの言っていることは少しおおげさね。姿勢を大きく変えることがなければ、あくびをしたり、鼻歌を歌ったりしてもいいわよ」

　そこまで言って、ソフィーは何かを思いついたというふうに手を軽く叩いた。

「ミラ。あなたの負担にならない描き方があるのだけど、どうかしら」

「……詳しく聞かせて」

　顔をしかめ、腕組みをして、ミラは尋ねる。ソフィーはベッドに視線を向けた。

「このベッドに寝そべってもらうだけよ。ただし、服も下着もつけずにね」

　予想外の言葉にミラは目を丸くし、呆けたように口を開けて友人を見つめた。それから顔を真っ赤にして怒鳴りつける。

「な、何よ、それ!?」

「そんなに驚くことじゃないでしょう。あなただって、全裸の女性を描いた絵を見たことはあるはずよ。どうしてもというなら、毛布ぐらいは貸してあげるけれど」

　一瞬、ミラは言葉に詰まったものの、受け入れられないというふうに激しく首を横に振る。ソフィーはティグルに視線を移した。

「あなたはどう？　そういうミラの絵を見たくない？」

　ティグルは「もちろん」と答えようとしたが、頰のあたりに怒りを帯びた強烈な視線を感じたので、言葉を紡ぐことができなかった。だが、その脳裏には、ベッドの上で恥じらうような表情を浮かべ、こちらを見ているミラの姿が鮮明に浮かんでいる。

「まったく、冗談でも言っていいことと悪いことがあるわ」

「冗談で言ったつもりはないわよ。ミラに絵心があれば、わたくしのそういう絵を描いてとお願いすることもできたのだけど」

　ティグルの脳裏に新たな像が浮かびかけたが、すばやくこちらを振り向いたミラに睨まれて瞬時に霧散する。それをごまかそうというわけではないが、ティグルはソフィーが抱えている他の羊皮紙も見せてもらった。丸い頭部と十本近い足を持つ不思議な生きものの絵もあれば、何かの果物の絵もあり、さまざまな形の貝を描いた絵もある。船やひとを描いたものも。

　ティグルとミラはすっかり見入ってしまい、すべての絵を見終えたときには感嘆のため息をこぼしていた。

「すごいな、ソフィーは」

　絵を描くのが好きなのは間違いない。しかし、それだけだろうかと、ティグルは内心で首をひねった。船に乗っている間の手て慰なぐさみとは、何か違うように思える。

　ティグルの表情から、若者が思っていることを読みとったのだろうか。ソフィーは壁に立てかけていたザートを手に取ると、ごく自然にティグルの手を取った。
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「ミラ、ちょっとティグルを借りるわね」

　眉をひそめるミラに、ソフィーは片目をつぶってみせる。その仕草から、彼女が言いたいことをミラは漠然と察した。仕方ないという表情でベッドに腰を下ろす。

「あまり遅くならないようにね」

　それだけを言って、彼女は想い人と友人を送りだした。







　ソフィーに連れられて、ティグルは甲板に出た。見上げれば、太陽は中天に達している。

　船上での陽光の烈はげしさは今日までによくわかっていたので、日陰になっている船楼の壁に、ティグルたちはよりかかった。波の音だけが二人の耳をくすぐる。

「――ティグル。もしも、だけど」

　秘密を打ち明けるような表情と声音で、ソフィーは言った。

「三年前、あなたがラーナ様と会わなかったら、どのような人生を過ごしていたと思う？」

「そうだな……」

　腕組みをして、ティグルは雲を散らした蒼い空を見上げる。

「アルサスからほとんど出なかったんじゃないかな。父の跡を継ぐことだけを考えて」

　あのころの自分には、アルサスだけでも充分に広かった。ヴォージュ山脈を越えかけたこともあれば、王都ニースに行ったこともあるので、アルサスの外にも世界が広がっているのは知っていたが、自分には縁遠いものだと思っていた。例外は、父の親友たちの領地ぐらいか。

「ティグルらしいわね」

　ソフィーはくすりと笑うと、手に持っている黄金の錫しやく杖じようを見つめた。

「このザートに会わなかったら。戦姫にならなかったら、わたくしは旅の神官にでもなっていたと思うわ。そうでなければ、生まれ育った町から出ないまま、遠くの世界に思いを巡らせて一生を終えていたでしょうね」

「遠くの世界……？」

　不思議そうな顔をするティグルに緑柱石の瞳だけを向けて、ソフィーはうなずいた。

「わたくしは、そういうことばかりを考えているか、男の子に交じって町の中を駆けまわっているやんちゃな子供だったの。お祖父さまからは、近所の子たちといっしょに、棒を使った戦い方を教わり、騎士の父からは身体の動かし方を教わって、生傷が絶えない日々だったわ」

　ティグルは驚いた顔でソフィーを見つめる。いまのたおやかな彼女からは、まったく想像がつかない。若者の反応に、光華の耀姫ブレスヴエートは微笑を浮かべた。

「わたくしは、行商人や吟遊詩人ミネストレーリからしか話を聞けないような、遠いところへ行ってみたかった。他の子たちは、大きくなるほどそういう考えを持たないようになっていった。当たり前の話だと思うわ。旅に出るなんて、そう簡単に認めてもらえることじゃない。それも、何か目的があるならともかく、ただ自分の目で見たいから、だなんて……」

「ソフィーも、そう思うようになったのか？」

　ティグルが穏やかな声で尋ねると、ソフィーは可愛らしく舌を出した。

「表向きはね。心の中では、いつも遠くの世界を思い描いていたわ。さっき言ったように、神官になることも真剣に考えたもの」

「どうして神官にならなかったんだ」

「神官になっても、ジスタートとブリューヌまでしか行けないってわかったから」

　ジスタートとブリューヌでは、同じ神々を信仰している。だが、他国では当然違う。アスヴァールではアルトリウスと円卓の騎士が、ムオジネルではワルフラーンをはじめとする神々が信仰されている。ジスタートの神官がブリューヌ以外の他国に行く理由は、まずない。

「ティグルは知ってる？　昔のジスタートには、ジャガイモがなかったの」

　唐突に、ソフィーは話題を変えた。戸惑いながらも、ティグルは首を横に振ることで話の続きを促す。ジャガイモは昔からジスタートでとれるものだと当然のように思っていたし、それを否定するような話を聞いたこともなかった。

「わたくしが調べたかぎりだと、遠く東の方からやってきた旅人が、ジスタートに定住して、持っていたジャガイモを育てたそうよ。いまから二百年ほど前の話」

「そうだったのか……」

「わたくしは、その旅人みたいなことをしたいと思ってるの」

　虚を突かれて、ティグルはソフィーの横顔を見つめる。彼女は黄金の錫杖を抱きしめて、まっすぐ前を見据えていた。だが、その目は海ではなく、どこか遠くを見ているようにティグルには思える。

「わたくしの治めるポリーシャは、ブリューヌやアスヴァールから遠い。ムオジネルからは近いけれど、あの国の産物で発展を目指そうとすれば、ミラのオルミュッツと競うことになる。ミラとの友情を横に置いても、それは分が悪いわ」

　オルミュッツからは、ムオジネルだけでなくブリューヌも近い。

「東にいる騎馬の民がもたらすものにしても、オルガの治めるブレストにはかなわない。戦姫として、ポリーシャのために何ができるのか。武芸についても、わたくしは他の戦姫に及ばない。何日も考えて出た答えは、旅をしてみたいという思いだったの」

　ティグルは口を挟まず、静かに耳を傾ける。ソフィーは続けた。

「はるか昔の旅人が、ジスタートにジャガイモをもたらしたように。いいえ、そこまで偉大なことをしようとは思わないわ。ただ、わたくしの生まれ育ったポリーシャに何かを届けたい。あの地をいまより豊かにしたい。そう思うの、わたくしは」

　沈黙が、話の終わりを告げる。

　ティグルは驚きと、かすかな尊敬をこめた眼差しでソフィーを見つめた。

　彼女が外交の使者としてよくジスタートの内外に派遣されることは知っていたが、それは彼女自身の望むところでもあったのだ。他ならぬポリーシャのために。

　あんなに絵を描いていたのも、好きだからというだけでなく、異国の地で見つけたものを、己の公国の発展に活かせないかという考えがあったのだろう。

「――ソフィー」

　どれだけの時間が過ぎただろうか。胸に湧きあがる想いをどうにか言葉にして、ティグルは彼女に呼びかける。

「俺は、できるかぎり君の力になる。俺の力なんてたかが知れているが、それでも」

「こら」と、スカートの裾をひるがえして、ソフィーは身体ごとティグルに向き直る。

「軽はずみにそういうことを言ったら、だめ。ミラを不安にさせちゃうでしょ」

　以前にやったように、彼女はティグルの鼻を軽くつついた。言葉を返せず黙りこむティグルに、ソフィーはにこりと笑いかける。あたたかさと喜びにあふれた笑顔だった。

「ありがとう。いつかあなたに話せるときがあればいい、なんて思っていたけれど、打ち明けることができて本当によかったわ。あなたの気持ちも、泣きそうなぐらい嬉しい」

「おおげさだよ」

　そう返すのが、ティグルは精一杯だった。面おも映はゆい。顔も熱い。

「ところで、どうしてここに場所を移したんだ？」

　不器用に質問する。ミラに聞かれて困る話だったとは思えない。むしろ、自分たちを止めなかったあたり、ミラは話を聞いたことがあるのではないかという気さえする。

　はたしてソフィーは頰を赤く染め、視線をそらした。

「だって、ミラには前に話したことがあるんだもの。また聞かせるのはちょっと、ね……」

　たしかにそれは恥ずかしいかもしれない。二人は声をたてずに笑いあった。

――俺も珍しがっているばかりじゃなく、学ばないといけないな。

　それはソフィーのためだけでなく、自分のためにも、そしてミラのためにもなるはずだ。

「ねえ、ティグル」

　自分の竜具ヴイラルトを後ろ手に持って、ソフィーは船縁に寄りかかる。

「ジスタートに帰ったら、やっぱりわたくしの国に来ない？　一ヵ月ではさすがに短すぎるから、半年……いいえ、一年ぐらい。わたくしもできるかぎりのことをしてあげる」

「ええと、それは……」

　ティグルは額に汗をにじませて言いよどんだ。夏の終わりごろに、オルミュッツでその話をしたときのミラの顔が思いだされる。こればかりは断るべきだが、ソフィーはわざとらしく唇をとがらせて、「力になるって言ってくれたのに……」などと言いだした。

「何の話をしているの？」

　助け船は、昼間に似合わない冷気をまとって現れた。見ると、船楼の出入り口にミラが立っている。背筋を伸ばし、ラヴィアスを握りしめ、青い瞳に怒りを宿して。

　ティグルは声もなくたじろいだが、ソフィーは平然としていた。それどころか彼女は小首をかしげて、可愛らしくお願いまでしてのけたのである。

「ミラ、ちょっとティグルを貸してくれないかしら。そんなに長くはないわ。二年ぐらい」

　一年増えている。その大胆さにティグルは戦慄を通り越して、感動すら覚えた。

　直後、拒絶を意味するミラの怒声が蒼空に響きわたった。
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　ティグルたちが船に乗ってから、六日が過ぎた。

　その日の朝、ティグルとミラ、ソフィー、それからラフィナックとガルイーニンは、船首の船楼にある船長室に呼びだされ、ボンネルから説明を受けた。

「航海はきわめて順調です。今日もよい風が吹いてくれれば、明日の朝にはアスヴァール島が見えてくるでしょう。そうなったら、昼にはデュリスの港町に入れると思います」

「よい風というには、少し強い気がするわ」

　顔にかかる髪を払いながら、ミラがわずらわしげに言った。彼女の言うように今日の風は強く、船も何度か大きく揺れている。もっとも、船乗りたちは平気な顔で作業をしているので、慣れている者にとってはたいした風ではないのだろう。

「八日ですか。距離を考えると、長いようで短い船旅でしたな」

　ガルイーニンがしみじみと言った。ラフィナックも嬉しそうにうなずく。

「予定通りに到着できそうで何よりですな。そろそろ陸地が恋しくなってきまして」

「陸地にいれば、頭から海水を浴びることはないからな」

　ティグルが肩をすくめる。昨日、ティグルとラフィナックが船縁に並んで話をしていたところ、突風によって船が傾き、船縁を越えて波が襲いかかってきたのだ。主従はまともに海水をかぶり、ずぶ濡れになったのだった。

「気を緩ゆるめちゃだめよ、ティグル」

　ミラが鋭い声で叱りつける。テーブルに広げられている海図に、彼女は視線を落とした。

「十隻の船団がここまで近づいているのよ。アスヴァール側は気づいているはず。いつ戦いになってもおかしくないわ。だから、なるべく私のそばにいるようにね」

　最後の台詞に、ソフィーとガルイーニンは苦笑する。

「ありがとう。頼りにしているよ」

　ティグルはミラに笑いかけたが、その顔にはごく微量の不安がにじんでいた。

　船の揺れに、ティグルはいまだに慣れていない。まっすぐ歩くこともできるし、揺れに酔うということもないのだが、浮き沈みする足下への違和感が依然としてつきまとっていた。

「エリオットの様子は？」

「今朝の報告では、ずいぶん元気みたい。ミラの言う通りにすべきだったかもしれないわ」

　ミラの質問に、ソフィーが冷ややかな口調で答えた。

　リプナを発って過ぎた日数から、アスヴァールに近づいていることを察しているのだろう。エリオットはあきらかに陽気になっていた。昨日などは、甲板で偶然遭遇したソフィーに明るく声をかけ、すれ違いざまに彼女の尻に手を伸ばしてきたのだ。

　むろん、そのような行為をソフィーが許すはずはなく、彼女は触れられる前にエリオットの手首をつかんでひねりあげ、甲板にねじ伏せた。この話を聞いたミラは、「右手を切り落としてやってもよかったんじゃない」と呆れ顔で言ったものだ。

　ボンネルがすました顔で話を続ける。

「船乗り、漕ぎ手、兵たちに大きな異常はありません。腹痛や転倒などの怪我、二日酔いなどで倒れている者がどの船にも何人かいますが、全体の行動において支障はないでしょう。食糧と水は残り四日分です。余裕があるといえばありますが、あまり楽観すべきではないかと」

　町に到着して港に入るまでは安心できない。それがボンネルの信条だと、このころにはティグルたちもわかっている。港町を目前にしながら、船乗りたちに暴動を起こされたり、海賊に襲われたり、船底に穴が空いて船が沈むという経験を、初老の船長はしてきたそうだ。

「デュリスに入ったら、休息を兼ねて情報を集めましょう。ジャーメイン王子とすぐに戦う必要がある場合は、まっすぐ大陸へ。そうでない場合は北上して、王都コルチェスターへ」

　海図の上に指を走らせながら、ソフィーが方針を確認する。

「いまがもっとも油断しやすいときなのはたしかよ。気を引き締めていきましょう」

　一同を見回してソフィーは力強く言い、ティグルたちは無言でうなずいた。







　その報告をティグルたちが受けとったのは、昼を過ぎたころだった。

　甲板で談笑していたティグルとミラ、ソフィー、ボンネルのもとに、帆柱で見張りをしていたはずの船乗りが駆けてきたのだ。

「前方に三隻の船が現れました。帆には赤い竜が描かれています」

　赤い竜はアスヴァール王国の象徴だ。彼らの軍旗にも用いられている。

　ティグルたちは顔を見合わせた。ミラがラヴィアスを肩に担いで、不敵な笑みを浮かべる。

「エリオットの部下か、ジャーメインの部下か。どちらかしらね」

「ひとまず様子を見ましょう。三隻なら、戦いを仕掛けてくることはないと思うわ」

　ソフィーが言い、ティグルたちは船首に向かった。数百アルシン先に三つの船影が見える。

「向こうの船首にひとがいるな」

　この中でもっとも目のよいティグルが、訝いぶかしげにつぶやいた。若い男だ。二十代半ばといったところで、黒を基調とした服を着ている。

　両者は少しずつ距離を詰めていき、やがて、五十アルシンの距離を隔てて向かいあった。

　ティグルが言った通り、相手の船の船首にはひとりの若者が立っている。弓を背負い、左腰には反りのある剣を吊るし、右腰には矢筒をさげていた。彼は船首を飾る女神像に飛び乗ると、大声でこちらへ呼びかけてくる。

「俺はタラード！　ジャーメイン王子に仕える者だ。ジスタートの船団とお見受けしたが」

「わたくしが応対に出るわ。ティグルはいっしょに来て。ミラとボンネル殿はここにいて」

　戦姫が二人いることを相手に教える必要はない。また、ボンネルが負傷するようなことがあれば、この船団は混乱に陥るだろう。それに、船と船が向かいあう距離では、弓こそが有効な武器だった。

　ザートを握りしめ、ドレスの裾を揺らして、ソフィーは歩いていく。ティグルは腰に矢筒を下げ、左手に黒弓を持って、彼女の隣に並んだ。

　二人が竜の飾りの上に立ったときには、おたがいの距離は十アルシン（約十メートル）ほどにまで縮んでいる。波次第で、ぶつかってもおかしくない近さだ。

　ソフィーは息を吸って、よく通る声で呼びかけた。

「はじめまして。わたくしはソフィーヤ＝オベルタス。ジスタートの戦姫です」

「おお、やはりか。一騎当千の武勇と並々ならぬ美貌を誇る戦姫に出会えるとは光栄だ。ところで、戦姫殿はいったいアスヴァール王国にどのような用向きでまいられたのだ？」

　ソフィーの名を聞いても、タラードにひるむ様子はない。楽しそうに目を輝かせて、新たな質問を投げかけてきた。ソフィーは笑顔で答える。

「第二王子たるエリオット殿下に、アスヴァールの玉座についていただくためです。タラード卿、あなたが望まれるなら、殿下にお目通りできるよう取りはからいますが」

　あからさまなソフィーの挑発に、タラードは乗らなかった。

「美女の誘いにはうなずきたくなるが、遠慮しておこう。エリオットと顔を合わせるのは、その首をジャーメイン殿下のもとへ持って帰るときと決めているのでな。戦姫殿、こちらからも提案させてもらうが、いまからジャーメイン殿下のもとへまいられてはいかがかな。アスヴァールの平和と、あなたがたの勝利とを祝うには、それが最短にして最善の方法と思うが」

「興味深いお話ですが、お断りさせていただきます。わたくしたちとあなたがたとでは、求めている勝利が違うようですから。ジャーメイン王子にお伝えください。そう遠くないうちに、お目にかかりますと」

　風になびく金髪をおさえながら、ソフィーはにこやかに告げる。タラードは笑顔でうなずくと、次の瞬間、背負っていた弓を無造作にかまえ、矢を放った。はじめからそうすると決めていたかのように、一連の動きにはまったく無駄がない。意表を突かれたのか、ソフィーは矢を避けようとするそぶりすら見せず、その場に立ちつくす。

　だが、その矢はソフィーに届かなかった。ティグルが横からすばやく手を伸ばして、矢をつかんだのだ。よどみない動作で、ティグルは矢を黒弓につがえる。タラードを見たのは一瞬の半分にも満たない時間だった。

　放たれた矢はタラードに向かわず、彼の頭上を飛び越えて、アスヴァール船の帆柱の陰に飛びこんだ。短い悲鳴があがる。そこに隠れていた男が左腕を射貫かれ、かまえていた弓を取り落としたのだ。

　男が左腕をおさえながら姿を見せたとき、ティグルはわずかに眉をひそめた。だが、若者はすぐに新たな矢を腰の矢筒から抜きだし、黒弓につがえる。今度はタラードに狙いを定めた。

　矢を向けられているにもかかわらず、タラードは恐れるふうもなく笑ってみせる。

「おまえ、すごいな。どうしてわかった？」

　帆柱の陰に隠れていたアスヴァール兵のことらしい。ティグルは不愉快そうに答えた。

「気配がした」

「なるほど。いいな、おまえ。ああ、まだ名前を聞いていなかったな。教えてくれ」

「……ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　親しみをこめて話しかけてくるタラードを訝しく思いながらも、ティグルは名のる。もちろん弓は下ろしていない。いますぐにこの男を射倒すべきではないか。そう思ってはいたが、この男はまだ何か手を隠しているのではないかという疑念から、行動に移せなかった。

「ふむ、ティグルヴルムドか。俺のところに来ないか？　歓迎するぞ」

「残念だけれど――」

　黄金の錫杖で竜の頭部を軽く突いて、涼やかな音色とともにソフィーが割りこんだ。

「ティグルはわたくしの大切なひとなの。アスヴァール一国でも見合わないぐらいよ」

　思いもよらない発言に、ティグルは動揺する。弓を持つ手が震えることはなかったが、頰は紅潮した。タラードはおおげさに肩をすくめる。

「そいつは残念だ。また会おう、戦姫殿、ティグル」

　ソフィーがそう呼んだからだろう、タラードは愛称でティグルを呼んだ。彼は後ろを振り返って、配下の兵たちに指示を出す。ティグルの矢を警戒する様子はまったく見せない。

　タラードの背中に、ティグルは呼びかけた。

「俺が矢を射放たないとでも思っているのか」

　身体ごとティグルに向き直ると、タラードは腕組みをして高らかに笑った。

「おまえは優しいやつだからな」

　ティグルは口元を歪める。ソフィーに視線で確認すると、彼女は首を横に振った。内心のわずかな苛立ちをおさえて、ティグルは弓を下ろす。

――優しいやつ、か。

　帆柱の陰に隠れていた兵士を仕留めなかったことを、言っているのだろうか。

――それとも、俺の狙いを正確に見抜いていたのか？

　ティグルが狙ったのは、アスヴァール兵の左腕ではない。彼が持っていた弓の弦だ。これが地上での出来事なら、ティグルの放った矢が彼を傷つけることはなかっただろう。

　だが、矢を射放つ瞬間、わずかに船が揺れた。足下が、ほんの少しだけ沈んだ。

　揺れに慣れていないことを言い訳にはできないと、ティグルは思った。自分は外したのだ。

「礼代わりに、面白いことを教えてやる」

　離れはじめているアスヴァール船から、タラードが声を張りあげた。

「レスターという男が叛乱を起こして、デュリスの港町を占領した。気をつけろよ！」

　ティグルとソフィーはおもわず顔を見合わせる。

　噓だと決めつけることはできなかった。ライトメリッツにおけるエリオットの敗北を知り、彼を見限った者が独自に行動を起こすというのは、いかにもありそうな話だ。

「ソフィーはどう思う？」

　半信半疑の表情でティグルが尋ねると、ソフィーは視線を宙に彷徨わせた。

「そうね。ジャーメイン王子が、レスターという男とエリオットの仲を引き裂こうとして、事実と違うことをわたくしたちに吹きこんだ、という可能性はあるけれど……」

　そこまで言って、彼女は首を横に振る。

「レスターの為人ひととなりと、その男とエリオットとの関係がわからないことには、何を考えても想像でしかないわ。あとで聞いてみましょう」

　ティグルはうなずくと、少しずつ遠ざかっているアスヴァール船へと視線を戻した。

「あいつらを逃がしてよかったのか？」

「たった一本の矢を射かけただけで引き下がるということは、本気で仕掛けてきたわけではないのよ。それに、ジャーメイン王子の軍勢があれだけとはかぎらないわ。わたくしたちがすべきは周辺の偵察と、今後の方針を決めることよ」

　もっともな話だった。二人は船首から離れて歩きだす。

　不意に、ティグルはソフィーに後ろから抱きしめられた。

「助けてもらったお礼がまだだったわ。ありがとう、ティグル」

「いや、そんな……。俺がソフィーを助けるのは、当たり前じゃないか」

　ティグルはそう言葉を返したが、頰をくすぐる金色の髪の甘やかな匂いと、背中にあたる二つの大きくやわらかな感触とに緊張して、声がうわずってしまう。その反応を楽しむように、彼女はティグルを抱きしめる腕に力をこめた。

「それなら、わたくしがあなたにお礼を言うのも当たり前でしょう」

　ティグルの頰に、ソフィーは自分の頰をすり寄せる。彼女を引き剝がすこともできず、ティグルは困り果てた顔で立ちつくしていたが、右の耳に不思議な感触を覚え、何をされたのか理解したときには、身体中が熱くなった。ソフィーはティグルの耳たぶを唇で優しくくわえ、舌で軽く舐めて、最後にそっと息を吹きかけたのだ。

　ソフィーが抱擁を解いたので、ティグルはよろめきながらも慌てて彼女から離れる。

「な、何を……」

　興奮のあまり、それしか声が出てこなかった。ソフィーは、いままで見たことのないような妖艶な笑みを浮かべていたが、すぐに表情をゆるめて屈託のない笑顔で言った。

「いつか、ミラにやってあげるといいわ。効果があると思うの」

　そのとき、横殴りの突風が吹いて、船が大きく揺れる。二人とも転倒こそしなかったが、身体を支えるためにその場に踏みとどまった。舳先にぶつかった波が砕け、派手な水音を響かせて、海水の飛沫が飛散する。小さな悲鳴があがった。







　海水を頭からかぶったソフィーは、さすがに身体を拭いて着替えることにした。

――いけない、いけない。うっかりしちゃったわ。

　ティグルと違い、ソフィーは船に乗り慣れている。普段の彼女なら、あの状況でもすばやく飛び退いて海水をかわせただろう。恥ずかしがっているティグルに気をとられすぎたのだ。

　自分たちの部屋で、ソフィーは濡れそぼった服をすばやく脱ぐ。瑞みず々みずしい肢体が露あらわになった。長身で、鍛えられた腕や脚はしなやかだが、同年代の女性とくらべても胸と尻は大きい。そのことを気にした時期もあったが、祖母もそうだったと母に聞かされてからは、いくらか気分が楽になったものだ。
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　足下には、湯を満たした手桶がある。ミラが苦笑まじりに用意してくれたのだ。

――ふざけた結果で貴重な水を使うのは、少し申し訳ないわね。

　船旅における水の大切さを、ソフィーはよくわかっている。海の上で水が尽きたら、雨を待つ以外に水を手に入れる手段がなくなるのだ。湯を絞った布で身体を拭くと、手桶の前に膝をつき、湯に髪をつけて少しずつ海水を流していく。

　ふと、さきほどの光景が思い浮かぶ。飛んできた矢をつかみとって、自分を助けてくれたティグルの姿が。高鳴る胸にそっと手をあてて、自分が熱くなっていることを自覚する。

　ティグルが動かずとも、あの矢は自分に届かなかっただろう。ザートが、彼女の身を守ったはずだからだ。矢は、見えざる障壁に弾かれたに違いない。

　だからこそティグルの行動は嬉しく、彼のことが愛おしく思えた。

　髪を洗い終えてさっぱりした気分になったころ、扉の開く音がした。念のため、部屋の中央には仕切り代わりのカーテンを広げているので、誰が入ってきたのかはわからない。しかし、ソフィーが誰すい何かの声をあげる前に、相手の方から声をかけてきた。

「だいじょうぶか、ソフィー？」

「お湯、足りてる？　もし必要なら言ってちょうだい」

　ティグルとミラだ。ちなみに、ティグルはソフィーほどには海水を浴びなかった。

「ありがとう、二人とも」

　ソフィーは礼の言葉を返しながら、カーテンの陰でいたずらっ子のような微笑を浮かべた。

「ミラ、紅茶を淹れてもらえる？　あ、ティグルはそこにいて。話があるの」

「……わかったわ、すぐに戻ってくる」

　訝るような口調ではあったが、ミラはソフィーの願いを聞き届けた。扉が開き、閉まる音がする。「俺に話って何だ？」とティグルが聞いてきた。

「こっちに来て」

　一呼吸分の間を置いて、足音が近づいてくる。ティグルがカーテンの前に立ったのが、気配でわかった。

――緊張してくれているかしら？

　ミラにも言ったように、ティグルと彼女の仲は応援している。その一方で、ティグルをからかってみたいという子供じみた欲求と、彼にならば自分の肌を多少は見せてもかまわないという気持ちがあった。肝心なところはさすがに隠すけれど。

「ティグル、もっと近づいて」

　カーテン越しに、小さな声でささやきかける。よく聞きとれなかったのだろう、ティグルが身を乗りだしたのがわかった。

　ソフィーが次の行動に移ろうとしたところで、船が揺れた。手桶の中の湯がこぼれる。その湯で、ソフィーは足を滑らせた。とっさにカーテンをつかんだものの、カーテンは彼女の体重を支えてくれなかった。

「ひゃっ」と、短い悲鳴をあげて、ソフィーは転倒する。

　身体を起こしたとき、息を呑む気配が彼女の肌に伝わってきた。ソフィーは、ちょうどティグルに尻を向ける格好で四つん這いになっている。彼の視線が自分の尻に注がれているのを自覚して、顔が真っ赤に染まった。

「す、すまない！」

　ティグルは大声で謝り、彼女を助け起こそうと前に出て、それから自分の行動に疑問を抱いて足を止めると、慌てて部屋を出て行った。かなり動転している。

　ソフィーはティグルの声で弾かれたように身体を起こしたあと、カーテンを身体に巻きつけてうずくまっている。湿った髪が顔を覆っているが、それどころではない。

――見られちゃった……。

　尻と、その近くにあるものをすべて。肌を見せてもかまわないというのは、噓ではない。だが、これは裸を正面から見られるよりもかなり恥ずかしいのではないか。しばらくはティグルの顔をまともに見られないだろう。

　部屋の外に立っているティグルも、困り果てていた。

　目を閉じると、丸みを帯びた白い尻と、両脚の付け根にあるものが鮮明に浮かびあがり、身体の一部が熱く反応してしまう。甲板で風を浴びていれば落ち着くかもしれないが、他人にこの姿は見られたくない。

　ミラから教わったアスヴァール語をつぶやいて、どうにか猛りを鎮めるしかなかった。





　　　　　　　†






　落日の陽光が空を朱色の息吹で染めあげ、海に黄金の輝きをふりまいている。ジスタート軍は風と波を避けて、名もなき小さな島に停泊した。

　ティグルとミラ、ソフィー、ボンネルの四人は船長室に集まっている。

　ラフィナックとガルイーニンがいないのは、船乗りや漕ぎ手たちの様子を見てもらうことにしたからだ。ジャーメイン王子の軍が現れたという話は、船内はもちろん他の船にも伝わっている。緊張感を持ってもらう必要はあるが、混乱が起きるのは望ましくなかった。

「叛乱が起きて、デュリスがおさえられたとなると、事態はやや面倒ですな」

　ボンネルがしかめっ面をつくって髭を揺らす。四人で囲んだテーブルには、アスヴァール島を描いた地図が広げられている。あまり詳しく書かれたものではないが、それでもデュリスの名は載っていた。ソフィーがミラに尋ねる。

「レスターはどういう男なの？」

　四人で集まる前に、ミラは初老の側近をともなってエリオットの部屋を訪れ、レスターについて聞いている。話にならないというふうに、ミラは首を左右に振った。

「危なっかしい男。そう言っていたわ。年齢は三十半ば。戦士としても、一軍の指揮官としても優秀らしいけれど、野盗の討伐に行けば、道中にある村や町を襲い、戦場で邪魔だと判断したら、味方にも襲いかかるので、ザカリアス王や他の将軍からは嫌われ、避けられていたんですって。話していて不愉快になってくるわね……」

　ミラは盛大に顔をしかめたが、それでも感情を呑みこんで話を続けた。

　レスターは残酷な気性の持ち主で、捕らえた野盗を串刺しにして街道沿いに並べたり、猟師小屋に閉じこめて丸焼きにしたりといった行為を、当たり前のように行っていたという。アスヴァール島の沿岸を襲う海賊たちでさえ、レスターのことは恐れたそうだ。

「そんな男が、どうしてエリオットに従ったのかしら」

　首をかしげるソフィーに、ミラは「さあ」と、肩をすくめる。

「エリオットもわからないと言っていたわ。ジャーメイン王子との衝突が避けられないものとなったとき、レスターの方から味方をすると言ってきたそうよ。エリオットは嬉しくなかったけれど、敵にまわられたら厄介だから仕方なく受け入れたのですって」

　ティグルたちは顔を見合わせた。エリオットの話を鵜呑みにするのは危険だが、そのような人間なら、敗北した第二王子を見限ってデュリスを占領してもおかしくない。

「情報が足りていないと、俺は思う」

　二人の戦姫にそう言ってから、ティグルはボンネルを見る。

「ボンネル殿。本当にレスターがデュリスを占領して、容易に近づけなくなっていた場合ですが、デュリスからもっとも近い港町はどこになるでしょうか」

「ラエッドですな」

　このような事態が起きることを想定していたのだろう。ボンネルは即答して、地図の一点を指し示す。デュリスの北にある港町のようだ。

「では、明日は可能なかぎりデュリスに接近し、状況次第ではラエッドに向かいましょう」

「よろしいかと思います。エリオット殿下の御名を掲げて前進すればよいというものでもなさそうですし、我々の兵力だけで港町を攻めるのは、いささか不安ですからな」

　いささかどころではない。ミラとソフィーがいるとはいえ、漕ぎ手も合わせてようやく二千ていどの兵力で町を攻めるなど、無謀としか言いようがない行いだ。

　ミラとソフィーも満足そうにうなずき、話しあいは終わった。







　空に闇が翼を広げて、無数の星が瞬いている。

　ティグルはひとりで船首に立ち、夜風を浴びていた。手には黒弓を握りしめ、腰には矢筒を下げている。甲板に出てから四半刻ほどが過ぎているので、夜気の冷たさはあまり気にならない。目も、闇に慣れていた。

　聞こえるのは、波の音だけだ。日が沈んだ直後までは甲板で騒いでいた船乗りや漕ぎ手たちも、寝床に戻ったらしい。明日は忙しくなるという予感もあるのだろう。

　はるか遠くに、麦粒ほどの小さな赤い光が見える。ボンネルが教えてくれたのだが、デュリスにある大灯台の灯りらしい。実に三十ベルスタ（約三十キロメートル）先の建物の光ということになる。暗闇の中、その光は輝くことも霞むこともなく、静かに浮かんでいる。

　灯台の光から視線を外して、ティグルは暗がりに包まれた海を見据えた。

　黒弓をかまえ、矢をつがえずに弓弦を引き絞る。指から伝わってくる弦の強さに、頭の中で矢の軌道を思い描く。足下から伝わってくる船の揺れを計算に入れて、慎重に調整する。

　今日、矢を外した自分を、ティグルは許せなかった。

　慣れない船の上だったことを理由にしたくはない。

　ミラと結ばれることを心から願うなら、蒼氷星シズリートに矢を届かせようと本気で思っているなら、船の揺れごときで矢を外すなどあってはならないはずだ。

　ミラのそばにいることができて、彼女が自分を想ってくれていることに安心して、気が緩んでいたのではないか。そんな気さえする。

　タラードという男の存在も、ティグルに緊張感を与えている。ソフィーを狙った一矢は、見事な曲線を描いていた。彼が優れた弓の使い手であることはあきらかだ。

――負けられない。

　暗闇の中に、弓弦の音を何度も響かせる。実際に矢を放つのは、軌道を描くことができてからだ。闇雲に射放っても、矢の無駄だ。

　そうして半刻ばかり過ぎると、ティグルは全身に汗をかいていた。ようやく腰の矢筒に手を伸ばしかけたが、そこで動きを止める。背後から、複数の足音が近づいてきたのだ。

　船乗りたちが見回りに来たのだろうか。そう考えながら振り返ったティグルだったが、荒々しい悪意を感じておもわず身構える。

　十数歩の距離を隔てたところに、三人の男が立っていた。ひとりはランプを持ち、あとの二人は棍棒を肩に担いでいる。

　ティグルは眉をひそめた。ランプを持っているのは、エリオットだったのだ。自由な行動など許されていないはずの彼が、どうしてここにいるのか。

　エリオットは金糸の装飾がほどこされた絹服を着て、その両手には宝石をあしらった指輪がいくつも輝いている。ランプの灯りを反射する多彩な煌めきの中で、木の実をつなげただけの首飾りが奇妙な素朴さをまとっていた。

　エリオットの左右にいる男たちは、いずれもティグルより背が高く、たくましい身体つきの持ち主で、擦り切れた粗末な服を着ている。船の漕ぎ手だろう。ティグルをどうやっていたぶろうかとでも考えているのか、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべていた。

――喧嘩っ早い者やとにかくうるさい者、小こ狡ずるい者か……。

　ボンネルの言葉を思いだして、ティグルは推測する。

　エリオットが捕虜となったとき、彼が身につけていた装飾品はほとんど取りあげられたが、共闘が成立したのでそれらは返されたと、ミラから聞いたことがあった。おそらく、エリオットはその指輪を使って、漕ぎ手たちを懐かい柔じゆうしたのだろう。甲板を歩かされているときに、言うことを聞きそうな者の目星をつけたに違いない。

「おや、奇遇だな。何という名なのかは忘れてしまったが」

　両眼に敵意と害意を輝かせながら、エリオットは声をかけてきた。ティグルは黒弓を握りしめ、落ち着き払った態度で応じる。

「誰の許しをもらって出てきたのかは知らないが、さっさと自分の部屋に戻ったらどうだ」

　エリオットは眉をはねあげ、拳を握りしめた。

「自分の置かれた状況がわかっていないのか？　ぼんくらの嫡ちやく男なんなだけはある」

「嫡男であることに結びつけないと、ひとを馬鹿にすることもできないのか」

　痛烈な言葉を投げかけながら、ティグルは考える。エリオットは自分に危害を加えようというつもりのようだが、その目的がわからない。率直に疑問をぶつけた。

「おまえは何をする気だ？」

「貴様を人質にする」

　エリオットは傲ごう然ぜんと言い放つ。その視線が、はるか遠くの赤い光へと向けられた。

「大灯台の灯りだ。もうここまで来れば、俺は小舟でアスヴァール島へ行ける。貴様はずいぶんと戦姫たちに大事にされているようだからな、せいぜい俺の役に立ってもらうぞ」

　エリオットの言う小舟とは、船縁の内側に縄でくくりつけられている何艘もの舟のことだ。五、六人は乗れそうな大きさで、海に下りるときや、落ちた者を助けるとき、沈む船から逃げるときなどに使う。

「本当は戦姫のどちらかを捕らえたかったが……」

　エリオットはそこまでしか言えなかった。ティグルの射放った矢が、手をかすめたからだ。短い呻うめき声とともに彼の手からランプが落ちて、甲板に転がる。

「次は腕か脚を狙う」

　新たな矢をつがえて弓弦を引き絞り、ティグルは冷淡に告げた。

　右手をおさえながら、エリオットは動揺も露わにティグルを見つめる。だが、引き下がろうとはしなかった。歯をむき出しにして、「行け」と二人の漕ぎ手に命じる。彼らはティグルに気圧されてその場に立ちつくしていたが、気を取り直して前に出た。

　ティグルは右側の漕ぎ手の脚に狙いを定めたが、まさに矢を放とうとしたところで動きを止める。かすかに違和感を覚えて、エリオットたちの背後の暗がりに目を凝こらした。

――何かがいる……？

　そう思ったとき、大気を裂くかすかな音がティグルの耳に聞こえた。直後、「がっ」という悲鳴をあげて、漕ぎ手のひとりが倒れる。その背には短剣らしきものが突き刺さっていた。

　エリオットの味方ではないようだが、ジスタートの兵でもない。ティグルは狙いを変える。暗がりの奥に矢を放った。ひとが転倒したことを思わせる、鈍い音が響く。新たな矢を矢筒から抜きだしながら、ティグルは必死に考えを巡らせた。

――まさか、刺客か!?

　ソフィーの屋敷での話を思いだす。ジャーメインは、エリオットがジスタートにいる間に暗殺するつもりだと、ソフィーは推測していた。その推測は正しかったのではないか。

　一瞬、闇の奥で何かが光った。矢をつがえようとしていたティグルは、とっさに甲板に転がる。短剣らしき黒い影が頭上を通過した。

――敵の位置をつかまないと。

　ティグルは身体をひねって、黒弓に矢をつがえる。やや不自由な体勢ではあるが、狙っているものはとても近くにあるので支障はない。

　弓弦が震えた。放たれた矢は、甲板に転がっているランプの、青銅製の取っ手に命中する。ささやかな衝撃がランプの向きをわずかに変えて、暗がりの一隅を照らしだした。黒い衣に全身を包んだ四つの人影が浮かびあがる。その中のひとりの肩には、矢が刺さっていた。

　闇に溶けこむような服装からして、彼らが刺客であることは間違いなかった。

　二人の刺客が短剣を放つ。一本はティグルを、もう一本は棒立ちになっている漕ぎ手を狙ったものだ。ティグルは再び甲板を転がって避けたが、漕ぎ手は腹に受けてしまい、どうと仰向けに倒れる。そして、別の刺客が短剣を抜き放ち、エリオットに襲いかかった。

　エリオットも、このときには事態を理解している。刺客を見据えて、身構えた。刺客はエリオットの手に武器がないことを確認すると、まっすぐ突きかかる。

　だが、刺客の刃はエリオットに届かなかった。

「痴れ者がっ！」

　迫る短剣を、エリオットは左手で勢いよく払いのける。間髪を入れず、右の拳を刺客の顔に叩きこんだ。宝石をあしらった指輪をいくつもつけた手だ。刺客は甲板に崩れ落ちた。

　ティグルが安あん堵どしかけたそのとき、遠くに朱色のゆらめきが生まれた。船尾のあたりだ。次いで「火だ！」という切迫した叫び声が聞こえた。

――もしかして、火を放たれたのか？

　歯嚙みする。これでは大声を出しても、誰も来てくれないかもしれない。まだ刺客は三人も残っているというのに。

　エリオットが、刺客たちを警戒しながらこちらへ歩いてくる。ティグルも身体を起こし、やむを得ず彼のそばに立った。

「やつらの狙いは俺だな？　そうだろう、ブリューヌ人の嫡男」

　どうやら本当にティグルの名を忘れているらしい。ティグルは乱暴な口調で応じた。

「下がっていろ。おまえに何かあると……戦姫殿たちが困るんだ」

　言葉が途中で途切れたのは、ミラたちの愛称を口にしかけて、呑みこんだからである。

「ふざけるな。俺に、弓兵の後ろに立てというのか」

　エリオットは多くの欠点を持つ男だが、臆病者ではないようだった。二人はそれぞれの武器をかまえて、刺客たちと対峙する。緊迫した空気がこの場を包みこんだ。

「――まあまあ、どうしたことかしら」

　しかし、その空気はのんびりとした声に吹き散らされて、わずか一呼吸分ほどしかもたなかった。黄金の煌めきを従えて、刺客たちの背後からひとりの女性が現れる。

　腰まで届く淡い金色の髪。緑柱石の瞳。緑と白を組みあわせたドレスをまとい、黄金の錫杖を手にしている。『光華の耀姫ブレスヴエート』の異名を持つ、ソフィーヤ＝オベルタスだった。

　刺客たちは後ろを振り返り、驚きを隠せない様子でソフィーを見つめる。彼女が姿を見せるまで、彼らはその存在に気づかなかったのだ。

　ソフィーは微笑を消すと、無言で刺客たちを一いち瞥べつする。不意を突いた登場に加えて、その冷静な態度は、刺客たちの警戒心を刺激するのに充分だった。ティグルたちに背を向けて、彼らはいっせいにソフィーへと襲いかかる。

　金色の輝きが暗闇を薙ぎ払って、一瞬のうちに複数の軌跡を描いた。ソフィーはザートを縦横に振るって刺客たちを次々に打ち倒し、甲板に叩きつける。攻撃も回避も許さない、閃光のような一撃だった。脚を折られ、あるいは顎を砕かれて、刺客たちは起きあがってこない。矢の刺さっている肩を打ち据えられた刺客にいたっては、気を失っている。

「わかってはいたが、恐ろしい強さだな……」

　エリオットが苦しそうに呻いた。彼がジスタート軍の捕虜となったタンヴァルトの戦いで、ソフィーがザートを振るってアスヴァール兵を次々に血溜まりの中へ沈めていたことを思いだしたのだ。普段は戦士らしい印象をまったく与えないが、彼女はやはり戦姫だった。

　油断なく、ソフィーは刺客たちをひとりずつ観察していく。不意にひとりが顔をあげ、口内に含ませていた針をソフィーの顔めがけて吹きだした。しかし、その針は見えない何かにはね返されたように空中で軌道を変え、小さな音をたてて甲板に落ちる。

　ソフィーは錫杖の先端で刺客の頭を軽く殴りつけ、昏倒させた。

　そうして刺客たちをおとなしくさせると、ソフィーはこちらへ歩いてくる。エリオットにはほんの一瞬、視線を走らせたのみで、生真面目な表情でティグルに訊いた。

「何があったのか、説明してもらえる？」

　自分の推測も含めて、ティグルは目の前で起こったすべてのことを話す。エリオットは観念したのか、逃げようとするそぶりさえ見せなかった。

　話を聞き終えると、ソフィーは表情を緩めて微笑みかける。

「お手柄ね、ティグル」

「手柄にできたのはソフィーが来てくれたからだ。それより……」

　いまだ炎がゆらめいている船尾に、ティグルは気遣わしげな視線を向ける。

「あちらにはミラが向かっているからだいじょうぶよ。まもなく消えるわ」

　ソフィーの言葉に、ティグルは安堵の息をついた。ミラのラヴィアスならば、炎をすぐに消し止めてくれるだろう。

　やがて、数人の船乗りを連れたボンネルが姿を見せる。ソフィーから事情を聞いた初老の船長は、顔をしわくちゃにしてティグルに頭を下げた。

「ティグルヴルムド卿、私の不手際であなたを危険にさらしてしまい、本当に申し訳ない」

　小柄な身体をさらに縮こまらせて、ボンネルは痛恨の表情で肩を震わせている。

　漕ぎ手から裏切り者を出し、エリオットの脱走を許し、刺客の侵入に気づかなかった。三重の失態である。船長の地位を失ってもおかしくない。

　ティグルとソフィーは顔を見合わせた。ボンネルを責める気はないが、まったく責任をとらせないというわけにもいかない。

「ボンネル殿」

　ティグルはボンネルの肩に手を置き、信頼をこめて穏やかに語りかける。

「リプナを発った日、あなたは私たちに言いましたね。アスヴァールへ行き、ジスタートに帰ってくるまでと。この船旅は、まだ半分も終わっていない。責任について問うのは、ジスタートに帰ってからでも遅くないと思います」

　一方、ソフィーは厳しい表情でボンネルを見つめた。ミラの客将であるティグルと異なり、彼女は軍の指揮官だ。寛容さを示すとしても、段取りが必要だった。

「エリオット殿下については、わたくしにも責任があるわ。この段階で装飾品を返したのは失敗ね。これがなければ、漕ぎ手が懐柔されることもなかったはずよ」

　装飾品をエリオットに返すと決めたのは、ソフィーでもミラでもない。ジスタート王と、王宮の重臣たちだ。だが、ソフィーたちもエリオットを見くびっていたのはたしかだった。

「それでも、ボンネル殿。あなたの失態を不問にすることはできない」

　三つの罰を与えると、ソフィーは告げた。金貨五百枚の罰金を支払うこと。ボンネルの責任において、死んだ二人の漕ぎ手を弔うこと。竜炎号ドルプラムの修繕費の一部を負担すること。

「本来なら、あなたを船長の地位から外すべきでしょうね。でも、エリオット殿下を捕らえ、刺客とも戦ったティグルヴルムド卿の意見は尊重すべきだと思うわ。いまは、この三つの罰に留めるとしましょう。――あとはあなた次第よ」

「寛大なご処置に、感謝の言葉もございません……」

　甲板に杖を置いて、ボンネルはソフィーに膝をつく。涙で何度か声を詰まらせた。







　ティグルたちが船尾に向かうと、ミラが船乗りと兵に指示を出して、燃えてしまった船楼の処理にあたっていた。こちらに気づいて、彼女は駆け寄ってくる。

　火を消すべく駆けまわっていたのだろう、間近で見たミラの髪は乱れ、顔や服は煤だらけだった。彼女を抱きしめたいという衝動をどうにかおさえこんで、ティグルはミラの顔についている煤を優しく拭う。

　ラフィナックとガルイーニンも現れて、彼らはティグルの無事を喜んだ。二人はミラに従って船楼の消火を手伝っていたが、ティグルの姿が見当たらないことを気にかけていたのだ。ティグルは「すまなかった」と、二人に謝った。

　おたがいの身に起こったことを慌ただしく話しあい、さらにソフィーとボンネルがエリオットを尋問すると、いくつかのことがわかった。

　船尾に火を放ったのは、エリオットだった。彼は、自分が閉じこめられている部屋のランプや毛布を使って、あるていどの時間が過ぎたら燃えるように仕掛けをつくったのだ。

　そうしてジスタート軍の注意を船尾に惹きつけ、その隙に、船首の近くに用意させた小舟で逃げるつもりだったという。

「私たちがデュリスに入るまで、自分の部屋から出られるとは思わないことね」

　ミラは怒りに満ちた顔で、エリオットに告げた。もしもティグルが船首にいなければ、エリオットは悠々と逃げおおせていただろう。

　船尾の船楼は二割近くが焼けてしまったものの、航海に支障はないということだった。これにはボンネルをはじめ、誰もが胸を撫で下ろす。

　刺客たちについては、竜炎号ドルプラムではなく他の船に潜んでいたらしいことがわかった。竜炎号の船尾近くの海面に、他の船の小舟が縄でくくりつけられているのを船乗りが見つけたのだ。

「彼らは、この船団の中であまり警戒心が強くない船に潜りこんで、機会をうかがっていたのでしょうね。アスヴァール島に着く前日ともなれば、船乗りや漕ぎ手の意識はそちらに向けられてしまうし、エリオットの味方を装って、都合のいいところに誘いだす手も使えるもの」

　ソフィーはそう推測した。

　このあと、ボンネルが彼らを尋問して、ソフィーの推測が正しかったことは証明されたが、彼らの雇い主についてはわからなかった。尋問によって吐いてしまわぬよう、あえて聞かなかったと刺客たちは言ったのだ。彼らは舌と、手足の腱を切られて、海に放りだされた。

　そうして慌ただしい夜は、ようやく終わりを告げたのだった。








３　　　混迷の島









　竜炎号ドルプラムの船長室で、四人の男女がテーブルを囲んでいる。ティグルとミラ、ソフィー、そしてボンネルだ。

　テーブルには、ミラが淹れた人数分の紅茶チヤイの他に、海図と数枚の羊皮紙が置かれていた。

　エリオットの逃亡未遂や刺客の襲撃から一夜明けた朝である。今日も空はよく晴れており、陽ひ射ざしは強烈で、風は心地よい。ついさきほどまで、ジスタート軍は波を切って快調に西へと進んでいたのだが、いまは帆をたたんで前進を止めていた。

「四半刻ほど前、アスヴァール島から逃げてきたという交易船と遭遇いたしました」

　一枚の羊皮紙を取りあげて、ボンネルが緊張感に満ちた顔でティグルたちを見回す。

「交易船の船長によると、デュリスの港町を占領したレスターは、周辺にある町や村も襲っているようです。沿岸を荒らしていた海賊たちまで配下に加えて、勢力を広げているとか。それで、急いでアスヴァール島から逃げてきたということでした」

「これで三隻目ね……」

　ミラが紅茶に口をつけながら、テーブルの上の羊皮紙に目を向ける。

　夜が明けてから一刻半ほどが過ぎているが、ジスタート軍はすでに二度、アスヴァールから逃げてきたという交易船に出会っていた。これらの羊皮紙は、それぞれの交易船の船長から聞いた話をまとめたものだ。レスターの暴虐については、事実と考えていいだろう。

　ティグルがボンネルに尋ねる。

「昨日までは、遠くに交易船を見かけても、接触して話をするなどということはなかったと思います。どうして今日にかぎって、何隻もの船と遭遇しているんでしょうか」

「そうですな。考えられることはいくつかあります」

　顎の髭をさすりながら、ボンネルはうなずいた。

「ひとつは、我々がアスヴァール島の近くまで来ているということです。海図を見ていただければわかりますが、現在は大陸からも近い位置にいます。交易船は多くの場合、沿岸を進むものですから、彼らと出会う機会はおのずと増えるわけですな」

「他にはどのような理由があるの？」

　そう聞いたのはミラだ。初老の船長の顔は、いくらか渋いものになった。

「申しあげにくいことですが、地上でも、隊商は軍を避けるでしょう。近くに野盗がいるというのでもないかぎり」

　ミラとティグルの顔に理解の色が広がる。それを確認して、ボンネルは続けた。

「武装した多数の兵を見せつけて、おまえたちが安心して海に出られるのは誰のおかげだなどと言って金品や食糧を要求する……。そういう手合いは海の上にもおります。ですから、基本的に、交易船は軍船を避けるのですよ。まして我々は、十隻からなる船団です。決して多いとは言えませんが、それでも鮫の群れよりは恐れられるでしょうな」

「ボンネル殿の言う通りよ。それにもかかわらず、わずか一刻半の間に、わたくしたちは三度も交易船と出会った。誰もがレスターから逃げてきたと言ったわ。この意味がわかる？」

　ボンネルの言葉を引き継いで、ソフィーが言った。深刻な表情でティグルはうなずく。

「アスヴァール島から少しでも遠ざかろうと、必死だったんだな」

　ジスタート軍を避ける余裕など、なかったのだろう。

「レスターについてですが、信じ難い話がひとつあります」

　ひとつ咳払いすると、ボンネルは微量の困惑を含んだ瞳をティグルたちに向ける。

「この男は、海竜バダヴアを従えているというのです。デュリスの港に一頭の海竜が潜み、逃げようとする船も、入ってこようとする船も、ことごとく転覆させて沈めたと」

　ティグルは一言も発さず、黙ってボンネルを見つめた。むろん、彼の発言を馬鹿馬鹿しいと思ったわけではない。本当に海竜がいた場合を想像せずにはいられなかったのだ。

――ソフィーは、船の帆柱の何倍も大きいと言っていたが……。

　そのような生きものが海で暴れたら、どんな船でも耐えられないだろう。

「ひとりか二人なら見間違いだろうと私も思うのですが、どの交易船の船長も見たと言っていました。海竜ではないとしても、何かがデュリスの港にいるのは間違いないと思われます」

「そうなると、ラエッドの港町がひとまずの拠点になりそうね」

　ミラが難しい顔で海図を見つめた。レスターと戦うのならば、まず必要な情報を集めなければならない。彼の兵力はどのていどなのか。味方はいるのか。食糧や武器は充分にあるのか。本当に海竜を従えているのか。そういったことがわからなければ、戦いようがない。

　海の上にいては情報収集もままならないし、食糧と水をどこで補給するのかという問題も出てくる。しばらくはラエッドに腰を据えることになるだろう。

「そのことですが」

　やや歯切れの悪い口調で、ボンネルが言った。手に持っている羊皮紙に視線を落とす。

「三隻目の船の船長が、ここ数日の間に、北へ向かうブリューヌの軍船を何度か見たとのことです。ラエッドの近くに、ブリューヌ軍がいる可能性があります」

「えっ」と呆あつ気けにとられた声を、ミラは発した。ソフィーがため息をつく。

「ブリューヌもとうとう介入してきたのね。これは先を越されちゃうかしら」

　デュリスは、ブリューヌの北端から船で一日の距離にある。そしてブリューヌは、エリオットがジスタート軍に敗れたことを知っている。この混乱に乗じてデュリスを手に入れようと考えるのは、当然であろう。

　ティグルはといえば、戸と惑まどいも露あらわに海図を見つめていた。

　間の抜けた話だが、アスヴァールの問題に母国が加入してくるなど考えたこともなかった。いったい自分はどうすればいいのだろうか。頭がうまく働かない。

「――ティグルヴルムド卿」

　途方に暮れていると、ミラに敬称つきで呼ばれた。顔をあげると、彼女はいつになく厳しい表情でティグルを見ている。

「もしも私たちがブリューヌ軍と戦うことになったら、あなたとラフィナック殿は船室から一歩も出ないこと。いいわね？　これは軍の指揮官としての命令よ」

「ミラ……」

　ティグルは彼女に反論しようとしたが、何を言えばいいのか思いつかない。それに、本当に戦うことになったらどうするべきか、決めることができなかった。

「いくら何でも急ぎすぎよ、ミラ」

　ソフィーが呆れた顔で友人をたしなめる。

「もしかしたらブリューヌは、逃げる海賊を追ってこのあたりに来ただけかもしれないでしょう。もちろんデュリスを狙っている可能性もあるけれど、決めつけてはだめよ」

　ミラは眉をひそめたが、渋々といった感じでソフィーの言葉を認めた。

「まずはデュリスの様子を見ましょう。すべてはそれからです」

　とりなすようにボンネルが言い、暗くなりかけた室内の雰囲気が、いくらかやわらぐ。ティグルは明るい表情でミラに笑いかけた。

「紅茶チヤイをもう一杯もらえるかな」

「味わって飲んでくれるなら、淹れてあげる。水は貴重なんだから」

　ミラも首を傾け、冗談めかして答える。ささやかな笑いが船長室を包んだ。





　　　　　　　†






　デュリスの港町が見えてきたのは、昼になる少し前のことだった。

　この町は東から南にかけて海を臨のぞみ、北から西にかけて城壁を築いている。城壁の外にあるのは、かつて牧草地だったという平坦な草原と、中途半端に整備された街道だ。

　港湾は入り口こそ狭いものの、中に入るとなかなかに広い。町の繁栄にともなって、少しずつ広げていったのだ。

　港の端には、灰色の巨大な塔がそびえたっている。大灯台だ。土台から大理石でつくられており、高さは実に四十アルシン（約四十メートル）余り。これほどの灯台は他国にない。デュリスのみならず、アスヴァールの民が自慢する建造物だった。

　ジスタート軍は、その大灯台から遠く離れた海上にいる。

　竜炎号ドルプラムの船首に立って、ティグルたちは感心した顔で大灯台を見つめていた。

「よくもまあ、あんなものをつくったな……」

　ティグルとしては、そんな感想しか出てこない。隣に立っているミラが言った。

「あの灯台で灯される光は、大陸からも見えるそうよ。そのおかげでブリューヌやザクスタンの交易船が来るようになって、町が栄えるようになったんですって」

「あの灯台のてっぺんで、どれだけでかい火を熾おこしているんでしょうな。三十ベルスタ以上離れていても見えるというなら、そうとうなものだと思いますが」

　ラフィナックが腕組みをして感嘆のため息をつく。それに答えたのはソフィーだ。

「聞いた話だけれど、炉に熾した火を鏡で反射させて、遠くからでも見えて、はっきり目立つ赤い光を生みだしているらしいわ。火そのものはそこまで大きくないとか」

「はあ。となると、その鏡とやらが大きいんでしょうか」

　いまひとつわからないという顔で、ラフィナックは首をひねった。

　そうして談笑しているところに、ボンネルが現れる。

「西の方にアスヴァール軍の船団が現れました。ジャーメイン王子の軍勢のようです」

「予定通り、様子を見ましょう」

　落ち着き払ってソフィーが答える。昨日、タラードが現れたときから、ボンネルは定期的に偵察を行っている。兵や積み荷を減らして軽くした船を派遣していたのだ。彼らがデュリスを狙っているらしいことがわかると、ソフィーは急ぐのではなく、慎重な姿勢を示した。

「海竜バダヴアの存在を、彼らにたしかめてもらいましょう。本当にいる場合、襲われたらひとたまりもないもの」

　彼女の考えに反対する者はなく、デュリスが見えてから、ジスタート軍はもどかしいほどの慎重さで、港湾に進んでいたのである。

　ほどなく、西の海に五隻の船が現れた。デュリスの港湾に入ろうとしている。

　ふと、視界の端に赤い光が映って、ティグルは視線を転じた。大灯台の最上階が光ったのかと思ったのだが、大灯台はさきほどまでと何も変わらず、静かにたたずんでいる。

――見間違いか……。ソフィーは、灯台は夜にしか火を灯さないと言っていたしな。

　そう思ったとき、隣で息を呑む音が聞こえて、ティグルは港湾の入り口に視線を戻す。

　先頭にいる船が大きく揺れていた。ここからだと、波に翻弄されてもがいているように見える。ティグルは手で庇ひさしをつくって陽光を遮り、懸命に目を凝こらした。

　赤い色をした細長い何かが、船腹に体当たりを仕掛けている。船の大きさが竜炎号ドルプラムとほとんど同じだとしたら、あの生きものもそうとうな巨軀の持ち主ということになる。

　船腹に穴でも開けられたのか、船が沈みはじめた。数百アルシン先の出来事であるため、音や声は聞こえない。あるいは風と波の音にかき消されている。それゆえに、その光景はいっそう非現実的なものに見えた。

　海中に潜む何かは、逃げようとしていた他の四隻に容赦なく襲いかかる。一隻が横倒しにひっくり返り、もう一隻は最初の船と同様、船腹を破壊されて沈んでいく。残った二隻は混乱してぶつかりあってしまい、動きが鈍ったところをやはり沈められた。

「大至急、ここから離れます。北に針路を変え、ラエッドに」

　言い終えたときには、ボンネルはティグルたちに背を向けて足早に歩きだしている。

　ティグルたちは一言もなく、青ざめた顔でデュリスの港湾を見つめていたが、やがて踵を返した。船上を吹き抜ける風がやけに冷たく感じる。

「ティグル、ちょっといいかしら」

　隣に並んだソフィーが、歯切れの悪い口調で話しかけてきた。

「ちょっと自信がないのだけれど……。いま、大灯台が赤く光らなかったかしら？」

　ティグルは驚きの眼差しをソフィーに向ける。それを見たのは自分だけではなかったのだ。

「あれは何だったんだと思う？」

「わからないわ」と、ソフィーは首を横に振った。

「ただの掃除や調整の可能性もあるし……。ごめんなさい、おかしなことを聞いて。わたくしも少し驚いちゃったから。――それじゃ、またあとでね」

　彼女は明るく笑いかけると、数歩先にいるミラと並ぶ。ミラはティグルに軽く手を振り、ソフィーと歩き去っていった。彼女たちは、このあと小舟で他の船をまわり、船長や船乗りたちを激励することになっている。これは今朝決めたことだった。

　レスターもブリューヌ軍も気にすることはない、と言えばいいはずだったが、海竜バダヴアにも言及しなければならなくなった。二人の内心を思いやって、ティグルはため息をつく。

「若、とりあえず部屋で休みましょうか。船乗りたちも忙しくなりそうですし」

　ラフィナックに肩を叩かれ、ティグルは気を取り直した。たしかに、いつまでも沈んだ気分ではいられない。ミラたちが役目を終えて戻ってきたら、明るい笑顔で出迎えたい。

　ラフィナックとガルイーニンと三人で歩きながら、ティグルは年長の側近に聞いた。

「そういえば、船乗りや漕ぎ手たちとずいぶん仲良くなったみたいだな」

「ええ。胡こ椒しよう入りの葡萄酒ヴイノーを飲まされたり、魚醬ヴアソ入りの火酒ウオトカを飲ませてやったりと、楽しくやっていますよ。ガルイーニン卿なんか、チェスの勝負で十連勝しましたから」

　ラフィナックに話をふられて、ガルイーニンは普段通りの微笑を浮かべる。

「あれは船が大きく揺れるたびに、駒が散らばってやり直しになるのが大変でしたね。ただ、彼らと親しくなれたのはそのことよりも、ライトメリッツでの、アスヴァール軍を撃退した戦いに加わっていたことが大きいと思います」

「どういうことですか？」

　ティグルが怪け訝げんな顔で尋ねる。ガルイーニンは小さくうなずいた。

「船乗りも漕ぎ手もレグニーツァの者だと、ボンネル殿から聞いておりませんか。レグニーツァとライトメリッツは、間に王家の直轄地を挟んでいるものの、隣同士でございましょう」

「ええ。アレクサンドラ殿とエレンの仲がいいというのは、ソフィーから聞いています。レグニーツァの南部とライトメリッツの北部では、村や町での交流もかなりあるとか……」

　そこまで言って、ティグルは何かに気づいたように「ああ」と、納得した声をこぼした。

「彼らはライトメリッツに同情していて、アスヴァール軍と戦った俺たちに親しみを感じてくれていると、そういうことですか」

「はい。もちろん船乗りや漕ぎ手のすべてがそうではなく、十数人ほどですが、私もラフィナック殿も何度かその話をせがまれたほどで」

　ガルイーニンの言葉に、ティグルはラフィナックの肩を軽く叩いた。

「八日で十数人の話し相手ができたなんて、たいしたもんじゃないか」

「何人かは私のことを『突歯タズブ』と呼びやがりましたがね」

　前に突きでている歯を指で示して、ラフィナックは笑った。





　　　　　　　†






　翌朝、ジスタート軍はアスヴァール島の沿岸に発生した霧のために、一刻ほど出発を遅らせることとなった。ボンネルによれば、珍しいことではないという。

「晴れの日が続くと、霧が出るのです。ここのところ天気がよかったでしょう」

　船乗りたちも平然としているので、ティグルたちは船室の中で船が動くのを待った。慣れない者が、霧の出ているときに甲板へ出ると、海に落ちやすいと言われたからだ。

　ティグルとラフィナック、ガルイーニンは気ままに雑談を楽しんでいたが、ふと話題が途切れたとき、思いだしたように初老の騎士が言った。

「霧といえば……『紅い霧』と呼ばれる男を、お二人はご存じですか？」

　ティグルとラフィナックは首を横に振る。ガルイーニンは説明した。

「名は失念しましたが、アスヴァールの将です。とくに海においては屈指の戦上手で、先代のルヴーシュの戦姫を破ったこともあるとか」

　ティグルたちの口から感嘆の息が漏れる。今日までにミラたちから教わったが、海戦というのは、敵の船に接近して乗り移り、剣や手斧を振るって戦うものだという。いかに相手の船を動けなくするか、いかに相手の船を囲んで、数で圧倒するかという戦いだと。

　名将ともなれば、そういった定石にあてはまらない奇策をひねり出すのかもしれないが、戦姫に勝利したとなると、ただ者ではない。緊張に強張った顔でティグルは聞いた。

「そのようなひとが、俺たちの敵になるかもしれないんですか」

「いまは引退したと聞いております」

　ガルイーニンの言葉に、ティグルは胸を撫でおろした。あまり不安にさせないでほしい。隣でラフィナックがにやにやとひとの悪い笑みを浮かべていた。

　霧が晴れると、ジスタート軍は出発した。

　昼ごろにはラエッドの港町が見えてきたのだが、ジスタート軍は沖合いで止まることを余儀なくされた。港湾の周辺に、ブリューヌ王国の紅馬旗バヤールを誇らしげに掲げた船団がいたからだ。

　偵察に出した船が戻ってきて報告するには、船団は間違いなくブリューヌ軍であり、町にはアスヴァールとブリューヌの二国の旗がひるがえっていたという。

　ティグルとミラ、ソフィー、ボンネルの四人は、船長室で困ったような顔をつきあわせた。

「二つの国の旗が町の中に……ね。ブリューヌはアスヴァールと手を組んだということ？」

「町の外から見たかぎりでは、そういうことになるわ。実際はわからないけれど」

　眉をひそめるミラに、ソフィーが慎重に意見を述べる。アスヴァールを尊重しているのは形だけで、実際はブリューヌがラエッドを我がものにしているという可能性もあるのだ。

　しばらくの間、四人はどうするべきか話しあっていたが、ふとティグルが言った。

「いっそ、おもいきって接触してみるのはどうかな」

　他の三人は気が進まないという視線をかわす。ボンネルが口を開いた。

「ティグルヴルムド卿は、顔の広い方ですか」

「……その逆ですね」

　申し訳なさそうに、ティグルは髪をかきまわした。ブリューヌの諸侯や騎士から、若者は蔑さげすまれている。ティグルに好意的なのは、マスハス＝ローダントやユーグ＝オージェといった、父の友人ばかりだ。他には、『黒騎士』の異名で呼ばれるロランぐらいだろうか。

「でも、会ってみるしかなさそうね。わたくしが行くわ」

　そう名のり出たのはソフィーだった。ミラが気遣わしげな顔で彼女を見る。

「危険よ。あなたには書状をしたためてもらって、他の誰かに持たせた方が……」

「だいじょうぶよ」と、ソフィーは邪気のない笑みを浮かべた。

「考えてみて。なぜ、ブリューヌ軍はラエッドにいるのか。デュリスを攻めるための足がかりにしたということでしょう。ブリューヌが誰と手を組んだのかはわからないけれど、いまは、むやみに敵を増やしたくないはずよ」

　たしかにその通りだ。そして、やはり外交の使者としてブリューヌを訪れているソフィーの方が、ミラより顔が広い。ボンネルには、何かあったときにすばやく船団を動かしてもらう必要があった。

　ソフィーは、船乗りと漕ぎ手の他に少数の兵だけを乗せた船で、ラエッドに向かった。

　その動きに気づいたのだろう、ブリューヌ軍の船団も一隻だけをこちらへ進ませてくる。

　二隻の船は徐々に距離を詰めていき、百アルシン（約百メートル）ほどの距離を隔てて対峙した。これ以上距離を詰めないのは、衝突する恐れがあるからだ。

　船首に立っていたソフィーは、ブリューヌの軍船の船首に現れた男を見て、目を瞠みはった。

　その人物は鍛え抜いた長身に黒衣をまとい、黒い甲冑をつけている。黒髪の下には、強い意思と静かな闘志を秘めた黒い瞳があった。顔には大きな傷痕があり、背負っている大剣には豪奢な装飾がほどこされている。

――まさか、黒騎士……？

　ソフィーはロランに会ったことがない。しかし、その名声はもちろん耳にしている。ブリューヌ最強の騎士と謳うたわれ、西方国境においてはザクスタンやアスヴァールの軍勢を幾度となく退け、ムオジネルとの戦いでは、戦象に単騎で挑んで勝利をおさめたという。戦象に勝ったという話については、ティグルとミラから聞かされなければさすがに信じられなかった。

――ミラとは面識があって、ティグルとは親しいはず。

　どちらかを連れてくればよかったと、ソフィーは後悔した。だが、ここで引き返して連れてくるわけにもいかない。微笑を浮かべて一礼すると、ロランも会え釈しやくを返した。

　ソフィーは船乗りのひとりを呼ぶと、小舟を用意するように頼んだ。

「ちょっとお話ししてくるわ。大声で話しあって、聞き間違いがあったら大変だから」

「ですが、危険ではありませんか？」

「だいじょうぶよ。前置きもなく矢を射かけてくる気配がないでしょう」

　優しげな笑顔で皮肉を言う光華の耀姫ブレスヴエートに、船乗りはぎこちない笑みを返した。

　小舟が海面に降ろされ、それに乗ってソフィーはブリューヌの船に近づく。ロランは船乗りたちに指示を出して、縄なわ梯ばし子ごを降ろさせた。

　甲板に降りたったソフィーは、あらためて頭を下げる。

「はじめまして。わたくしはジスタートの戦姫で、ソフィーヤ＝オベルタスと申します」

「こちらへ来てくれたことに感謝する。私はロラン。ブリューヌ国王に仕える騎士で、ナヴァール騎士団の団長を務めている」

「やはり、そうでしたか。あなたのことは友人から聞いています。この春、ムオジネルでブリューヌ軍とともに戦ったリュドミラ＝ルリエのことは覚えてくださっていますか」

　ソフィーが笑顔で聞くと、ロランもわずかに表情を緩ゆるめた。

「むろん。噂に違わぬ見事な戦いぶりだった。しかし、たいして言葉をかわしたわけではないのに、私のような一介の騎士を覚えていてくれたとは光栄だな」

　どこまでが謙けん遜そんなのかしらとソフィーは思った。ともかく敵対的でないのはありがたい。

　何から聞こうかと思っていると、ひとりの騎士がこちらへ歩いてきた。年齢は二十半ばといったところか。長身で瘦せているが、弱々しい印象はない。口元に微笑を浮かべながら、目にはこちらを警戒する輝きがある。ロランが彼を紹介した。

「この男は副団長のオリビエだ。来てくれたからには何か話があることと思うが、オリビエも同席させたい。よろしいかな」

「ええ、喜んで」

　ソフィーが戦姫であることを知ると、オリビエは驚いたようだった。

「船室にご案内しましょう。戦姫殿をこの船に迎えて、立ち話というわけにはいきません」

「ご厚意だけいただいておきます。まだおたがいの事情をわかっていませんから」

　ソフィーは丁重に断った。彼らが自分を一室に閉じこめるような真ま似ねをするとは思えない。だが、自分の姿が見えなくなれば、ミラが心配するだろう。

「では、ここに椅子と飲みものを持ってこさせましょう。しばらくお待ちください」

　船乗りのひとりに指示を出すと、二人のブリューヌ騎士はソフィーに向き直った。

「こちらの事情から話した方がいいかな」と、ロラン。

「いえ、わたくしたちから説明させていただきます」

　そうしてソフィーは、自分たちの船にエリオットがいること、ジスタートは彼に協力していること、この内乱において彼を勝たせるためにここまで来たことを、簡潔に語った。

　ロランとオリビエは難しい顔になって、視線をかわす。オリビエが口を開いた。

「話を聞かせてくれたことに感謝する。ところで、戦姫殿はギネヴィア王女をご存じか。エリオット殿下の妹君で、アスヴァールの第一王女の」

　ソフィーは目を丸くする。その質問だけで、彼女はおおまかな事情を悟った。

「まさか、あなたたちはギネヴィア王女と……？」

「いかにも。ギネヴィア王女はアスヴァールの平和を強く望み、二人の兄に代わってそれを成し遂げようとお考えだ。我が国は王女殿下の志に感じ入り、協力を約束した」

　憮ぶ然ぜんとするロランの隣で、オリビエは白々しい口調で説明する。最後に肩をすくめた。







　ソフィーは半刻と少しほどで、竜炎号ドルプラムに戻ってきた。ティグルとミラは彼女の無事を喜び、笑顔でねぎらったが、事情を聞くとさすがに戸惑った顔になった。

「ロラン卿が？」

　わずかな間ではあったが、ティグルは途方に暮れた。会わなくてよかったという気持ちと、会えば何かよい方向への話ができたかもしれないという思いが胸中で渦を巻く。

――ブリューヌ人なら、ブリューヌ軍につくべきだろうか。

　ロランなら、話せば戦列に加えてくれるかもしれない。そこまで考えて、ティグルは首を横に振った。弓の使い手は、ブリューヌでは蔑まれる。

――ロラン卿は違ったが……。

　頼みこめば、ロランはいやとは言わないだろう。だが、きっと困らせてしまう。

　地図や海図のある船長室に、三人は集まった。ラフィナックとガルイーニン、ボンネルには念のために外で見張りをしてもらう。

「ギネヴィア王女は兄弟の争いから逃れて、辺境でおとなしくしているんじゃなかったか」

　確認するようにティグルが言うと、ミラが顔をしかめる。

「二人の兄を出し抜くために、そう装っていたのでしょうね。まさか、ブリューヌを頼るなんて……。とんだ策士だわ」

「感心してばかりもいられないわ。ラエッドをおさえたということは、ギネヴィア王女の狙いはこのアスヴァール島……エリオットの勢力圏よ」

　頭痛を堪こらえるような表情でソフィーが言った。ジャーメイン軍にレスターだけでもいいかげん面倒なのに、また敵が増えたのだ。しかも相手は黒騎士である。ブリューヌは、それだけこの戦いに力を入れているということだった。

「それにしても、ブリューヌは西方の守りをどう考えているのかしら。ロラン卿が西方を離れていると知ったら、ザクスタンあたりは喜んで攻めこむと思うのだけれど……」

　首をかしげるソフィーに、ティグルが自分の考えを述べる。

「ブリューヌがこの島に乗りこむことで、アスヴァールをいっそう混乱させることができるからじゃないか。ザクスタンは、ブリューヌよりもアスヴァールを攻めようとするだろう」

「言われてみれば、そうね」

　納得してソフィーは大きくうなずいた。アスヴァールとザクスタンは非常に険悪な間柄で、昔から争いを繰り返している。そのことを、ティグルに指摘されるまで彼女は忘れていた。ブリューヌ軍にロランがいたことがそれだけ衝撃だったのだ。

「それに、ブリューヌの南部にはテナルディエ公爵がいるわ。以前に話したでしょう、公爵が飛竜ヴイーフルを従えていると」

　ミラが口を挟む。ザクスタンもそのぐらいは調べているはずだ。そして、それが事実だとわかれば、対策を考えつくまで攻めようとは思わないだろう。

　それにしても、これからどうしたものか。三人はそれぞれ唸うなって考えこんだ。

「いっそ、エリオットをギネヴィア王女に引き渡すのはどうかしら。我が国がエリオットに約束させたものの中で、これだけは外せないというものを条件につけて」

　うんざりした顔で言うミラに、ティグルは「その手があったか」と、膝を打つ。エリオットが協力的ならば、少しは後ろめたい気分も生まれるかもしれないが、船に火をつけ、自分を人質にして逃げようとした男だ。ためらいはなかった。

　ギネヴィアにしても、エリオットの生死を自由にできることに加えて、ジスタートと争わずにすむのだ。けっこうな話ではないか。

「気持ちはわかるけれど、その手は使えないわね」

　ソフィーが残念そうに首を横に振る。

「わたくしがギネヴィア王女なら、エリオットの身柄を受けとったあと、ジスタート軍をあらゆる町から閉めだして、食糧と水を売らないように通達を出すわ。わたくしたちが飢えて村や町を襲ったら侵略者として討てばいいし、アスヴァール島から去るならそれでもいい」

「そうね、私の考えが甘かったわ……」

　悔しそうに、ミラは唇を嚙んだ。ギネヴィアとブリューヌ軍はラエッドという拠点を持っているが、ジスタート軍はそうではない。海の上をさまよっている状態だ。

「わたくしたちは、まずどこかの町を拠点にしなければならないわ。食糧と水も、あと二日分しか残っていないもの。ボンネル殿も船乗りたちをなだめているけれど、補充できるあてもなく、蓄えが減っていくというのはつらいものよ」

　緑柱石の瞳に微量の昏さをにじませて、ソフィーはテーブルの上の海図に視線を向ける。ティグルとミラも、難しい顔で海図を見つめた。

　デュリスだけならともかく、ラエッドまで利用できないとは、ボンネルも思わなかっただろう。それでもまだ二日分の余裕がある。彼に感謝すべきだった。

「エリオットに話そう」

　仕方ないというふうにティグルが言い、ミラとソフィーもうなずいた。







　逃亡に失敗し、さらに刺客に襲われたことが堪こたえたのか、エリオットは割り当てられた船室でおとなしく過ごしている。彼の部屋は以前よりも狭いので、ティグルとソフィーの二人しか入ることができなかった。

　ギネヴィアがブリューヌ軍を味方につけてラエッドを手に入れたと聞いて、エリオットは啞あ然ぜんとした顔になる。次いで、木の実を連ねた首飾りをいじりながら、首を横に振った。

「冗談にしては出来が悪すぎるな」

「あなたに冗談を聞いてもらおうとは思いません。殿下、ギネヴィア王女の為人ひととなりについて、教えていただけませんか」

　ソフィーの表情は冷たく、言葉は手厳しい。エリオットは吐き捨てるように答えた。

「前に言っただろう。円卓の騎士にうつつを抜かしている、くだらない女だ」

「本当にそれだけなら、ブリューヌ軍を味方につけることなどできないと思います」

「ブリューヌに餌をちらつかせたんだろうさ」

「それは間違いないでしょう。そして、彼女はブリューヌを動かすことに成功しました。現時点では、ギネヴィア王女の方が殿下より先を進んでいます」

　このソフィーの指摘は、エリオットの痛いところを突いた。彼は不満そうに口を引き結ぶ。いくばくかの間を置いて、今度はティグルが聞いた。

「ギネヴィア王女について、他に何かわかることは――」

「俺は何も知らない」

　ティグルの言葉を遮って、エリオットは口早に言った。

「俺の知るかぎり、あいつはずうっと遊び歩いていた。島の民の支持も、大陸の民の支持も得ていない。貴族諸侯との縁もほとんどないはずだ。楽隠居した老人や、偏屈な職人を、円卓の騎士に見立てて連れまわしているだけの、穀潰しだ」

　言い終えると、アスヴァールの第二王子は大きく息を吐きだす。見下していた妹に才覚があったことを、認めたくないかのようだった。ティグルとソフィーはそっと視線をかわし、ソフィーが再び口を開く。

「では、ひとまず、どの町へ行けばいいか教えていただけますか。デュリスはだめ、ラエッドもだめとなると……」

「それなら……」と、エリオットは空中に視線をさまよわせる。

「さらに一日ばかり北上して、オヴィスガートだ。町は小さいが、港はしっかりしている。この船団が入りきらないなどということはない。それに、長のダンスタンは信用できる」

　説明しながら、エリオットの表情は懐かしいものを思いだしたかのように緩んでいた。
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　ギネヴィア＝コルチカム＝オフィーリア＝ベディヴィア＝アスヴァールは、ラエッドの長の屋敷を譲り受けて、そこを現在の自分の居館としている。この屋敷が気に入ったのは、港のすぐそばにあって、窓に視線を向ければ海を一望できるからだった。

　ギネヴィアは現在二十歳。その美しさは、男のみならず女でさえも息を呑むだろう。卵形の顔にはもの静かな気品があり、白い髪飾りは艶やかな黒髪を引き立て、まとっている白いドレスは女性らしい優美な曲線を描いている。紅の瞳には、穏やかな感情が湛たたえられていた。優しげな微笑を見て、いったい誰が彼女の野心に気づくというのだろうか。

　ジスタート軍が現れたという報告を受けたとき、彼女は自分の部屋で紅茶チヤイを飲んでいた。彼女の他には、大柄でたくましい身体に礼服をまとった老人しかいない。老人はウィルという名で、今年の春にザカリアス王が病に臥ふせるまでは、王宮に勤めていた騎士であった。

「それは一大事ですわね」

　まったくそう思っていないかのような落ち着いた表情で、彼女は銀杯に口をつける。報告に訪れたナヴァール騎士団の騎士を横目で見た。

「ロラン卿はどのようにお考えなのか、聞いていますか？」

「まずは王女殿下にご報告し、そのお考えを伺いたい。団長はそのように言っていました」

　一国の王女から言葉をかけられるという事態に緊張しているのだろう、その騎士は背筋を伸ばし、うわずった声で答えた。ギネヴィアはくすりと微笑む。

「わかりました。日が沈むころ、ここへ来るようにとロラン卿に伝えなさい」

　そう言って、ギネヴィアは騎士を退出させた。足音が遠ざかったのを確認すると、銀杯をテーブルに置いてため息をつく。紅の瞳には苛立ちが渦巻いていた。

「ジスタートでさらし首になったとばかり思っていたのに、まさか戻ってくるなんて……。あの国の欲深さを甘く見ていたわ」

　ジスタートが善意でエリオットに協力するはずがないと、彼女は確信している。船団まで仕立ててきたからには、一定以上の利益を得るまで引き返さないだろう。厄介なことになった。

「ブリューヌ軍は、ジスタート軍と戦ってくれるかしら」

　その言葉は、壁際にたたずむ老いた従者へ投げかけたものだった。

「ギネヴィア様よりも、島の民の支持を期待できるエリオットに賭けるかもしれませんな」

　ウィルは淡々と答える。ギネヴィアは不機嫌そうに頰をふくらませた。否定しきれないのが悔しいところだ。大陸の民を味方につけているジャーメイン、島の民の協力をとりつけたエリオットにくらべて、ギネヴィアには後ろ盾となる者がいない。資金も潤沢ではない。

　ここにいるウィルをはじめとする十人近い腹心の部下と、昔から従っている従者や侍女、ごくわずかな兵が、彼女の戦力のすべてだった。ブリューヌはロランを総指揮官として四千の兵と二十五隻の軍船を用意してくれたが、つまるところ、いくつかの港町でのブリューヌ商人の優遇措置やら、関税の引き下げやらを代価に雇った傭兵に過ぎない。

「そうよね……」

　顔をしかめて、ギネヴィアは考えを巡らせる。エリオットを失って混乱に陥ったアスヴァール島を、ギネヴィアがブリューヌ軍の力を借りて一気に掌握するという計画は潰えた。落ちこんでいる暇はない。次の手を打たなければ。エリオットと戦うか、それとも交渉するか。それは誰でもなく、彼女が決めなければならなかった。

「ジスタート軍については、彼らの思惑をつかむべきね。それがわかるまでは、デュリスをどうやって攻略するかを第一に考えましょう」

「加えて、この町を完全に我々の拠点としなければなりません。エリオット王子に従おうとする者たちが余計な真似をすれば、足下に火を放たれた状態になります」

　ウィルの言葉に、ギネヴィアは唇をとがらせた。

「ブリューヌ軍を頼れというの？」

　ラエッドの有力者たちを従わせるのに打てる手は武力を用いるか、金をばらまくかだ。どちらの方法を用いようとも、彼女はブリューヌ軍の力を借りなければならない。

「殿下」と、ウィルは言葉を重ねた。

「円卓の騎士ガレスが、毒蛇退治にボールスを連れていった話をご存じでしょう」

「……そういうこと」

　ギネヴィアはため息をつく。アスヴァールにおける円卓の騎士の逸話のひとつだ。

　円卓の騎士ガレスは、とある事情から巨大な毒蛇を退治することとなった。だが、彼はひとりで毒蛇と戦うのは困難であると考え、出発の前日に同僚のボールスと賭け事をして、わざと負け、手持ちの金がないと告げた。さらに、毒蛇との戦いで死んだら負け分を返せないなどと言い、ボールスをつきあわせたのである。ボールスは決して欲深い男ではないが、貸した金は端数をそろえて取りたてなければ気がすまないという性分の騎士だった。

「ブリューヌ軍は、すでに武力でもってこの町をおさえたのです。ジスタート軍と戦うことは渋っても、この町をおさえ続けるための出費は受け入れるでしょう。このていどのことに煩わされて時をいたずらに費やすことは避けるべきです」

「そうね……。あなたの言う通りだわ」

　励まされて、ギネヴィアはようやく気を取り直す。そうだ。このようなところで足踏みしてどうする。自分は海原に乗りだした一隻の船であり、陸地が見えるまで進み続けねば、沈没する運命が待っているだけだというのに。

　ブリューヌ軍もすぐに自分を見捨てて引きあげることはないだろうが、ここでさらに投資させて、より引き返しづらい状態にするのは重要であるはずだった。

「誰を味方につけるのか、もう決めておいでですか」

「ええ」と、ギネヴィアは笑ってうなずいた。

　有力者と一言でいっても、その数は多い。下位に甘んじている者を中心に、彼女は懐かい柔じゆうするつもりだった。恩を売ることができるからだ。それに、そうした者の中には、驚くほど際だった長所を持つ者がいることがある。彼女はそういう者が好きだった。

　ウィルにしても、海上で軍船の指揮をとらせればすさまじい才能を発揮するのに、それ以外は問題外という男だ。地上で兵を動かせば必ず何かを忘れて危機に陥り、武器をとって戦えばすぐに息切れするというありさまである。

　しかし、そのいびつさをギネヴィアは気に入って、熱心に口説いた。ジャーメインやエリオットに招かれても応じなかったこの老将が、彼女に従ったのはそうした経緯があった。

　ふと、ギネヴィアは視線を転じた。壁にたてかけた一振りの剣を見つめる。

　奇妙なつくりの剣だった。

　片刃で、ねじれた刀身は漆黒と黄金を組みあわせており、柄頭と一体化した半円状の鍔からは黄金の鎖が伸びている。とても実戦のためにつくられたとは思えない形状だが、見る者の目を惹きつけて離さない不思議な雰囲気を、その剣はまとっていた。

「この剣の存在を知らしめることができれば、どれだけいいか」

　ぽつりとこぼしたギネヴィアを、ウィルは静かに戒める。

「殿下には、まだ実績がございません。ご自分の身を守るために振るうことはできても、それ以外のことには使えますまい」

「仕方ないわね」

　ギネヴィアは嘆息した。それから老将に首だけを向けて、微笑みかける。

「あなたも紅茶チヤイにつきあいなさい」

　長く考えごとをするときには紅茶を淹れるのが、ギネヴィアの習慣だ。余裕があれば侍女に言って焼き菓子を用意させることもあるが、いまは紅茶だけで充分だった。
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　デュリスは本来、日の出から日没まで陽気な喧けん噪そうに包まれた港町のはずだった。

　白い漆喰を塗った家が建ち並ぶ風景は平凡といってよいが、港には諸国の交易船が多彩な顔ぶれを見せ、彼らがもたらすものを手に入れるために、アスヴァール島の各地からも多くの船がやってくる。ブリューヌに近いため、ブリューヌ北部に領地を持つ貴族も頻繁に姿を見せるのが、他の港町と異なるところだろう。

　銀細工を扱う露店の隣に売りものの羊が群れでたたずみ、大きな魚をぶつ切りにして主婦に売る者の隣では、葡萄酒ヴイノーの樽を置いて量り売りする者がいる。日が暮れるまで、にぎわいは続くのだった。もっとも、それも過去のものとなった。

　数日前にレスターという男が一千の兵を率いて、この町の城門をくぐってからである。

「私はエリオット王子に従うレスターだ。王子はジスタートに捕らえられたというが、必ず帰ってこられると私は信じている。この町で王子のお帰りを待ちたい」

　デュリスの長にそのように訴えて、レスターは自分たちを町に入れるよう求めた。レスターが行ってきた数々の非道について聞いていたデュリスの長は、内心では断りたかったが、同じくエリオットを支持している立場から、拒むことはできなかった。だが、彼はどのような理由をつけてでも、固く門を閉ざすべきだった。

　レスターは中肉中背で、顔の造作は平均的だが、両眼に狂的な光をちらつかせた男だった。三十半ばと思われるが、正確な年齢は誰も知らない。十年以上前から、一介の兵として軍にいたということがわかっているだけだった。

　その危険な性質をはじめて発揮したのは、七年前といわれている。アスヴァール島の北部を荒らしまわる野盗の討伐を命じられ、レスターは百人の兵を与えられた。

　彼はすぐに北部へと向かい、野盗をことごとく討ちとった。だが、そのあとが問題だった。

　野盗の残党が潜んでいるかもしれぬという理由をつけて、レスターは北部にある村を次々に襲ったのだ。抵抗する者を野盗だと決めつけ、首に縄をかけて木の枝から吊るした。娘をさらって犯し、食糧や財貨を奪い、老人や子供を斬り捨て、家々に火を放った。「虫を潰すようにひとを殺した」と、ある兵士が報告している。このような蛮行に反対した兵たちも、野盗に寝返ったと決めつけて串刺しにし、街道沿いに並べた。

　レスターが帰還したとき、彼が率いている兵は六十人を下回っていた。野盗との戦いでは五人の死者しか出なかったにもかかわらず。

　ザカリアス王は彼を咎めたが、幾人かの重臣の意見を容いれて、国境近くに向かわせた。その禍まが々まがしい凶暴さを、ブリューヌやザクスタン相手に発揮させようとしたのだ。王は、アスヴァール島出身の臣下と大陸出身の臣下の対立に常に悩まされており、この処置もそうした妥協の産物であった。

　それから数年間、レスターは目立ちすぎる行動はとらなかった。自分に従う者を集め、戦にかこつけて村を襲うことはあったが、戦功をたててもいたので、見逃された。ひとつには、彼を厳しく叱った部隊長のひとりが、次の日に頭部を潰された状態で発見されたということもあるかもしれない。

　ともかく、デュリスの町に入ったレスターを、長はつくり笑顔で出迎えた。

　レスターは傲ごう然ぜんと長を見つめたかと思うと、おもむろに手を伸ばした。握手をしようとしたのではない。彼は、長の頭に手を置き、無造作に握り潰したのである。尋常でない握力だったが、それ以上に、おもわぬ凶行に、その場にいた誰もが驚き、悲鳴をあげた。冷静なのはレスターだけだった。

　そうして彼はこの町を支配下に置くと、破壊をもたらしたのだ。

　まず、彼は配下の兵を使って港と城壁をおさえた。そして、自分に反発する者を捕らえ、ことごとく首を刎はねた。頭部を城壁に並べてさらし、首を失った死体は海に投げこんだ。

「しばらくしたら、でかい魚が大量にとれるだろう」

　さらに、レスターは殺害した者たちの家族を襲った。財貨をことごとく奪い、男や老人は殺し、娘は犯した。年端もいかない娘がいると、とくに念入りに嬲なぶった。

　レスターを討とうと立ちあがった者たちは、徹底的に潰された。指導者は身体中の骨を叩き潰されて、飢えた豚の群れの中に放りこまれた。他の者に対しては、刃を上に向けて敷き詰めた道を用意し、仲間を背負った状態で歩かせた。仲間をかばおうとすれば自分がうつぶせに倒れて死に、体勢を崩して仰向けに倒れたら仲間が死ぬのだ。

　見張りの目を盗んで、船で逃げようとした者がいた。ところが、港湾を出ようとしたところで、船は突然現れた海竜バダヴアに襲われ、沈められた。海竜というものが本当に存在することを、はじめて知ったデュリスの民は少なくなかったが、とにかく状況は絶望的というしかない。しかも、この海竜はレスターに従うことを決めた海賊などは襲わないのである。

　レスターの残忍さはとどまることがなかった。町の中での略奪と暴虐が一段落すると、彼は周辺の村や小さな町を襲った。欲望のままに猛り狂い、飽くことなく目の前にある獲物を喰らいつくす獣であった。







　デュリスにいるとき、たいていレスターは大灯台の最上階にいる。

　そこは灯光室ライトキープと呼ばれる、八本の柱に囲まれた空間だった。屋根裏と柱に鏡が設置されており、中央には火を熾おこすための巨大な炉がある。日が沈むと、灯台守は特別な火種を使って火を熾し、それを鏡に反射させて、赤い光を生みだすのだ。

　いま、炉は取り払われ、そこには巨大な薄紅色の肉の塊としか形容しようのないものが置かれていた。不気味な赤い光をまとい、その表面は絶えず脈動している。見れば、おもわず嘔吐感をもよおすだろう醜悪な肉塊だった。

　レスターはその肉塊を背に、女を抱いていた。甲冑は脱ぎ捨て、武器である鎖を巻きつけた棍棒も放りだしている。とうに女は意識を失っていたが、レスターはかまわず腰を動かしていた。そうしながら、ここから見える空と海を満足そうに眺めている。日はだいぶ傾いており、あと半刻もしないうちに空は朱色に、海は金色に染まるだろう。

　ふと、レスターは動きを止めた。背後に気配を感じたのだ。彼がこの町の支配者となってから、この最上階には自分と、連れてきた女以外、立ち入り禁止にしている。

　気配に向かって、レスターはぞんざいに呼びかけた。

「覗きとは、しばらく会わないうちに趣味が変わったな」

　その声に応えるかのように、肉塊のそばに黒い人影が現れる。下から登ってきたのではない。暗がりから押しだされるように、姿を見せたのだ。

　黒い仮面で頭部をすっぽりと覆った女性だった。黒髪は腰に届くほど長く、身体の曲線がわかるような、これも黒い服を着て、外がい套とうを羽は織おっている。仮面には両目と口に隙間があり、左半分に竜が彫られていた。

「カリバーンは見つかったか」

　挨拶すらなく、仮面の女性は感情のない声でレスターに問いかける。

「まだだ」

　女性は自分の隣にたたずむ肉塊を一いち瞥べつし、それからレスターの棍棒に視線を向けた。

「無償で渡したわけではない」

「わかっているとも、ズメイ」と、面倒くさそうにレスターは応じる。

「面白いものをもらったのだ。やることはやる。だが、心当たりはもう見てまわった。ここから手を広げるとなれば、時間がかかる。誰かにもう拾われているのやもしれん」

　その返答が気に入らなかったのか、女性――ズメイは嫌味をとばした。

「余計なことをしているから、時間がかかるのだろう」

「愉悦だ。余計なことではない」

　レスターは即座に否定する。それこそが何よりも大切だと言わんばかりの口調だった。

「だいたい、カリバーンは失敗作ではなかったか。どうしていまさら求める」

　不満そうに聞いたレスターに、ズメイは静かな声で答えた。

「失敗作だった、というべきだろう。いつの時代の人間の仕業かはわからないが、ずいぶんと手を加えている。不敗の剣デユランダルに劣らない」

　デュランダルは、ブリューヌ王国の宝剣である。いまはロランの手にあった。

「ほう」と、レスターの両眼が赤い輝きを帯び、その口から楽しげな声が漏れた。

「それを早く言え、まったく。必ず見つけてやる。大船に乗ったつもりでいるがいい」

　さきほどまでとは打って変わった機嫌のよさに、ズメイはそっとため息をついた。だから言いたくなかったのだといわんばかりに。

「ズメイよ、貴様もたまには愉悦を知るべきだ。堅苦しく生きているから――」

　そこでレスターは言葉を途切れさせる。ズメイの気配が消えたからだ。魔物と呼ばれる存在であるズメイは、空間というものにとらわれることなく、自由に移動できた。

「やれやれ。どうもあいつとは合わぬ……」

　嘆息すると、レスターは自分が抱いている女を見た。そして、空腹を覚えた。

　そのとき、女が目を覚ます。

　彼女が見たのは、自分を丸呑みにできるほど大きく開いた口と、そこに並ぶ牙だった。
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　エリオットが言っていた通り、オヴィスガートは小さな町ながら、なかなかしっかりした港を備えていた。ジスタート軍がこの町に着いたのは、ラエッドを発った翌日の昼ごろである。霧に遭遇することもなく、天候にも恵まれ、無事に到着した。

　当然の反応ではあるが、オヴィスガートを守る兵たちは、いきなり現れたジスタート軍をあからさまに警戒する。仕方なく、ティグルたちはエリオットを使うことにした。

　一隻の船を選び、ティグルたちとエリオットが乗りこんで、港に向かう。その船は、黒竜旗ジルニトラとともに、アスヴァールを象徴する赤い竜の軍旗を掲げていた。

「ほう。黒と赤と、二頭の竜が並ぶと何とも壮観ではないか」

　船首に立っているエリオットは、二つの軍旗を見上げて満足そうに笑った。

　船はオヴィスガートの港に向かって進んでいき、エリオットは、港に立つ人々に声が届く距離まで近づいたところで、大声で叫んだ。

「我が名はエリオット！　父の名はザカリアス！　アスヴァールの民ならば、この二つで俺が何者なのかわかっただろう。ただちに長たるダンスタンを呼んでこい！」

　ざわめきが大きくなる。さすがに自国の王と、王子の名を知らない者はいない。港を警備している兵たちの幾人かが駆けだしていった。

　ティグルたちが船着き場に降りたってから四半刻ほどが過ぎたころ、二人の従者を連れて、町の長が現れる。がっしりした身体つきの、中年の男だ。この男がダンスタンなのだろう。彼はエリオットの顔を見て、その場に膝をついた。

「殿下……！　ジスタートへ向かわれたとは聞いておりましたが、よくぞご無事で」

　深々と吐いた安堵のため息は、心からのもののようだ。ティグルとミラ、ソフィーは顔を見合わせた。エリオットのような男にも、忠誠を捧げ、その身を心配する者がいたのだ。

「当然だろう、ダンスタン。ジスタートが、アスヴァールの王族を粗略に扱うはずがない」

　傲然と、エリオットは答えた。彼らの手前、見栄を張っているのだろうが、ミラなどは皮肉のひとつでもぶつけてやろうかと思ったほどである。

　次に、エリオットはミラとソフィーをダンスタンに紹介した。

「俺が武勲を求めてジスタートへ出向いたことは知っていたようだが、その先については、まだこの地に届いておらぬだろう。俺はジスタートと手を組んだ。この二人はいずれもジスタートの戦姫だ。ジスタートは俺にこそ正義があると認めたのだ」

　拳を握りしめて、力強くエリオットは告げる。

「それは喜ばしいことでございます。ジスタートの協力があれば、ジャーメインも殿下に許しを乞うことを考えるでしょう。私はもちろん殿下のために微力を尽くす所存です」

　ティグルは怒りを通り越して呆れた顔で、エリオットの後ろ姿を見つめた。ライトメリッツを襲っておいて、調子がいいにもほどがある。そう思ったが、自分は客将だと何度も言い聞かせて、懸命に衝動をおさえこんだ。葛かつ藤とうする想い人の背中を、ミラが軽く叩く。

「いまは言わせておきましょう。こちらの準備ができるまで」

　食糧と水を補充し、情報を集める。可能ならばオヴィスガートの他に、拠点にできる町がいくつかほしい。それも、自分たちの側に誘いこめるような。やるべきことは数多くあった。
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　気がついたとき、アスヴァールの第二王子エリオットは、小さな中庭に立っていた。

　すぐそばの花壇には鈴すず蘭らん、白しろ詰つめ草くさといった白い花や、ローズマリーや勿忘わすれな草ぐさなどの青い花が咲いている。いずれも春の花で、エリオットはこれが夢だと自覚した。

「エリオット殿下、来てくださったのですね」

　その声に応えるように、振り返る。ひとりの少年がこちらへ駆けてくるところだった。

　年齢は十四、五といったところか。線の細い、中性的な顔だちをしており、黒髪も背中に届くほど長い。身体つきも華きや奢しやで、知っている者でなければ少女だと思ってもおかしくないだろう。昏い怒りを胸のうちに呼び起こしながら、エリオットは鷹おう揚ようにうなずいた。

「遊びに来てやったぞ、ヒース」

　夢の中のエリオットは少年に笑いかける。ヒースと呼ばれた少年は、屈託のない笑みを浮かべて頭を下げた。

　ここは、アスヴァール島にあるベックフォード子爵家の屋敷だ。子爵は、小さいながらも領地を持っていた。領内にはオヴィスガートの町もあった。

　エリオットがはじめてこの屋敷を訪れたのは十二歳のときだったが、それから彼は足繁く通うようになった。ヒースのためだ。

　子爵家の次男として生まれたこの少年は、一言でいって貧しかった。

　アスヴァールでは、子育てについて二つの考え方がある。ひとつは長男にすべてを与えるというもの。もうひとつは、ひとまず長男にすべてを与えはするが、次男や三男が生まれたら、長男に与えたものから少しずつ分配するというもの。

　傾向としては、前者に大陸出身の者が多く、後者にアスヴァール島出身が多い。覇王ブレトワルダゼフィーリアによって滅ぼされたカディス王国には長男を大事にする気風があったが、国がなくなったあとも根強く残っていたのだろう。また、アスヴァール島にも、民のすべてが働き手であるという意識があった。

　ザカリアス王は、臣下たちの意見をなるべく公平に取り入れていたが、子育てについては前者に近い形をとった。エリオットは飢えもしなければ、服に困ったこともないが、子供心にも、兄のジャーメインが優遇されていることを感じとっていた。

　いま、エリオットの前に無邪気な笑顔で立っているヒースもそうだ。

　ベックフォード子爵家はアスヴァール島に領地を持ちながら、長男を大事にしすぎていた。ヒースは小遣いもろくにもらえず、中庭の一隅で花を育て、それを従者や侍女に頼んで売ってきてもらい、どうにか小銭を稼いでいた。

　それを知ってから、エリオットはこの屋敷に通うようになった。王子のお気に入りとわかれば、ベックフォード子爵も多少は次男に気を遣うようになる。相手が第二王子であっても。

　根本的な事態の解決になっていないことは、漠然とだがわかっていた。野良猫に餌をやるようなものだ。それでもエリオットは満足していたので、変えようとしなかった。

「殿下。これを――」

　エリオットの前でもじもじとしていたヒースが、おもいきったように両手を差しだす。彼の小さな手には、木の実を連ねた首飾りがあった。よくできているが、エリオットは何の感銘も受けなかった。呆れた顔で訊いた。

「俺に、これをつけろというのか」

「その……一生懸命つくったので」

　エリオットの反応に恥ずかしくなったのか、ヒースは顔を紅潮させてうつむいた。

　五つ数えるほどの時間が過ぎたあと、エリオットはヒースの手から奪いとるように、首飾りをつかむ。自分の首にかけた。丁寧に洗ったのだろう、土の匂いはしなかった。

「ヒースよ」と、エリオットは背を丸めて、彼にすごんでみせる。

「俺がほしいのは金や銀でできた首飾りだ。いつでもいいから、そういうのを持ってこい。それまでは、こいつを首にかけてやる」

　ヒースはぱっと顔を輝かせた。今度は嬉しさのために顔を真っ赤にして、何度も頭を下げて「ありがとうございます」という言葉を繰り返した。エリオットは満足だった。

　しかし、エリオットがヒースから新たな首飾りを受けとることは、二度となかった。

　ヒースは殺されたのである。ジャーメインに。

　ベックフォード子爵は、納めるべき税をザカリアス王に納めず、着服した。発覚したが、ザカリアス王は彼を叱しつ責せきし、わずかな罰金で許した。

　それから二年後、ベックフォード子爵は再び税を着服した。そして、発覚した。

　ジャーメインは子爵の屋敷に赴おもむき、子爵を縛りあげたあと、彼の家族をことごとく斬った。その中にヒースもいたのだ。

　ジャーメインの行動は迅速であり、エリオットが知ったときにはすべてが終わっていた。

　その後、あることがわかった。ベックフォード子爵の税の着服には、彼の長男も関わっていたのだ。父に大事にされていなかったヒースは、そのために無関係だった。

　エリオットは、それまでもジャーメインのことを嫌っていた。だが、どこかで割り切ってもいた。玉座は、正統な血筋の長男が継ぐのが、アスヴァールのみならず近隣諸国でも一般的である。それゆえにジャーメインは大切にされるのだと、そう考えるようにしていた。

　だが、今度の一件で、エリオットはジャーメインを憎んだ。兄が体現している、長男にすべてを与える気風にも怒りを覚えた。なぜ、何もしていないヒースが死ななければならなかったのか。死ぬべきは、子爵と、ろくに顔も覚えていない長男だけでよかったはずだ。

　ジャーメインなり、子爵の息子なりが、島の民のやり方で育てられていれば、何かが変わったのだろうか。わからないが、とにかく兄も、大陸のやり方も気に入らなかった。

　ヒースの「ありがとうございます」を聞きながら、エリオットは夢から目覚めた。

　窓から射しこむ陽光は、朝を告げるものだ。ここはオヴィスガートの、ダンスタンの屋敷の一室だった。昨日、ジスタート軍とともに着いたのである。

　エリオットは身体を起こすと、首にかけている木の実の首飾りを指先でもてあそんだ。







　朝食をすませたエリオットは、外がい套とうを羽は織おってフードをかぶると、町外れにある共同墓地へひとりで向かった。従者をつけるとダンスタンは言ったが、すぐに戻るからと断った。これから忙しくなるのはわかっているが、墓を見て帰ってくるていどの余裕はあるだろう。

　通りはどこもにぎわっている。とくに耳をすませなくとも、エリオットのことが話題にされているのはわかった。昨日、あれだけ堂々と帰還を果たしたのだから、当然ではあった。

　共同墓地に入り、隅へと向かう。ヒースの墓はそこにあるのだ。ジャーメインによって彼が斬られたあと、話を聞いて哀れに思ったダンスタンが、ひそかにこの町へ遺体を運び、埋葬し直したのだった。二年ぶりに見た墓は、きれいに掃除されていた。この墓の存在を知っているのはエリオットとダンスタンしかいないはずなので、彼がやってくれていたのだろう。

　墓の前に立ち、エリオットは胸をそらして、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で言い放った。

「俺はジャーメインを殺す。確実に仕留めてやる」

　ヒースのためではない。自分のためだ。だが、自分のために何をやるのかということこそ、彼は聞きたがっているはずだ。エリオットはそう思った。

「そうしたら――」と、少し考えて続ける。

「勝利の祝いに、首飾りをやる。金と銀をふんだんに使ったものをだ」

　木の実の首飾りをつかみ、息を吐く。エリオットは踵を返した。

　墓を出たとき、エリオットは視線を感じて眉をひそめる。見ると、ひとりの男がじっとこちらを見つめていた。年齢は四十前後。見覚えのある顔だ。

――思いだした。ジスタート兵の見張りか。

　自分がジスタート軍から逃げるのに失敗して、再び監禁されたあと、あの男が自分の見張りを務めていた。警戒され、定期的に扉の隙間から室内を覗かれたので、いやでも覚えている。

　約二千のジスタート兵は、昨日のうちにオヴィスガートに上陸を果たした。ダンスタンがミラやソフィー、ボンネルと話しあい、町中の宿屋や空き倉庫などを借りて、ジスタート兵の宿舎を用意したのだ。ジスタート兵がここにいるのは、おかしなことではない。

――引き続き、俺の見張りを命じられているのだろう。ご苦労なことだ。

　憤然としたが、放っておく。肩をそびやかして、エリオットは歩きだした。

　ジスタート軍にはこれから働いてもらわなければならない。たかだか兵士ひとりを気にかけている暇などない。ミラも、ソフィーも、エリオットは徹底的に利用するつもりだった。
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　ジスタート軍がオヴィスガートに滞在してから、三日が過ぎた。

　エリオットは、ミラやソフィーが驚くほど精力的に活動している。

　彼はオヴィスガートの有力者を集めてミラとソフィーを紹介し、近隣の町に使いを出して兵士か資金を提供するよう命じ、レスターの脅威、ジャーメインの悪辣さ、ギネヴィアの愚かさを書き綴った手紙を何通も用意してはアスヴァール島にいる貴族諸侯へと送った。

　むろん、情報収集も怠っていない。レスターの戦力、ブリューヌ軍の状況、ジャーメインの様子や、王都コルチェスターの動静、自分の支持者たちの動きなど、知らなければならないことはいくらもある。

　ソフィーもその手伝いをした。彼女は外交の使者として、この国に何度か来ており、知人がいたのだ。また、ジスタートの戦姫という肩書きを有利に使う必要もあった。

　ミラもまた、エリオットが連れてくる有力者と会っては、ジスタートが彼に協力的であることを伝えた。ソフィーにばかり負担をかけられないと思っての行動だったが、二人の戦姫がエリオットの味方であるという効果は、なかなか大きかった。また、ガルイーニンはミラのそばに控えて、怪しい者を寄せつけなかった。

　ボンネルや船乗りたちは、食糧や水の積みこみと、船の整備に忙しい。

　ティグルは船の上で弓の訓練をする以外に、ラフィナックと数人のジスタート兵をともなって町の見回りをはじめた。

　突然、二千人の異国人が入ってきて、宿屋や空き倉庫で寝泊まりをしているのだ。これで揉めごとが起きないはずはない。客将という立場ではやることがないというのもあったが、ティグルはその日の訓練を終えると、何人かで連れだってオヴィスガートを歩きまわり、兵士と住人の衝突を未然に防いだり、騒ぐ兵士たちをたしなめたりした。

　ちなみに、ティグルやミラも用意された宿屋で寝起きしている。さすがに個室を使ってはいるが、それ以外は兵たちと何ら変わらない生活を送っていた。

「しかし、若。私たちはいつまで町の中を歩いていればいいんですかね」

　四日目の昼過ぎ、ティグルの隣を歩きながら、ラフィナックはそう言った。ちなみに彼は、露店で買ったウナギの串焼きを食べている。ジスタートで、ジャガイモが気軽に食べられているように、アスヴァールではウナギがよく売られている。串焼き以外に、じっくり焼いて魚醬ヴアソにつけたものや、煮こごりにしたものがあった。

「明日か、明後日には何かあると思う」

　ウナギの魚醬漬けをかじりながら、ティグルは答えた。こちらは、喧嘩の仲裁に入った礼としてもらったものだ。ウナギの身が淡泊だからか、魚醬とはかなり相性がいいように思える。

「日を重ねるほど、ギネヴィア王女も、レスターも厄介な存在になっていくはずだ。足場を固めながら、多少の無理をする。いまはそんな状況だ」

　入ってきた情報については、ミラやソフィーから教えてもらっている。

　それによれば、ブリューヌ軍の兵力は約四千。こちらの二倍だ。彼らはいまのところラエッドから動いていない。「情報収集と味方集めに奔走しているんじゃない」と、ミラは言った。

　レスター軍は、約二千。もともとは一千だったそうだが、デュリスの守備兵を従え、野盗や海賊を味方に引きいれて、この数になった。これだけを見たら戦えそうな気がするが、デュリスの港には海竜バダヴアが潜んでいる。「無謀な真ま似ねはできないわね」とは、ソフィーの言だ。

　もっとも、こちらもジスタート軍だけではない。エリオットの呼びかけに応じて、アスヴァールの諸侯が私兵を率いて駆けつけている。彼らが充分にそろったら動くつもりだろう。

「また船に乗るんですかね」と、ラフィナックが顔をしかめる。

「この町に着いて、ようやく固い地面だ、揺れないベッドだと思って寝転がったら、身体が揺れに慣らされたみたいでどうも落ち着かなくて、悩まされたんですよ。やっと揺れを感じなくなってきたのに……」

「諦めろ。俺もそうだ」

　なぐさめるように、また自分に言い聞かせるように、ティグルは年長の側近の肩を叩いた。

　ティグルとミラ、ソフィーの三人がエリオットの居館に呼びだされたのは、翌日の朝のことだった。







　執務室で、エリオットはティグルたち三人を迎えた。彼は白い絹服に海の色の上着という姿で、額には黄金の額冠を、両手の指には黄金でつくった指輪をいくつもつけている。

　エリオットとティグルたちの間にある執務机には、アスヴァール島を描いた地図が広げられており、その脇には書類が積みあげられていた。

「今日は、あなたがたにぜひとも頼みたいことがあって、ここに来てもらった」

　彼らしくない、あらたまったもの言いに、ティグルたちは内心で身構える。ミラがうなずくことで先を促すと、エリオットは地図に視線を落とした。

「このオヴィスガートは、東西に敵を抱えている。東の海には海賊、西にはバーハム城砦だ。海賊どもはレスターの配下を名のって、沿岸を荒らしてまわっている。オヴィスガートも、俺たちが来るまでは何度か襲われたらしい。ご覧の通りの小さな町なので、三、四隻ていどだそうだが、それでも放っておくわけにはいかん。ジスタート軍の力を見せつけてほしい」

「力を見せつけるということは、徹底的にやらなくてもよいということですか？」

　地図上のオヴィスガートを見ながら、ミラが尋ねる。エリオットに対する嫌悪感はあるが、隣にいる想い人の心境を、彼女は考えた。海賊を放っておくことを、ティグルはよしとしないだろう。彼のそうしたところはミラにとって好ましいものだ。

　それに、自分たちが海賊を討ち、そのことを喧けん伝でんするのは悪いことではない。アスヴァールの民の支持を得ることができる。いずれエリオットと対立することになったとき、食糧や水をどうやって手に入れるか、その布石をここで打っておくべきだった。

「そうだ。手間をかければ時間もかかるからな。しばらく退けるだけでいい」

「わかりました。殿下のためにも、この町の平和のためにも微力を尽くしましょう」

　ソフィーも反対する様子がないので、ミラはにこやかに笑って海賊討伐を引きうけた。

「感謝する、戦姫殿。次に――」

　地図の上に置かれたエリオットの指が、オヴィスガートから左側へ動く。

「バーハム城砦だが、これはオヴィスガートから西へ三日ほど行ったところにある。守備兵の数は約一千。俺に忠誠を誓っていたにもかかわらず、レスターの味方をすると言いだしたそうだ。この城砦を、ティグルヴルムド卿に攻め落としてほしい」

「……私に？」

　驚きと警戒心から、ティグルは眉をひそめる。自分ではなく、ミラやソフィーに持ちかけるべき話ではないだろうか。彼女たちは不満そうな表情を浮かべている。

「理由はわかるか？」

　エリオットの両眼に、挑発と嘲笑の入りまじった光が宿った。苛立ちを覚えながらも、ティグルは考えを巡らせる。この言い方からすると、いやがらせというわけではなく、ジャーメインやギネヴィアと戦うための手のひとつのようだ。

　ティグルはアスヴァール島の地図を観察する。城砦攻めを自分にやらせる理由とは、何か。

「……殿下に協力しているブリューヌ貴族がいる。それを広めたいというわけですか」

　ティグルの言葉に、エリオットは口の端を吊りあげて皮肉げな笑みを浮かべた。

「その通りだ。まったく、ギネヴィアのやつがブリューヌ軍など連れてこなければ、このようなことをせずともすんだのだがな」

　エリオットは忌々しげに吐き捨てると、地図上のバーハムを指で叩いた。

「裏切り者をすばやく討つことで、他の不穏分子どもを牽制する。それに、バーハムのそばを通っている街道は、アスヴァール島の北部と王都コルチェスター、ラエッド、デュリスを結ぶものだ。ギネヴィアやレスターにおさえさせるわけにはいかん」

　ティグルは納得した。城砦の規模から考えて、要よう衝しようというほどではないだろう。だが、それはギネヴィアやレスターにとっても同じだ。だからこそ、他者に奪われる前に確保しておかなければならない。ティグルは地図から顔をあげた。

「兵をどれほど貸していただけるのですか。ジスタート軍を海賊討伐にあてるなら、こちらにはアスヴァールの兵を用意するつもりでしょう」

　やってやろうじゃないか。心の中で、ティグルはつぶやいた。

　腹立たしくはあるが、エリオットの考えには筋が通っている。ブリューヌ軍を率いているロランには申し訳ないと思うが、ミラたちへの助けになる以上、ためらってはいられなかった。それに、ブリューヌ軍はすぐには信じないだろう。弓を得意とするブリューヌ人など。

「一千五百だ。バーハムは城砦としては小さい。これで充分だろう」

「武器と食糧、城攻めの兵器も用意してもらいたい。もちろん、バーハムまでの地図も」

　ティグルは簡潔に要望を伝える。エリオットも手を抜くことはないはずだが、確認しておく必要はあった。それらも用意させると、アスヴァールの第二王子は答える。

「わかりました。では、日が暮れるまでにここを発たちましょう」

「ああ。早い方がいいからな。よろしく頼む」

　そうして三人は執務室をあとにした。
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　ティグルたちがエリオットの居館を出ると、ラフィナックとガルイーニンが安あん堵どの表情で駆け寄ってきた。五人はまとまって歩き、道端の露店で売っていた果実水クヴアースを買って、ひとけのない広場へと足を向ける。さすがに往来で話せることではなかった。

「若は、その話を受けてしまったわけですか」

　果実水クヴアースの入った陶杯を片手に、手近な木にもたれかかりながら、ラフィナックが顔をしかめる。ティグルはうなずいた。

「ああ。今日中にこの町を発つぞ」

「ですが、首尾よく城砦を陥として若の名と素性が知られたら……」

「ギネヴィア王女がブリューヌに不信感を抱く、なんてことになると思うか？　ブリューヌ軍に聞いても、俺がとりたてて有名じゃない辺境の小貴族の息子ということがわかるだけだ。そんなのがジスタート軍にいるからといって、ブリューヌを疑うわけがない。そのあたりを、どういうわけかエリオットはわかっていないみたいなんだが」

「よその国の人間が、あなたの弓の腕を間近で見れば仕方ないかしらね」

　ミラが微笑を浮かべる。ソフィーもくすりと笑った。

「加えて、戦姫の客将で、親しくしているんだもの。重要人物と思うのも無理はないわ」

　ガルイーニンは笑いを嚙み殺し、ラフィナックは肩をすくめた。ティグルはひとつ咳払いをすると、話を進める。

「問題は、城砦を陥とせない場合だろう。エリオットは俺を貶めるだけで終わらせずに、ミラたちの名誉まで傷つけると思う。主導権を得るために」

「一千の守備兵がいる城砦を、一千五百の兵で攻めるのって、微妙なところだものね」

　ミラが苛立ちまじりに吐き捨てる。

「私たちやティグルが勝っても、エリオットの武勲にはならない。むしろ、エリオットが取り返せるていどの失態を、私たちがするのが望ましい。小こ狡ずるい計算をしてくれるわね」

「ですが、バーハム城砦とやらは陥とさなければならないんでしょう？」

　ラフィナックが不思議そうに首をひねった。ガルイーニンが説明する。

「その役目は、ティグルヴルムド卿でなくともいいということです。あの王子の理想は、ティグルヴルムド卿が手間取っている間に、自分が第二陣を率いて城砦を陥とすことでしょう」

　ラフィナックは腹立たしいという顔をする。ソフィーがティグルを見た。

「そこまでわかっていて承諾したということは、勝算があるのね？」

「それはこれから考える」

　ティグルはいたずらを考えついた子供のような笑みを浮かべた。

「あのときは、あいつの鼻をあかしてやりたいと思ってな」

　ミラを除く三人は一様に笑ったが、ミラだけは心配そうな表情でティグルを見つめている。その視線に最初に気づいたのは、ガルイーニンだった。

「すみません。用事を思いだしまして、先に宿へ戻らせていただきます」

　あからさまに不審な動きであり、これにはソフィーとラフィナックも気づいた。

「あらあら、わたくしも忘れものを思いだしたわ。――ミラ、またあとでね」

　ソフィーがドレスの裾を揺らして、小走りに駆けていく。ラフィナックはティグルたちに背中を向けると、何も言わずにさっそうと歩き去った。

　呆気にとられた顔で、二人はガルイーニンたちを見送る。三人の意図を悟ったミラは、「もうちょっと上手に……」と贅沢な苦情を漏らした。

　ティグルはすばやく周囲を見回して、自分たちを見ている者がいないか確認すると、ミラに歩み寄る。せっかく気を利かせてくれたのだ。活かさなかったら、あとで怒られるだろう。

　ミラは小首をかしげてティグルを見つめると、若者にもたれかかりながら目を閉じる。

　ティグルは彼女を抱きしめて、唇を重ねた。
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　海賊討伐の頼みをミラが引き受けた翌日の朝、ジスタート軍はオヴィスガートを発った。一隻も港に残さず、すべての軍船を動かしたのである。

「海賊の根城は、オヴィスガートが調べただけでもいくつかあるわ。決して逃がさないよう、我がジスタート軍はそれらのすべてを叩く！」

　出航直前の船の上から、船着き場にいる人々に向かってリュドミラ＝ルリエは叫んだ。ジスタート軍が来たことで、人々はとりあえず安心し、港に集まるようになっている。彼女の訴えはなかなか効果があった。

　そうして日が昇りきらないうちに、ジスタート軍は沖合の向こうへ姿を消した。

　四隻の海賊船がオヴィスガートの沖合いに現れたのは、その翌日である。波を切り、怒濤の勢いで彼らは港へ迫った。船着き場につながれている船に火矢を放って混乱させ、めぼしいものを奪い、ひとをさらってすばやく引きあげるのが海賊のやり方だった。

　海賊にさらわれた者のたどる道は、二つにわかれる。奴隷として売られるか、ガレー船の漕ぎ手として酷使されるかだ。若い娘の場合は、売られる前に陵りよう辱じよくされた。

　海賊たちは、獣欲をむきだしにして町並みを見つめている。ジスタート軍が遠くへ行ってしまった以上、彼らを阻はばむものは何もないはずだった。

　ところが、港に入ったところで彼らはおもわぬ奇襲を受けた。船着き場にある小舟から多数の兵士が現れ、いっせいに矢を放ったのである。何十本もの矢が空を覆い、海賊たちに降り注いだ。海賊たちを混乱と動揺が襲った。兵士たちは小舟の底にうずくまり、ぶ厚い板になめし革を張りつけたものを海水で濡らして、火矢から自分たちを守っていたのだ。

　だが、矢の雨だけでは彼らの前進を止めることはできなかった。四隻の海賊船は船着き場への距離を縮めていく。

　そのとき、何かに引っかかって、海賊船の前進が止まる。海面を見ると、凍りつくことで何十艘もつながった小舟が浮かんでいた。これが海賊船の動きを阻んだのだ。

「どうしたの？　略奪に来たのなら、もっと前へ出てこないと」

　船着き場にたたずむ一隻の交易船から、ラヴィアスをかまえたミラが姿を現す。

　海賊たちは罠にかかったことを悟った。彼らは逃げようとしたが、他の交易船までが次々に動きだして、海賊船に殺到する。そのうちの一隻の船首には、ソフィーの姿があった。

「単純な手だけれど、引っかかるものなのね」

　昨日、オヴィスガートをたった十隻の軍船に、兵士は乗りこんでいない。兵士に変装した船乗りと、漕ぎ手だけだ。ミラも沖合いに出たところで小舟に乗り、大きく迂回して町に帰ってきていた。すべてはジスタート軍がいなくなったと海賊たちに思わせるためだ。

　どの海賊船にも、衝角が備えてある。もしも彼らが動けたなら、猛然とこちらへ突っこんできただろう。だが、連結した小舟で前進を阻まれている海賊たちにはできなかった。

　海賊たちはやむをえず回頭して、逃げに移る。だが、遅かった。彼らが右往左往している間に、連結した小舟に降りたったミラが、小舟の上を滑って接近する。

「――空さえ穿ち凍てつかせよシエロ・ザム・カフア！」

　必殺の竜技ヴエーダが、海賊船の一隻を凍りつかせながら吹き飛ばす。

　その間に、ソフィーの乗った交易船は、ジスタート兵たちが乗りこんでいる他の船と巧みに連係をとって、海賊たちの正面にまわりこんでいた。兵士のひとりが鉤のついた梯子を用意して、海賊船の船ふな縁べりに引っかける。

「ミラは休んでいてちょうだい。ここはわたくしが行くわ」

　ソフィーが黄金の錫しやく杖じようを持って、危なげなく梯子を渡って海賊船へと向かう。海賊たちはソフィーの姿を見て嘲笑した。およそ戦士には見えない服装に、たたずまい。錫杖を振るったところでどれほどのものだと、彼らは侮あなどった。

　だが、彼らはすぐにソフィーの強さを思い知ることとなった。ソフィーが錫杖を振るうたびに、海賊たちは次々に薙ぎ倒される。梯子を渡ってきたジスタート兵たちも、海賊たちを斬り伏せる。手斧や弓でソフィーを狙う者もいたが、彼女は海賊たちを打ち倒しながら、自分に向かってくるそれらをことごとく弾き返し、叩き落とした。

　ソフィーたちは瞬く間に、海賊船の一隻を占領する。敵の戦力は、半減した。

　あとは掃討戦だった。ザートをかまえて前進するソフィーを止められる海賊は、ひとりもいない。ジスタート兵たちも、ソフィーに従って剣や槍を振るえることを誇るように、勇敢に、猛々しく戦う。他の二隻が同じ末路をたどるのに、さほど時間はかからなかった。

　戦いは、昼になる前に終わった。

　降伏し、生き残った海賊は百五十人に達しておらず、大半は負傷していた。彼らは縄や鎖で縛られたあと、ダンスタンに引き渡され、裁きを受けることとなった。その末路は処刑されるか、ムオジネル商人に奴隷として売られるかだろう。

　ただし、その前にソフィーは彼らを尋問した。それによってわかったことが二つある。

　ひとつは、彼らはレスターの名を借りて海賊行為を行っているのではなく、本当に彼に従っているのだということ。もうひとつは、同じくレスター配下の海賊が、ラエッドの港町に向かっているということだった。

「これは、ブリューヌ軍と交渉する好機かもしれないわ」

　尋問をすませたあと、船の残骸が漂う港湾を見ながら、ソフィーはそう独りごちた。レスターは、驚くべき速さで勢力を拡大している。デュリスから船で二日の距離にある、このオヴィスガートにまで彼の手は届くのだ。

　戦力が整わないなどといって手をこまねいていたら、手遅れになる恐れがあった。
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　バーハムは、山あいに築かれた城砦だ。

　城壁に加えて、南北にそれぞれ塔を備えており、小さいながら堅固な印象を与える。近くを二本の街道が通っているが、町や村はない。

　ティグルを総指揮官に据えた一千五百のアスヴァール軍は、オヴィスガートを発ってから予定通り三日でこの地に到着した。こちらが掲げるブリューヌとアスヴァールの軍旗を見るや、城砦を守る兵たちは耳障りな罵声を浴びせてきた。
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「敵の士気は高いようですな」

　ティグルの隣に馬を並べて言ったのは、アスヴァール兵を束ねるハミッシュという男だ。たくましい肉体の持ち主だが、特徴的なのは左腕の倍はある右腕だろう。背負っている長弓が、彼の武器だった。

　長弓は、ティグルの家宝の黒弓よりも大きい。弓弦を引くのに尋常でない筋力を必要とするが、実に四百アルシン先の的に、矢を届かせられるという。長弓の扱いに習熟した者は自然と右腕の筋肉が盛りあがり、傍から見ると不自然な身体つきになるということだった。

「ティグルヴルムド卿、どうやってこの城砦を攻め落とすのですか」

　ハミッシュの態度は丁重で、ティグルだけでなくラフィナックにも礼儀正しく接する。エリオットによれば彼の遊び仲間だということだが、ティグルには信じられなかった。

「今日は様子を見ます」

　ティグルの返答に、ハミッシュは厳つい顔をしかめた。

「何かお考えがあってのことでしょうな。あまり時間はかけられないと、エリオット殿下から聞いていると思いますが」

「わかっています。いたずらに長引かせる気はありません。とりあえず、今日のところは幕営を築いて兵を休ませましょう。もちろん奇襲には気をつけて」

　幕営の設置をハミッシュに任せると、ティグルとラフィナックはゆっくりと馬を進めて城砦に近づいていった。ただし、目測で五百アルシン以内には近づかない。ここに来るまでの間に、ハミッシュに長弓の技量を見せてもらったのだが、まさに恐るべき飛距離だった。

　敵兵にも長弓の使い手がいた場合、四百アルシンまで近づくことは死を意味する。自身が弓使いであるだけに、ティグルは慎重だった。

「オルミュッツの戦姫は守りの戦いが得意らしくてな」

　遠くの城砦を見据えながら、ティグルは何気ない口調で話を続ける。

「ミラも、ラーナ様も、俺に多くのことを教えてくれた。城攻めは心理戦らしい」

「どういう意味でしょうか、それは」

「攻める側はいかにして守る側の士気をくじくか、ということだった。大軍を用意する、敵が息つく間もないほどの苛烈な攻撃を行う、買収する……。手段はいろいろあるが」

　ティグルは空を見上げる。まばらに散っている白い雲を見て、顔をしかめた。

「しかし、若」と、ラフィナックが困った顔で言った。

「敵を観察するにしても、これだけ離れていると、ほとんどわからないのでは……。いえ、若はこの距離からでも城砦の様子が見えるかもしれませんが」

「それは俺を買いかぶりすぎだ」と、ティグルは肩をすくめた。

「俺だって、ここからじゃ何もわからないさ。せいぜい城壁に何人の兵がいるかぐらいだな。ただ、それは敵も同じだ。俺たちの顔まではわからないと思う」

　馬を進ませ、周辺の地形を把握しながら、ティグルはゆっくりと考えを巡らせる。

　そうして昼を過ぎたころ、ティグルとラフィナックは幕営に戻った。ハミッシュが二人を出迎える。総指揮官用の幕舎まで先導しながら、ハミッシュは聞いてきた。

「いかがでしたか、城砦の様子は」

「俺たちが来たからだろう。士気は高い」

　そうして幕舎に入ると、ティグルは緊張をにじませ、思いつめた表情で言った。

「明日の早朝、攻撃をかけたい」

　二つ数えるほどの間を置いて、付け加える。

「五百ずつ、三つの部隊に編制して、全力で……多少の犠牲は厭いとわずに、ぶつかる」

　ティグルの声に苦いものが混じっている。もしも自分が率いているのがアスヴァール兵ではなく、生まれ育ったアルサスの兵だったら、このような手でいこうと思えただろうか。

　だが、もう口から出してしまった以上、すべてを話さないわけにはいかない。はたして、ティグルの考えを聞いたハミッシュは感嘆のため息を漏らした。

「たしかに、それなら上手くいくと思えます。やりましょう」

「ありがとうございます。俺は第一陣を率いるので、ハミッシュ卿には第二陣と第三陣を指揮してほしいのですが」

　アスヴァール兵にしてみれば、エリオットの命令とはいえ、よく知らないブリューヌ人の指揮に従うのは不服であり、不安だろう。しかし、ハミッシュの指揮ならば安心するはずだ。ティグルとしても、ハミッシュの顔を立てる必要がある。第一陣の兵に対しては、ティグル自身が先頭に立つことで、彼らの戦意を維持する以外にない。







　夜が明けて、ティグルたちのバーハム攻めがはじまった。

「行くぞ！」

　ティグルは黒弓に矢をつがえながら、先頭に立って馬を走らせる。必死についていくラフィナックは、大きな盾を両手で持っていた。自分とティグルを守るためのものだ。

　指揮官が先陣を切るとなれば、従わないわけにはいかない。アスヴァール兵は鬨の声をあげて城砦に突撃した。次々に梯子を立てかける。

　バーハム城砦の城主は、ケネスという。今年で三十三になる。よくも悪くも単純明快な男だった。エリオットに味方した理由は、自分がアスヴァール島の出身だからで、裏切った理由はエリオットがジスタート軍に敗北したと聞いたからだった。

「あのような頼りない男だとは思わなかった。見限るなら早く動かんとな」

　そしてケネスは、オヴィスガートからアスヴァール軍が向かっていると知ると、城門を固く閉ざした。エリオットが弱いのだから、その配下も弱いに決まっていると言って、守備兵を鼓舞したのだ。

　突撃してきたアスヴァール兵に、バーハム兵たちは城壁上から矢を射かけ、煮えたぎった湯や油を浴びせかける。のぼってくる兵を叩き落とし、梯子を破壊しようと武器を振るった。

　ティグルはラフィナックに守られながら、城壁上へ矢を放つ。次々にバーハム兵を射倒した。どよめきの声があがり、バーハム兵たちの動きが鈍る。それでも彼らは必死に戦い、アスヴァール兵を寄せつけない。やがて、ティグルは後退するよう指示を出した。手元に残っている矢を次々に射かけて、兵たちを援護する。

　そして、入れ替わるように第二陣が押し寄せた。だが、バーハム兵たちもすばやく入れ替わり、余裕のある者たちが城壁上に並ぶ。城壁を巡って、再び攻防が展開された。

　このとき、離れたところからハミッシュの長弓の威力を目の当たりにして、ティグルは驚愕した。彼のたくましい腕が弓弦を引き絞って放った矢は、城壁の上にいるアスヴァール兵の顔を貫いて後頭部から鏃やじりが飛びでるのだ。尋常なものではなかった。

――この国には、とんでもない弓上手ばかりだな。

　ハミッシュは兵たちを指揮しながら、長弓でもって十人以上のバーハム兵を射倒した。しかし、バーハム兵はこの攻勢にも耐え抜き、さらに第三陣の攻撃をも退けた。

　昼が近くなってきたころ、アスヴァール軍はついに力尽きて、城砦から離れる。バーハム兵たちは汗と血にまみれた顔で、喝采をあげた。

「何度でも攻めかかってくるがいい。そのたびに貴様らの死体を積みあげてやるわ」

　哄笑に耐えながら、アスヴァール軍は味方の死体を引きずって幕営に引き返した。

　その日の夜、ケネスはひそかに兵を偵察に出した。敵の損害と士気をたしかめるためだ。

　やがて、戻ってきた兵は、昂こう揚よう感かんに目を輝かせて報告した。

「かがり火も幕舎も、それほど多くありません。敵はかなりの打撃を受けたと思われます」

　ケネスは満足そうにうなずいた。それならば、敵は兵の補充をするまで、今日のような無理攻めはしないだろう。こちらは次の手を打つことができる。

「軽はずみな行動はのちのちまで響くことを、教えてやるとしよう」

　このとき、ケネスは自分が相手の仕掛けに踏みこんだことに、気づいていなかった。







　翌日の朝、霧が出た。

　バーハム城砦は霧に包まれたが、守備兵たちは慣れている。むしろ、この霧を利用して敵が攻めよせてくるのではないかと、彼らは考えていた。夜よりも多く松明を用意して、彼らは城壁上を忙しく巡回する。

　一本の矢が城壁上に落ちてきたのは、そのときだった。矢には細く切った羊皮紙がくくりつけられている。その矢は、城砦の指揮官であるケネスのもとへすぐに届けられた。

　ケネスが開けてみると、それはデュリスを占領したレスターの手紙だった。

　自分たちはすぐ近くまで来ている。エリオットの兵は今夜、撤退するつもりらしい。ついては夜陰に乗じて敵を討つのに協力してもらいたい……。手紙にはそのように書かれていた。

　ケネスは偵察隊を派遣し、アスヴァール軍の様子をさぐらせた。報告によると、アスヴァール兵が撤退準備をはじめたのは間違いないらしい。

　ケネスは主だった者を集めると、手紙を見せて意見を聞いた。

「デュリス兵は本当に近くにいるのか。この手紙は何者かの策略なのではないか」

「だが、エリオットの軍勢は撤退の準備をしている。不自然ではないか。昨日、あれほど積極的に攻撃を仕掛けながら、もう退くとは。デュリスの軍勢がこちらに向かっていることを知ったからではないか」

「もしもデュリス兵が来るなら、協力しなかったら、どのような目にあうかわからんぞ」

　騎士のひとりが発したその言葉に、何人かは顔を青ざめさせた。レスターの怪物じみた狂気については、むろん彼らもよく知っていた。ここで城門を固く閉ざして動かなかったら、敵と見做されるだろう。

「デュリス兵と力を合わせずとも、逃げ帰るエリオットの軍勢を背後から襲うのであれば、我々だけでも充分ではないか」

　ケネスが発言したのは、そのときだった。

「皆は、昨日の敵の動きについてどう思う。なぜ、あれほど果敢に攻めてきたのか」

「それは、レスター卿の軍勢に先を越されまいとしたのでは」

　騎士のひとりが意見を述べる。ケネスは首を横に振った。

「敵の数は、およそ千五百だった。私が敵の指揮官なら、こちらへ向かっているというレスター卿の軍勢を叩く。城攻めより野戦の方が、まだ勝ち目はあるだろう。敵がそれをしなかったのは、レスター卿の軍勢などいないからだ」

「その手紙が偽物だというのですか？」

　驚く騎士たちに、ケネスはうなずいてみせる。

「敵の意図は、我々を城砦の外に誘いだすことだ。あわよくば城砦に突入しようとも思っているだろう。いまごろ、連中は二手にわかれているはずだ。襲うふりをする側と、襲われるふりをする側にな。そうして我々をおびきだそうというわけだ」

「なるほど。あやうくだまされそうになるところでした」

「では、この手紙を破り捨てて、やつらが悔しがる様子を城壁上から眺めるとしましょう」

　そう言ってうなずきあう騎士たちに、ケネスは笑って言った。

「ここは乗ったふりをしようではないか」

　ケネスは自分の考えを説明する。敵は、自分たちがアスヴァール軍を攻撃することを期待している。その通りにしたら、デュリス軍に扮した敵の別働隊がこちらに攻撃を仕掛け、それに合わせてアスヴァール軍――敵の本隊も反撃を開始し、挟撃してくるのだろう。

「デュリス軍に扮した連中を、攻撃する。敵は、まさか自分たちが攻撃されるとは思っていないはずだ。その隙を突く」

　ケネスを積極的にしたのは、敵の策を見抜いたという確信と、ふと胸中に湧きあがった、このままでは武勲が足りないのではという不安だった。

　レスターもエリオットを支持していたのに、たやすく裏切った。あの男にとって、裏切るという行為はたいした価値がないのかもしれない。ケネスはそう思ったのである。ならば、より大きな武勲を用意して、レスターを待つしかない。

　そのような感情は、おそらく他の騎士たちの中にもあったのだろう。ケネスの考えに反対する者はなく、策は決まった。

　それから半刻ほどして霧は晴れたが、両軍ともに動きを見せなかった。







　暗くなるのを待って、アスヴァール軍は幕営を引き払って撤退を開始した。

　すると、それを待っていたかのように南から数百の軍勢が現れる。デュリス軍、否、そう見せかけたアスヴァール軍の別働隊だ。

　彼らは怒号をあげて、アスヴァール軍の本隊に向かっていく。本隊は逃げることを諦めたように、陣容を整えて迎え撃つ姿勢を見せた。

　この光景を城壁から見たケネスは、会心の笑みを浮かべた。何もかも思った通りだ。兵たちに打って出るよう命じ、城門を開けさせる。

「五百で充分だろう。残りは念のために城砦を守れ」

　ケネス率いるバーハム軍は、隊列を整えようともせず猛然と前進する。アスヴァール軍の別働隊に向かっていった。これで敵は慌てふためくだろう。そう思ったケネスの顔が、驚愕に彩られた。別働隊はその場で向きを変え、バーハム兵たちに向き直ったのだ。

――まさか……。

　こちらが仕掛けることを、予想していたというのか。自分たちは罠にかかったのか。

　ケネスは己の失敗を悟ったが、いまさら止まることも、引き返すこともできなかった。そんなことをすれば隊列がさらに乱れて、敵に隙を見せるだけとなる。敵に一撃を与えて突き崩すか、強引に突破するしかない。

　両軍は正面からぶつかりあった。槍と盾が激突し、鮮血が大地にまだら模様をつくり、人馬の悲鳴が交錯する。バーハム兵の攻撃を、アスヴァール軍の別働隊は防ぎ止めた。そして、逃げるふりをしていたアスヴァール軍の本隊が、バーハム兵の側面へとまわりこむ。

「後退しろ！」

　剣を振りまわしながら、ケネスは懸命に指揮を執った。

　城砦まで戻れば、味方の援護も期待できる。

「焦るな！」

　叫んだ直後、ケネスの喉を一本の矢が貫いた。矢を射たのは、ティグルだった。

　指揮官を失ったバーハム兵たちに、アスヴァール兵が猛々しく襲いかかる。ハミッシュは止めなかった。まず、裏切りの報いを受けさせなければならない。そうしなければ、他の諸侯や騎士に示しがつかないからだ。降伏を認めるのはそのあとだった。また、この勢いを利用して城門を確保する狙いもあった。

　バーハム兵は混乱と狼狽の中で逃げることもできず、槍で突かれ、剣で斬られながら地面に倒れ、草を血で濡らしていった。

　城砦に残っていたバーハム兵たちが、急いで城門を閉めようとする。だが、そこへ城砦のそばに隠れ潜んでいたアスヴァール兵たちが襲いかかった。少数だが、味方がたどりつくまでの間、城門をおさえておくことができれば充分だ。

　そうしてアスヴァール軍が城門を完全におさえると、闇の中から「降伏する！」という叫び声があがった。ハミッシュは戦闘をやめるよう兵たちに指示を出したが、戦の興奮と狂騒に加えて、暗がりの中とあっては、なかなか思うようにはかどらない。剣戟の響きが止まったのは四半刻ほどが過ぎたころだった。

　バーハム兵たちが次々に武器を捨て、アスヴァール軍の指示によって中庭に集まる。ハミッシュは、彼らを許すと告げた。

「ただし、次の戦で、おまえたちには先頭に立って敵陣に突撃してもらう。裏切りによって泥にまみれた名誉も、回復することがかなうだろう」

　それから、ハミッシュは負傷者の手当てと死者の埋葬を命じた。アスヴァール軍にも死者は出ている。城砦の近くに延びている街道に沿って、兵たちは戦友の墓穴を掘っていった。

　そうして指示を終えると、ハミッシュはティグルと合流した。

「お見事でした、ティグルヴルムド卿」

「いえ、ハミッシュ卿の指揮があればこそです」

　ティグルの言葉は謙けん遜そんではない。ハミッシュがいなければ、ティグルの策略も成功したかどうかわからない。いかにして城門を開けさせるかが重要だった。デュリス兵が来ているという情報のみでは、ケネスは疑って城砦の守りを固めるだけだ。それに、レスターの筆跡を知る者がいたら、その時点で見破られてしまう。

　そこでティグルは、あえて見え透いた策を用いた。初日に積極的な攻勢をかけ、それから手紙を投げこんで、怪しいと思わせたのだ。ケネスは攻撃を仕掛けてきた。予想通りというよりも、幸いというべきだろうか。

「策のことだけではありません」と、ハミッシュは首を横に振る。

「奇妙な造形の弓ではありますが……。確実に二百五十アルシン以上も矢を飛ばし、しかも正確に倒していた。殿下が、あなたのことを恐ろしい弓使いだと言っていましたが、ようやくわかりました。今度、ぜひ弓を競いあいたいものです」

　ときどき、つっかえながらではあったが、ハミッシュは最後まで言うと、ティグルに手を差しだす。ティグルは苦笑を浮かべて、彼の手を握った。

　こうしてバーハム城砦は、エリオット陣営のものとなった。







　バーハムを守っていた兵たちのうち、命を落としたのは百に満たなかった。戦える者は、軽傷の者も含めておよそ九百。一方、アスヴァール軍の死者は五十ほどだ。

「この次はデュリスか、あるいはラエッドですな」

　一夜明けた朝、城壁に立って遠くの景色を眺めながら、ハミッシュが言った。エリオットには、すでに城砦を攻略した旨を知らせる伝令を放っている。あとは、彼が来るか、新たな命令を下すまで、この城砦にいればよかった。食糧などは充分にある。

　彼の隣に立っているティグルは、この機会に気になっていたことを尋ねた。

「ハミッシュ卿は、エリオット王子とギネヴィア王女が協力できると思いますか」

　ティグルが言い終える前に、ハミッシュは渋じゆう面めんをつくった。

「聞いてはいけないようなことでしたら、謝ります」

　まずい質問だったのだろうかと思ってそう言うと、ハミッシュは首を横に振る。

「いえ、そのようなことはありません。ですが、殿下の前でその質問をしない方がいいでしょう。大きな声では言えませんが、お二人の仲はよいといえるものではないのです」

　ティグルは表情を曇らせた。長男をあれほど嫌いぬいているエリオットだ。長女に対しても思うところがあるのかもしれない。質問を変えた。

「エリオット王子は、このあとどのように動くとハミッシュ卿は考えていますか」

「殿下は時を待つより、積極的に動いて現状を打開することを選ぶ方です。いまはレスターを討ちとることを優先するでしょう」

　ギネヴィアと戦おうとすれば、ブリューヌ軍が相手になる。レスターが強いとはいえ、ブリューヌ軍よりは与しやすい。それにデュリスを取り戻せば、アスヴァール島にいるブリューヌ軍を孤立させることもできる。むろん、簡単に封じこめることができるとは思えないが、そう思わせることで対話の余地も生まれるだろう。

　となれば、次に浮上する問題は、デュリスをどのように攻めるかだ。

「おかしな質問に聞こえるかもしれませんが……」

　そう前置きをして、ハミッシュは慎重な口ぶりで続けた。

「デュリスの港に海竜バダヴアが出るという噂を、聞いたことは？」

「それは、噂ではありません」

　ティグルは首を横に振る。実際にこの目で見たのだ。ジャーメイン軍の船が五隻、ろくな抵抗もできず、少し数えるだけの時間で沈められてしまった。

「この城砦から南下してデュリスを攻めるのは、妥当かもしれません。いや、他に方法がないというか……」

　しばらくの間、二人はどう動くべきかを話しあっていたが、最終的にはエリオットが決めることだという結論を出して笑いあう。そこへラフィナックが合流し、三人は雑談に興きようじた。負傷者の手当ても、死者の埋葬もすんでいるので、それだけの余裕がある。

「気になっていたのですが、アスヴァール人はどうしてウナギがあれほど好きなのですか」

　ラフィナックの質問に、ハミッシュは太い首をひねった。

「どこでも獲れるからではないかと。あなたがたブリューヌ人も、葡萄がお好きでしょう」

　本気で言っているのか冗談なのか、悩むところだった。

　そのような和なごやかな雰囲気も、昼までしかもたなかった。念のためにハミッシュが四方に放っていた偵察兵のひとりが戻ってきて、次のように報告したのである。

「南からレスターの軍が向かってきます。数は五百ほど……！　レスターの姿も！」

　ティグルとラフィナック、そしてハミッシュは顔を見合わせた。

　城砦は山あいにあるので、城壁上からでもデュリス軍の姿はまだ見えない。だが、五百の兵を、偵察兵が見間違えるとは思えない。

「どうして、ここにレスターが……」

　ハミッシュが低く呻うめいた。ティグルは自分の考えを述べる。

「バーハムの城砦が呼応したと聞いて、様子を見にきたのではないでしょうか。ずいぶんと身軽な男だとは思いますが……。五百という数字も、それならわかります」

　レスター配下の兵は、約二千だったはずだ。一千五百をデュリスに残し、残りでここまで来たと考えるのは、無理な話というわけでもない。案外、レスターは兵力の不足を気にしているという可能性も考えられる。

――しかし、オヴィスガートに戻れないとはな。

　ティグルはそっとため息をついた。敵が向かってくるとなれば、この城砦から離れるわけにもいかない。とはいえ、こちらの兵力は二千を超える。士気も高い。降伏したバーハム兵たちも、汚名返上のために奮戦するだろう。

「……これは、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機かもしれません」

　しばらく考えを巡らせていたハミッシュが、不意に言った。

「ここでレスターを討ちとることができれば、デュリスの奪還にもつながる」

　彼の両眼に、戦意の光が灯っている。ティグルは一抹の不安を感じたが、レスターを話でしか知らないので、反対しづらい。それに、どうせ城砦からは動けないのだ。ラフィナックとうなずきあい、慎重に対応することだけ決めた。







　昼近くになったころ、バーハム城砦の南に、彼らは現れた。偵察兵の報告通り、数はおよそ五百。騎士と兵士の入りまじった集団で、武装もばらばらだ。野盗をかき集めたといわれても納得しそうである。

　城壁上から、ティグルは啞あ然ぜんとした顔でレスター軍を見下ろしていたのだが、馬を駆っているひとりの男を目に留めて、緊張に表情を引き締めた。

　三十代半ば。ほとんど禿頭の頭部。中肉中背で、風体だけならそれほど脅威には思えない。だが、その男の浮かべている笑みは禍まが々まがしさを帯び、全身から狂気の片鱗が感じられた。

「何だ、あいつは……」

　おもわず声に出る。額に冷や汗がにじむ。よほど勇猛で強い戦士なのだろうか。ラフィナックもレスターを見て恐怖を感じたのか、顔から血の気が引いていた。

　そのとき、ティグルの隣にハミッシュが立った。手には長弓を持っている。

「あの男がレスターです。本当にいるとは……」

　ハミッシュが城門にいる兵たちに命令を下す。城門が開き、バーハム兵がぞろぞろと出た。その数は三百ほど。敵の数を見て、充分に戦えると判断したのだろう。

――だが、本当にだいじょうぶなのか？

　馬上で悠然としているレスターを見て、ティグルは不安を抱いた。レスターの態度は、およそ戦場に出てきた騎士のそれではない。何か罠を仕掛けているのではないか。

　ハミッシュは長弓に矢をつがえ、弓弦を引き絞る。そのとき、レスターが顔をあげてこちらを見た。口元に歪んだ笑みを浮かべる。背筋を悪寒が駆け抜けるのを、ティグルは感じた。

「伏せろ、ラフィナック！」

　側近に叫びながら、ティグルはハミッシュに飛びかかる。彼が矢を射放った瞬間、床へと引きずり倒した。直後、何かが二人の頭上をすさまじい勢いで通過する。

　それは、子供の握り拳ほどの石だった。城壁を越えてしばらくすると、曲線を描いて城砦の前庭へと落ちる。ティグルもラフィナックもハミッシュも、戦慄を隠せなかった。いま、ティグルがハミッシュを引きずり倒さなければ、石は彼の顔面を打ち砕いていただろう。

「馬鹿な……」

　ハミッシュは呻いた。この城壁の高さは、八十チェート（約八メートル）。いかなる豪腕の持ち主でも、石を届かせるのが精一杯だろう。届かせても、速度を維持できるはずがない。

　だが、ハミッシュの顔面を狙った石は恐ろしい速さを備えていた。

　ティグルは城壁に身を隠しながら、慎重に顔を覗かせる。レスターが手の中で石をもてあそびながら、勝ち誇った笑みを浮かべているのが見えた。

――間違いない。あいつが投げたんだ。

　倒れこむときに、ティグルは見た。レスターがさほど力を入れたようには見えない動きで、腕を振ったのを。レスターが投げ放った石は、ハミッシュが射た矢を粉砕し、そのまま彼の顔を狙ったのだ。

――これは狙い撃つどころじゃない。

　ティグルは息を呑んだ。自分が矢を射放つよりも、レスターが石を投じる方が早いだろう。よほど離れて射かけなければ、先に倒されてしまう。

　不意に、野獣の獣じみた咆哮が大気を激しく震わせた。それは、レスターの発した怒号だった。レスターはせきたてるように馬を走らせて、バーハム兵たちに突撃する。その手に握られているのは、鎖を巻きつけた節くれだった棍棒だ。

　距離を詰めながら、レスターが石を放った。それは狙い過たず命中し、二人のバーハム兵が顔を血に染めながら崩れ落ちる。レスターはバーハム兵の中に躍りこんだ。

　鮮血が噴きあがる。それは蹂躙であり、一方的な殺戮だった。

　レスターは棍棒を振りまわして、バーハム兵を手当たり次第に打ち倒す。棍棒の一撃を受けた者たちは、兜ごと頭蓋を潰され、あるいは鎧ごと骨を砕かれて、地面に倒れていく。反撃を試みる兵もいたが、レスターの棍棒は槍を砕き、剣を叩き折って、まったく届かせない。

　そこへ、彼が率いてきたデュリス兵が猛々しく襲いかかる。一瞬で流れが決し、バーハム兵は崩壊した。浮き足立ち、武器を捨て、涙を流して我先に逃げ散っていく。

　ティグルとハミッシュは呼吸を合わせて同時に立ちあがり、すばやく矢を射放った。むろん狙いはレスターだ。だが、これも無駄だった。レスターは逃げ惑うバーハム兵をめった打ちにしながら、そのついでというかのように棍棒を振るって、二本の矢を吹き飛ばす。彼は、一瞬たりとも城壁上を見なかった。

　およそ三百のバーハム兵は、デュリス軍というよりも、レスターただひとりに打ちのめされていた。勇敢な者たちが二重三重に取り囲んで襲いかかっても、レスターの棍棒の方が早い。倒れ伏すのはバーハム兵だった。

――何なんだ、こいつは。

　ティグルも、どうすればよいのかわからず、黒弓に矢をつがえた姿勢で立ちつくす。

　そこへ馬ば蹄ていの音が轟いた。見れば、東の草原に黒竜旗ジルニトラが力強く風にひるがえっている。ジスタート軍が現れたのだ。その数は四、五百というところか。

　そして、先頭に立って馬を駆っているのは『凍漣の雪姫ミーチエリア』リュドミラ＝ルリエだった。

――もう海賊討伐を終わらせたのか！

　その驚きと同時に、自分の身を案じてきてくれたことに、嬉しさがこみあげる。

「戦姫か。やはり来ていたのだな」

　ミラを見て、レスターが笑った。一方、ミラはレスターを前にしながら、訝いぶかしげな視線を自分の持つラヴィアスに向ける。彼女の竜具ヴイラルトに、何か異変が起きたとでもいうかのように。

　レスターが吼えた。彼は猛然と馬を走らせ、ミラに襲いかかる。乗り手の狂気が移ったかのように、馬も暴れ、レスターは一気に間合いを詰めた。ミラは不安を押し隠し、歯を食いしばってレスターを迎え撃つ。ティグルはたまらず、レスターを狙って矢を射放った。

　耳障りな金属音が響いた。レスターの、鎖を巻きつけた棍棒の一撃を、ミラはラヴィアスで受けた。しかし、彼女の馬は衝撃に耐えきれず、体勢を崩す。脚を折りながら転倒した。ミラは、その直前に跳躍し、地面に降りたつ。

　レスターを見上げる戦姫の青い瞳には戦慄と疑問が揺れ、その表情に余裕はまるでない。

「……よくわかった」

　レスターは、いまの一合だけで満足したとでもいうように、馬首を巡らせて背を向ける。配下の兵が、まだバーハム兵と戦っているにもかかわらず、何の指示も出さずに馬を走らせた。来た道を戻るように、南へ。ミラは呆然としてレスターの後ろ姿を見送る。

　ティグルもまた、言いようのない不安に彩られた顔でレスターを見つめていた。ミラとレスターの激突の瞬間、ティグルの放った矢は、彼の頭部を狙っていた。

　しかし、必殺の矢はレスターが無造作に振りあげた左手に叩き落とされたのだった。

　この段階で、ようやくデュリス兵たちは、指揮官がいなくなっていることに気づいた。優勢だったというのに、見つかってしまった盗人のように、彼らは慌てて逃げていく。ジスタート兵が追撃を仕掛けた。指揮はガルイーニンがとっているようだ。

　ミラは、まだその場に呆然と立ちつくしていた。

「ミラ！」と、叫んだときには、ティグルは城壁上を駆けだしている。城砦内を走り、急いで城門を出る。汗まみれで息を弾ませる想い人を見て、ミラはようやく気を取り直したらしい。

「無事みたいね。それに、バーハムというのはこの城砦でしょう。やったじゃない」

　彼女は想い人の武勲を素直に賞賛する。ティグルは真剣な表情で彼女を見つめた。

「それよりも、いったい何があった？」

　彼女の表情の変化を見逃すティグルではない。ミラは一瞬、言葉に詰まったあと、ティグル以外の誰にも聞こえないほどの小声で、ぽつりと言った。

「あの男の前に立った途端、ラヴィアスがおかしくなったの……」

　声が震えている。それは彼女にとってはじめての体験で、恐怖に直結する出来事だった。

「急に、ただの槍になってしまったみたいで……。あの男が去っていったら元に戻って、ラヴィアスもよくわかってなくて……」

　勇気づけるように、ティグルはミラの肩をそっと抱く。いまの説明だけでは、ティグルにもよくわからない。ならば、できることはこれぐらいだった。戦いは、もう終わりつつある。デュリス軍の一方的な逃走によって。

――何だったんだ、あいつは。何が目的で……。

　突然現れたかと思えば、暴れるだけ暴れて去った。意図がわからない。味方になったと聞いた城砦が、敵の手にわたっていたから諦めて引き返したというふうでは絶対になかった。

　やがて、ラフィナックとハミッシュがやってきて、四人は状況を確認する。バーハム兵の死者は五十人を超えていたが、それ以外にも深刻な問題が起きていた。他の兵たちがレスターにおびえきってしまい、戦いたくないと訴えたのである。許可するしかないだろうと、ティグルとハミッシュはうなずきあった。

　四半刻ほどが過ぎて、ようやく落ち着きを取り戻したミラに、ティグルは聞いた。

「それにしても、どうして来てくれたんだ？」

「エリオットを説得したのよ」

　ハミッシュに聞こえないほど小さな声で、ミラはこともなげに言った。

「バーハム城砦で戦いがあれば、様子を見ておいしいところだけを奪っていく者が現れるかもしれないからと。ただ、私が動く代わりにソフィーにお留守番を頼むことになったけれど」

　ソフィーはオヴィスガートでやることがあるらしく、喜んで留守番を引き受けてくれたということだが、やはりこれは借りであり、いずれ埋めあわせをしなければならないだろう。

「おかげで助かったよ」

　君が来てくれなかったら、死んでいたかもしれない。その言葉はどうにか呑みこんで、ティグルはミラに笑いかけた。





　　　　　　　†






　ティグルたちがバーハム城砦を敵の手から守りきったころ。

　ラエッドの港町で、ブリューヌ軍の総指揮官を務めるロランは、港に立っていた。昼過ぎの陽光を浴びて輝く海を、黙って見つめている。黒衣と黒い甲冑をまとい、宝剣デュランダルを背負っていた。そのような格好のため、かなり暑いはずなのだが、彼は涼しげな表情で考えごとにふけっている。

　彼が王都ニースに呼びだされ、ファーロン王から驚くべきことを告げられたのは、約一ヵ月前のことだ。ギネヴィア王女がアスヴァールの王位に就けるよう協力せよと。

　アスヴァールはブリューヌと違い、女王を認めている。そして、ギネヴィアがザカリアス王の娘であり、第一王女であるのはたしかだ。

「陛下の仰せのままに」

　内心の不満をおさえこんで、ロランはそのように言葉を紡いだ。

――ムオジネル攻めの失敗がこたえているのだろうか。

　二万を超える兵をそろえ、ジスタートと同盟を組んで一万の兵を出させ、さらに切り札として竜を用意した壮大な侵攻作戦は、いくつかの要因によって崩れ去った。ブリューヌ軍はジスタート軍との合流もかなわず、撤退するしかなかったのである。

　総指揮官であるテナルディエ公爵の名誉はもちろん、この遠征を許可したファーロン王の威厳にも大きな傷がついた。新たな成功によってその傷を消し去らんと考えて、国王はギネヴィアの願いを聞き届けてしまったのではないか。

　ロランはそう思ったが、そのあとで再び国王に呼びだされ、事情を聞かされた。

　この遠征の表向きの目的は、ギネヴィアに力を貸すことで、アスヴァール国内におけるブリューヌの立場を強化するというものだ。その点では、エリオットに協力したジスタートと何ら変わらない。だが、ファーロンはひとつの情報をつかんでいた。

「ガヌロン公爵のもとに、アスヴァールの商人が足繁く通っていたらしい」

「公爵が、アスヴァールに通じているというのですか」

「いいや」と、ファーロン王は首を横に振った。

「ガヌロン公は計算高い男だ。そのような真似は、他人にさせても自らはしない。せいぜい、アスヴァールの誰かを利用したというところだろう。そこで、そなたに頼みたい」

「内乱に介入せよと」

　短く問いかけると、ファーロンはうなずいた。

「本来、ブリューヌ北部よりさらに北の出来事なのだから、ガヌロン公を中心に据えてものごとを考えた方がいいだろう。だが、ここはあえて、そなたを遠征軍の総指揮官に任じる。そうして、ガヌロン公の様子をさぐる」

「私がガヌロン公のことを？」

「いや、それについてはテナルディエ公に任せる。張り切ってやってくれるそうだ」

　なるほどとロランは納得した。テナルディエ公とガヌロン公は険悪な間柄で知られている。国王が黙認するとなれば、力を尽くすだろう。

　ロランとしても、消極的ではあるが賛成だった。ガヌロンが、テナルディエと同様に国王を軽んじていることを、ロランは知っている。その二人が嚙み合ってくれるのは、願ってもないことだった。それによってブリューヌが一時的に弱体化するとしても、自分が頑張ればいい。

「それに……」

　ファーロン王は笑って言った。まだ理由があるらしい。ロランは真剣な顔で拝聴する。

「そなたは、まだ海を見たことがないだろう」

「……はい」

　ロランの返事は、わずかに遅れた。

「海を見てくるといい、ロラン。きっとそなたのためになる」

　それから一ヵ月の間に、ファーロン王とガヌロン公は船団を編制した。ブリューヌ軍は約四千。その中でナヴァール騎士団はわずか五百だが、戦意、実力ともに抜きんでた一団だった。

――もっとも、この状況で実力を発揮できるかは難しいところだが。

　ひとつには、馬がない。予備を含めて、五十頭しか馬を乗せることができなかったのだ。騎士が、徒歩で移動し、戦わなくてはならないのである。

　もうひとつは、数日間の船旅でわかったことだが、船は思ったよりも揺れるということだ。

　馬に慣れている騎士たちは、揺れには強い。だが、それは酔わないという意味であって、甲板の上で剣を振るって戦えるかというと、難しいという結論が出た。

　聞けば、アスヴァール軍は、船上では弩や長弓を使うという。たしかに、その方がいいだろう。最終的に船同士を接近させ、剣での戦いに移るとしても、それまでが長いのだから。

――海を戦場にしないという手はどうか。

　揺れることのない地上でなら、ブリューヌ騎士は普段通りの力を発揮する。

　ザカリアス王がいる王都コルチェスターも、ジャーメインがいる大陸の領土も、海の上に浮かんでいるわけではない。海はあくまで移動する場だと考えればいい。

――だが、俺が何を考えようと、決めるのはギネヴィア王女だが。

　そのことを思うと、頭が痛い。むなしさも覚える。

　このラエッドという港町を拠点としてから、ギネヴィアには動く気配がない。親友にして副団長のオリビエによると、「近隣の貴族諸侯に自分へ寝返るよう手紙をしたためたり、各地の情報を集めたり、いろいろやってはいるらしい」とのことだった。

――レスターの残虐さについて、何も思っていないというふうではなさそうだが。

　なるべく考えないようにしているが、歯がゆい。レスターのような男は、ロランがもっとも嫌う人間だった。その人間が船で一日の距離にいて、多くの人々を苦しめているというのに、自分はこの町から動けない。首を振って、考えを意識の片隅に押しこめる。

　敵はレスターやジャーメインだけではない。ジスタート軍とエリオットもいる。足場を固めるのは大事だ。だが、そのために自分たちがこのような場所で何日も待機を命じられているのは、さすがに疲れてくる。

　多くの騎士や兵たちは海で泳いだり、酒場などへ行ったりして適度に息抜きをしているが、ロランはそういったことが得意ではなかった。こうして海に立っているのも、総指揮官としての責任感からであり、考えごとをするのに都合がいいからであり、もうひとつは、ファーロン王にさえあかしていない、ある秘密からだった。

――日が暮れるころ、ギネヴィア王女のもとに伺うか。

　そんなことを考えたときだった。沖合いに、船影の群れが現れたのをロランは見た。

　目を凝こらせば、船の一隻から煙があがっている。ちらつく炎も見えた。

　海賊が現れたのだ。







　ロランの行動はすばやかった。彼が港にいたことが幸いしたといっていいだろう。

　港にいたわずかな手勢だけを従えて、ロランは一隻の船に自分たちを乗せるよう命じた。そうして、海賊船に向かわせたのだ。漕ぎ手たちはもちろん難色を示したが、ロランが無造作に放った数枚の金貨を見て、覚悟を決めた。

　船はまっすぐ海賊船に向かっていく。海賊船の数は二隻だった。交易船を左右から挟んで動きを封じ、両側から次々に乗り移っているのだ。

――港には二十隻近いブリューヌの軍船がいる。いまは昼間。なぜ、たった二隻で現れた。

　戦士としての理性が考えを巡らせ、挑発と小手調べという結論を導きだす。こちらがどれだけ速く動いて、どのような対応をしてくるのか、さぐるつもりなのだろう。

――逃げ足には自信があるのだろうな。だが、逃がさぬ。

　徹底的に叩き潰して、思い知らせなければならない。

　海賊たちは、当然ながらロランたちに気づいた。だが、ロランたちが十人にも満たない数であることを知ると、嘲笑とともに迎え撃った。

「さて、どうしたものかな」

　ロランはどうやって敵船に乗り移るかを考えていたが、交易船がもはや逃げる気力を失ったと判断したらしく、二隻の海賊船はこちらに狙いを変える。同じように左右から挟みこむと、何本もの梯子を伸ばし、あるいは鉤爪のついた縄を投げた。

「ありがたい。手間がかからずにすむ」

　体内の血が沸きたつのを、ロランは感じた。好戦的と思われても仕方ないが、今日まで自分は退屈を持て余していたのだ。不敗の剣デユランダルを握る手に力がこもった。

「おまえたちは左側の船の相手をしろ。右側は俺だけでいい」

　ロランの言葉に、騎士たちは苦笑を浮かべる。たったひとりで何十人もの海賊たちと戦おうというのに、無謀な考えだと諫める者はひとりとしていなかった。

　ロランは右舷に向かうと、大剣を振るって縄を次々に切断する。いままさに縄をつたってこちらへ乗り移ろうとしていた海賊たちは、怒りの声をあげた。

　海賊のひとりが、手斧を投げ放つ。身体を前へ傾けるだけでそれをかわすと、ロランは梯子のひとつに飛び移って、一気に駆けた。梯子の上にいた海賊を斬り伏せる。その海賊が鮮血をまき散らしながら海面に叩きつけられたときには、ロランは海賊船に降りたっていた。

「へえ。少しはやるようじゃねえか」

　海賊たちは凶悪な笑みを浮かべて、半円状にロランを取り囲む。武器は大鉈や手斧、棍棒といったところだ。ロランの圧倒的な剣技を目にしても、まだ彼らは数の優位を確信していた。

　ロランは無言で左右に視線を巡らせる。

――三十人余。この連中の隊長にあたる者は……。

　彼らの表情や体格を観察し、目星をつける。甲板を蹴った。長大な刀身が潮風を裂き、首のひとつが血の尾を引いて宙を舞う。反撃どころか、反応する暇さえ相手に与えなかった。

　鈍い音をたてて、首が甲板に転がる。海賊たちは驚き、口々にわめいて、ロランに襲いかかった。黒騎士はすでに体勢を立て直している。左から右へ、横薙ぎに大剣を振り抜くと、血飛沫が空中に弾ける。三人の海賊が顔や手の一部を失って、派手に横転した。他の者たちは息を呑んでおもわず足を止める。目に見えてひるんだ。

　その隙を見逃すロランではない。前進し、右に左に宝剣を振るう。流血が甲板を染め、帆柱に赤い模様を吹きつけた。

「このぐらいの揺れならば、支障はないな」

　十を数える間もなく、十人の海賊たちが血まみれの肉塊と化す。残った海賊たちの半数は震えあがったが、もう半数は自棄になったかのようにロランへ挑みかかった。

　ロランは身をそらして棍棒の一撃を避け、海賊に肉迫する。顔面に鉄拳を叩きこみ、よろめく海賊の首をつかんで、他の海賊へ投げつけた。横合いから迫る大鉈を大剣で弾き返し、間髪を容いれず、第二撃で斬り伏せる。そこへ、ひとりの海賊が漁網を投じた。避ける間もなく、ロランは頭から網をかぶる。黒騎士は動きを封じられたかに見えた。

　海賊たちが快哉を叫ぶ。漁網の中で、ロランは身体を揺らしてもがいた。だが、そのていどのことで網から脱することができるはずもなく、海賊たちは再びロランを取り囲む。

　刹那、気合いの叫びと、力強く甲板を踏む音が彼らの耳に響きわたった。

　網に絡まったまま、ロランは大剣を腰だめにかまえ、真正面にいる海賊めがけて突進したのだ。もがいたように見えたのは、その姿勢をつくるためだった。デュランダルの切っ先はたやすく網を突き破り、海賊の腹部を貫いて、背中へと抜ける。

　ロランは身体を大きくひねりながら、大剣を斜めに振り抜いた。刀身から海賊の死体が抜けて、ごろりと転がる。海賊たちは声も出せず、顔を真っ青にして黒騎士を見つめた。彼らにとって、いまやロランは人間の形をした悪夢としか言いようがなかった。

　網の破れ目に手をかけ、ロランはデュランダルで網を斬り破る。自由を取り戻すと、海賊たちを見据えた。短く命じる。

「飛び降りろ」

　慈悲からではない。海賊船はもう一隻あるのだ。こちらにばかり時間を割いていられなかった。海賊たちは迷って顔を見合わせたが、ひとりか二人が船縁を越えて海に飛びこむと、他の者たちも我先にと続いた。

　ほどなく、甲板上には誰もいなくなる。それを確認すると、ロランはもう一隻の海賊船を振り返る。目が合った海賊たちは、震えあがった。

　ロランは梯子の上を駆けて、己の船に駆け戻る。速度を落とすことなく、海賊船へと向かった。海賊たちが乗り移ってくるのを阻んでいた騎士たちは歓声を、海賊たちは怒声をあげる。

――こちらも人数はだいたい同じか。いま見えている連中ですべてだろう。

　奪うために襲ってきたのだ。総がかりに違いない。

　そのとき、海賊船から何本もの矢や太矢が飛んできた。騎士たちは盾をかざし、ロランはデュランダルを盾代わりにして受けとめる。

「引きあげろ！　梯子を外せ！」

　海賊のひとりが叫んだ。ようやく撤退するしかないと判断したらしい。しかし、遅かった。ロランは手近な梯子に飛び移り、海賊船へと走る。ひときわ大柄な海賊が、両刃の斧を振りあげて梯子に叩きつけた。破砕音とともに、梯子の一端が粉々に吹き飛ぶ。だが、一瞬早く、ロランは梯子を蹴って跳躍していた。大剣を肩に担いで。

　勢いを乗せた一撃は、斧を持った海賊の頭部から腹部までを両断する。血が噴水のようにまき散らされて、ロランの顔と甲冑にもかかった。海賊の骸は後ろに傾いて、どうと倒れる。

　死体から大剣を引き抜いて、ロランは海賊たちに視線を向けた。先頭にいた三人が、武器を甲板に捨てて膝をつく。頭を下げて、命乞いをした。

　ロランの返答は冷淡だった。

「おまえたちはラエッドに引き渡す。命乞いをするべき相手は、あの町の民だ」

「ま、待ってくれ……！　あの町の連中が、俺たちを許すはずがねえ。殺されちまう！」

「やってきたことの報いを受けるということだろう」

　そこまで言ったとき、ロランは視線を感じた。配下の騎士たちではない。海の方からだ。

　そちらを見ると、ギネヴィアの姿があった。小舟に乗ってこちらを見上げている。彼女の顔に恐怖や嫌悪はなく、騎士の活躍に心をときめかせる子供のような明るい輝きがあった。

「血の気の多い姫君だ」

　ロランは顔をしかめる。いまの海には十数人もの海賊が浮いているのだ。むろん、ギネヴィアはひとりではなく、他に二人の男が乗っている。『紅い霧』の異名を持つウィルと、漕ぎ手の男だ。それにしても不用心に過ぎると、ロランは思った。騎士たちを振り返り、ギネヴィアを保護するように視線と手振りで指示を出す。

　海賊たちが蛮声をあげ、いっせいに襲いかかってきたのはそのときだった。ラエッドの民に引き渡されれば、処刑されるのは確実だ。それならと、いちかばちかの賭けに出たのだ。

　血まみれのデュランダルを肩に担いで、ロランは海賊たちに向き直る。大剣が豪速の唸うねりをあげると、三人の海賊がたちまちのうちに血溜まりの中に沈んだ。さらにロランが五人の海賊を葬り去ると、残った者たちの戦意は底を突いた。武器を放り捨てて背中を向け、次々に海へと飛びこんでいく。ロランの顔に緊張が走った。

　甲板を走って、船縁から海を覗きこむ。案の定というべきか、ギネヴィアの存在に気づいた海賊たちが、彼女のいる舟に向かって泳いでいた。人質にとるつもりだろう。

「まったく世話の焼ける……」

　ぼやいたあと、ロランは騎士たちに向かって大声で叫んだ。

「小舟を降ろせ！　すぐにだ！」

　ロランの気性からいって、放っておくことはできなかった。ブリューヌの戦略上、彼女には無事でいてもらわないと困るという事情もある。

　騎士たちは、急いで自分の船と海賊船の間に小舟を降ろした。ロランは船縁に足をかけて跳躍する。小舟の上に降りたった。盛大に水柱が噴きあがる。想像以上の大きな揺れに、ロランはおもわず腰を低くした。

――この揺れ、川や湖の比ではないな。

　顔にかすかな緊張がにじむ。当然ながら、海で小舟を漕いだことなどない。しかし、ここで尻込みしている余裕はなかった。己の船を見上げて、櫂かいを用意するようロランは騎士たちに命じる。落ちてきた櫂をつかんで、漕ぎはじめた。

　ロランの姿を見て、海面に浮いていた海賊たちは慌てて離れていく。ロランは彼らに見向きもせず、まっすぐギネヴィアのもとへ進んでいった。

　ギネヴィアの乗っている小舟には、海賊たちが四方から群がっている。ウィルが懸命に剣を振るって、海賊たちを退けていた。

　ウィルの技量は見事なもので、小舟の底に膝をついた不安定な姿勢にもかかわらず、一撃で確実に海賊を仕留めている。小舟の周囲は海賊たちの血で赤く染まっていた。だが、早くも肩で息をしはじめていた。

　彼らのいる小舟まで、あと三十アルシン（約三十メートル）というところまで来たときだった。違和感を覚えて、ロランは足下を見る。目を瞠みはった。

　小舟の底から、海水が浸入している。自分が降りたったときの衝撃で傷ついたのか、それとも、その前からか。これにはロランもさすがに焦った。奥歯を嚙みしめて櫂を動かすものの、海水が流れこんでくるほどに小舟の進みは遅くなる。

　ギネヴィアたちとの距離をおよそ十アルシンまで縮めたところで、ついに小舟の半ばが海に沈んだ。ロランは大きく息を吐くと、櫂を放り捨てる。

　甲冑をまとい、大剣を肩に担いだ身では、跳躍したところでギネヴィアたちの小舟には届かないだろう。向こうも海賊の対処に手一杯で、こちらへ小舟を進める余裕はなさそうだ。

　ロランの判断は明快だった。彼は二、三歩後ろへ下がると、その分だけ助走をつけ、舳へ先さきを踏み台にして跳んだ。大剣を振りかぶり、いままさにギネヴィアたちの小舟に取りつこうとしていた海賊に斬りつける。その海賊は避ける暇もなく、後頭部から尻まで斬りさげられた。短い悲鳴を残して、海中に沈んでいく。

　そして、ロランもまた水飛沫をはねあげながら海中に沈んだ。







　暗く冷たい水の中で、ロランはいつになく顔を歪めた。

――まずいな。沈むぞ……。

　小さいころから、ロランは水泳が苦手だった。どういうわけか浮くことができないのだ。懸命に水を搔かいても前に進めない。このことを知っているのはオリビエだけで、ファーロン王にすら明かしたことはなかった。毎日のように海を見つめていたのも、恐れを克服するためだ。

　息継ぎはできるので、立てるていどの浅い川なら問題はない。そして、ブリューヌの大地は平坦な草原が多く、川を渡るときは馬にまたがるか、あるいは馬につかまって進むので、このことが露見する恐れもなかった。沼や湖の上で戦うことなど、なかったからだ。

　ロラン自身、これまでに何度か、泳げるようになろうと試みたことはある。だが、上手くいかなかった。手伝ってくれたオリビエも、どうすればいいのかわからないようだった。

――船の上から動かなければだいじょうぶかと思ったが、上手くはいかないものだ。

　鍛え抜かれた肉体のおかげで、まだ呼吸には余裕がある。何より、冷静さを失ってはいなかった。デュランダルを左腕で抱えると、ロランは慎重に手探りで鎧の留め金を外していく。

――俺が海の藻も屑くずになったとしても、陛下からお借りしたこの宝剣までつきあわせるわけにはいかぬ。だが、どうしたものか。

　留め金をすべて外した鎧が、音もなく沈んでいく。籠手も。

　しかし、ロランの身体は少しも浮きあがらない。むしろ少しずつ沈んでいる気さえした。加えて、さすがに呼吸が苦しくなってくる。

――持ちこたえろ。俺が海面に顔を出さなければ、騎士の誰かが手を打ってくれるはずだ。

　取り乱すなと、自分に言い聞かせる。目を閉じて、静かに助けを待った。

　いくばくかの時間が経過する。もう二十を数えるほども過ぎた気がするし、まだ十五にすら達していない気もする。地上にいるときと違って、感覚がつかめなかった。それとも、やはり自分は不安に包まれ、恐怖に駆られているのだろうか。

　意識が重くなってきた。これは間に合わないかもしれない。

――頼む、オリビエ。

　心の中で、親友に懇願する。

――このデュランダルだけは引きあげてくれ。宝剣だけは守ったと……。

　そのとき、水が揺れ動くのをロランの肌は感じとった。助けがきたのだろうか。

　閉じた目の隙間から金色の光が射しこむ。同時に、背中に何かが押し当てられた。誰かが自分を後ろから抱きすくめているようだ。

　何が光っているのだろうと不思議になって、わずかに目を開ける。すると、目の前を金色の光を帯びた鎖が通り過ぎた。自分は幻覚でも見ているのか。そんなことを考えていると、身体から鎖が巻きつくのにも似た感触が伝わってくる。

　上へと引っ張りあげられる。その感覚に包まれながら、ロランの意識は遠ざかっていった。





　　　　　　　†






　目を覚ましたとき、ロランはベッドに横になっていた。視界に映ったのは見覚えのある薄暗い天井で、吊りさげられているランプの黄色い光が揺れている。

　額に熱を感じ、身体がだるい。また、右半身に奇妙な重みを感じる。やわらかく、そしてあたたかい感触が。

　首を動かしてそちらを見ると、長い黒髪の女性が自分に寄り添うようにしがみついていた。おもわぬ事態にロランは驚き、身をよじる。その動きで、女性は目を覚ました。小さな吐息とともに、うっすらと目を開ける。顔をあげた彼女と目が合った。

「お目覚めになりましたか、ロラン卿」

　ようやく、ロランはこの女性がギネヴィアであることに気づいた。

「な、何をなさっておられるのですか、ギネヴィア殿下」

　ロランの声が震える。忠勇無双を謳うたわれた騎士が、少年のようにうろたえた。身体も、頭の中も熱い。いったい何が起こったのか、黒騎士にはまるでわからなかった。

「何を？」と、ギネヴィアは身体を起こした。長い黒髪が、白い肌にかかる。彼女は薄い生地の肌着しか身につけていなかった。裸ではないが、ほとんど変わらない。

「冷えきったあなたを、私の身体であたためていたのです。アスヴァール島の漁師が海に落ちて凍えたときに助けるための、手段のひとつですよ」

「海に……」

　その言葉で、ロランは気を失う前のことを思いだした。

「私を引きあげてくださったのは、まさかギネヴィア殿下か」

「ええ。あなたはあの剣を放さないので、苦労しましたわ」

　ギネヴィアの視線が壁の方へと動く。彼女の視線を追ったロランは、そこにデュランダルが立てかけられているのを見ると、感動と安堵の息を吐きだした。

　落ち着きを取り戻して、ロランは自分の身体を見下ろす。ズボンを穿いているだけの姿だった。足下にある毛布をつかんで、ロランは目をそらしながらギネヴィアに押しつける。

「命を助けていただいたことは感謝いたします。ですが、なぜ、海に飛びこむなどという無茶な真似をなさったのです。加えて、こ、このような……」

　言葉が途切れたのは、この状況を言葉で上手く説明することができなかったからだ。もともとロランは饒舌でもなければ、語彙が豊富というわけでもない。

「あなたにとっても、このようなことは、その、よくないはずだ……」

　ところが、羞恥に頰を染めながらのこの言葉は、ギネヴィアの自尊心を刺激した。

「――ロラン卿」

　冷ややかな声に、ロランはおもわず彼女を見る。毛布で身体を隠したギネヴィアが、怒りも露あらわにこちらを睨にらみつけていた。

「ロラン卿は、私の置かれた状況をわかってくださっていると思っていました。ですが、それはどうやら私の思い違いだったようですね」

「……どういうことでしょうか」

　ロランは顔をしかめる。ギネヴィアがなぜ怒っているのか、まったくわからなかった。ギネヴィアの双眸には、雷光を思わせる煌めきがある。

「一兵も持たない私がこの戦いを勝ち抜くには、ブリューヌを頼るしかありません。この軍の総指揮官であるあなたが命を落とせば、ブリューヌ軍は引き返すか、動きを止めるでしょう。あるいは組む相手を変えて、私を政治の材料にするかもしれない。とても私の声に耳を傾けるとは思えません。あなたがいなくなれば、私は死んだも同然となるのです。命や尊厳を賭けることの、何がおかしいというのですか！」

　一喝されて、ロランははっとした顔でギネヴィアを見つめる。政治に疎い黒騎士も、さすがに彼女の言いたいことは理解した。その胸中で燃えあがっている熱い想いも。

　むろん、この言葉が彼女の本心のすべてとはかぎらない。だが、一端であるには違いない。ロランは身体を起こして居住まいを正すと、深く頭を下げた。嫌いな相手ならば、大貴族だろうと頭を下げることなどしないが、むろん道理がわからないわけではなかった。

　そのとき、扉が外から叩かれる。反射的に身構えたギネヴィアを手で制止すると、ロランは立ちあがった。扉をわずかに開ける。そこに立っていたのは親友のオリビエだった。

「死に損なったか」

　ロランの顔を見て、オリビエは安心したように表情を緩ゆるめた。ロランは笑って言葉を返す。

「死ぬには眺めが悪すぎたからな」

　それから、自分がいったいどれぐらい気を失っていたのか、海賊たちはどうなったのかを、ロランは尋ねる。

「おまえが眠っていたのは一晩だな。外は、もう朝だ。海賊たちは十二、三人ほどつかまえたが、それ以外には逃げられた。そして――やつらはレスターの手下だと言った」

　ロランの表情に緊張が広がっていく。小手調べというのは間違っていなかった。ただし、それはレスターがブリューヌ軍の強さを調べるためのものだったようだ。

「ところで、ギネヴィア王女は？」

　不意に、オリビエは声を潜めた。一瞬、言葉をさがし、ロランは答える。

「起きておいでだ。いま、叱られたところでな」

「それはそれは、見かけに似合わぬ豪胆な方だ」

　わざとらしく目を見開いて、オリビエは笑った。

「もう聞いているかもしれないが、溺れたおまえを引きあげてくださったのはギネヴィア殿下だ。ご自分で海の中に飛びこまれてな。しかも、おまえの身体をあたためるとまで」

　ロランはうなずいた。オリビエの声が皮肉っぽい響きを帯びる。

「手強いぞ、あれは」

　どういう意味だと問いかけようとしたが、それより先にオリビエは続けた。

「ところで、何か必要なものはあるか？　殿下にも聞いてくれ」

　仕方なくロランはギネヴィアを振り返り、オリビエの言葉をそのまま繰り返す。

「では着替えと紅茶チヤイを。ロラン卿は、アスヴァールの紅茶をお飲みになったことは？」

「香りも作法もわからぬ身ゆえ」

　ロランは拒絶したが、ギネヴィアは嬉しそうに手を打った。

「私が淹れてさしあげますわ。あの黒騎士にはじめて紅茶を淹れるのが私なんて」

「光栄に存じます……」

　努力して、ロランは頭を下げる。それからオリビエに要望を伝えた。親友が歩き去ると、扉を閉めてギネヴィアに向き直る。

「いまさらですが、殿下の御身には傷などございませんでしたか」

「ロラン卿の活躍のおかげで、私は怪我ひとつしませんでした。ウィルと、漕ぎ手も」

「それはよかった」

　ロランが言うと、ギネヴィアは目を細めてくすりと笑った。

「そういえば、無敵と思われた黒騎士殿にも意外な弱点があったのですね。泳げないなんて」

「……気づかれてしまいましたか」

　恩人にからかわれては、ロランも苦笑するしかない。

「昔から、泳ぐのは得意ではないのです。小さな川ぐらいなら問題ないのですが」

「アスヴァールにいる間、私が教えてさしあげましょうか」

「それはあまりに恐れ多いので。お心遣いだけいただきます」

　丁重に断ってから、ロランは真剣な表情でギネヴィアを見つめる。

「殿下。私を助けてくださったことは感謝いたします。また、殿下のお考えもさきほど聞かせていただきました。その上で申しあげますが、あのような真似は二度となさいませぬよう。私はブリューヌの騎士。殿下のご恩に報いようにも、限度というものがあります」

　ギネヴィアは不満を隠さずに何かを言おうとしたが、そのとき、オリビエが戻ってきた。部屋の中に入ってきた彼は、王女の表情を見て、とにかく取りなす必要を感じたらしい。

「殿下、我々はそろって無学にて、諸侯の方々にくらべて言葉選びが得意ではありませぬ。また、ロランは目覚めたばかりで、体調も思わしくない様子。ご不興を被る発言をしたとしても殿下の御身を案じてのこと。どうかご寛恕いただけませぬか」

　ギネヴィアは口をとがらせて不審の目を向ける。

「無学の割に、ずいぶんよくまわる口を持っているのね。でも、いいでしょう。あなたに免じて、今度だけは許してあげます。ロラン卿には、私がアスヴァールの玉座を得るために力を尽くしていただかなければなりませんから。少し外を歩いてきます」

　そう言うと、ギネヴィアは着替えをすませ、外套の裾をひるがえして部屋を出ていった。扉が閉まると、オリビエはロランに向かって肩をすくめてみせる。ロランは親友に頭を下げた。

「すまない。また怒らせてしまった」

　数日でブリューヌに帰れる距離とはいえ、ここは間違いなく異国なのだ。自分の言動ひとつで騎士たちの命が左右されると思えば、もっと慎重に発言するべきであった。

「いや、おまえは正しい」

　オリビエは笑って首を横に振る。

「団長は、常に正しいことを言ってくれなければな。そうでないと騎士たちが不安になる。詳しい話は他の連中から聞いたが、小舟一艘に護衛ひとりで戦場に飛びこんでくるなど、正気の沙汰じゃないのはあのお姫さまの方だ。おまえの小言が薬になるならいいが……」

「状況次第ではブリューヌに引き返すか？」

　オリビエが考えていることを読みとって、確認するようにロランは訊いた。金髪の副団長は目に鋭い光を走らせる。

「あるいは王女殿下をてきとうな部屋に押しこめて……そうだな、デュリスあたりを攻め落とすまで出さないか」

　ロランは渋面をつくった。それもひとつの手なのだろう。ギネヴィアのためというのは大義名分であって、ブリューヌはブリューヌの利益を追求するべきなのだ。だが、ロランはそこまでする気にはなれない。ファーロン王の意に沿う行為だとは思えない。

　自分のためにロランを助けたと彼女は言ったが、それが事実だとしても、戦場で海の中に飛びこみ、自分のような大男を引きあげようとする、その勇敢さは認めるべきではないか。

「そろそろ、今後の行動を決めていただきたいものだな……」

　水を入れた陶杯をロランに渡しながら、オリビエは言葉を続ける。

「おまえが眠っている間に、ジスタートから使者が来た。協力してデュリスを攻め落とし、ジャーメインを討つまで共同で利用しないか、とな」

「彼らはいま、どこにいる？」

「オヴィスガートとやらいう町だそうだ。ここから北へ一日ほど行ったところにあるらしい。拠点を手に入れはしたが、デュリス攻めは難しいと踏んだのだろう。むろん、俺たちを利用する算段もあるだろうが」

「断れば、デュリスのレスターとジスタート軍を同時に相手どることになるか」

　ロランは考えに沈んだ。軍の中でソフィーを知る者から話を聞いたが、彼女は民に非道を働くような人物ではないという。ロランも彼女と話して、そう感じた。

　そして、ブリューヌ軍が放った偵察兵の報告によれば、デュリスを占領したレスターは野盗のごとき振る舞いをしている。血の流れぬ日はデュリスにないと。

　残虐か、そうでないかを横に置くとしても、レスターは主を裏切っている。どちらが信用できるかは明白だった。

「オリビエ、もし誰かと組まねばならぬなら、俺はジスタート軍にしたい」

「そうだな。レスターでは人望がなさすぎて敵を増やすだけになる」

　オリビエはそう言ってロランの意見を認めた。
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　ジスタートの黒竜旗ジルニトラを掲げた船団がラエッドの沖合いに現れたのは、その日の昼過ぎのことだった。報告を受けたブリューヌ軍は、すぐに港に集まった。

　ロランは甲冑をまとい、宝剣を背負っている。騎士たちも革鎧を身につけ、右手には手斧か小剣を、左手には円形の盾を持っていた。現在の状況では、こちらを油断させて奇襲をかけてくる恐れもある。油断はできなかった。

　ほとんどの船は沖合いから動かず、一隻だけが港に向かってくる。まだロランは警戒を解かなかったが、船首に立っている二つの人影を見て、眉をひそめた。ひとりは以前にも会ったソフィーヤ＝オベルタスだが、もうひとりはティグルヴルムド＝ヴォルンだったのだ。

　ロランはオリビエを呼ぶと、警戒態勢を解くように言った。

「あの赤い髪の若者は、ムオジネルとの戦いで俺を助けてくれた弓の使い手だ。なぜ、ジスタート軍にいるのかはわからぬが、戦うつもりはないという意思表示だろう」

　やがて船は港に入る。船縁から船着き場に階段がかけられ、ティグルがソフィーの手を引きながら降りてくる。二人は騎士たちに黒弓と錫杖を預けて、ロランの前に立った。

「おひさしぶりです、ロラン卿」

　にこりと会え釈しやくするティグルに、ロランも表情を緩めた。

「貴殿とは、よくよく異国の地で巡りあうものだな。春にはムオジネル、今度はアスヴァールか。そういえば、あのときも貴殿はジスタートの戦姫と行動をともにしていたな」

「私も驚きました。またいつか会うことができたらとは思っていましたが。願わくば、あのときのように、共通の敵に立ち向かいたいものです」

　その返答に、黒騎士は若者の顔を見つめる。一見して、春に会ったときと変わらないように思えるが、ロランには、ティグルが一回り成長したように感じられた。彼の瞳に敵意はなく、その態度からは真しん摯しさが伝わってくる。

「ここで立ち話というわけにもいくまい。案内しよう。葡萄酒ヴイノーぐらいはお出しする」

「ブリューヌ産の葡萄酒でしたら、ありがたくいただきます」

　そう答えたのはソフィーだ。ティグルは苦笑を浮かべる。

「たしかにアスヴァールの葡萄酒は辛いからな。麦酒ビエレか蜂蜜酒メドウーハならいいんだが」

「蒸留酒も悪くはないと思う。話がよい方へまとまったなら、紹介しよう」

　ロランが口を挟むと、ティグルとソフィーは感謝の言葉を述べた。







　ロランとオリビエが二人を案内したのは、港に近い宿の一室だった。宿のまわりは騎士の一部隊が厳重に見張っている。ティグルたちを守るためであり、場合によっては逃がさないようにするためだった。

　大きな樫のテーブルを挟んで、ティグルとソフィーはロランたちと向かいあうように座る。オリビエが人数分の銀杯に葡萄酒ヴイノーを注いだ。

「あらためて、用件をうかがおう」と、ロラン。

「単刀直入に申しあげます」と、ソフィーはロランをまっすぐ見つめた。

「わたくしたちと力を合わせて、デュリスを陥としませんか？」

　ロランは顔をしかめた。提案自体は悪いものではない。ジスタート軍が力を尽くしてくれるならば、それだけブリューヌ軍の負担は軽くなる。

「エリオット王子からの提案か？　それとも戦姫殿の発案かな」

　オリビエが確認する。ソフィーは微笑を絶やさずに答えた。

「考えたのはわたくしですが、エリオット殿下の承諾はいただいております」

「具体的な話を聞こう」

「先日、わたくしたちのいるオヴィスガートが、四隻の海賊船に襲われました。海賊たちを捕らえると、レスターの配下だと名のったのです」
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　ロランとオリビエは小さくうなずきながらも、内心では驚きを隠せなかった。

「海賊たちは、仲間がラエッドを襲う予定だと言っていましたが……」

「たしかに襲われた。こちらは二隻だったが」

　さぐるような視線を投げかけてくるソフィーに、ロランは事実を伝える。

「なるほど。レスターは海賊たちを従え、こちらの様子を見ながら、急速にふくれあがっているということか」

「ええ。いまのうちに討たねば、手がつけられなくなる。それがわたくしたちの見解です」

　ソフィーは確信をこめてうなずいた。

「あなたの考えはわかった。だが、共闘を申し出る理由はこれだけなのか？　他には？」

　オリビエが尋ねる。それだけではないだろうと思っての質問だったが、これに答えたのはソフィーではなく、ティグルだった。若者の瞳にはおさえきれない怒りがにじんでいる。

「レスターの行動については、ご存じですか？　あの男はデュリスの民に非道を働き、周辺の町や村を襲い、海賊を従えてさらに多くのひとを苦しめようとしている」

「むろん知っている。だが……貴殿はレスターが悪人だから討つというのか？」

　オリビエに問われて、ティグルはわずかな沈黙を挟む。静かに答えた。

「詳しくお話しすることはできませんが、ジスタートにはジスタートの思惑があります。ギネヴィア王女にも、何かお考えがあるのでしょう。ただ、私は王女に聞きたいのです。あなたは何のために玉座を望むのですか。その思いさえかなうのなら、レスターのような男を放っておいてもかまわないとお考えですかと」

　ロランが小さくうなずく。その隣でオリビエは半ば呆れ、半ば感心していた。ティグルの表情と言葉に、彼は誠実さを感じとることができたのだ。この若者が無責任な立場にあるのならともかく、戦姫の客将であるという。あるていど評価すべき発言に思えた。

「悪を討ち、正義を執行することに玉座の意味があると？」

　楽しそうに、オリビエは尋ねる。ティグルは苦笑を浮かべた。

「偉そうに聞こえてしまったのなら、謝ります。きれいごとだけでは領地を治めることなどできないのは、父や、大切なひとたちを見てわかっているつもりです。ただ、ジスタートは、あの男を許したくないという私の思いをわかってくれました」

　オリビエは口の端に皮肉のかけらをにじませた。しかし、その目にはあたたかみがある。

「あなたの正義感を、ジスタートは体よく利用しているだけかもしれない」

「そうかもしれませんね」

　ティグルは小さくうなずいて、言うべきことは言ったというふうに口を閉ざす。

「なるほど、よくわかった。判断するのはギネヴィア殿下ゆえ、期待させるようなことは何も言えない。ただ、私は貴殿に会えたことを嬉しく思う」

　そう言いながら、オリビエは内心でギネヴィアを説得するための言葉を考えている。

　自身の力で勝利することで、次代の統治者たるにふさわしい力量を持っているとアスヴァールの諸侯に示す。そうギネヴィアは考えている。

　だが、統治者としての姿勢を示すのも、彼女には必要であるはずだ。

　ギネヴィアは、ブリューヌ軍の戦力をあてにするしかない。こちらが乗り気になっているのを理解すれば、いやだとは言わないだろう。

「ひとつ、いいだろうか」

　ロランが口を開いた。黒騎士の目はティグルに向けられている。

「ティグルヴルムド卿は、どうしてジスタート軍とともにいる」

　本筋とは関係のない話題ではあるが、それはオリビエにとっても気になることだった。ティグルは少し驚いたようだったが、落ち着きを失わずに堂々と答えた。

「ある事情によって、私は夏からジスタートのオルミュッツ公国に滞在しています。陛下の威を借るつもりはありませんが、陛下はこのことをご存じです」

　他ならぬファーロンに任命されたのだ。だが、そのことをティグルは言わなかった。ロランたちがどこまで知らされているか、わからなかったからだ。真相を知るときがくれば、自分を責めることはないだろうとの判断もあった。

「オルミュッツに滞在している間、私はライトメリッツ公国を攻めたアスヴァール軍と戦う機会がありました。そのことから、今度の遠征にも誘っていただいた次第です」

「ライトメリッツを攻めたエリオット殿下を捕らえたのは、ティグルヴルムド卿です」

　ソフィーが口を挟む。ロランは「ほう」と、短く声をあげた。

「ジスタートは、貴殿の武勲を正しく認めたわけか。よかったではないか」

「はからずも、前にロラン卿に言われたような形になりました」

　くすんだ赤い髪をかきまわして、ティグルは恐縮する。かつて、ティグルはロランに「他国へ移るつもりはないのか」と気遣われたことがあった。ティグルは故郷を愛していると答え、ブリューヌで武勲をたてたいと考えていると伝えた。

「なに、先のことはわからぬものだ。私とて、アスヴァールを訪れることになるとは思ってもみなかった。さきほどの言葉からして、貴殿はこの戦に加わることを自分で選んだのだろう。ならば、よいと思う」

「ありがとうございます」

　感激に頰を紅潮させて、ティグルは答えた。身を乗りだして、訴えかける。

「ロラン卿、ずうずうしいこととはわかっていますが、ともに戦っていただくことは――」

「オリビエも言ったが、判断するのはギネヴィア殿下だ。私ではない」

　そう言ったあと、ロランはいくらか申し訳なさそうな顔になって、言葉を続けた。

「貴殿に、こちらの軍に来ないかと誘うのは、迷惑なことだろうな」

　三つ数えるほどの沈黙を挟んで、ティグルは小さくうなずく。ロランは後悔した。ブリューヌ軍は、この若者の弓の技量を認めない。自分にも変えることはできない。それをわかっていながら余計なことを口にした。

「すまない。いまのは忘れてくれ」

「……誘っていただけたのは、嬉しく思います」

　首を横に振り、微笑を浮かべてティグルはそう答えた。





　　　　　　　†






　ジスタート軍との共闘を提案されて、ギネヴィアはあからさまに顔をしかめた。

「いやです」

　ロランとオリビエは無言で視線をかわしあう。ギネヴィアはさらに言い募つのった。

「私とブリューヌとでデュリスを攻略すれば、兄は居場所を失う。私に協力すると申し出る者も現れる。以前にそうお話ししたはずです。それをどうしていまさら……」

「簡潔に申しあげるなら、状況が大きく変わったためです」

　オリビエは落ち着いた口調で説明する。ジスタート軍がオヴィスガートという拠点を得たこと。バーハム城砦を裏切り者から奪還して存在感を示してみせたこと。レスターもまた、海賊を従えて勢力を広げていること。

　ギネヴィアもそのことを理解していないはずがない。自分で情報を集めているのだから。オリビエはそう考えている。少し時間を与えれば、彼女も考え直すだろう。

　そのとき、説明をオリビエに任せて黙っていたロランが口を開いた。

「デュリスの民のことを、ギネヴィア殿下はどのようにお考えか」

　黒騎士の瞳が、ギネヴィアを鋭く射貫く。その資質を試そうというかのように。

「レスターという男のために、彼らは苦悶のただ中にいる」

「一日も早くデュリスに平和と安寧を。そのため兄に協力しろと？」

「エリオットの軍に、そう考える者がおります。私も同感です」

　硬い表情で、ロランは言葉を続けた。

「あなたにもあなたの考えがあるのは承知している。そのために動けないというのなら仕方がない。アスヴァールは私の国ではなく、あなたの国なのだから。だが――」

「わかりました」

　ロランの言葉を遮って、ギネヴィアは仕方ないというふうにため息をつく。

「デュリスさえ手に入れば民はどうなってもいい。そんなふうに考える人間だと、あなたがたに思われるのはいやですから。ただし、まず兄の考えを確認するとしましょう。顔を合わせるのもいやな相手ですが、しばらくなら我慢します」

　兄に対する嫌悪感を隠そうともせず、吐き捨てるように彼女は言った。







　エリオットは、ラエッドの沖合いに停泊しているジスタート軍の船団の中にいた。オヴィスガートに留まらずに同行したのは、ジスタート軍のそばにいる方が安心だったからだ。

　ブリューヌ軍と共闘したいというソフィーの提案を、彼は喜んで承諾した。オヴィスガートとバーハム城砦を手に入れて落ち着いたというのが大きいが、一日も早くレスターを討つ必要性も感じていた。そうしなければ、アスヴァール島がレスターに食い潰されてしまう。

　夜の間に慌ただしく両軍の使者が往復し、アスヴァールの第二王子と第一王女は、明け方の陽光が降り注ぐ竜炎号ドルプラムの甲板で顔を合わせた。ギネヴィアが譲歩したのだ。

　エリオットにはティグルとミラ、ソフィーが、ギネヴィアにはロランとオリビエ、そしてウィルが付き従っている。

　エリオットは傲ごう然ぜんと妹に相対し、ギネヴィアは冷淡な眼差しで兄に応じた。

「つくづく余計な真似をしてくれたな、ギネヴィア。おとなしく円卓の騎士のゆかりの地でも巡っていればよかったものを」

「エリオット兄様こそ、よく生き恥をさらしていられますね。みじめに敗北したのですから、潔くジスタートで生を終えていれば、少しは見直しましたのに。黄金好きもそのまま」

「何を偉そうに。国内に味方をつくれず、ブリューヌに泣きついた分際で」

「ジスタートのお情けでかろうじて生きているだけのひとに言われたくありません」

　挨拶すらなく、睨みあいと罵倒の応酬がはじまった。ティグルとロランは呆れた視線をかわしあう。おたがいの苦労を漠然と察し、仕方なく行動に移った。

「エリオット殿下、ここで言い争ってもジャーメイン王子を喜ばせるだけでしょう」

「ギネヴィア殿下、あなたが兄に会うとおっしゃったのは、このためか」

　ティグルとロランが、それぞれエリオットとギネヴィアを説得する。王子と王女は仕方ないというふうに舌戦を中断した。

　間を置いて、ギネヴィアが口を開く。真剣な表情で兄を見つめた。

「聞かせていただけますか。兄様は、この国をどのようなものにしようとしているのか」

「そんなものは決まっている」

　答えたとき、エリオットの手は無意識のうちに首飾りをいじっている。

「いままで大陸の民に偏りすぎたのを、島の民へ戻す。少しはまともな国になる……」

　最後まで、エリオットは言葉を紡ぐことはできなかった。ギネヴィアがあからさまに失望した表情を浮かべたからだ。

「兄様に聞いた私が馬鹿でした。ジスタート軍にすがりつくぐらいだから、もっと興味深い答えを期待していたのですが」

「……それなら、貴様はどう考えている」

　怒りを顔全体で表現しながら、エリオットは聞いた。ギネヴィアは胸を張る。

「いまとは違う、新しい国です」

　エリオットはふんと鼻を鳴らした。

「夢見がちな貴様が言いそうなことだ。その身体を使って、どれだけブリューヌに媚びを売ったのかしらんが、安売りをしたな」

　実の妹に対してとはいえ、悪辣すぎる罵倒だった。ロランとウィルは眉をひそめたが、ギネヴィアはこの言葉を予想していたかのように、無反応だった。

「何とでも。兄様の顔も見飽きましたし、そろそろ本題に入りましょうか」

　この言葉に、随行者たちは内心で胸を撫でおろした。

　共闘の盟約は、あっけないほどに成立した。

　デュリスを攻めるために、おたがいの兵を出しあい、手に入れたデュリスは共同で使用する。簡潔にまとめればそのようになるのだが、エリオットもギネヴィアも、我を通すようなことをほとんどしなかったのだ。さきほどまでのいがみ合いが噓のようだった。

　むろん、二人にもそれぞれ思惑はある。

　エリオットにしてみれば、自分はレスターを討ち、デュリスを手に入れた武勲をアスヴァールの貴族諸侯に訴えることができるが、ギネヴィアが同じことをしても効果が薄い。この点だけでも、共闘を成立させ、早期にデュリスを攻略することが重要だった。

　一方、ギネヴィアが懸念しているのは、ラエッドがデュリスに近いことだ。

　状況次第では、レスターは勢力を広げるために、自分とブリューヌ軍に仕掛けてくる可能性がある。最善の手ではないにせよ、ギネヴィアとしては共闘の成立によって、レスターとの戦いにジスタート軍を引きずりこんだといえるのだ。

　六人の随行者に、エリオットとギネヴィアは共闘の内容と、その成立を確認する。ジスタートにとっても、ブリューヌにとっても、とくに異論を挟むところはなかった。

「ひとつ、おまえに聞きたいことがある」

　共闘が成立し、歩き去ろうとしたギネヴィアを、エリオットは呼びとめた。ギネヴィアは振り返ると、うなずくことで促す。わずかなためらいを先立たせて、エリオットは言った。

「弟や妹たちを殺した者に心当たりはあるか？」

　ギネヴィアは眉をひそめた。

「ジャーメイン兄様ではないのですか？　エリオット兄様は、ずうっとそう主張していらっしゃるでしょう」

「いまでもその考えは変わっていない。やつならやりかねないからな。ただ、ひとつだけ疑問がある。どうして俺やおまえは生きているのか」

　ギネヴィアが眉をひそめたのはほんの一瞬で、彼女はすぐに兄の言いたいことを理解する。

　ジャーメインが王位を己のものとするために兄弟姉妹を手にかけるのならば、エリオットやギネヴィアを優先的に狙うのではないか。末弟や末妹を先に狙うのは道理に合わない。

　エリオットに濡れ衣を着せるために殺害したということも考えられないではないが、それなら病死などにせず、それらしく装うはずである。

　つまり、自分たちの弟や妹を殺害した者の目的は、ジャーメインとエリオットを争わせ、アスヴァールを混乱させることにあるのではないか。ギネヴィアが狙われずにすんだのは、その前にエリオットが行動を起こして、アスヴァールを二つに割ったからではないか。

「私にはわかりません。知っていても教えてさしあげようとは思いませんが」

　ギネヴィアは首を横に振る。内心では驚きつつ、納得もしていた。

「ただ、いままで以上に用心するとしましょう。兄様も、ジャーメイン兄様と刺し違えるまでお元気で」

「口の減らないやつだ。ブリューヌに利用されるなよ。俺の手をわずらわせるな」

　そうして兄妹は背を向けると、別れたのだった。
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　共闘が成立したあと、ロランはあらためてティグルに酒でもどうかと声をかけた。ティグルは喜んで応じたが、ミラとソフィーは丁重に断った。ジスタートの立場ある人間が混ざれば、話題選びも大変だろうと気を遣ったのだ。

「あまり飲み過ぎてはだめよ」とミラが言えば、「羽を伸ばしてらっしゃい」とソフィーが言い、二人はロランとオリビエとともに歩き去るティグルを見送った。

　ロランたちがティグルを案内したのは、ブリューヌ軍の船団の旗艦だった。『大いなる喜びジユワユース号』というらしい。ある意味で、ここがもっとも安全だということだろう。

　まだ昼には遠い空の下、甲板に人数分の椅子を置く。ティグルとオリビエがあらためて名のりあったあと、三人はブリューヌ産の葡萄酒ヴイノーを満たした銀杯で乾杯した。

「再会と、共闘の成立、それからティグルヴルムド卿の武勲を祝って」

「祝うことが多いというのは、嬉しいものですね」

　葡萄酒を飲みながら、ティグルは自分がジスタートにいることについて、少し補足した。内通者のことに触れたのではない。ファーロン王がアルサスを訪れたことを話したのだ。ロランと、彼が信頼しているという副団長が相手なら問題ないだろうと判断して。

「ロラン卿が、陛下に私のことをよく言ってくださったと……。ありがとうございます」

　ティグルは頭を下げる。ようやく礼を言うことができたという気持ちだった。

「それは申し訳ない。言い訳に聞こえるだろうが、そのようなつもりで陛下にご報告したのではなかったのだ」

　恐縮するロランの隣で、オリビエがティグルに笑いかけた。

「この男は、普段ひとを褒めるということをあまりしないのでな。たまにすると、陛下でさえ過剰に反応なされる。悪気はなかったから許してやってくれ」

　ティグルはおもわず笑みをこぼしてうなずいた。

「いえ、許すなんて。いま申しあげた通り、私はロラン卿に心から感謝しています。私は三年前にもオルミュッツの人々にお世話になっており、また会いたいと思っていました。それがこんなにも早くかなったのですから」

　オルミュッツではどのような発見があったのかをティグルは話し、ロランたちは西方国境の様子やブリューヌ国内の噂話について語った。

　ティグルが、今回はじめて船に乗ったことを打ち明け、揺れに慣れないと苦笑をこぼすと、ロランは複雑な表情になり、オリビエが笑いをこらえる仕草をした。

　そうして三人が話しているところへ、ひとりの女性が現れた。白い絹のドレスをまとった、長い黒髪の美しい女性だ。ギネヴィアである。

　彼女はロランをさがしてここに来たのだったが、ティグルに視線を向けた。

「あなたはエリオットに付き従っていた……」

「ヴォルン伯爵家のティグルヴルムド卿です。今年の春、ムオジネルでともに戦いました」

　ロランは椅子から立ちあがって、ティグルを紹介する。彼の厚意に内心で感謝し、ロランたちに恥をかかせないよう、ティグルも礼節を守ってギネヴィアに挨拶をした。

「ヴォルン伯爵家……」

　ギネヴィアは口元に手をあてて、かすかな驚きを瞳ににじませる。

　ティグルは内心で首をかしげた。彼女は、どこかでヴォルン家の名を聞いたことがあるのだろうか。ヴォルン家はブリューヌ貴族の中でも無名に近いし、アスヴァールの王侯貴族との交流などないはずだが。

　ところが、ギネヴィアの発した質問はティグルを驚かせた。

「ウルス卿は、あなたのお父君？」

「父をご存じなのですか……？」

「あれは三年前だったわ、ブリューヌを訪ねたとき、話したことがあります。ウルス卿は、あなたにそのことを話さなかったのかしら」

　ティグルはあやうく「あっ」と、声をあげてしまうところだった。思いだしたのだ。一年に及ぶオルミュッツでの生活を終えてアルサスに帰還したとき、ティグルは父に多くのことを話した。父もまた、ティグルがいなかった間に起こったさまざまな出来事を聞かせてくれた。その中に、たしかにアスヴァールの王女に会ったという話もあった。

「いえ……。たしかに、父から聞いたことはあります。ただ、釈明を許していただけるなら、父は殿下にお目にかかり、お言葉をかけていただいたとしか言っていなかったもので……」

　事実である。記憶をさぐってみても、珍しいひとに会ったというような口ぶりで、名を覚えてもらうほど話したという言い方ではなかった。

「ウルス卿ならそうでしょうね」

　黒髪をかきあげて、ギネヴィアは屈託のない笑みを浮かべた。

「安心なさい。ウルス卿は、失礼なことはしなかったわ。私に大切なことを教えてくれたの。あの方は元気にしているかしら」

「はい。とくに病などにもかからず、健康そのものです。いずれ故郷に帰ったとき、殿下のことは必ず父に伝えます」

　安堵に胸を撫でおろしながら、ティグルはそう答える。いったい父とこの王女との間に、何があったのだろうか。
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　日が暮れるころ、屋敷に戻ってきたギネヴィアを出迎えたのは、老ろう僕ぼくのウィルだった。うやうやしく一礼したあと、彼は若い主の表情に気づいた。

「何かよいことでもございましたか」

「そうね。思いがけない出会いがあったわ」

　ウィルに答えて、ギネヴィアは自分の部屋に入った。

「嫡ちやく男なんね。たしかに、ウルス卿によく似ていたわ。でも、私より若いのではちょっと」

　勝手に論評をしつつ、ギネヴィアは乱暴にベッドへと寝転がる。王女としてはかなり行儀が悪いが、旅慣れている彼女にとってこのていどは普通の振る舞いだった。

――奇縁というのかしら。こんなところで、あの方の子に会うなんて。

　第一王女として生まれたギネヴィアは、王宮の中でとくに不自由のない生活を送っていた。父も母も優しかった。二人の兄――ジャーメインとエリオットは意地悪をしてくるので嫌いだったが、二人を深刻に憎むというほどではなかった。

　とくに好んだのは、円卓の騎士と、覇王ブレトワルダゼフィーリアの逸話だ。とくに覇王の存在は、アスヴァールが他国にくらべて特別な国であり、自分はゼフィーリアの血を引いた王女なのだと彼女に誇らしい気分を与えた。

　自分の置かれた環境に不満を抱いたのは、七歳のときだ。

　ジャーメインには何人もの部下が付き従いながら、自分にはひとりもいないことに、彼女は気づいた。その部下たちは、力のある貴族諸侯が推薦した者たちだった。次代の王になるためのさまざまな教育を、彼らはジャーメインにほどこしていた。

　一方、ギネヴィアにそういったことを教えてくれたのは、母だった。

「どうして私に勉強を教えてくれるのはお母さまなの？」

　母は、そういうものなのとだけ言って、笑っていた。

　あとになって気づいたことだが、原因は、母が大陸側で生まれ育った貴族の娘であることだった。長男にすべてを与えるという、大陸出身の者に多く見られる意識を、母もごく自然に受け継いでいたのだ。そして、この考え方において、王女はごく自然に対象から外されていた。

「私たちの国は、女王を認めているでしょう。それなのに、こんな差があるの？」

　口にこそ出さなかったが、ギネヴィアは不満を抱いた。とくにそのことを疑問に思っている者がいないのが、腹立たしかった。

　それから彼女は、兄と自分の違いを観察するようになった。兄のもとへは貴族諸侯が訪れ、さまざまな贈りものをし、有用そうな話をしていく。エリオットのところにさえ、アスヴァール島出身の貴族諸侯が訪れていた。

　一方、自分のもとへ訪れる者など、母を除けば王宮に勤める侍女たちぐらいである。

　ギネヴィアにも王位継承権は与えられている。だが、それが形だけのものであると、彼女は自覚せざるを得なかった。

　この点において、父に頼ってもほとんど無駄だろうとはわかっていた。

　父は、貴族諸侯に気を遣う性質の王だった。王宮に勤める官僚たちと、国内の領地を治める諸侯たちの対立を鎮め、島の民と大陸の民の対立を鎮め、諸国とも上手くやりながら、それでいて自国の勢力拡大に無関心ではない。娘としての贔屓目を除いても、優れた王だと思うが、だからこそ、均衡を崩すような、娘の要求に応えることはしないともわかっていた。

　いずれ、アスヴァールはジャーメインが継ぐだろう。ジャーメインに何かあれば、エリオットがその代役を務めるだろう。自分に順番はまわってこない。誰もがそう思っているから、自分には何もない。母は優しい。だが、教えてくれるのは、いずれ誰かに嫁ぐときに、アスヴァール王家の名誉に泥を塗らないようにするための作法や教養だ。

　絶望的だった。自分にはどうすることもできない。何よりも味方がいないのだ。有力な諸侯はジャーメインかエリオットのいずれかに従っている。自分に近づいてくる者などいない。

　そのころから、ギネヴィアは逃避しはじめた。王宮にいると、どうしてもいずれ訪れるだろう縁談について考えざるを得ない。気に入らない相手を断ることはできても、ギネヴィアから相手を選ぶことはできない。それに、断り続けていたらさすがに問題になるだろう。

　そこで、ギネヴィアは円卓の騎士のゆかりの地を訪ねるために、わずかな従者だけをともなって国内をまわった。小さなころに母から円卓の騎士の話を数多く聞かされて、好きだったということもある。正確に記憶して帰らなければ、逃避のための行動と怪しまれるだろう。そう考えて、ギネヴィアは円卓の騎士について懸命に学んでいった。現地の古老や、円卓の騎士に詳しい吟遊詩人ミネストレーリからも積極的に話を聞いた。

　時間はあった。このぐらいの旅費なら困らなかった。暑さや寒さ、虫や獣の遠吠えに慣れれば、気詰まりすることがなくて楽なものだった。

　旅を続ければ、身体は自然と鍛えられる。円卓の騎士のゆかりの地は、馬車で行けないところにあるものも多かった。体調を崩して寝こんだことも何度かあったが、そのたびにギネヴィアの身体は旅に慣れていった。

　十八歳のある日、ギネヴィアは父王に呼びだされた。

「もしかして、おまえは結婚をするのがいやなのか」

　苦笑まじりに聞かれて、ギネヴィアも苦笑を返した。

「いやではありませんが、できれば自分で相手を選びたいと思います。第一王女という私の地位だけしか見ないような殿方はお断りですわ。お父さまも、そのような殿方を王宮に迎えたくはないでしょう」

「おまえぐらいの年齢にもなると、ふつうは早く相手をさがさなければ、多少のことは我慢して、と焦るものなのだがな。このままだと、もらい手がなくなるぞ」

「そうなったら、一生を円卓の騎士のゆかりの地をまわることに費やしましょう。私ひとりぐらいは、そのように生きてもいいでしょう」

「いつかはおとなしくなるものと思って放っておいたのだがな。とはいえ、おまえが国内のさまざまな出来事を報告してくれるので助かっている。それはそれとして――」

　ザカリアス王は笑みをそのままに続けた。ブリューヌへ使者団を派遣することが決まった。おまえも同行してみてはどうだ、と。

――お父様ったら……。

　ギネヴィアは父の意図を明確に悟った。

　使者団の派遣については、ギネヴィアは噂で聞いていた。隣国ザクスタンと一戦まじえる気配が濃くなってきたので、いまのうちにブリューヌの干渉を防いでおこうというのだろう。

　そして、ちょうどいいので、ギネヴィアの相手を国外の貴族からさがそうというわけだ。

　国内にはギネヴィアの相手が務まりそうな諸侯がいないが、ブリューヌの諸侯ならば、第一王女と縁談を組む相手として申し分ない者もいるだろう。

「わかりました。ブリューヌには行ったことがないので、楽しみですわ」

　そう言って、ギネヴィアは承諾したのだった。







　ブリューヌへ派遣された使者団の道のりを説明すると、まず王都コルチェスターからデュリスの港町に向かい、そこから船でブリューヌ北部の港町へ行き、いくつかの諸侯の領地を通りながら街道を南下して、王都ニースを目指すことになる。馬車を何台も用意しての旅なので、王都に着くまでに十日ばかりかかった。

　その旅の中で、使者団はオードという地に一泊した。この地を治めているのはマスハス＝ローダントという伯爵で、ウルスの親友であり、ティグルも何かと可愛がってもらっていた。

　使者団がオードを訪れたとき、ウルスはマスハスの屋敷にいた。彼は数日前に親友を訪ね、いつものように酒をかわしながらさまざまなことを語りあっていたのだが、ちょうどいいから土産話代わりにアスヴァール人を見ていけと誘われたのである。ウルスも興味を抱き、また忙しくなるだろう親友を手伝おうと思って、誘いに応じた。

　そして、二人はギネヴィアに会ったのだ。

　夕食のあと、ギネヴィアがブリューヌの話を聞きたいというので、マスハスとウルスが相手を務めることとなった。

　ギネヴィアが用意したというアスヴァールの紅茶チヤイを飲みながら、マスハスはさまざまなことを語って聞かせた。彼は王都の噂話から辺境に伝わる昔話、珍しい食べものや不思議な生きものなど、さまざまなことを知っており、彼女を退屈させなかった。ウルスは親友をたてて、控えめに振る舞っていた。

　話にひと区切りがついたとき、ふと思いついたように、ギネヴィアが尋ねた。ブリューヌの諸侯は、息子をどのように育てるのか。

「不ぶ躾しつけな質問に聞こえたなら、ごめんなさい。ただ、我が国とブリューヌとでは違いがあるのか、あるとすればどう違うのか、気になってしまって……」

　マスハスとウルスはすばやく視線をかわしたが、好意的に解釈した。ギネヴィアの年齢を考えれば、さぞかし多くの縁談が舞いこんでいるのだろう。そして、貴族の子息はどのように育てられるのか考えたに違いない。

　マスハスには二人の息子がいるので、彼はとくに隠すこともごまかすこともなく、自分のやり方を話した。ギネヴィアは礼を言うと、今度はウルスにも聞いてきた。

　ウルスは簡潔に説明したが、何気ない口調で言った「息子は狩りが得意で、野兎はもちろん猪いのししや鹿、山鳥でさえも容易に仕留めてみせます」という台詞に、ギネヴィアが反応した。

「ウルス卿のご子息は、弓を使われるのですか？　ブリューヌ人なのに」

　しまったと、ウルスは思った。野兎や猪までなら、まだ槍を使っていると言い抜けることもできるだろうが、鹿や山鳥は無理がある。うなずいた。

「そうです。息子は弓が何よりも得意なので」

　気まずい沈黙が、三人を包む。ギネヴィアは驚き、呆れたような顔でウルスを見た。

「その……ご子息は、弓を扱うせいで嫌われたり、避けられたりはしていないのですか？」

「しておりますな」

　短く、ウルスは答える。ここで否定しても、ギネヴィアが他のブリューヌ貴族に聞けば、すぐに判明することだ。彼女は王都ニースに向かうのである。

「それならなぜ、弓を取りあげ、剣や槍を教えないのですか」

　隣国の王女だからといって、あきらかに余計なお世話というものだ。マスハスが眉をひそめて声をあげかけたが、ウルスはそれをやんわりと手で制止して、ギネヴィアに答えた。

「さきほども申しあげましたが、息子は弓をもっとも得意としているからです。失礼ですが、殿下は、お父君たるザカリアス陛下と同じことができますか」

「できなければならないと、そうお考えですの？」

　反射的に感情を昂ぶらせてしまい、ギネヴィアはいくらか挑発的な口調で尋ねた。しかし、ウルスは静かに首を横に振る。

「そう申しあげたいわけではありません。むしろ、できなくて当然だと考えております。私も父と同じやり方で我が領地を――アルサスを治めているわけではない」

　言葉をまとめるように二つ数えるほどの間を置いてから、ウルスは続けた。

「その気性に合ったやり方というものがあると、私は思います。私の息子は弓に長け、弓を愛している。欠点を是正するのも、あるていどは必要でしょう。ですが、欠点を認め、その上で得意なこと、やりたいことを伸ばしてやるべきだというのが、私の方針です。我が領地は小さく、人材も豊富とはいえません。何でもできるような人間はおりませんから」

「……そのために、あなたのご子息が不幸になっても？」

「正直なことを申しあげますと、私もそのように考えたことはあります。ですが、必ずしもそうはならないと、最近知りました。それをもって自分のやり方が正しかったと言い張るつもりはありませんが、続けていこうと思う気にはなりました」

　アルサスを訪れたスヴェトラーナが、ティグルをオルミュッツへ連れていきたいと言ったことだ。もしもウルスが息子から弓をとりあげていたら、ティグルの驚異的な弓の技量を知ることがなかったら、はたしてラーナはそのように言っただろうか。

　むろん、オルミュッツに行くことがティグルにとってよい結果をもたらすかどうか、このときのウルスは知らない。だが、彼はラーナと、そしてティグルを信じた。







　ブリューヌから帰ってきたギネヴィアは、数日間を王宮にある自分の部屋で過ごした。

　さまざまな出会いがあり、彼女を驚かせ、ときめかせたものは数多くあった。

　しかし、何よりも彼女に強い衝撃を与えたのはウルスとの短い会話だった。

――私はいままで、頼れる味方はもういないものだと思っていた。

　有力な諸侯はジャーメインかエリオットについている。それ以外の者を味方につけることができたとしても、兄たちにかなうはずがない。そう考えていた。

　だが、おそらくそれは違う。欠点のない者などいない。

　円卓の騎士たちだって、そうだった。こうして考えてみると、始祖アルトリウスのもとに集った有能な者たちが円卓の騎士となったのではない。味方の少なかったアルトリウスは、何か際立った能力がある者を重く用いたのだ。彼らの欠点には目をつぶって。

――生まれ育ったこのアスヴァールで、私は力を得る。

　ジャーメインやエリオットが嫌いだから、押しのけたいというのではない。幼いころから有力な諸侯に囲まれていたあの二人に、それを理由として負けたくないのだ。女王になれれば理想だが、もしなれずとも、この王宮であの二人と対等以上の存在になってみせる。

　そう決意して、ギネヴィアはひそかに人材を探しはじめた。今年の春にウィルが宮廷から去ったことを知ると、隠れて彼の屋敷を訪ね、自分に従うようにと持ちかけた。

　ジャーメインやエリオットに招かれても断り続けていたこの老将は、体力の衰えや、地上での戦いの失態を理由に、ギネヴィアの誘いを拒絶したが、ギネヴィアはそのすべてをひとつの言葉で切り返した。

「私があなたに求めているのは、軍船の指揮能力よ。ただそれだけは自信があるのでしょう。他のことは求めません。話し相手ぐらいは務めてもらうけれど」

　ついにウィルは承諾したが、ひとつだけ条件をつけた。

「私の初陣は十五のとき。それから四十年、この国のために戦場に立ってきました」

「知っているわ」

「この国のために、味方を斬ったことも幾度となくあります」

　そして、ウィルは両眼を光らせてギネヴィアに言ったのだ。

「もしも殿下がこの国のためにならぬことをしでかそうとしたときは、斬ります」

　それでもよければ。何でもないことのように、ウィルは付け加えた。ギネヴィアは青ざめた顔で、老将を見つめた。さすがに脅されるとは思っていなかったのだ。

「……いいわ」

　五つ数えるほどの時間を使って呼吸をどうにか整えると、ギネヴィアはそう答えた。

　ウィルが自分に従うようになったことを、ギネヴィアはしばらく隠すことにした。その方がいいと、他ならぬウィルに言われたのだ。

「私も衰えました。以前のような戦働きはできませぬ。優れた指揮官も育っています。それでも、殿下が私を従えたと他の者が知れば、噂をたてましょう。噂は疑惑を招き、何をするつもりなのかと警戒されます。相手に警戒させるのは、戦ではやってはならぬことのひとつです」

「でも、円卓の騎士ガウェインは、わざと目立った動きをして相手に警戒させ、その隙を突く戦い方を得意としていたわ」

　自分の知識の中から反論の材料を見つけてギネヴィアが言葉をぶつけてみると、老将は苦笑を浮かべた。

「ガウェインには気性、能力ともに信頼できる弟がおりました。だからこそ相手の注意を引いて警戒させたのです。殿下がガウェインにならうのはよろしいですが、せめて信頼できる者をおさがしください。私では目立ちすぎて務まりません」

　もっともな話だった。二人は話しあった末に、円卓の騎士の話を聞かせてもらうために、ギネヴィアがウィルのもとを定期的に訪ねるという筋書きをつくることにした。

　この手は、上手くいった。ギネヴィアもまた、ウィルに断られたのだと二人の兄たちに思わせることに成功したのだ。

　そして、ウィルはギネヴィアのために役に立ちそうな者をさがしてくれた。得意なことはあるものの、欠点の方が目立つという者ばかりだったが、ギネヴィアはまさにそのような人材を望んでいたのだ。
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　その日の夜、ミラはティグルをともなって、ラエッドの港近くにあるギネヴィアの屋敷を訪れた。「ぜひ二人の戦姫殿にご挨拶を」と誘われたのである。

　共闘が成立した以上、断るわけにもいかない。かといって、戦姫が二人そろって行くのも危険だった。加えて、ティグルの話では、ギネヴィアからそれほど悪い印象は受けなかったという。そこで、ソフィーには残ってもらい、二人で来たのだった。

「よく来てくださいました。せっかくですから、ややこしいことは抜きで、異国の方と語りあってみたいと思っていたんです」

　ギネヴィアはにこやかに二人を出迎え、自ら応接室まで案内した。

「お招きいただいて恐縮です。何でも、ギネヴィア殿下は円卓の騎士の話に詳しいとか。ぜひ私たちに聞かせていただきたく。他にアルトリウスやゼフィーリアなども……」

　ミラは微笑を浮かべてそう言った。談笑だけですませるのなら、それに越したことはない。ティグルも彼女に合わせてギネヴィアに聞いた。

「ブリューヌの方々とは、あまりそういった話はできませんでしたか」

「そうですね。立場のこともあるのでしょうが、彼らは二言目には『自分たちは無骨なので』ばかりで。ティグルヴルムド卿は狩りが得意なのですよね。ぜひ聞かせてくださいな」

　テーブルを挟んで、三人はソファに座る。なごやかな雰囲気は、しかしそこまでしか続かなかった。ギネヴィアの侍女が盆に載せて運んできたものが、室内の空気を一変させてしまったのだ。それは、紅茶チヤイと焼き菓子だった。

「私が淹れさせていただきますわ。招いたのは私ですもの」

「それは、ありがとうございます」

　やや緊張した表情で、ミラが礼を述べる。その反応に、ティグルは内心で首をかしげた。紅茶をご馳走してもらうというのに、なぜ彼女は嬉しくなさそうなのだろうか。

　もしかして茶葉に何かあるのかと思い、ティグルはさりげなく聞いてみた。

「その茶葉は、ムオジネル産の？」

「ええ。ブリューヌやジスタートでも、ムオジネル産の茶葉を使っていますでしょう。我が国でも栽培を試みてはいるのですが、なかなか難しく……」

　それはわかる。ミラもオルミュッツで栽培を試みて、難航していることを聞いているからだ。しかし、茶葉でないとすれば、ミラのこの態度はいったい何が原因なのだろうか。

　それはすぐにわかった。白磁の杯に紅茶チヤイを半ばほどまで淹れたギネヴィアは、侍女が持ってきたもうひとつの瓶を手にとると、中身を紅茶に注いだのだ。それは白い液体で、薄い紅色だった紅茶は、瞬く間に白がかった茶色とでもいうものになった。

　その変化を、ミラは大きく目を見開き、声もなく見つめていた。

「あの、それは……？」

　ミラが黙ってしまっているので、おそるおそるティグルが尋ねる。ミラの態度の変化に気づいていないのか、ギネヴィアは明るい微笑を浮かべた。

「山羊の乳ですわ。紅茶というのは、羊か山羊の乳を入れて飲むものでしょう。大陸の方では牛の乳を使う紅茶もあるようですが」

「そ、そうですか。山羊の乳……」

　ミラの顔が青ざめているように見えるのは、天井から吊りさがっているランプのせいだろうか。声も震えているように思われた。気を取り直したミラは、何気ない口調で尋ねる。

「ジャムは、使わないのですか？」

　ぽかんとした顔で、ギネヴィアはミラを見つめた。何を言われたのか、一瞬わからなかったとでもいうように。理解が顔に広がると、アスヴァールの王女は微笑で応じた。
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「ジャムは蜂蜜などと同じで、パンや菓子に塗るものではありませんか？　紅茶チヤイに入れては味も香りも台無しになってしまうでしょう」

　ミラが膝に置いた手を握りこんだのが、ティグルにはわかった。もっとも、彼女は胸中で渦巻く感情を微塵も表に出さず、口元には笑みすら浮かべている。

「ジャムは、紅茶の香りと味に未知の喜びと楽しみをくれるものだと私は思っています。少しずつ楽しむこともできますし。むしろ、紅茶に山羊の乳を入れることこそ、紅茶というものを丸ごと変質させてしまっているのではないでしょうか。色もちょっと……」

「……変質？」

　白磁の杯を口に運んでいたギネヴィアが、その手を止めてミラを見据えた。

「紅茶に甘さとまろやかさを加えることを変質というのは……戦姫殿は、あまりアスヴァール語がお上手ではないのでしょうか」

「その甘さとまろやかさのために、紅茶の持つ深い味と香りを損なってはいないか。私はそれが気になるのですけれど。とくに難しい言葉を使っているつもりはありませんが」

　ミラも王女の視線を受けとめ、淡々と反論する。ティグルは紅茶に何も加えず、無言で静かにすすっていた。

「ジャムなどを加えるような鼻と舌の持ち主が、香りや味に言及するのは滑稽では」

「紅茶を泥水のような色にして何も感じない目では、何かと不自由ではありませんか？　霧のせいで審美眼を養うのも難しいのでしょうか」

　不意に、ミラとギネヴィアが同時にティグルに視線を向ける。

「ティグル、あなたの意見を聞きたいわ」

「いいですね。アスヴァール人でもジスタート人でもない方の考えを聞かせてください」

　好きにしてくれと内心でティグルはつぶやいたが、そんなことを口に出せるはずもない。心情的にはもちろんミラの味方だが、これから共闘する以上、ギネヴィアの不ふ興きようを買うのもあってはならないだろう。ソフィーやロランに申し訳が立たない。

「何年か前のことですが……。羊乳を、表面に膜ができるぐらい温めて、それに蜂蜜を溶かしたものをいただいたことがあります。旅のアスヴァール人から。そういうものをいただくことはできませんか」

　ミラの淹れる紅茶では、蜂蜜はジャムと同じものとして扱われる。そのことをわざわざ説明はしなかったが、ギネヴィアは察したらしい。小さくため息をついた。

「わかりました。結論を出すのは後日としましょう」

「そうですね」と、ミラも同意する。

　こうして、ひとまずティグルは決裂の危機をまぬかれたのだった。
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　アスヴァールの王都コルチェスターは、不安と動揺に包まれている。

　今年に入ってから、この国では何もいいことがない。寛容で知られたザカリアス王は病に臥ふせ、四人の王子と王女が立て続けに命を落とし、ジャーメインとエリオットが王位を巡って争いはじめたのだ。

　二人の王子の争いは、国中に隙を生んだ。沿岸では海賊が跋ばつ扈こし、森や山野では野盗が跳ちよう梁りようする。彼らを討つべき騎士や兵は、王子たちの命令に振りまわされている。しかも、領地を持つ貴族の中には独自の行動を取りはじめる者も現れる始末だ。いったいこの先どうなるのか、王都の民が悲嘆に暮れるのも無理はなかった。

　もっともいまのところ、王都は平和を享受している。王宮に勤める重臣たちが、懸命に守りを固めたからだ。いくつかの街道もおさえ、隊商の保護にも努めた。

「それにしてもどうする」

　ある日、重臣たちは顔を合わせて話しあった。

「ジャーメイン王子とエリオット王子だけではない。ギネヴィア王女まで名乗りをあげたというぞ。しかも、ブリューヌ軍を味方につけたらしい」

「けしからんとしか言いようがないな。エリオット殿下もだが、いったいどのような気前のいい約束をしたのだ。ジャーメイン王子を支持する以外にないではないか。このアスヴァール島でも、エリオット殿下に反感を持つ者が現れている。王女殿下は玉座を継ぐ器ではない」

「しかし、ブリューヌ軍を率いているのはあの黒騎士だというぞ」

　恐怖を帯びたその言葉に、重臣たちは静まりかえった。彼らの大半は、戦場に出たことなどない。だが、彼らでさえロランの強さ、恐ろしさは聞き知っていた。

　レスターの話は出ない。ひとつには、遠方の叛乱ていどにしか捉えていないということもあったし、もうひとつは、その名を口にすると、彼の蛮行までが思いだされるので、話題にしたくないのだった。いずれ、ジャーメインかエリオットが討ってくれるだろう。

「ジスタートは、二人の戦姫に指揮を執らせているそうだ。ひとりは、ソフィーヤ＝オベルタスだそうだが」

　ソフィーは外交の使者として、何度かアスヴァールを訪れたことがある。重臣たちの何人かは彼女と言葉をかわしたこともあった。

「もうひとりは？」

「リュドミラ＝ルリエというらしい。レグニーツァやルヴーシュの戦姫ではない」

「何かあれば、第二陣が来るということか……」

　重臣たちの表情に暗い陰がよぎる。彼らは、戦姫の強さを知っていた。ミラやソフィーの強さは未知数だが、レグニーツァやルヴーシュの戦姫と同等だとすると、そうとうな犠牲を払わなければ勝てないだろう。しかも、勝てたとしても新たな戦姫がすぐにやってくるのだ。

「ジャーメイン王子には、誰かいるのか？」

　沈黙が下りた。ひとりがか細い声をあげる。

「タラードという男が、なかなか有能らしいと聞いているが」

「その男は、黒騎士や戦姫に対抗できるのか？」

　やや意地の悪い問いかけを投げかけられて、その貴族は沈黙した。

　ぎこちない雰囲気の中で、ひとりの男が誰にともなく問いかける。

「陛下のご様子は……？」

「相変わらずだ。眠っておられる時間の方が長い。目を覚まされても、少し身体を動かすだけで全身が苦痛を訴えるということだし……。何より、このような惨状をご報告できるか？」

　ザカリアスは寛容な王だった。その寛容さが、ジャーメインの過度な残虐性を呼び起こしてしまったのだが、それでも重臣たちは国王を敬うやまい、忠誠を誓っている。

　発せられた問いかけには、誰も答えられなかった。








５　　　デュリス攻略戦









　デュリスを攻める手はずは、次のように決まった。

　まず、デュリスの北側の城壁をジスタート軍二千とアスヴァール軍一千が、西側の城壁をブリューヌ軍四千が攻める。そして、アスヴァールの軍船十五隻が、デュリスの沖合いに待機する。こちらは海から敵を牽制するためのものだ。また、首尾よくことが運び、敵が船でデュリスから逃げだすような事態になった場合、それを攻撃する役目も負う。ちなみに、アスヴァール兵一千と軍船十五隻は、エリオットに臣従を申しでた者たちだ。

　ジスタート軍二千の指揮はミラが、アスヴァール軍一千の指揮はハミッシュがとることになった。ブリューヌ軍の指揮をとるのはもちろんロランである。ティグルはミラのそばにいる。

　十五隻のアスヴァール軍は、ギネヴィアに従うウィルが指揮をとる。彼の乗る旗艦には、ギネヴィアの他にソフィー、ボンネル、エリオットも乗っていた。

　ソフィーがアスヴァールの軍船に乗ることについては、彼女自身が望んだことだった。海側からの動きを見ておきたいというのが、その理由だった。ミラはうなずくことで承諾した。

　ラエッドの港でわかれるとき、ソフィーは申し訳なさそうな顔でミラに言ったものだ。

「ミラにばかり戦わせて、悪いわね」

「戦姫が一ヵ所にかたまっているのも危険でしょう。でも、何か気になることがあるの？」

「ひとつだけ」と、ソフィーは真剣な面持ちでうなずいた。

「海竜バダヴアのことよ。オヴィスガートにいる間、いろいろと調べていたのだけれど……」

　ソフィーは、海竜を見たという者の話を集めていた。港を訪れる商人や傭兵などから話を聞いてまわり、エリオットにも協力を頼むという熱心さで。

「海竜が現れるとき、大灯台の最上階が赤く光ったという話が複数あるの。あそこに、レスターは何かを仕掛けているのかもしれないわ」

　海竜がデュリスの港湾近くで無秩序に暴れているというだけなら、ソフィーもここまで気にしなかっただろう。だが、海竜はあきらかにレスターのために動いている。

「それと、これは噂だけれど、海竜の鱗が赤いことから、あれは建国神話に出てくる赤い竜であって、レスターを王にすべきだ、なんて話も出始めているらしいの」

「冗談にしては難がありすぎるわね」

　二人の戦姫は顔を見合わせて力なく笑った。いずれにせよ、デュリスを手に入れれば海竜のことは考えざるを得なくなる。いまのうちから気にしておいても無駄ではないはずだった。

　そうして共闘が成立してから五日後、デュリスの北から西にかけて、ジスタート、ブリューヌ、アスヴァールの兵で構成された三ヵ国連合軍が姿を見せる。同じころ、南の沖合いには十五隻のアスヴァール軍船が待機していた。

　レスター率いるデュリス軍の数は、以前に把握した約二千という数字から変わっていない。たとえ町を攻める戦であっても、数の差は圧倒的であり、連合軍は長梯子や破城槌も用意している。勝利はゆるがないものと思われた。







　曇り空の下、秋の風がかすかな肌寒さをもって吹き抜ける。

　デュリスの北から西にかけては、かつて牧草地だったという平坦な草原と、街道があるばかりだ。合計七千の兵が広く展開するのに、何の支障もなかった。

　ジスタート軍の先頭に立ち、数百アルシン先の城壁を見上げながら、ミラはどこか物憂げな表情をしていた。彼女の隣に立ったティグルが、穏やかさを心がけて尋ねる。

「レスターのことか？」

　バーハム城砦で、たった一合とはいえ激突したことを思いだしているのだろうと思ったが、図星だったようで、ミラはびくりと肩を震わせる。ティグルは彼女の背中に手を置いた。

「だいじょうぶだ。俺がそばにいる」

　そうは言ってみたものの、実際にレスターと相対したらどう戦えばよいのか、ティグルには見当がつかない。何もかもが人間離れしているのだ。

　しかし、とにかくミラを励ますことはできたらしい。彼女は青い髪を揺らし、気を取り直して、「頼りにしているわ」とティグルに笑いかけた。

　角笛が鳴り響き、連合軍が前進する。城壁の上にいる守備兵の姿がはっきり見えるほど進んだとき、兵たちの口から壮絶な呻うめき声が漏れた。

　城壁の下には、串刺しにされた者が壁に沿って並んでいたのだ。彼らの足下には、細切れにされた死体が転がって、くすんだ緑色のはずの草地は赤黒く染まっていた。レスターによって殺された者たちなのはあきらかだった。

　城壁の上のデュリス兵たちは高らかに笑っている。これが連合軍への挑発だったとすれば、見事に成功したといえるだろう。ミラも、ハミッシュも、そしてロランも、感情を叫び声に変えて、配下の兵や騎士に命令を下した。

「攻撃せよ！」

　デュリス攻略戦が、ここにはじまった。

　北側では、前進したジスタート兵とアスヴァール兵がいっせいに城壁上へ矢を射かける。西側ではブリューヌ兵が二十人がかりで破城槌を抱え、城門に向かって突撃した。

　むろん、デュリス兵たちは必死に応戦する。矢の雨を浴びせかけ、死体を投げつけ、油を満たした壺や、火のついた松明、子供の頭部ほどもある石塊などを次々に投じた。油や松明は、長梯子や破城槌を燃やすためのものでもある。

　もっとも、連合軍側もそのていどの攻撃は予測し、手を打ってある。破城槌には水で濡らしたなめし革をかぶせて、火が燃え移りにくいようにしてあった。長梯子に取りついた者たちは、鉄の盾をかまえて慎重にのぼっていく。

　勢いは連合軍側にあり、デュリス兵たちはあきらかに押されていた。

　ジスタート兵のひとりが、城壁上に降りたつ。だが、次の瞬間、その兵士は無造作に頭部をつかまれ、城壁から投げ落とされた。デュリス兵たちの間から歓声があがり、アスヴァール兵の一部が恐怖のため息を漏らす。ミラもまた、その男の姿を見て息を呑んだ。

　鎖を巻いた棍棒を右手に持ったレスターが、そこに立っている。

　ティグルは緊張と怒りに満ちた顔でレスターを睨にらみつけたが、すぐに黒弓に矢をつがえようとはしなかった。異様な雰囲気を、この男から感じるのだ。バーハムのときもわずかに感じてはいたが、はるかに強い。ルサルカやレーシーと相対したときの感覚と同じものだった。

――まさか、あいつも魔物なのか。

　レスターは獣のように吼えた。跳躍したかと思うと、城壁に引っかけた長梯子に降りたち、ジスタート兵の頭部を次々に踏みつぶしながら駆けおりてくる。そうして彼が地上に降りたつと、誰もが啞あ然ぜんとした顔でレスターを凝ぎよう視しした。

　獲物を見つけた餓狼を思わせる敏捷さで、レスターは駆ける。彼は単騎で、アスヴァール軍に躍りかかった。アスヴァール兵たちが突きだす槍の群れをかいくぐり、棍棒を振るう。兵士のひとりが首から上を粉砕されて絶命した。一方的な殺戮の、彼は最初の犠牲者であった。

　レスターが前進する。棍棒を縦横無尽に振るいながら。一振りごとに、一歩ごとに、死体が積みあがった。アスヴァール兵たちも果敢に攻めかかるが、レスターは棍棒で剣を砕き、槍を払いのけ、盾ごと兵士を打ち砕くのだ。長弓の矢ですら打ち落とす。

　アスヴァール兵たちの戦意が恐怖に取って代わられるのに、時間はかからなかった。彼らはレスターの噂を知っている。それを己の目で確認して、勇気が底を突いた。

　恐怖は瞬く間に伝播して、一千を数えるアスヴァール軍が、たったひとりのために崩れはじめた。ハミッシュは懸命に兵を統率しようとしたが、無益に近い努力だった。アスヴァール兵が後退から逃走に移ったときには、すでに数十もの死体が転がっている。

　レスターの猛進はデュリス兵の士気を高め、連合軍の兵をひるませた。城壁に取りついていた兵たちが次々に撃退され、長梯子が破壊される。

　血まみれの棍棒を振りまわしながら、レスターは前進を続けていたが、接近してくる気配を感じとって、足を止めた。彼の視線の先には、ミラが立っている。軍の指揮をガルイーニンに任せて、単騎で駆けてきたのだ。

「楽しみは後日にとっておくつもりだったが、わざわざ来てくれたなら歓迎せねばな」

　ミラが逡巡を覚えたとしても、それは一瞬にすら満たなかった。『凍漣の雪姫ミーチエリア』はすばやく馬から飛び降りる。ラヴィアスをかまえた。

　レスターが猛然と間合いを詰める。ミラは鋭くラヴィアスを繰りだした。火花が散る。レスターが、棍棒に巻いた鎖で槍の先端を弾き返したのだ。

「やはり、こんなものか」

　ミラは目を瞠みはった。ひとつは、自分の一閃をたやすく防がれたからだが、もうひとつは、また、ラヴィアスから何も感じとれなくなったためだった。

――どうしたの、ラヴィアス……!?

　ミラの呼びかけに、凍とう漣れんと呼ばれる竜具ヴイラルトは答えない。バーハムのときと同じだ。まるで眠ってしまったかのようだった。レスターが襲いかかってくる。避ける余裕はないと判断し、ミラはラヴィアスを両手でかまえて受けとめようと試みた。

　襲いかかってきたのは、すさまじい猛打だった。レスターは力任せに棍棒を振りまわして、ミラの全身を砕かんばかりに叩きつけてくる。ミラの手にあるのがラヴィアスでなければ、とうに折れ砕けていただろう。手が痺れ、体力を削られ、ミラはたまらず後退した。

――雑なように見えて、正確だわ。

　ミラは戦慄を禁じ得なかった。レスターが笑った。

「さすがはしぶとい」

　そのとき、横合いから矢が飛んできた。ティグルの射放ったものだ。レスターがミラに肉迫しすぎて、矢を射放つ隙をなかなかつかめなかったのだ。レスターは鼻を鳴らすと、左手を伸ばし、指で矢を弾いた。そのわずかな隙を突いて、ミラは距離をとる。

　レスターは追撃をしてこなかった。彼は、後退していくアスヴァール軍を見ている。

「今日は私の勝ちだ。それとも、まだ続けるか？」

　ミラは顔を青ざめさせて、言葉を返せなかった。友軍の後退は、ジスタート軍にも動揺を与えている。ここでレスターが挑んできたら、文字通り潰走する恐れがあった。

　同じころ、ブリューヌ軍はロランの勇戦によって城壁上に足場をいくつか確保していたが、後退の角笛の音を聞くと、やむを得ず、それらを放棄して城壁から離れた。他の味方がいなくなれば孤立してしまう。

――しかし、北側で何があった？

　訝いぶかしく思いながらも、ロランはブリューヌ軍を後退させた。

　海上においても、連合軍は損害を被っていた。彼らは沖合いでデュリスの様子を見守っていたのだが、港から二隻の船が現れたのだ。乗っている者たちは、あきらかに海賊だった。

　二隻の海賊船は、こちらへ近づいてきて執拗に挑発を繰り返した。指揮を執っているウィルは動かぬようにと命じたが、三隻が従わなかった。ウィルがギネヴィアの部下だからということもあったのかもしれない。

　三隻の軍船は海賊船に挑みかかり、海賊船は急速に後退した。そして、ウィルが止めるよりも速く、三隻は港湾の入り口近くまで引きずりこまれた。海竜バダヴアが海面に姿を見せたのは、その直後であった。逃げ遅れた海賊船の一隻も巻きこんで、四隻が粉々になる。
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　旗艦の船首では、ソフィーが大灯台の最上階を静かに見つめていた。海竜バダヴアが現れた瞬間、やはり最上階は赤い光を放ったのである。
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　連合軍はデュリスから三ベルスタ（約三キロメートル）離れたところに幕営を築いた。空が朱色に染まるころ、軍船に乗っていたソフィーたちが現れて、合流を果たした。

「なんという醜態だ！」

　戦いの結果を知って、エリオットはハミッシュを怒鳴りつけた。アスヴァール軍の死者は百に満たなかったが、すべての兵が意気消沈しており、そちらの方が大きな問題となっていた。ハミッシュは一言もなくうなだれ、エリオットの罵声に耐えている。申し訳なさだけでなく、手の打ちようがないという思いもあるのだろう。

　ジスタート軍もまた、レスターの恐ろしさを知らされた者たちだ。まだ士気は高いが、正面から向かってこられたらどうすればいいのか、ミラやガルイーニンにも考えつかなかった。

　ブリューヌ軍の雰囲気は比較的明るい。彼らの前にレスターが現れなかったからだが、そのことを、幕営を訪れたティグルから聞いたロランは、納得したようにうなずいた。

「我々の中で、もっとも数の少ないアスヴァール軍を叩くのは妥当な判断だが……単騎で一千の兵を退けるというのは、にわかに信じられんな」

「ですが……」

「いや、疑うつもりはない。アスヴァール軍の幕営を見てきたが、ひどいものだった」

　ロランは首を横に振る。すぐには戦場に立たせられないだろうと、彼でさえ思ったものだ。

「噂を聞いても、レスターという男が特異な戦士というのは間違いない。心するとしよう」

　ロランとわかれて、ティグルがジスタート軍の幕営に戻ると、総指揮官用の幕舎ではミラとソフィー、そしてラフィナックとガルイーニンが待っていた。

　幕舎の中で、五人は楕円を描くように座る。ガルイーニンが葡萄酒ヴイノーを用意した。ミラがデュリスの地図を広げて、今日の戦について話す。

「死者は、多くはないわ。ジスタート軍で約五十、アスヴァール軍でだいたい百、ブリューヌ軍は三十以下というところね。アスヴァール軍の場合、仲間に潰されたりした者もいるわ」

　しかし、彼女の硬い口調が、問題はそこにないことを物語っている。

　レスターは恐怖でデュリスを支配しているというが、同じく恐怖で戦場を操っている。次の戦いで、もしもジスタート軍かブリューヌ軍が、今日のアスヴァール軍のような攻撃を受けて崩れたら、連合軍そのものの瓦解につながるだろう。

「バーハムのときもそうでしたが、あの男は無茶苦茶です」

　ラフィナックが嘆息する。ガルイーニンも深刻な表情でうなずいた。

「しかし、リュドミラ様のラヴィアスが急におかしくなったというのはいったい……」

「やつは魔物かもしれない」

　一同を見回して、ティグルが緊張を隠せない顔で言った。

「上手く言えないが、今日の戦いでレスターを見たとき、他の魔物と似た雰囲気を感じた」

「そうだとすれば、あいつは人間に化けて、長く潜りこんでいるっていうことになるわ」

　ミラが顔をしかめる。しかし、レスターが魔物だと考えれば、ラヴィアスの異常についても理解できるのだ。戦姫と魔物たちの間には、何らかの因縁があるのだから。

　ミラは首を横に振ると、ソフィーを見た。

「ごめんなさい。そちらも大変だったのよね」

「そうね。エリオットとウィル卿が睨みあうぐらいには」

　ソフィーは苦笑を浮かべた。三隻の軍船が沈められた件についてだ。ウィルは適切な命令を出したので、エリオットも怒りをぶつける場がないというところのようだった。

「ところで、わたくしも聞いてほしいことがあるの」

　ソフィーが真剣な表情で地図に視線を落とす。海竜バダヴアの出現に合わせて、大灯台の最上階が赤く光ったことを、彼女は告げた。

「最上階に、海竜を操る仕掛けがあるというわけか……」

　ティグルが腕組みをする。ソフィーはうなずいた。

「ええ。これはラエッドに逃げていたデュリスの住人から聞いたことなのだけど、レスターはデュリスを支配してから、大灯台の最上階に誰も立ち入らせないようにしているそうよ」

　共闘が成立して、ソフィーにとっては思いがけない情報が手に入ったというわけだった。

「じゃあ、どうにかして大灯台に近づいて、最上階を調べれば……」

　ミラの言葉に、ソフィーは首を横に振る。

「わたくしも最初はそう考えたけれど、その仕掛けを誰かに見られたと知ったら、レスターは対策を考えるでしょう。相手がそこまで警戒する前に、手を打ちたいと思うの」

「ソフィーは何か考えがあるのか？」

　彼女が何か言いたいようなのを察して、ティグルは問いかける。地図に視線を戻して、ソフィーは小さくうなずいた。

「今日の戦を考えてみると、相手の思う通りにことが運んだと思わないかしら」

「それは、まあそうなんじゃないか」

　レスターはアスヴァール軍の士気を崩し、それでもってジスタート軍とブリューヌ軍に撤退を強いた。海では、海賊たちの挑発に乗って、三隻の軍船がやられた。レスターにとっては笑いが止まらないだろう。

　ソフィーは首をかしげて、緑柱石の瞳をティグルに向けた。

「そうなったのは、陸から攻めたせいではないの？」

「海には海竜バダヴアがいるだろう。実際、今日だって……」

　反論しかけて、ティグルは言葉を途切れさせる。ようやく彼女の言いたいことがわかった。

「もしかして、ソフィーはこう言いたいのか？　俺たちを陸から攻めさせるために、レスターは港湾に海竜を潜ませたと」

「ありえるわ」

　そう声をあげたのは、ミラだった。

「バーハムと、今日の戦いで思ったことがあるの。レスターには兵を率いる気がない。能力はあるかもしれないけれど」

　バーハムでは兵を放り捨ててひとりで撤退し、今日は単騎で挑みかかってきた。

「その戦い方を考えると、デュリスでは地上の方が適しているわ」

「だが、デュリスの北から西にかけては、大軍を展開しやすいだろう」

　ティグルはそう言ってから、自分の言葉に気づかされて、おもわず口元に手を当てる。

　レスターは、単騎で多数の兵に恐怖を与えることのできる男だ。そして、戦場での恐怖は伝わりやすい。そこまで考えると、こちらが北と西から攻めよせた時点で、レスターの思った通りの展開だったのだろう。

「ソフィーヤ様のおっしゃることはわかりましたが、海竜に対処できない以上、こちらが戦い方を変えるのは難しいのでは」

　ガルイーニンが小さく唸うなり、ティグルは幕舎の端にたてかけた黒弓を見る。黒弓の力なら海竜を倒せるだろうか。だが、海竜が海中に逃げれば、こちらは狙いをつけられなくなる。そのまま船の下にでも潜られたらどうなるか、想像したくない。

「そこで、ひとつ考えてみたの」

　地図の上に指を走らせながら、ソフィーは説明する。聞き終えた四人は唸った。

「たしかに、これぐらいしないとやつの隙は突けないかもね」

　ミラがぽつりと言う。ティグルも同感ではあったが、不安を拭えず、おもわずソフィーを見る。彼女は若者への信頼を示すように、にこりと微笑んだ。

――やつが魔物かもしれないと、俺も思ったじゃないか。

　そう自分に言い聞かせて、ティグルは膝の上で拳を強く握る。

「俺は賛成だ。ただ、問題はジスタート軍とアスヴァール軍にどう説明するかだが」

「そこはわたくしに任せて。面倒なところは省いて、しっかりやるわ」

　ソフィーは顔を輝かせて明るく答えた。その傍らでは、黄金の錫しやく杖じようが煌めいている。
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　デュリスの沖合いでは、夜が明けた直後から横殴りの強い風が吹いていた。

　敗北から二日が過ぎている。海面は黒く波立ち、沖合いに集まっている三ヵ国連合軍の船団は、左右に揺れながらもぶつからないように距離を開けている。兵の数は約五千。ジスタート軍約一千五百、ブリューヌ軍約二千八百、アスヴァール軍約七百というところだ。それ以外の兵は、デュリスの北側に待機している。陸からも攻めると思わせるためだ。

　船の数は三十以上。ただし、どの船も帆をたたんでいた。

　ティグルとミラ、ソフィーは竜炎号ドルプラムの船首に立って、一ベルスタ（約一キロメートル）先のデュリスを見つめている。正確には、港の端にそびえ立つ大灯台を。三人の顔は緊張とかすかな不安に引き締められ、手には必要以上に力がこもっていた。

「いままで俺もいろいろなものを狙ってきたが」

　小さく息を吸って、ティグルが沈黙を破る。口調を冗談めかしたものに変えて、続けた。

「さすがに灯台ははじめてだ」

　たいして面白くもなかったが、ミラとソフィーはほとんど同時に相好を崩す。少なくとも、二人の抱えていた不安を吹き散らす効果はあったらしい。

「ソフィー、きっと成功するわ。いいえ、成功させるのよ」

　ミラが友人に笑いかける。ソフィーも「ええ」と微笑を返した。ラヴィアスとザートも、使い手を励ますようにそれぞれの先端に淡い光をまとう。それを見たティグルは、自分の黒弓に視線を落とした。愚痴をぶつけようとして、すぐに考え直す。

「おまえは……いや、おまえはこのままでいいからな」

　この弓はヴォルン家の家宝である。故郷の屋敷に飾られているとき、突然光を帯びるようなことがあれば、父や侍女のティッタらを驚かせてしまうだろう。自分の意思には答えてくれるのだから、多くを望むべきではなかった。

　杖をつきながら、ボンネルが船乗りたちをともなって現れる。

「ウィル卿から、まもなくはじめるとのことです。こちらも動きます」

「ありがとう、ボンネル殿」

　ソフィーは心からの感謝を述べて、深く頭を下げる。ティグルとミラもだ。これからやろうとしていることを思えば、どれだけ礼を言っても足りない思いだった。

「なに、戦場には危険がつきものです。何より、ことがすめば、自分は海竜バダヴアを倒した船に乗っていたのだと胸を張ることができる。船乗りにとって、これほどの自慢話はありますまい。それに、この船には雌の海竜が飾ってありますからな」

　ボンネルは闊達に笑ってみせる。船乗りたちも笑みを浮かべていたが、こちらは一様に引きつっていた。無理もないとティグルは思う。

　竜炎号は、これから大灯台へまっすぐ向かう。その最上階にある何らかの仕掛けを、海上からティグルの弓で吹き飛ばそうというのが、ソフィーの考えだった。

　策とはとうてい呼べない。まず、大灯台にある何かを吹き飛ばしても、海竜がどうにかなるとはかぎらない。次に、ティグルの弓でそれを確実に吹き飛ばせる保証がない。

　何も起きなければ、海竜は竜炎号ドルプラムに襲いかかり、船を海の藻も屑くずに変え、人間をことごとく喰らうだろう。ミラやソフィーでも、海の上で海竜バダヴア相手にどこまで戦えるかはわからない。

　だが、ティグルは賛成した。ソフィーは、黒弓の『力』をその目で見ていない。それでも、ティグルならできると考えてくれたのだ。ミラも「あなたの力ならいけるかもしれない」と、言ってくれた。二人の信頼に、応えたかった。

　大灯台に接近するという危険な役目を、ボンネルは二つ返事で引き受けた。船乗りと漕ぎ手たちも。竜炎号はラエッドに停泊していたが、すぐに幕営近くまで運ばせ、ティグルたちをここに連れてきてくれたのである。

「ご武運を」

　短い激励の言葉をかけると、ボンネルは船乗りたちとともに歩き去っていく。

　竜炎号の左右の櫂かいが動き、力強く波をかきまわした。横殴りの風を浴びながら、大灯台に向かってゆっくりと進んでいく。

　ティグルは短剣で手の甲を薄く切り、左手のてのひらに血をつける。黒弓の『力』を使うために必要な儀式だ。薄気味悪いと思わないでもないが、このおかげで力を濫らん用ようせずにすむとも考えている。軽はずみに使っていいものではない。

　黒弓を握りしめて、目を閉じた。矢を射放つところまで来たら、ミラとソフィーが呼んでくれるだろう。それまでは、風と、船の揺れを感じとることに集中する。

　そのとき、沖合いに展開していたアスヴァール軍の船団から、五隻の船が港に向かって進みはじめた。その光景を、ミラとソフィーは固唾を呑んで見守る。

　五隻の船はいくつもの帆をつけており、右に左に大きく揺れながら、それでもひっくり返ることなく、風に乗って進む。船乗りが見れば、一目でおかしいと思っただろう。このような強風の日に、しかも港に近づいているのに、なぜ帆を張ったままなのかと。

「さすが『紅い霧』ね……」

　ソフィーが感嘆のつぶやきを漏らした。

　港に向かっている五隻の船に、人間はひとりも乗っていない。すべての帆を張ってから、下りたのだ。帆の張り方を考えたのは、ギネヴィアに仕えるウィルだった。

　ウィルは、デュリスの沖合いに時折、強い風が吹くことを知っていた。また、どのように帆を張れば、その風を充分に活かせるのかもわかっていた。

　五隻の船が港の入り口にさしかかる。その瞬間、盛大な水柱が噴きあがった。海中に潜んでいた海竜が、船に襲いかかったのだ。もともと傾いていたこともあり、船は海竜の体当たりによって次々に転覆する。そして、一隻から火の手があがった。

　海竜によって船首を砕かれ、船腹に穴を開けられ、船尾を吹き飛ばされても、船は燃え続けている。ほどなく、他の船も燃えだした。これもウィルがほどこしたものだ。鯨げい油ゆを満たした樽をいくつも船に積みこみ、港につくころに燃えるように仕掛けておいたのである。

　炎と煙の中で、海竜バダヴアは苛立たしげに波を叩いている。あるいは、船に人間がひとりもいないことを不審に思ったのかもしれない。

　そのころ、竜炎号ドルプラムは大灯台までの距離をかなり縮めていた。目測で、約五百アルシン。ティグルが矢を届かせるには、あと二百アルシン進めばいい。

「やはり、光ったわ」

　大灯台の最上階を見上げて、ソフィーがつぶやいた。海竜が姿を現す直前、大灯台は赤い光を放ったのだ。海竜を呼び起こすかのように。

　ふと、ミラは眉をひそめた。まっすぐ進むはずが、やや西へ寄っていないだろうか。船ふな縁べりにつかまって、後方へと目を向ける。確証は持てないが、やはり風に押されている気がする。

　おもわず港の出入り口を見る。炎と煙の奥から、海竜が首をもたげてこちらを見ている。気づかれたのだ。

「落ち着いてちょうだい、ミラ」

　ソフィーがおっとりとした声で言って、ミラの肩を優しく叩く。ミラはソフィーを見て、それからティグルに視線を向けた。ティグルは変わらず目を閉じたまま、静かに立っている。

「……そうね、ごめんなさい」

　ひとつ深呼吸をして、ミラは大灯台を見上げる。焦ったところで、いまさら引き返すことなどできない。ボンネルたちを信じ、ティグルを信じるしかない。

　海竜がこちらに向かって動きだす。船の残骸や炎を一いち瞥べつもせずに。

　漕ぎ手たちが必死に櫂を操り、竜炎号を進ませる。大灯台まで、約四百アルシン。

「――我が傍に集え眩い粒砂よミラーシエム」

　厳かな口調で言って、ソフィーが黄金の錫杖を掲げる。円環の擦れあう涼やかな音色とともに、錫杖の先端から無数の光の粒がこぼれ落ちる。それはソフィーとミラ、そしてティグルの全身にまとわりついた。光の屈折を利用して、他者の目から見えないようにする竜技ヴエーダだ。

「ティグル！」

　ミラが叫んだ。ティグルは目を開け、大灯台の最上階を見据えて、黒弓に矢をつがえる。

　弓弦を引き絞ると、ミラとソフィーの竜具ヴイラルトからそれぞれ光があふれ出た。ラヴィアスからは静謐な冷気を思わせる白い輝きが。ザートからは夜明けの陽光にも似た金色の輝きが。虚空に渦を巻きながら、二つの光はティグルの持つ矢の鏃やじりに集束する。

　全身にすさまじい重圧がのしかかり、ティグルは奥歯を強く嚙みしめて耐える。

　強大な力が、自分の矢に蓄えられている。ひとの手には余るだろう危険な力が。

　心の中で、ティグルはラヴィアス、ザートに呼びかける。

――おまえたちにしてみれば、戦姫以外の人間に力を貸すのは不本意だろう。だが、ミラも、ソフィーも、俺のためにここに立っている。俺を信じてくれている。だから、頼む。

　力を貸してくれ。そう願うと、鏃の輝きが一際強くなる。

　風が逆巻き、波が竜の飾りにぶつかって砕け、海水の雨が三人に降り注ぐ。しかし、三人ともその場から動かず、瞬きひとつしない。海竜バダヴアが波を切って、まっすぐ向かってくる。あと十を数えるほどの時間で、こちらにたどりつくだろう。

　風で船が大きく揺れた。その瞬間を待っていたかのように、ティグルは矢を射放つ。

　一条の黒い閃光が大気を貫き、大灯台の最上階に突き刺さる。驚くべき光景が出現した。

　大灯台の最上階から赤い光がほとばしって、ティグルの矢を阻はばんだのだ。黒い光と赤い光がおたがいを打ち消さんと、激しくせめぎあう。大気が歪み、風がうねり、削りとられた『力』の残滓が黒と赤の閃光となって飛散した。

　ミラとソフィーが目を瞠る中、ティグルだけが不敵な笑みを浮かべる。

「大当たりじゃないか」

　腰の矢筒から新たな矢を抜きだして、つがえる。疲労から額に汗がにじみ、腕にはかすかな痺れがある。それにもかかわらず、身体の奥底から活力が湧きあがってくるのを、ティグルは感じていた。この機会を逃してはならない。ミラとソフィーに、ラヴィアスとザートに応えなければならない。

　再び、二つの竜具ヴイラルトが『力』を鏃に送りこんでくれる。

　海竜が、すぐそこまで迫っている。頭部の角や金色に輝く両眼、口に並ぶ牙まではっきりと見えるほどに。

　弓弦が震える。最初の矢とまったく同じ軌道を描いて飛んだその矢は、最初の矢の矢筈に突き立った。黒い光が激しさを増し、赤い光を徐々に圧していく。

　直後、雷鳴を思わせる轟音とともに、最上階が吹き飛んだ。黒い光がその余波を水平にまき散らして空を薙ぐ。最上階の屋根の一部は上空に見事な放物線を描いて、町の中に消えた。

　ミラとソフィーは言葉もなく、呆然と大灯台を見上げていたが、黒い光が次第に小さくなって消えると、はっとして西の海を振り返る。

　そこに、海竜の姿はない。船の下に潜った気配もない。文字通り消えたのだ。

　船の中央から、感情を爆発させたような歓声が聞こえた。止まっていた無数の櫂が、再び動きだす。竜炎号ドルプラムは風を浴びながら、港の入り口へと方向を変えた。

　船が揺れ、よろめいたティグルを二人の戦姫が支える。

「ほんの少しの間だけど、休んでいて」

　ソフィーが優しく微笑みかける。戦う気力が残っていないのならば、この船に置いていくつもりだったが、ティグルの横顔からは戦意が失われていない。

　ミラも、ティグルの腕に手を添えながら言った。

「私のそばから離れないで」

　それは、ティグルを自分が守るという意味だけではない。自分の戦いぶりを、誰よりも間近で見てほしいという願いでもあった。

　竜炎号ドルプラムの動きを見て、沖合いにたたずんでいた連合軍の船団がいっせいに動きだす。

　海上から地上へ、戦場が移ろうとしていた。
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　港へ飛びこんできた竜炎号に対して、デュリス兵と海賊たちの対応は完全に遅れた。

　黒い閃光が大灯台の最上階を吹き飛ばし、その残骸が町に落下したあとも、彼らは何をするでもなく、戸と惑まどいと動揺に彩られた顔で大灯台を見つめていた。自分たちの目の前で起こったことが、現実のものとは思えなかったのだ。

　彼らを現実に引き戻したのは「敵だ！」という叫び声だった。見れば、船首に竜の飾りをつけた船が猛然と港に入ってくる。

「海竜バダヴアはどうした!?」

　誰かが叫ぶ。海竜が消えてしまったことを、まだ彼らは知らなかった。

　とにかく敵を迎え撃たなければならない。彼らは武器を持って船着き場に集まったが、すぐに蒼白になった。その船には止まる気配がなかったのだ。







　港に入った竜炎号は、風を切って猛々しく前進する。尋常でない昂こう揚よう感かんに包まれた漕ぎ手たちが、疲れを知らないかのように櫂を動かし続け、誰もそれを止めなかったのだ。

「本当に、ボンネル殿は向こう見ずなひとたちばかりそろえたものね」

　苦笑まじりにソフィーが言って、ザートをかざす。

「――我が前に集え煌めく波濤よフアルヴアルナ」

　彼女を中心に金色の光が広がり、ひとの目には見えない障壁が展開する。船着き場には弓を持った敵が多い。まず、矢を防ぐ必要があった。

　それからティグルたちは船縁につかまり、歯を食いしばる。

　竜炎号は木製の桟橋のひとつに狙いを定めて、正面から突っこんだ。デュリス兵たちがいっせいに矢を射放つ。しかし、船首に降り注いだ矢の雨はことごとく不可視の壁に弾かれ、ティグルたちに届いたものは一本もなかった。

　すさまじい破壊音をまき散らして、竜炎号が木製の桟橋を吹き飛ばす。木材がへし折れ、砕け、無数の残骸が宙に舞った。逃げ遅れたデュリス兵と海賊を何人かはね飛ばしながら、竜炎号は港に乗りあげる。「めちゃくちゃだわ」と、ミラが小声でつぶやいた。

　いち早く衝撃から立ち直ったデュリス兵と海賊たちが、梯子を持ってこいと怒鳴る。

　ティグルは一度に二本、三本と矢を射放って、次々に彼らを打ち倒した。目をつぶって射放っても誰かに当たるほど敵は密集しているが、ティグルは大柄で見るからに強そうな者や、指揮を執っている者を狙って仕留める。いまのうちに敵を混乱させなくてはならない。

　ミラとソフィーは竜具ヴイラルトを手に、敵の様子を観察していた。敵がまともな人間の集団なら、勇躍して港に降りたち、兵たちのための道を切り開いていただろう。

　だが、敵の指揮官には奇妙な力がある。竜具を封じられて孤立する可能性を考えると、味方の到着を待つのが賢明だった。

　何人かの海賊が竜炎号ドルプラムを取り囲んで、手斧や剣で斬りつける。その直後、竜炎号の船首を飾る竜が、炎を吐いた。火に包まれた海賊たちが悲鳴をあげてのたうちまわる。

「あんな仕掛けがあったのか」

　竜の飾りを見て、ティグルは目を丸くした。ソフィーも小さな驚きを目に浮かべている。

「仕掛け自体は知っていたけれど、使ったところははじめて見たわ」

　戦いは船の中央でもはじまっていた。ボンネルと船乗り、そして甲板にあがってきた漕ぎ手たちが、小舟などを使って海から接近してくる敵兵に矢を浴びせる。手斧や木材を投げつける者もいた。デュリス兵と海賊も応戦するが、勢いはボンネルたちの側にあった。

　梯子や階段が運ばれ、群がるように敵兵が船首へあがってきた。だが、ここにいるのは一騎当千を謳うたわれる戦姫であり、それが二人もいるのだ。

　真っ先にあがってきた海賊はミラに槍で喉を一突きされ、もんどりうって転落した。ミラは槍をすぐ手元に引き戻し、その隣に姿を見せたデュリス兵の頭部を強打する。かと思えば右から左にラヴィアスを薙ぎ払って、数人をまとめて地面へと叩きつける。

　船にあがろうとせず、火のついた松明や手斧を投げこんでくる者もいたが、ミラは敵兵を退けながら、そのついでというかのようにそれらを打ち返した。

　ソフィーの戦いぶりもミラに負けていない。彼女は大胆にも船縁のそばに立ち、ザートを振るって敵兵の頭を割り、肩を砕いて、一度も船縁を越えさせなかった。しかも、梯子や階段を叩き壊して、彼らをしばしば立ち往生させた。

　そうして敵兵を退けながらも、ソフィーは慎重に相手の様子をうかがっている。レスターが現れて、竜具が力を失っても、彼女が自ら鍛えて身につけた戦士としての技量までは失われない。だが、やはり戦いは苦しいものになるだろう。

　船の中央から歓声があがる。いくばくかの間を置いて、ラフィナックとガルイーニンが息を弾ませながら船首に現れた。二人の顔からはとめどなく汗が流れ、持っている手斧や剣は血にまみれている。だが、二人とも疲れは見せず、その目には戦意があふれんばかりだ。

「若！　味方が到着しました！」

　突きでた前歯を見せて、ラフィナックが叫んだ。連合軍の船団が港に入ってきたのである。







　ブリューヌ軍の旗艦である大いなる喜び号は、さすがに竜炎号ドルプラムのような真ま似ねはしなかった。

　しかし、その船首に立っていたロランは、戦姫たちでもやらないようなことをやった。船着き場に大いなる喜び号が身を寄せるや、宝剣を肩に担ぎ、甲板を蹴って跳躍したのである。船着き場に集まっていた敵兵たちに、黒騎士は落下の勢いを加えた強烈な斬撃を叩きこんだ。

　戦のあとでオリビエは「そんなに早く船から下りたかったのか、あいつは」と皮肉っぽく笑ったものである。

　鮮血をまきちらしながら地上へ降りたったロランは、静かに身体を起こす。一瞬だけ足下に目をやったのは、靴底から伝わってくる固い地面の感触に安あん堵どしたのだろうか。少なくとも、自分が踏みつぶし、斬り伏せた海賊たちには一瞥もくれなかった。

　自分を取り巻く敵兵たちを無言で見回すと、ロランは地面を蹴る。前進に斬撃が直結し、流血が連鎖した。海賊たちの首が、デュリス兵たちの腕が、血の尾を引いて宙に舞う。反応する暇も与えなかった。海賊のひとりが言葉にならない叫びをあげて襲いかかったが、ロランはそちらも見ずに大剣を突きだし、顔面を打ち砕いて葬り去った。

「おまえたちの指揮官は、どこにいる？」

　鋭い眼光と、全身からあふれる闘志が、デュリス兵と海賊たちを圧倒する。だが、それでも答えた者はいなかった。恐怖をねじふせたというより、自棄になったかのように、いっせいにロランに襲いかかる。

　大剣が唸りをあげた。頭部を砕かれ、胴を斬られ、脚を引きちぎられて、デュリス兵と海賊たちが血煙の中に沈んでいく。兜も甲冑も、荒海の中で鍛えあげた屈強な肉体も、まるで役に立たなかった。また、ロランに刃を届かせることができた者はひとりもいなかった。

　ロランはデュランダルを縦横に振るい、船着き場を敵兵の死体で埋め、潮風を血の匂いで染めあげていく。返り血によって、黒い甲冑の表面に赤いまだら模様ができあがるほどだった。

　ふと、離れたところから自分を弓矢で狙っている海賊がいることにロランは気づいた。大剣を盾代わりにして防ごうとしたが、それより早く、その海賊はどこからか飛んできた矢に首筋を貫かれ、のけぞって敵兵の中に消える。

　ロランはわずかに視線を動かす。竜炎号の船首に、ティグルの姿を認めた。

　竜炎号が梯子を用意し、ミラとソフィーが船乗りたちの援護を受けながら船着き場に降りたつ。ティグルとラフィナック、ガルイーニンが二人に続いた。

　また、大いなる喜び号からもナヴァール騎士団の騎士たちが降りてきて、ロランに従う。敵兵を蹴散らして、両者はすぐに合流を果たした。

　ティグルとロランは無言でうなずきあう。いまはそれだけで充分だった。

　このときには、他の軍船も船着き場にたどりついている。港全体で戦いが起こっていた。

　デュリス兵と海賊たちは、竜炎号が突撃してきたときの対応の遅れを、いまだに取り戻すことができていない。密集していることも仇となった。ジスタート軍とアスヴァール軍が矢を射かけ、ブリューヌ軍が槍や手斧を投じると、ひとり、またひとりと倒れていく。

　自分たちの船に乗りこんだ者たちもいたが、彼らはあっという間に二隻、三隻の軍船に囲まれて、袋だたきとなった。

　船着き場では、ロランとミラ、ソフィーの三人が並んで前進する。不敗の剣デユランダルが、凍漣ラヴイアスが、光華ザートが陽光を反射して煌めき、敵兵の死体を積みあげて道を切り開いた。そして、三人の後ろから放たれる矢が、混乱に拍車をかける。

　デュリス兵も海賊たちも黒騎士と戦姫に戦慄して、後退に後退を重ねた。遠くから弓矢で対応しようとした者もいたし、反撃すべく指示を出そうとした者もいた。だが、彼らは黒弓から放たれた矢でことごとく倒れ、起きあがってくることがなかった。

「ただ前だけを見て戦えるのが、これほど楽だとはな」

　新たな敵兵を斬り伏せて、ロランは賞賛のつぶやきをもらした。

　四人の後ろにいるラフィナックやガルイーニン、アスヴァール兵たちやナヴァール騎士団の騎士たちも奮戦している。四人がつくりだした道を、彼らは地道に、確実に押し広げていた。

　ティグルたちが港から大通りに入ったところで、海賊たちの戦意はついに尽きた。我先に武器を捨て、背を向けて逃げだしはじめる。海に飛びこんだ者もいた。彼らの行動を見て憤ったデュリス兵もいたが、同調した者はもっと多かった。降伏する者と逃亡する者が続出する。

　勝敗は決したかに思われた。





　　　　　　　†






　デュリスの港沿いに立ち並ぶ建物は、倉庫か、裕福な商人の屋敷のどちらかである。中央広場へと抜ける大通りでも、それはあまり変わらない。

　その大通りは現在、進む連合軍と退くデュリス軍に埋めつくされていた。もしもデュリス軍が整然とした行動をとれていたら、潮が引くように後退して大通りを放棄していたか、あるいは隊列を整えて頑強に抵抗していたかもしれない。だが、彼らの動きは無秩序で、後退するたびに前衛と後衛がぶつかりあい、混乱が拡大するありさまだった。

　そうして連合軍は大通りの半ばまで来たのだが、先頭に立っていたロラン、ミラ、ソフィーと、三人のすぐ後ろにいたティグルは、誰からともなく足を止めた。デュリス軍の奥から、異様な雰囲気を感じたのだ。あたかも悪意がまとわりついていくるかのようだった。

――この感じは……。

　ティグルは息を呑み、腰の矢筒に手を伸ばして、指だけで矢の本数を確認する。

　ミラもまた、青い瞳に緊張をにじませて、ラヴィアスをかまえた。前を見据えたまま、ソフィーとロランに呼びかける。

「この先にレスターがいるわ。――ロラン卿」

　申し訳なさを感じながら、ミラは言葉を続けた。

「上手く説明できないけれど、レスターには奇妙な力があるの。あいつとの戦いで、私とソフィーはあまり役に立てないと思う」

　他国の重要人物に対して、竜具ヴイラルトのことを軽々しく話すことはできないし、その時間もない。ロランはわずかに眉を動かしたが、疑問を口にはせず、うなずいた。

「大将首を譲ってくれると――」

　その冗談を、ロランは最後まで口にすることはできなかった。デュリス軍の頭上を越えて、飛来してきたものがある。それは五、六人ほどが乗れる小舟だった。小舟が、何かに撃ちだされたかのようにすさまじい勢いで飛んできたのである。

　ロランはとっさにデュランダルを振りあげた。耳障りな破砕音とともに、小舟は真っ二つに両断される。大通りの左右へと吹き飛んだ。

――何をやった？

　黒騎士の頰を一筋の汗がつたう。城攻め用の大型弩でも使って、小舟を撃ちだしてきたのだろうか。それぐらいしか考えつかない。

　デュリス軍の後方でどよめきが起こった。ティグルたちが様子をうかがっていると、デュリス兵や海賊たちを左右に退けて、ひとりの男が悠然と歩いてくる。

　中肉中背で、甲冑に身を包んでいる。兜はかぶっておらず、頭髪は耳の上にのみ残り、白っぽい目は狂気をはらんでいた。右手には鎖を巻きつけた大きな棍棒を担ぎ、左手には何かをぶら下げている。レスターだった。

「まさか大灯台ごと吹き飛ばしてくるとは思わなんだ。おかげで海竜バダヴアが去ってしまった。正直『弓』を侮あなどっていたぞ。おかげで飯を食う暇もない」

　ティグルを賞賛しながら、レスターは左手に持っていたものを無造作にかじる。それが何か気づいて、ティグルたちは目を瞠った。肘からちぎられただろう子供の腕だったのだ。

　ティグルたちの視線に気づいて、レスターは口のまわりを血まみれにしながら笑った。

「十だか十一だかの小娘だ。昨晩から可愛がってやっていたのだが、力の加減を間違えたようでな。夜が明けたときには、腰から下を血まみれにして息絶えていた」

　そこまで言ってから、レスターは視線を動かし、ロランの持っている宝剣を見つめる。

「おお、『槍』や『杖』、『弓』以外に妙な気配を感じると思ったら、デュランダルまであるのか。だとすると、おまえがブリューヌの黒騎士とやらか」

　ロランは眉をひそめる。デュランダルはブリューヌ王国の宝剣であり、ロランがファーロン王から貸し与えられるまでは、王宮にある玉座の間に飾られていた。だから、過去にレスターが何らかの用事でファーロン王に謁見していれば、見ていてもおかしくはない。だが、そのもの言いはどこか奇妙だった。

　訝しむロランに、レスターは子供の腕をかじりながら冷笑を投げかける。

「なるほど、噂通り、黒衣に黒い甲冑だな。もしや腹の中も黒いのか？」

　ロランは言葉を返さず、滑るような足取りで前へと出た。子供を食らっているということへの嫌悪、怒りもあるが、警戒心と恐怖感もいくらか含まれている。

　これまで、ロランはさまざまな敵と戦ってきた。一度だけだが、呪術としか思えない何かを操る者と、死闘を繰り広げたこともある。狂人と謳われる戦士と斬り結んだこともあった。どれほど人間離れしていようとも、彼らは例外なく人間だった。

　しかし、レスターと相対していると、何か異様なものの前に立っている気がする。

　この男の両眼にちらついているのはまぎれもなく狂気だが、人間が持ちうるそれとは異なるように思えるのだ。一刻も早く、葬り去るべきだった。

　レスターは子供の腕を口にくわえると、棍棒に巻いていた鎖を外して腰に巻きつけた。それからロランに向かって歩きだす。

　黒騎士の背後では、ミラとソフィーが不安を隠せない表情で視線をかわしあっていた。二人の竜具ヴイラルトは、レスターが姿を見せると同時に沈黙している。心の中で呼びかけても、ラヴィアスもザートもまったく反応しない。このようなことは戦姫になってからはじめてだった。

「二人とも、下がってくれ」

　ティグルがミラとソフィーに呼びかける。竜具の力がなくとも、二人が優れた戦士であることは変わらない。だが、万が一のことを考えれば、目立つところにいるべきではなかった。

　二人は沈痛の面持ちで後退する。ティグルとラフィナック、ガルイーニンの三人が、ミラとソフィーを守るように立った。

　間合いを詰めたところで、レスターがかじっていた子供の腕をロランに投げつける。ロランがそれを払いのけたところに、棍棒で殴りかかった。

　硬い音が響いて、棍棒が半ばから砕け散る。無数の木片が二人の戦士の間に飛散した。戦意に満ちた黒騎士の目と、愉悦に満ちたレスターの目が交差する。逃がさぬとばかりに、ロランはデュランダルを叩きつけた。避ける余裕などない一撃だった。

　レスターは避けなかった。歪んだ笑みを浮かべると、棍棒の残骸を捨てて、大剣を横から殴りつけたのだ。それによって体勢を崩したのは、ロランの方だった。ロランはとっさに横へ跳躍して転倒をまぬかれると、さすがに驚きを隠せない表情でレスターを見た。

　甲冑ごと相手を両断するほどの一撃である。それを、レスターは拳で打ち払ったのだ。見た者でさえ、己の目を疑っていた。

「さすがだ」と、ロランではなく、デュランダルを見て、レスターは楽しそうに笑う。

「叩き折るのは無理でも、曲げる自信はあったのだが。私もまだまだ未熟ということか」

　ロランは大剣を持ち直すと、レスターに問いかけた。

「さきほど、小舟を投げつけてきたのは貴様か」

「ああ。中央広場の近くに造船所があってな。他にてきとうなものがなかった」

　こともなげに答えると、レスターは後ろを振り返って、「剣！」と怒鳴る。兵士のひとりが慌てて駆け寄り、自分の剣を渡した。レスターは受けとった剣を眺めていたが、何も言わずに横に薙ぎ払った。呆然とした顔のまま、兵士の首が地面に落ちる。

「まあまあだな」

　首を刎はねた兵士には目もくれず、レスターはロランに向き直った。獣のような咆哮をあげて襲いかかる。跳躍して、上から斬りつけた。

　普段のロランならば、大剣を下から振りあげて相手を真っ二つにしていただろう。だが、このとき、黒騎士は大剣で身を守りながら後ろへ飛び退った。

　レスターの振りおろした剣は地面を深くえぐり、そこで耐えきれずに根元から折れ飛んだ。沈黙が周囲を包む。尋常な力で為なしうることではなかった。

「いい勘をしている」

　柄と鍔だけになった剣を放り捨てて、レスターが笑う。港から喊かん声せいがあがったのは、そのときだった。連合軍が港を制圧したのだろう。

　それを悟ったレスターは、これ見よがしにため息をついた。

「やれやれ。もう少しこの姿で楽しみたいところだったが」

「どういう意味だ」

　背筋に冷たいものを感じながら問いかけるロランに、レスターは大きく口を開けてみせる。そこに並んでいたのは歯ではなく、無数の鋭い牙だった。

　レスターの目が赤い輝きを帯びる。肌が異様なほど白くなり、そのまわりに黒く濁った風のようなものが立ちのぼった。離れてみていたティグルの脳裏を、瘴気という単語がよぎった。

　黒い風の中で、レスターの身体は皮袋に空気を詰めたように大きくふくれあがっていく。甲冑の留め金が弾けとんだ。腰に巻いていた鎖が軋んだ音をたてる。額から二本の角が伸びた。

　ロランと、そしてソフィーは呆然とした顔でレスターが怪物に変わっていくさまを見つめている。連合軍とデュリス軍の兵たちの口からは、言葉にならない呻き声が漏れた。

　冷静でいるのはティグルとミラの二人だけといってよいが、この二人の顔には焦りが色濃く浮かんでいる。ミラのラヴィアスは力を失ったままで、ティグルの黒弓も非常に弱々しい。心の中で呼びかけると、黒弓からぬくもりのようなものが伝わってくるが、それだけだった。

　怪物が吼えた。大人の胴体ほどもある両腕を勢いよく振りあげると、黒い風が吹き散らされる。三十チェート（約三メートル）を超えるだろう巨大な何かが、そこに立っていた。

「おまえは――」と、ティグルは震えそうになる自分を叱しつ咤たしながら、怪物に呼びかける。

「何ものだ」

「トルバラン。妖鬼でもよいが。聞き覚えがあるかな、『弓』よ」

　おそらく笑みを浮かべて、魔物――トルバランは答えた。ジスタートの昔話に登場する、おもに幼い娘をさらうことで知られる怪物の名だ。ルサルカやレーシーの仲間に違いない。

「どうした、戦姫たちよ。我々の永劫の敵よ。向かってこないのか？」

　ミラとソフィーに向かって、魔物は嘲弄する。

「すぐに殺しはせぬ。身も心も壊れるまで辱はずかしめたのち、頭から喰らってくれよう。この姿か、人間の姿か、選ばせてやってもいいぞ」

　地面を踏み鳴らしながら、トルバランが向かってくる。人間たちは悲鳴をあげた。連合軍もデュリス軍も、武器を捨て、兜や盾を放り捨てて逃げだす。どちらも後方にいる味方と衝突して、混乱に陥った。逃げていないのは、連合軍のごくわずかな者だけだ。

　ティグルは黒弓に矢をつがえて、射放つ。何の『力』も帯びていない、ただの矢だ。トルバランは手を一振りして、矢を叩き落とした。

「何のつもりだ」

　ティグルは答えない。いまの矢は、トルバランに傷を負わせるためのものではないからだ。

　大剣を両手で握りしめて、ロランが魔物との距離を詰める。ティグルの矢を見て、我に返ったのだ。この魔物は現実の存在であり、そしてティグルに戦う意思があることを、ロランはいまの一矢で悟った。トルバランに鋭い視線を投げかける。

「貴様、何のために人間を喰らった？」

「そんなものは決まっている。――愉悦よ」

　その場にいる者たちは、魔物の言葉の意味をはかりかねた。トルバランは続ける。

「騙す。焼く。倒す。壊す。犯す。喰らう。これらが楽しみでなくて、何だというのだ」

「なるほど。――化け物め」

　黒騎士の両眼が、戦意の炎を噴きあげた。人間として、打ち倒すべき敵だと認識したのだ。

　トルバランがその太い腕を振りあげて、殴りつける。ロランはすばやく横へ跳んだ。

　轟音が響き、大地がえぐれて震える。立ちのぼる砂煙を割って、ロランが魔物に斬りかかった。魔物の太い右腕を切断する。黒い血が噴きだして地面を染めた。

――通じる。

　安堵に表情を緩ゆるめたのはほんの一瞬で、ロランはすばやく体勢を立て直し、トルバランから距離をとる。魔物の左腕に対する警戒は怠っていなかった。だが、自分の考えが甘かったことを、直後にロランは思い知らされた。

　魔物が頭を大きく振ると、額にある二本の角が急速に伸び、鞭のようにしなって襲いかかってきたのである。回避が間に合わないと悟り、ロランは大剣を盾代わりとした。

　ロランは吹き飛んだ。大通り沿いに建っている屋敷の壁に叩きつけられ、崩れ落ちる。トルバランは雄叫びをあげて地面を蹴り、ロランに向かって跳躍した。左腕で殴りつける。

　その場にいる者たちの耳をつんざくような音とともに、屋敷の壁に巨大な穴が穿たれた。朦々とたちこめる煙の中に、妖鬼の影が浮かんでいる。

　ミラも、ソフィーも、その場に呆然と立ちつくした。ティグルの顔からは血の気が引いて、呼吸は大きく乱れている。言葉にできない不安が、臓ぞう腑ふをわしづかみにしていた。

　ロランがどれほど強い戦士であっても、人間には違いない。魔物の拳をまともにくらって、無事でいるとは思えなかった。

　唇を強く嚙んで、ティグルは駆けだす。血迷ったのではない。その逆だった。走りながら、トルバランに矢を射放つ。魔物は避けようとすらしなかった。案の定、矢はトルバランの身体にあたってはね返り、地面に落ちる。

――俺を見ろ。

　いまのミラやソフィーでは、トルバランとまともに戦えない。ラフィナックたちも、拳ひとつでひねり潰されるだろう。だが、このような状況だからこそ、自分が奮いたたなければならない。戦わねばならない。皆が逃げる時間を、稼がなければならなかった。

――こいつはとんでもない怪物だ。今すぐ逃げだしたくなるような化け物だ。だが――。

　自分たちはルサルカやレーシーを打ち倒してきた。

　ならば、この魔物とも戦う方法があるはずだ。

――こいつを観察しろ。ほんのわずかでも、おかしな動きを見逃すな。

　狩人としての基本に立ち戻る。そのことが、これまでにティグルを何度も救ってきた。

　しかし、ここで計算違いが起こった。ミラとソフィーもまた、竜具ヴイラルトをかまえて魔物に向かっていったのだ。戦姫としての誇りが、彼女たちをトルバランに立ち向かわせた。

　叫んで止めている暇はない。ティグルは新たな矢を弓につがえながら、魔物との距離を詰める。せめて、ミラやソフィーと同じていどに接近しなければ、注意を引けないだろう。

　煙を払うようにしてこちらに歩いてきたトルバランは、ティグルたち三人を見て笑った。

　魔物が咆哮をあげる。ティグルの身体は吹き飛んで、背中から地面に叩きつけられた。

――何だ……？

　身体中に痛みが走っているというのに、意識が朦もう朧ろうとしている。視界には、曇り空が映っている。自分が倒れていることをティグルが自覚するまでに、いくばくかの時間が必要だった。

――何も見えなかった。嵐がぶつかってきたかのような……。いや、そういう代物か。

　息を吐きだす。口の中が切れたのか、血の匂いがした。手と足を動かす。黒弓を離していないことに安堵する。地面を引っ搔かき、うつぶせに転がって、懸命に身体を起こす。

　見れば、離れたところにミラとソフィーが倒れていた。二人とも竜具こそ持っているが、気を失っているようだ。

　トルバランは自分たちを悠然と見下ろして哄笑する。

「ここは、まず弓から喰らうとするか。戦姫は時間をかけて楽しみたいからな」

　ティグルは怒りをこめて魔物を睨みつけたが、あることに気づいて顔をしかめた。トルバランが背にしている屋敷の屋根の上に、いつのまにか誰かが立っている。女性のようだ。

　あの屋敷の住人だろうかと思ったが、すぐに否定した。住人が、どうして屋根の上に現れるのか。町が戦場になっている上に、一階の壁を破壊されたのだ。逃げるのが当然だろう。

　呼吸を整えながら、目を凝こらす。その女性が誰なのかわかって、ティグルは目を瞠った。

――ギネヴィア王女？

　ギネヴィアは白を基調としたドレスをまとい、その手に剣らしきものを持っていた。

　彼女は屋根を蹴る。気合いの叫びをあげて、真下にいる魔物に斬りかかった。

　トルバランは上を見ようとすらせず、ギネヴィアに向かって額の角を振りあげる。ティグルは駆けだした。むろん間に合うはずはないが、動かずにはいられなかった。

　金属的な響きとともに、驚くべき光景がティグルの視界に出現した。ギネヴィアは自分に襲いかかってきた二本の角を断ち切り、トルバランの頭部を蹴って、かろやかに着地したのだ。黒髪を風になびかせながら、ギネヴィアは薄く笑った。

「思ったより硬かったわね」

　思いも寄らない事態に、ティグルは足を止めて呆然とギネヴィアを見つめている。トルバランは頭部をおさえて苦痛の呻きを漏らしていたが、顔をあげて彼女を睨みつけた。赤く輝く両眼に、驚きの色が浮かぶ。

「カリバーン……！」

　それは剣に違いなかったが、そう呼んでいいものか迷うような造形をしていた。片刃で、漆黒と黄金が交差しており、刃は不思議な曲線を描いている。鍔は手を守るように半円状をしていた。そして、そこから黄金の鎖が伸びている。
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　だが、その造形以上にティグルが驚かされたのは、カリバーンという剣から不思議な波動のようなものを感じることだった。ラヴィアスやザートといった竜具ヴイラルトとも違う、異質の力を。

「怪物の分際で、よく知っているわね」

　カリバーンをかまえて、ギネヴィアは警戒するように眉をひそめた。ようやく痛みが消えたのか、頭から手を離し、トルバランは低い笑声を漏らす。

「なるほど。すでにひとの手に渡っていたのか。道理でさがしても見つからなんだわけだ。あいつも存外雑なところがある」

　魔物はいびつで、醜悪な笑みを浮かべた。

「デュランダル。カリバーン。『槍』、『杖』、そして『弓』。何とすばらしい日だ。他の者のような宝物収集の趣味はないが……すべていただいていくぞ！」

　トルバランが跳躍する。殴りかかってくるつもりだろうと考えたのか、ギネヴィアはその場から動かず、魔物を見上げた。それを見て、ティグルは再び駆けだす。

　空中で、トルバランの角が再生する。魔物は頭部を勢いよく振って、二本の角をギネヴィアに叩きつけた。予想外の攻撃に、ギネヴィアの反応が遅れる。横合いからティグルが彼女に飛びかかったのは、まさにその瞬間だった。

　彼女を抱きしめて、ティグルは地面を転がる。直前までギネヴィアが立っていたところは二本の角によって削られ、深く大きい穴を穿っていた。

「よくかわした」

　地面に降りたったトルバランが楽しげに笑う。ティグルはかまわず、ギネヴィアからすばやく離れて駆けだした。

――カリバーン。たしか、稲妻を鍛えたるなり、だったか。

　船旅の中でソフィーが話していた、アスヴァールの伝説の宝剣だ。それをどうして彼女が持っているのかはわからない。わかっているのは、彼女が魔物と戦えるということだ。ならば、自分は彼女を助けるべきだった。それがミラとソフィーを助けることにもつながるはずだ。

　ギネヴィアもまた、すぐに起きあがってトルバランと対峙した。







　当初の予定では、ギネヴィアはアスヴァール軍の船団の旗艦にいるはずだった。彼女はそこで戦が終わるまで待ち、連合軍がデュリスを掌握したあとに上陸する手はずになっていた。

　だが、彼女は不満だった。

　理屈ではそれが正しいのだろう。しかし、自分はそのようなことをしたくて玉座を望んだのではない。自ら動かなければ、大切なものは手に入らない。それが彼女の信念だった。ウィルを側近にできたのも、ブリューヌを味方につけることができたのも、自分で動いたからだ。

　その思いから、ギネヴィアは周囲の目を盗み、ことが上手く運んだときに突入する軍船に潜りこんだのだ。大灯台の最上階が吹き飛んで海竜バダヴアが消滅し、軍船が港に突入したあと、彼女は戦場の混乱にまぎれて二階建ての屋敷に飛びこんだ。

　海賊のひとりや二人を打ち倒して功を誇るつもりはなかったし、高所から戦場を見て、状況を詳しくつかみたかった。

　そして彼女は、レスターがトルバランに変身するところを目にしたのだ。魔物の存在には驚いたが、いくらか冷静になると怒りが募つのった。

　この地に、あのような化け物の存在を許してはならないと思った。







　トルバランが全身から衝撃波を放つ。ギネヴィアはカリバーンで防いだものの、その勢いに抗しきれず吹き飛ばされた。

　ティグルは魔物の気を引こうと試み、何度かは成功したのだが、それでもトルバランはギネヴィアを追い詰めている。膝をついて動けない彼女に歩み寄り、左腕をつかんで持ちあげた。ギネヴィアが苦痛の呻きを漏らす。

　地面に倒れていたミラとソフィーが立ちあがったのは、そのときだった。二人は竜具ヴイラルトをかまえてまっすぐ突きかかる。トルバランが自分たちを視界から外す瞬間を、待っていたのだ。

　鈍い音が響いた。妖鬼は身体を傾け、左腕でミラとソフィーの攻撃を受けとめる。

「残念だったな」

　トルバランは左腕を振るって、ミラとソフィーを払いのける。二人はよろめきつつ後退したものの、倒れはせず、気丈に魔物を睨みつけていた。

　ティグルは、顔をしかめてトルバランの様子を見つめている。いまの動きに、どこかおかしいものを感じていた。

――どうして腕で受けとめた？

　とくにおかしな動作ではなかったのかもしれない。だが、デュランダルやカリバーンのような、あの魔物を傷つけうる武器ならともかく、力を封じられた竜具の一撃を、なぜ防ぎ止めたのか。自分の放つ矢に対しては、そのような反応は一度も見せていないのに。

　だが、それについて考えている余裕はない。まず、ギネヴィアを助けなければならない。

　魔物の顔が間近にあるにもかかわらず、ギネヴィアはおびえる様子もなくトルバランを睨みつけ、カリバーンを突きだす。だが、魔物はカリバーンの刀身を受けとめ、握りしめた。

「さて、次はどうする？」

　息を呑むギネヴィアに、トルバランが笑った問いかけたときだった。

　魔物と王女のすぐそばで、暴風が巻き起こった。獲物を見つけた大鷲を思わせる速さと鋭さで、黒い影が飛びこんでくる。ロランだった。

　雄叫びとともに、デュランダルが振るわれる。トルバランは二本の角で応戦したが、ロランは一撃目でそれらを打ち砕き、手首を返しての二撃目で魔物の右腕を斬り落とした。

　黒い血の奔流で地面を汚しながら、トルバランはカリバーンを放す。地面に落ちた右腕をつかんで、慌てたように飛び退った。

「生きていたのか」

　ロランは答えず、地面に座りこんでいるギネヴィアを守るように、魔物と対峙した。顔の左半分は血に染まり、甲冑はひしゃげて歪んでいる。腕にも脚にも傷を負っていたが、黒騎士は堂々たる態度を崩さず、宝剣を両手で握りしめて力強く立っている。

「なぜ、ここにいるのかは、いまは聞かぬ」

　ギネヴィアに背を向けたまま、ロランは彼女に対して言葉を紡ぐ。

「あなたのことは、私が守ろう」

「いいえ……」

　カリバーンを杖代わりに、ギネヴィアは立ちあがった。ロランの隣に立つ。

「私も戦います。私の戦いですもの」

　ロランは顔をしかめる。ティグルが魔物を警戒しながらロランの隣まで歩いてきたのは、そのときだった。

「お願いがあります」

　無事でよかったという言葉すら惜しんで、ティグルは短く頼む。ロランはうなずいた。

「やつの腰に巻かれている鎖を、斬ってもらえませんか」

　ロランはトルバランの腰に視線を向ける。鈍色の鎖が、たしかに巻かれていた。いま言われるまで、まったく気に留めなかったものだ。

　あれがどうかしたのか。そう聞こうとして、ロランはかぶりを振る。自分が気を失っていた間も、ティグルはこの魔物と戦い続けていたのだ。逃げたとしても、咎める者はいなかっただろうに。おかげで自分も助かったのだと思う。その勇気には応えたい。

「ギネヴィア王女。やつの気を引いていただきたい」

　ロランはそう言った。手出しをするなと言って勝手に動かれるより、ましだと思ったのだ。

　二人の視線の先で、トルバランは切断されていた右腕を、切断面に押し当てる。すると、傷が瞬く間に小さくなり、右腕が元に戻った。角も再生を果たす。

「しぶとい怪物だ」

　吐き捨てると、ロランとギネヴィアは地面を蹴った。左右からトルバランに襲いかかる。ティグルもまた、大きく弧を描くように走った。

――トルバランは、あの鎖を守ったんじゃないか。

　ミラとソフィーが同時に突きかかったときだ。思い返せば、あの魔物が人間の姿をしていたとき、あの鎖は棍棒に巻いていた。ロランと戦うにあたり、事前に外したのだ。

　その時点で違和感を覚えるべきだったのだ。棍棒の強度を増すために巻きつけているのならば、外すはずがない。別の理由があるはずだった。

――バーハム城砦での戦いでは、ミラを相手に鎖を外していなかった。

　力を封じられた竜具ヴイラルトでは、あの鎖を傷つけることはできないのだろう。

――おそらく、それだ。

　ただの鎖ではないことにロランやギネヴィアが気づいたら、狙ってくるかもしれない。トルバランは、そのことを避けようとしていたのだ。

　ギネヴィアが大きく踏みこむ。だが、彼女は斬りつけると見せながら、魔物の側面に回りこもうとした。トルバランが全身から衝撃波を放つ。その瞬間、ティグルは矢を射放った。

　ギネヴィアはカリバーンで衝撃波に耐え抜く。そして、ロランはティグルの矢が空中で吹き飛んだのを見て、何かがあるのを悟った。

　ロランは魔物を牽制するように、大剣を大きく振るう。トルバランの角を跳躍して避け、拳をかいくぐって後退した。そして、ギネヴィアが今度こそトルバランに斬りつける。いかにも自分が本命であるかのように。

　トルバランの意識が、ギネヴィアへと向いた。そのわずかな隙を、ロランは見逃さない。

　音高く、地面を蹴る。宝剣を腰だめにかまえて、ロランは迷わずトルバランに突っこんだ。魔物の豪腕を紙一重でかわして、鎖ごとその腹部にデュランダルを突きこむ。金属的な響きとともに、トルバランの腰に巻かれていた鎖が割れた。地面に落ちる。

　トルバランが衝撃波を放つ。ロランは吹き飛ばされたが、その直前に宝剣を振るい、断ち切られた鎖の一方を引っかけていた。地面を転がり、その勢いを利用して立ちあがると、宝剣の先端に絡みついていた鎖を粉々に打ち砕く。

「――そういうことだったのね」

　離れたところでなりゆきを見守っていたミラが、深いため息をつく。彼女の持つラヴィアスは、白い冷気をまとって光り輝いていた。

「わたくしたち戦姫のことを、よく知っているようだったものね」

　ソフィーもまた、金色の輝きを放つザートをかまえて魔物を見据える。二人の竜具から輝きがあふれて、ティグルが黒弓につがえた矢の先端に集まりだした。

　黒い光をまとった矢を、ティグルが放つ。だが、トルバランは両手を重ねて突きだし、その一矢を受けとめた。ティグルだけではない、ミラとソフィーも目を瞠った。

　二つの竜具から『力』を借り受けた矢の破壊力を、二人とも知っている。その一撃に、トルバランは後退を強しいられながらも耐えていた。

　魔物の右手がぼろぼろと崩れ落ちる。それでも、トルバランは笑ってみせた。耐えきってみせるというふうに。

　そのとき、ロランとギネヴィアが動いた。カリバーンが魔物の左腕を斬り飛ばし、デュランダルがトルバランの腹部を斬り裂く。そして、ティグルの矢が魔物の頭部を打ち砕き、後ろにある屋敷の一部を吹き飛ばして虚空に消えた。

　首と右手、左腕を失った魔物の巨軀が、その場にたたずむ。その身体は急速に色を失い。土塊と化してぼろぼろと崩れていく。ルサルカやレーシーがそうであったように。

　ソフィーとロラン、ギネヴィアの三人は、呆然とその様子を見つめていた。

　やがて、我に返ったロランが息を吸って、大音声を響かせる。

「レスターはティグルヴルムド＝ヴォルンが討ちとった！　レスターの部下たちよ、おまえたちの負けだ！」

　その叫びが二度ばかり繰り返されると、中央広場のあたりから悲嘆の声があがった。

「これで終わって……」

　市街に目を向けていたソフィーが半ばで声を呑みこみ、驚きの声をあげる。町の各所から煙が立ちのぼりはじめたのだ。ティグルたちは顔を見合わせる。ティグルが言った。

「町に火を放つような指示は出していません」

「私たちもだ。だとすれば、あの魔物が……？」

　暴虐を愉悦と言ってのけたトルバランならば、ありえる話だった。

「二手にわかれましょう」

　決然とした表情で、ソフィーが言った。

「ミラは、火を少しでも消していって。ティグルはミラのそばに。わたくしは市街へ行って、人々を少しでも助ける」

　それから、彼女はロランとギネヴィアを見る。

「手伝ってもらえますか？　町の人々が逃げるための道は、わたくしがつくります。ロラン卿は建物を壊して延焼を食い止めてください」

「心得た」

　市街を見ながら、ロランは短く答えた。いまから本隊に戻って指揮を執ろうとしても、時間の無駄にしかならない。それに、彼はオリビエを信頼していた。こういうとき、彼なら上手くやってくれるはずだ。この戦において、自分は最後までこのような形で動くべきだった。

「私は何をすればいいのかしら」と、ギネヴィア。

「わたくしといっしょに市街へ行って、人々の誘導を。港か、城壁のそばへ」

　ソフィーの言葉に、ギネヴィアはうなずいた。

　一刻の猶予もない。ティグルたちは行動を開始した。

　すべての火を消し止め、デュリス兵をことごとく捕縛するか、打ち倒したときには、日が暮れかかっていた。








エピローグ









　大灯台の最上階には、床が三割ほど残っている。それ以外は、屋根も、柱も、火を灯していたといわれる炉も、何も残っていない。ティグルが吹き飛ばしたからだ。

　そのわずかな床に座って、ティグルとミラは町並みを見つめていた。

　ひどいありさまだった。ソフィーの話では町の三割が焼け、五百を超える数の住人が命を落とし、負傷者は三千に達したという。

　だが、デュリスの住人たちは、ティグルたちを解放者として讃え、受け入れた。それほどにトルバランの蛮行はすさまじかったのだ。

　負傷者の手当ては住人たちに任せて、連合軍の兵は急いで町を修復している。いつジャーメインの軍勢が現れるかわからない。彼らはデュリスの状況をつぶさに観察しているはずだ。

　そして、いま以上に奪取の好機はないだろう。城壁と城門は無事だが、港の荒れようはひどいもので、急いで修復しなければならない。だが、兵たちには疲労が残っており、住人たちも同様だ。状況次第では、町の住人たちは戦を避けるために、ジャーメインに降伏する可能性すらある。それだけは避けなければならなかった。

　視線を転じれば、蒼い空と碧い海が見える。

　ふと、ティグルはリプナの町の近くの丘の上で、はじめて海を見たときのことを思いだしていた。あのときに見た海と違い、海面には船の残骸だろうものが浮いている。

　これで終わりではない。まだ戦いは続くのだ。

「それにしても、ソフィーはあんなことをやってだいじょうぶなのかしら」

　ミラが心配そうな顔で言った。ソフィーはジスタート軍が持っている食糧や水、さらに薬の類を、気前よくデュリスの住人に配ったのである。しかも無償で。

　住人たちの好意を得るために必要なことではあるが、ジスタート軍は基本的に、物資の補給をエリオットに頼らなければならない。彼につけこむ隙を与えてよいのかと思うと、よいことをしたなどと素直に思うことは難しかった。

「ソフィーには何か考えがあると思う。それに、いざとなったらブリューヌ軍に借りるという手もあるさ。アスヴァール軍にも、ハミッシュ卿のように話がわかるひともいる」

　ティグルが励ますように言うと、ミラは苦笑を浮かべてうなずいた。

　やることはまだ数多くある。ここで休んでいられる時間は短い。二人は大灯台をおりた。

　地上におりると、ラフィナックが息せききって走ってくるのが見えた。彼はティグルたちの前まで来ると、懸命に呼吸を整える。落ち着かせようと、ティグルは冗談めかして聞いた。

「どうした？　ジャーメイン軍の姿でも見えたのか」

「……エリオットが死にました」

　ティグルとミラは呆あつ気けにとられた顔で彼を見て、それから顔を見合わせた。

　ラフィナックはもう一度、同じことを言った。二人はとっさに声を出せなかった。







　男はヴランチと名のった。四十歳だという。

　レグニーツァの南端にある小さな町で生まれ育ち、十五のときに町を出て、リプナで船乗りとして働いていたのだそうだ。結婚を機に一度、故郷の町へ戻り、五年ほど暮らしたが、やはり船乗りが性に合っていると考えて、妻子を置いてリプナに戻った。以来、夏と秋をリプナで過ごし、冬と春は故郷で過ごす生活を送っていた。

　今度の遠征において、ヴランチは船乗りのひとりとして船に乗った。そして、昨日まで彼はまっとうな船乗りとして役目を果たしてきた。そのはずだった。

　ことが起こったのは、ティグルたちがトルバランを打ち倒して、デュリスを陥落させた後だった。エリオットは供も連れず、市街の、ひとけのない通りをひとりで歩いていた。剣は腰に下げていたが、鎧はつけず、軽装だった。

　一方、ヴランチは甲冑をまとい、槍を持ち、短剣も腰に差していた。

「私には息子がひとりいました」

　なぜ、エリオットを殺害したのかと問われて、ヴランチはそう言った。

「息子は行商人でした。主にレグニーツァの南端と、ライトメリッツの北端で仕事をしていました。アスヴァールのごろつきがライトメリッツを攻めたとき、あいつはそこにいたんです」

　ヴランチの息子は、アスヴァール兵に殺された。ヴランチはそのことを、妻からの手紙で知らされた。彼は夏の間、リプナで働いていたからだ。

　それでも、彼は今度の遠征に加わった。船乗りとはそういうものだと思っていたし、ボンネルとは長いつきあいだった。サーシャのことも、レグニーツァの主として、ごく自然に敬うやまっていたからだ。エリオットには近づかなければいいとも思っていた。

「オヴィスガートで、一度見かけたときは、自分をおさえました……」

　そして、昨日まではそのようにできていたのだ。

　だが、今日、荒れ果てた町の中を歩くエリオットを見て、魔が差した。戦いの跡の残っている焼け落ちた町並みが、連鎖的に息子を思いださせた。

　気がついたときには、彼は短剣をエリオットの背中に突きたてていた。







　ガルイーニンから詳しい報告を受けたミラは、血の気の引いた顔でティグルを見た。

「いっそ刺客に殺されてくれた方が、よほどすっきりしたわ……」

「ヴランチは幕営におります。連れてまいりましょうか」

　それは、どのように処罰するのかという問いかけでもある。ミラは小さく唸うなった。罰を与えないわけにはいかない。だが、さじ加減を間違えれば、事情を知る者たちの非難はミラへと向くようになるだろう。悩むミラに、ティグルがあることを提案した。

　四半刻後、ヴランチはガルイーニンとともに、ティグルとミラの前に立っていた。

「ヴランチ、レグニーツァの船乗りであるあなたに、アレクサンドラの代わりとして、私が罰を与える。いいわね」

　ヴランチはうなずいた。死を命じられても受容するかのような雰囲気をまといながら。

「ひとつ。本日中に軍を去ること。二つ。ヴランチの名を捨てること。三つ。生まれ育った故郷に十年間、足を踏みいれないこと。四つ。エリオット王子は、刺客に殺されたのだと認めること。五つ。自分がエリオット王子を殺したのだという偽りを口にしないこと」

　ヴランチははっとした顔で、ミラを見つめた。ミラは冷厳さを感じさせる表情で、そっけなく告げる。

「ええ、『エリオット王子を刺客から守れなかった』あなたへの処罰は以上よ。行きなさい」

　そうしてヴランチが去ったあと、ミラはティグルに礼を述べた。

「ありがとう、ティグル」

　架空の刺客のせいにしてしまおう。ティグルはそう提案したのだ。実際、エリオットは刺客に襲われている。哀れなヴランチを救う方法は、それしかなかった。これならエリオットの支持者たちと話しあう余地が残る。彼らを糾合してジャーメインと戦える。

「何しろ、いまのところ損害しか出ていないもの。デュリスはこのざまだし。このままジスタートに帰還なんて、できるわけないじゃない」

「だが、こうなるとギネヴィア王女に協力する以外の道がないな」

　ジャーメインと戦うにも、諸侯を束ねる者が必要だ。それには王族が望ましい。血筋と立場において、諸侯より抜きんでているからだ。貴族の誰かを選んでは、争いになる。

「ギネヴィア王女もアスヴァールの戦力を手元に置きたいでしょうから、こちらが頼めば受けると思うわ。アスヴァールの諸侯にしても、私たちに従うのではなく、ギネヴィア王女に従うのだと考えるなら、納得してくれると思う」

　エリオットの死については、ギネヴィアに知らせるしかなかった。今朝まで姿を見せていたのが、急にいなくなったとあってはさすがに不審を招くし、万が一あかるみに出たとき、ジスタートが責任を問われる。今後のことを話しあう際に、避けては通れない。

　ギネヴィアはデュリスでも、港に近い屋敷を借り、そこを居館にしていた。そこで、彼女は兄の死を聞いた。

　さすがに衝撃を受け、ことの次第を説明したガルイーニンが彼女の前から去ったあとも、たっぷり百を数えるほどの間、彼女は一言も発さなかった。それから、ようやく息を吐く。

「本当に、まったくもって兄様らしい最期だったわ。お父様は悲しむでしょうね」

　口にしたのはそれだけであり、それによって彼女は気分を切り替えたようだった。

　紅茶チヤイを淹れて、彼女はこれからのことを忙しく考えはじめた。
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　アスヴァール王国の内乱にブリューヌ王国が関わることをザイアン＝テナルディエが知ったのは、秋の風が夏の余韻をネメタクムの地から吹き払ったころだった。

　この時期のネメタクムは、豊かに実った小麦畑が陽光を浴びて黄金の輝きを放つ。当然、領民たちは収穫作業に忙しくなるのだが、その顔には疲労の他に安あん堵どと喜びがにじんでいる。そんな風景を眺めながら、ザイアンは父の配下の兵から話を聞かされたのだ。ちょうど竜に乗る訓練を終えて、休んでいるときだった。

「アスヴァールというと、ガヌロン公爵が主導しているのか？」

　奇相といっていいガヌロンの顔が脳裏に浮かんで、ザイアンは渋じゆう面めんをつくった。ブリューヌ北部に強い影響力を持つマクシミリアン＝ベンヌッサ＝ガヌロンが、ザイアンは苦手だった。正確には、恐れていた。

　何かをされたというわけではない。王都ニースで何度か顔を合わせたことはあるが、ガヌロンはザイアンの存在など眼中にないだろう。

　だが、ガヌロンと対面するたびに、ザイアンはなぜか、人間ではない何かと対峙しているような気分に襲われるのだ。一度など、殺されるのではないかと思ったことすらある。ガヌロンは自分より背が低く、武芸の心得などまったくないはずなのに。

「ガヌロン公爵がまったく関わっていないとは思えませんが、主導なさっているのは国王陛下だと聞いております。ナヴァール騎士団のロラン卿が遠征軍の総指揮を執っておられるとか」

「ロランが……」

　黒騎士の名を聞いた途端、ザイアンの胸中に対抗心が湧きあがった。

――いまの俺なら、多少なりともロランに張りあえるだろうか？

　視線を、飛竜ヴイーフルのいる専用の厩舎へと向ける。まだ乗りこなしたとはいえないが、最近ようやく余裕を持てるようになってきた。飛竜が急降下したり、身体をひねって滑空したりしても、姿勢を整えることができる。ザイアンにとっては、たしかな手応えだった。

――俺の飛竜が戦場で通じるのか、たしかめたい。だが……。

　ザイアンは奥歯を嚙みしめる。姿勢を整えることができても、武器を振るうことはできないだろう。何より、飛竜に乗った状態で使えるような武器が、思いあたらない。

　剣はだめだ。刃が届かない。飛竜に体当たりさせた方が手っ取り早いだろう。

　槍も難しい。剣よりはましだが、すれ違いざまに相手を突くという技量が要求される。もしも相手の身体に引っかかるようなことがあれば、捨てるしかなくなるだろう。

――となると、弓や弩になるのだが……。

　ザイアンは首を横に振って、その考えを追いだした。名門テナルディエ家を継ぐべき立場の自分が、弓を使うことを考えるなど、恥ずべきことであった。だいたい、自由気ままに飛びまわる飛竜ヴイーフルの上からでは、狙いなどつけられるものではない。

――ならば、おもいきって偵察兵というのはどうだ。

　自分がそのような役目につくのは不本意だが、飛竜に乗った状態で活かせる武器が思いあたらない以上、仕方ない。この大きさならどうしても見つかってしまうが、そこは敵の数と位置をつかむためのものだと考えを切り替えればいい。

　ザイアンは、自分の力を実戦で試したかった。







　その日の夜、ザイアンは父の部屋を訪ねた。アスヴァールへ行きたいという息子の願いにテナルディエ公爵はたいそう驚いたが、首を横に振って反対した。

「どうしても、だめなのですか？」

「ザイアン、考えてみろ」

　諭すような口調で、テナルディエは言った。このようなもの言いを、彼は息子以外にはごくかぎられた者にしかしない。

「おまえが飛竜を乗りこなしつつあるのは知っている。そのことは喜ばしいと思っている。だが、おまえもわかっているだろう。よほど優れた馬でも、飛竜には追いつけぬ。そして、あの飛竜にはおまえしか乗れぬ」

「承知しております、父上」と、ザイアンは拳を握りしめてうなずいた。

「私は従者のひとりも連れず、単騎で……いえ、飛竜のみを相棒として戦場を飛ぶことになるでしょう。それは、テナルディエ家の者にふさわしい振る舞いではない。ですが――」

「ならぬと言ったぞ、ザイアン。どのような理由があろうとも。おまえの勇気は認めるが、思いつきで使い散らしていいものではない」

　ザイアンは言葉の続きを呑みこみ、懇願の眼差しを父に向けたが、テナルディエは無言で首を横に振った。出ていくようにという合図だ。ザイアンは悔しさを隠そうともせずうなだれると、「わかりました」と言って退出した。

　苛立ちを抱えて、ザイアンは屋敷を出る。向かった先は、飛竜のいる厩舎だった。

　入り口に用意してある松明に火を灯して、中に入る。

　いまでは、明かりがなくとも厩舎の中を歩けるほど慣れているが、たまに木桶などにつまずいて大きな音をたててしまうことが、ザイアンにはあった。明かりをつけると飛竜が少し不機嫌になるのだが、音を出して怒らせるよりはましだった。

　飛竜は起きていたのか、松明の炎を見てもあまり機嫌を損ねず、入ってきたザイアンを無言で見つめた。何を考えているのかは、わからない。いずれはわかるようになるのだろうか。

「おまえだって、ムオジネルでは手柄らしい手柄をたてていない。面白くないはずだろう」

　飛竜ヴイーフルの前に立って、ザイアンは握り拳をつくって振りあげる。

「絶対にアスヴァールへ行くぞ。俺とおまえの力を見せつけてやるんだ」

　そこまで言ったとき、入り口にひとの気配を感じて、ザイアンはおもわず振り返る。屋敷の者がひそかにあとをつけてきたと思ったのだ。いまの言葉が父に届いたら、どうなるかわかったものではない。

　しかし、戸口に立っているひとを見て、ほっと胸を撫で下ろした。侍女であり、この厩舎の管理を一手に担っているアルエットだったのだ。

「おまえ、どうしてそこにいる？」

　焦りと動揺を隠すために、ザイアンはことさらにすごんでみせたが、彼女の態度はいつもと変わらなかった。感情のうかがえない顔で、恐れる様子もなくザイアンを見つめている。

「明かりが見えたので。念のために」

　ザイアンが灯した松明の火を見て、様子を見にきたということらしい。ザイアンは憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

「ここには盗まれるものなどない。馬鹿な盗人が入っても、飛竜を見れば逃げだすだろうよ」

　アルエットは言葉を返さず、無言で戸口から姿を消す。何か言えと思ったが、この厩舎が比較的清潔に保たれているのは、アルエットのおかげなので、あまり強く出られない。最近、飛竜はこの環境に慣れてきたらしく、汚れていると機嫌を悪くするのだった。

　小さく息を吐いて、飛竜に向き直る。もう一度、「アスヴァールへ行くぞ」と呼びかけた。

　戸口から音がした。見ると、アルエットが陶杯を手に、こちらへ歩いてくる。無言でザイアンに差しだした。中身は水である。

「おまえ、俺を馬か何かと思っているんじゃないだろうな……」

　悪態をつくザイアンに、アルエットは首をかしげた。ザイアンはひったくるように陶杯を受けとると、一気に呷あおる。水の冷たさが、不思議と心地よかった。







　テナルディエの部屋を、彼の側近のスティードが訪れたのは、ザイアンが退出してからまもないころだった。テナルディエとスティードは周囲の気配をさぐって、部屋のまわりに誰もいないことを確認する。

「ガヌロン公の屋敷に通っていたアスヴァールの商人ですが、その後の消息がつかめませぬ。死んだ可能性もあります。ただ、ジスタート王国の捕虜となったエリオット王子が、ガヌロン公爵と共謀してジスタートを攻めたと言ったそうで、やはりつながりはあったかと」

「よくやった」

　テナルディエは顔色の悪い側近を率直にねぎらった。エリオットとガヌロンのつながりを証明できれば、ジスタートをより深く巻きこむことができる。ジスタートがガヌロンに疑惑の目を向け続ければ、どこかでガヌロンは失態を犯すかもしれない。

「それから閣下、奇妙な話がひとつあるのですが……」

「どのような些細なことでもかまわぬ。申してみよ」

　ためらうそぶりを見せるスティードに、テナルディエは話を促した。

「まず、ムオジネル王国ですが……。最近、ひとりの女占い師がムオジネルの王族に重用されるようになったそうなのです。その女はアジ・ダハーカと名のり、常に怪しげな仮面をつけて素顔を見せないとか」

「占い師を名のる者が奇妙なのは、珍しいことではあるまい。ドレカヴァクもそうだろう」

　ドレカヴァクは、数年前からテナルディエ家に仕えている占い師だ。だが、ただの占い師ではない。春に行われたムオジネル遠征において、四頭の竜を用意したのはドレカヴァクだ。その姿は小柄な老人だが、ドレカヴァクには竜を従える能力があるらしい。

「奇妙であることに言いがかりをつけるつもりはありませんが」

　苦笑を浮かべたものの、すぐに打ち消してスティードは報告を続ける。

「さきほど報告いたしましたアスヴァールのエリオット王子ですが、彼がガヌロン公と密談をしたとき、怪しげな仮面をつけた女占い師が同席していたようなのです」

　テナルディエの両眼が鋭く光った。

「その占い師は同一人物なのか？」

「そこまではわかりませぬ。ただ、ムオジネルからガヌロン公の屋敷までの距離を考えると、同一人物であると考えるのは難しいと思われます」

　テナルディエは唸った。ようやく手がかりをつかんだと思ったのだが、そう上手くはいかないらしい。だが、彼はその情報を捨て去ることもしなかった。

「スティード、ご苦労だが、その占い師についても調べてくれるか。同一人物ではなくとも、何らかのつながりがあるやもしれぬ。ドレカヴァクに聞いてみる手もあるが」

「承知いたしました」

　さらにいくつかの報告をすませると、スティードは一礼して退出する。

　壁にかかった剣を睨にらみつけるように見つめながら、テナルディエは思考を巡らせた。

――ザイアンに行かせてみるか？

　飛竜ヴイーフルがまっすぐ北へ飛んでいけば、ブリューヌ軍のもとにたどりつけるだろう。アスヴァールの内乱が終わる前に。

――いや、危険すぎる。

　アスヴァールへ向かったブリューヌ軍には、北部の領主貴族が多い。ガヌロンの息のかかった者だらけということだ。ガヌロン自身は己の領地であるルテティアでおとなしくしているとはいえ、安心できない。そのようなところへ、次期当主であるザイアンをひとりで行かせられるわけがなかった。
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　エリオットの死から数日が過ぎたある日の昼ごろ、ティグルたちの居館を、ギネヴィアが訪れた。ティグルたちも彼女に倣って、港に近い屋敷を借りている。デュリスはラエッドやオヴィスガートよりも大きな町であり、無事だった屋敷はそれなりにあった。

　応接室で、ティグルとミラ、ソフィーはギネヴィアを迎えた。

　テーブルを挟む形で配置されたソファに腰を下ろして、ギネヴィアは笑顔で尋ねた。

「これからどうするつもりなのか、考えを聞かせてもらえるかしら」

「と、おっしゃいますと？」

　とぼけるようにソフィーは聞き返す。ギネヴィアは率直に言った。

「エリオットが死んだいま、私に従うのが得策ではないかと思うの。そうすれば、食糧や水について融通してあげることもできるわ」

　その点は、ジスタート軍にとって頭痛の種となるだろうと思われた。

　まだ公表は控えているものの、エリオットの死によってジスタート軍は雇い主のいない傭兵となった。オヴィスガートのような、エリオットがいたことで友好的だった町は、今後の協力を拒むだろう。エリオットが集めたアスヴァール兵たちにしても同様だ。

「お気遣いくださり、ありがとうございます。ですけど、そちらの問題はありませんので」

　ソフィーの言葉に、ギネヴィアは眉をひそめる。

　そのとき、扉が外から叩かれ、ガルイーニンが姿を見せた。

「ソフィーヤ様、バーナード男爵がおいでになりました」

　ソフィーは軽くうなずくと、何でもないことのような口調で聞いた。

「何隻で、おいでになったかわかりますか？」

「三隻です」と、ガルイーニン。

「ありがとうございます。すぐに向かいますので、他のお部屋にご案内してください」

　ガルイーニンは一礼して扉を閉めた。

　ギネヴィアは、戸と惑まどいも露あらわにソフィーを見つめる。

「バーナード男爵というのは、ジャーメイン兄様に従っているはずでは……」

「従っていた、というのが正確ですね」

　優しげな微笑を浮かべて、ソフィーは答えた。

「バーナード男爵だけではありません。オールウィン、バベッジ、ブラナーは、わたくしたちジスタート軍に協力してくれることになっています。ジャーメイン王子にもエリオット王子にも従う気になれず、諸侯連合を組むというお考えのようですね」

　ギネヴィアは蒼白になった。その三人は、中立、あるいはジャーメインかエリオットを消極的に支持していた者たちだ。いつのまにジスタート軍と接触し、話をつけていたのか。

「そんな、どうして……」

「わたくしは、何度かこの国に訪れていますから。いま名を挙げた方々には、ジスタートを発たつ前からお手紙を送っていました。わたくしたちがデュリスを手に入れたら、来てほしいと。そうすれば家族の生活を保障できるよう取りはからうと」

　こともなげにソフィーは答える。ティグルとミラもたったいま知らされたようで、驚きの顔で彼女を見ていた。ソフィーが続ける。

「外交の使者というものが、他国にひとりの知人、友人もつくらずにいるとお思いでしたか。何のためにわたくしが派遣されたと」

　ギネヴィアは絶句して、おもわず手を強く握りしめる。今年の春からのこの国の混迷を思えば、他国を頼ろうと思う者がいても無理はない。しかし、ソフィーがそこまで手を打っているとは思わなかった。

「ところで、ギネヴィア殿下にお話があるのですけれど」

　ソフィーはにこやかに言い、ティグルとミラに目配せをする。聞かれては困るということらしい。ティグルとミラは一度、部屋の外に出た。

　ソフィーとギネヴィアが話しあっていたのはそれほど長くなかった。四半刻の、さらに半分にも達しなかっただろう。そして、ティグルとミラを迎えいれたとき、ソフィーは満足げな微笑を浮かべ、ギネヴィアは憮然としていたのだった。







　デュリスの中央広場から少し離れたところに、円卓の騎士ガラハッドを奉じる神殿がある。他の神殿よりも小さく、素朴なつくりで目立たなかったからだろうが、トルバランの暴虐と放火をまぬかれた奇跡的な建物だった。

　ソフィーを頼ってデュリスを訪れたアスヴァールの諸侯は、その神殿に集まっていた。ソフィーに招かれたのである。いったい何ごとだろうかと思いながら、彼らは神殿の奥の、ガラハッドに祈りを捧げるための広間まで歩みを進めた。

「――よく来てくれました」

　濁りのない、よく通る声が響いた。

　広間の奥の一段高いところに、ひとりの女性が立っている。ソフィーではない。腰まで届く長い黒髪、白を基調としたドレス、そして、不思議な造形の片刃の剣。

　ギネヴィアが、剣の切っ先を下に向け、柄頭の上に両手を重ねて、諸侯を見下ろしていた。予想外の人物との遭遇に彼らはひるんだが、慌てて姿勢を正す。

「あなたたちに伝えることがあります」

　あたかも歴戦の将軍が、一兵士に訓示を垂れるかのようだった。ギネヴィアに、彼らは完全に圧倒されている。

「私はアスヴァールにかつての平和を取り戻すために、ジャーメインの軍勢と戦います。ジスタート軍は私の考えを理解し、協力を申しでてくれましたが……。そのとき、あなたたちのことが話題にあがったのです」

　一呼吸分の間を置いて、ギネヴィアは続ける。

「諸侯連合とソフィーヤ殿は言っていました。それもよいでしょう。ですが、ジャーメインにもエリオットにも従う気になれなかったがゆえの選択と聞いてもいます。そこで、ひとつだけ問いたい。私に従うかどうかを。もちろん、あなたたちの身分と財産は保証します」

　これが、ソフィーからギネヴィアになされた提案だった。

　王家の血というものは、やはり尊ばれる。諸侯連合にアスヴァールの民がついてこないとは言いきれないが、それよりも王女の方が確実ではあった。このデュリス攻略において、ギネヴィアは自分が民を思う人物であると示している。

　諸侯が迷っていたのは、片手で数えられるかどうかというほどだった。次々に膝をつき、臣従の言葉を口にする。

　彼らを睥へい睨げいする王女は、覇王ブレトワルダの再来であるかのようだった。
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あとがき









　花粉にやられました。

　はじめまして。続けて読んでくださっている方は三ヵ月ぶりですね。

　川かわ口ぐち士つかさです。『魔弾の王と凍漣の雪姫ミーチエリア』三巻をお届けします。

　今回はジスタート王国から海をわたって、アスヴァール王国が舞台となります。あれやこれやの思惑が重なって、ティグルとミラ、そして二巻でも登場した戦姫ソフィーが船団を率いてアスヴァールへと向かいます。おもわぬ人物との再会や、異国の王女との出会い、奇妙な縁、戦いなどを楽しんでいただければと思います。

　なお、今回は前後編でして、このアスヴァールでの物語は四巻に続きます。秋ぐらいに出せたらなと思っていますので、ご期待ください。

　それにしても今年の花粉には本当に悩まされて（去年まではそんなでもなかった）、体調だけでなく執筆ペースまでがたがたになり、方々にご迷惑をおかけしてしまいました。関係者の皆様には本当に申し訳ないです。

　しかし、いま思えば二巻のレーシーの花粉攻撃は百倍ぐらい強くしてもよかったな……。




　それでは謝しや辞じを。

　多彩な登場人物に加えて、アスヴァールの王女ギネヴィアを新たに描いてくださった美弥月いつか様、ありがとうございました！　戦姫たちのライバルにふさわしいデザインになったと思います。彼女やソフィーやロランたちを引き続きよろしくお願いします。

　編集のＫ様および途中からチェック等々手伝ってくれたＴ澤さん、ありがとうございました！　深刻という言葉を軽く通り過ぎた状況でしたが、もう本当にお二方のおかげでどうにかなりました、はい。

　本作が書店に並ぶまでの工程に携わった皆様方にも、深い感謝を。

　最後に、読者の皆様。ありがとうございました。海を越えて、ティグルたちの旅路はどのような展開を迎えるのか、お待ちいただければと思います。

　ｋａｋａｏさんの手によるコミカライズも順調に準備が進んでいます。こちらの方にもご期待ください。











冬物をかたづけなければと思いながら




川口　士









著者紹介




川口 士　かわぐち つかさ


近作に『黒獅子城奇譚』。他に『魔弾の王と戦姫』『折れた聖剣と帝冠の剣姫』『千の魔剣と盾の乙女』など。

所変われば品変わるとは言ったもので、たとえば紅茶ひとつとっても国によって飲み方が違います。今回はそんなお話です。２巻ではほんの少ししか出番をあげられなかったソフィーも美弥月さんの手によって美しく艶やかに表紙を飾り、もちろん物語の展開にも大きく関わってきます。それではティグルたちの物語を楽しんでいただけますよう。






illustration

美弥月いつか　みやつき いつか


北海道在住のイラストレーター。

新元号に変わった月に文庫が出るのは記念的な意味でちょっと得した気分ですね。

３巻ではカバーにソフィーが登場となりましたが、リュドミラと合わせ川口さんに大好評だったので嬉しいところです。

本編では前巻に登場したギネヴィアが再度登場します。それに合わせてシークレットな部分も含めた新たなデザインを起こしてみましたので、こちらにも注目していただければと思います。




あと、一足先にｋａｋａｏさんが進めている漫画版のネームなども読ませていただいてますが、大胆に見せ場を構築していて見応えがありますので、公開はもう少しだけ先になりそうですがご期待ください。
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